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 １．計画策定の背景と目的 

 

本市は、戦国時代には戦

略上の重要な拠点として

掛川
かけがわ

城、高
たか

天
てん

神
じん

城及び横
よこ

須
す

賀
か

城の３つの城が築かれ、

多くの武将が戦いを繰り広

げた地域であり、掛川城下

及び横須賀城下では城下町

が形成された。江戸時代に

なると東海道沿いに掛川、

日坂
にっさか

の２つの宿場町が栄え、

交通・文化の中心地として

発展してきた。城や街道の

歴史に根ざした都市構造を

基盤とする、歴史的建造物や歴史的な街並みが今も見られる。 

市内各地で個性ある祭りが展開されているなか、中心市街地及びその周辺で行われる

掛川祭は、複数の神社の氏子が参加する合同祭礼で、屋台とともに氏子衆が賑やかに練

り歩き、手踊りや獅子舞を披露することが特徴である。３年に１度の「掛川大祭
たいさい

」で

は、「瓦
かわら

町
まち

のかんからまち」、「仁
に

藤
とう

の大
おお

獅
じ

子
し

」、「西町
にしまち

の奴
やっこ

道中
どうちゅう

」の三大余興

が登場する。 

日坂では、川坂屋などの旧東海道の宿場町の面影が残されており、事
こと

任
のまま

八幡宮
はちまんぐう

は古

くから峠越えの旅人や宿場町を中心に住んでいる氏子を見守ってきた。秋の例大祭では、

軒華で飾られた家々を前に伝統的な屋台が曳き回され、境内から大笛
おおぶえ

祭
さい

の囃子の音が

聞こえる。 

遠州横須賀街道では、春に三
み

熊
くま

野
の

神社大祭が行われる。子授けや神輿渡御等の神事

に加え、普段は静かな横須賀街道の街並みを、江戸天下祭の流れを汲む祢里
ね り

（山車
だ し

）が、

三
さん

社
じゃ

祭
さい

礼
れい

囃
はや

子
し

の名調子に乗って練り歩き、多いに盛り上がりを見せる。 

高天神城跡の周辺集落では、高天神社の例大祭、小
お

笠
がさ

神社の矢
や

矧
はぎ

祭り、中
なか

・八
や

坂
さか

神

社の祇園祭りといった個性豊かな祭礼が江戸時代から続いており、人々の地域の歴史や

文化財への誇りや愛着を育んできた。 

また、本市は全国屈指のお茶処としても知られ、お茶の生産は、江戸時代までさかの

ぼる。特に東
ひがし

山
やま

地区とその周辺では、粟ヶ岳
あわがだけ

にある「茶
ちゃ

文字
も じ

」のシンボルのもと、丘

陵地を利用した茶畑と明治期から残る農家住宅がモザイク状に点在しており、茶農家に

よる茶への感謝と、伝統的な茶
ちゃ

草場
ぐさば

農法が脈々と受け継がれている。 

掛川城と掛川桜 
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時代は下って明治維新前後には、倉
くら

真
み

の岡田佐平冶と長男の良一郎が、掛川藩の復

興事業として精力的に報徳の教えを運動として広め、農村生活や庶民教育を向上させた。

大日本
だいにほん

報徳社
ほうとくしゃ

建造物群や倉真掛川報徳神社は、市民の精神やまちづくり活動の根底に

ある報徳の教えを象徴するものとして大切にされ、市民や事業者により維持管理活動が

行われている。  

このように本市には、三城をはじめとする文化財の他、歴史的に価値の高い建造物が

数多く現存し、祭りや行事などの歴史や伝統を反映した活動が現在も行われており、各

地で地域固有の風情を感じることができる。 

しかし、歴史的建造物の保存には多くの費用を要し、少子高齢化・人口減少による後

継者不足などで歴史や伝統を反映した活動の継承が困難になる恐れもある。また、本市

に色濃く残る歴史・文化を市民自らが再認識し、地域に誇りを持つ機会を設けることも

重要である。さらに、歴史的資源を活用したまちづくりを進め、本市のブランド力を向

上させ、積極的なシティプロモーションにより、観光客の増加など、地域活性化を図る

ことが求められる。 

歴史的な街並みを保全する法制度は、これまでも、文化財保護法、都市計画法、景観

法などによるものがあったが、総合的かつ一体的な計画に基づき地域の歴史や伝統を活

かしたまちづくりを進めることが一層重要となっている。 

こうした状況を踏まえ、歴史や伝統を反映した活動とその活動が行われるまち並みと

が一体となった、良好な市街地環境（以下「歴史的風致」）の維持及び向上を目的とし

て、平成20年（2008）に「地域における歴史的風致の維持および向上に関する法律

（以下：歴史まちづくり法）」が制定された。 

 

図 歴史的風致の概念図 
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歴史まちづくり法では、市町村が作成する「歴史的風致維持向上計画」には、「重点

区域」を定めなければならない（第5条第2項第2号）とされ、この「重点区域」は、

次のいずれかに該当する区域を指定する（第2条第2項第1号）。 

①重要文化財、重要有形民俗文化財又は史跡名勝天然記念物として指定された建造物

の用に供される土地の区域及びその周辺の土地の区域 

②重要伝統的建造物群保存地区内の土地の区域及びその周辺の土地の区域であること 

また、「歴史的風致維持向上計画」には「当該市町村の区域における歴史的風致の維

持及び向上に関する方針」（第5条第2項第1号）を記載する必要がある。 

市町村が「歴史的風致維持向上計画」を作成し、国の認定がなされると、歴史まちづ

くり法に基づく様々な特別の措置や国による支援が受けられることになる。 

 

 
図 歴史まちづくり法の概要 

 

掛川市歴史的風致維持向上計画（以下「本計画」）は、歴史まちづくり法の制度を活

用し、掛川市固有の歴史的風致を守り育て、後世に継承するとともに、歴史まちづくり

を推進し、市のブランド力向上からの地域の活性化だけでなく、住んでいる人が地域に

誇りを持ち、住んでいて良かったと思えるまちを目指すことを目的とする。 

〇歴史的風致の維持及び向上に関する方針 

市の概要、歴史的風致の特徴及び場所、歴史的

風致の維持向上に関する課題や方針 等 

〇重点区域の位置及び区域 

  核となる文化財（重要文化財等）と、一体となっ

て歴史的風致を形成する周辺市街地を設定 

〇文化財の保存又は活用に関する事項 

〇歴史的風致維持向上施設の整備・管理に関する事項

〇歴史的風致形成建造物の指定の方針 等 

歴史的風致維持向上計画（市町村が作成） 

歴史的風致維持向上基本方針（国が策定） 

認定歴史的風致維持向上計画 

重点的な支援 

□事業による支援 

・社会資本整備総合交付金等

□法律上の特例措置 

・歴史的建造物修理への技術

的指導（法第21条）等 

国による認定 
（文部科学大臣、 
農林水産大臣、 
国土交通大臣） 

歴史的風致維持向上協議会 

学識経験者、各種団体等、多

様な主体の連携のもと施策を

推進 

意見
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 ２．計画の位置付け 

  

本計画は、法律第 4 条に規定する歴史的風致維持向上基本方針に基づき、同法第 5 

条の規定する歴史的風致維持向上計画として策定するものである。 

本市では、本計画を、第２次掛川市総合計画で定める「希望が見えるまち・誰もが住

みたくなるまち掛川」を将来像とした基本構想の実現に向けた計画のひとつとして位置

づけ、関連する他計画との連携、整合を図りながら、歴史・文化的資源を尊重し、郷土

への愛着や誇りが育まれるよう、まちづくりを進めていく。 

 

図 計画の位置付け 
 

 ３．計画の期間 

  

本計画の期間は、平成29年（2017）度から平成38年（2026）度までの10年間とす

る。 

 
 

 ４．計画の策定体制 

 

本計画は、本市の庁内組織である「掛川市歴史的風致維持向上計画庁内策定委員会」

における課題整理、計画の骨子案の立案及び歴史まちづくり法第11条に基づく「掛川

市歴史的風致維持向上協議会」における計画案の協議並びにパブリックコメントによる

市民意見の募集等を経て策定した。 
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１）掛川市歴史的風致維持向上計画庁内策定委員会 

本計画の策定に向けて、課題の整理及び歴史的風致、施策・事業案等の検討を行うた

め、平成28年（2016）９月２日に「掛川市歴史的風致維持向上計画庁内策定委員会」

を設置し、計画の骨子案を作成した。 

２）掛川市歴史的風致維持向上協議会 

本計画の作成及び変更に関する協議並びに計画の円滑な実施に係る連絡調整を行うた

め、歴史まちづくり法第11 条に基づく「掛川市歴史的風致維持向上協議会」を平成29

年（2017）３月13日に設置し、掛川市歴史的風致維持向上計画庁内策定委員会におい

て作成された計画の骨子案をベースに、３回の会議を経て寄せられた種々の意見や助言

などを踏まえ、計画案を作成した。 

 

 

 
図 掛川市歴史的風致維持向上計画の策定体制 

掛川市歴史的風致維持向上計画案の作成 

【市 長】掛川市歴史的風致維持向上計画案の決定 

掛川市文化財保護審議会 

掛川市都市計画審議会 

掛川市景観審議会 

市民 

〈主務大臣〉 文部科学大臣・農林水産大臣・国土交通大臣 

認定 
認定申請

計画案 

の提案 

意見募集

意見

報告

【法定組織】掛川市歴史的風致維持向上

協議会 

〈構 成〉学識経験者、地域、行政 

〈事 務 局〉都市政策課、社会教育課 

〈協議事項〉計画案の検討及び作成 

【庁内組織】掛川市歴史的風致維持向上計画

庁内策定委員会 

〈構 成〉企画政策課、文化振興課、観光

交流課、農林課、お茶振興課、

都市政策課、土木課、社会教育

課、図書館、大東支所、大須賀

支所 

〈事 務 局〉都市政策課、社会教育課 

〈協議事項〉歴史的風致の検討、事業案の立

案、計画骨子案の作成 等 
計画骨子案の提案 
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■掛川市歴史的風致維持向上計画庁内策定委員会の構成 

職名 区分 

企画政策課経営戦略係長 総合計画 

文化振興課主幹兼文化政策係長（H28） 

文化振興課文化政策係長（H29） 
文化施設・政策 

商業観光課参事（H28） 

観光交流課参事（H29） 
観光施策 

農林課農林整備室長兼農村基盤係長 地域用水環境整備事業 

お茶振興課お茶振興係長 歴史的風致 

都市政策課長 会長(歴史まちづくり） 

土木課主幹兼都市基盤係長 社会資本整備事業 

社会教育課長 副会長（文化財） 

図書館大東図書係主査 文献調査補助 

大東支所次長 大東地域情報収集 

大須賀支所地域支援係長 大須賀地域情報収集 

都市政策課計画係 事務局 

社会教育課文化財係 事務局 
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■掛川市歴史的風致維持向上協議会の構成 

［任期 H29.3 ～H31.3］  

区分 氏名 役職・職業 

学
識
経
験
者 

塩見 寛 (公社)静岡県建築士会 静岡県ヘリテージセンターSHEC センター長 

髙口 愛 
掛川市都市計画審議会委員 

NPO 法人都市・建築遺産保存機構 

亀井 暁子 
掛川市景観審議会委員 

静岡文化芸術大学デザイン学部准教授 

日比野 秀男
掛川市文化財保護審議会会長 

掛川市立二の丸美術館・ステンドグラス美術館館長 

地
域 

山城 みや子 株式会社茶文字の里東山 取締役 

小川 雅子 大日本報徳社 主事 

安藤 ミヱ 掛川観光ボランティアガイド 

青野 ひとみ 掛川観光協会大須賀支部 

行
政 

松木 正一郎 静岡県交通基盤部都市局 景観まちづくり課長 

赤石 達彦 静岡県教育委員会 文化財保護課長 

小林 隆 掛川市都市建設部長 

笹本 厚 掛川市教育部長 

 

オブザーバー 菅原 賢 国土交通省 中部地方整備局  建政部 都市調整官 

 

事
務
局 

 

都
市
政
策
課 

課長 林 和範 

計画係 

係長 
平出 隆敏（H28） 

西村 句（H28 主査・H29 係長） 

主任 井口 浩一 

調整官 松本 一男 

社
会
教
育
課 

課長 
栗田 一吉（H28） 

榛葉 貴昭（H29） 

文化財係 

主幹兼文化財係長 鬼澤 勝人 

主任（H28） 

主査（H29） 
夏目 不比等 
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 ５．計画策定の経緯 

 

１）掛川市歴史的風致維持向上計画庁内策定委員会 

開催日 主な検討内容 

第1回検討会 

平成28年（2016） 

10月４日（火） 

・歴史的風致維持向上計画の概要説明 

・掛川市において想定される計画内容 

・作成スケジュール等 

第2回検討会 

平成29年（2017） 

１月17日（火） 

・経過報告 

・歴史的風致維持向上に寄与する事業の抽出について 

第3回検討会 

平成29年（2017） 

５月31日（水） 

・経過報告 

・歴史的風致の維持及び向上に関する方針について 

・歴史的風致形成建造物に関する事項について 

 

２）掛川市歴史的風致維持向上協議会 

開催日 主な検討内容 

第1回協議会 

平成29年（2017） 

      3月13日（月） 

・制度の説明 

・掛川市において想定される歴史的風致（案）について

・作成スケジュール（案） 

第2回協議会 

平成29年（2017） 

 ６月26日（月） 

・掛川市における歴史的風致（案）について 

・現地確認 

第3回協議会 

平成29年（2017） 

   10月12日（木） 

・掛川市歴史的風致維持向上計画（案）について 

・パブリック・コメントについて 

 

３）市民意見募集（パブリック・コメント） 

実施期間 意見提出者・意見数 

平成29年（2017） 

９月５日（火） 

～10月６日(金) 

意見提出は18件だった。 

 

４）掛川市歴史的風致維持向上計画の認定申請 

認定申請日・認定日 内容 

平成30年（2018） 

 １月 ９日（火） 

文部科学大臣・農林水産大臣・国土交通大臣に対し、掛

川市歴史的風致維持向上計画の認定申請 

平成30年（2018） 

 １月23日（火） 

文部科学大臣・農林水産大臣・国土交通大臣から、掛川

市歴史的風致維持向上計画の認定 
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歴史的風致形成の背景 
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 １．自然的環境 

（１）位置 

本市は、日本のほぼ中央で、東京と大阪のほぼ中間点に位置している。 

静岡県内においても政令指定都市である静岡市と浜松市のほぼ中間点に位置し、東側

は菊川市、島田市及び御前崎市に、また西側は袋井市及び森町に接しており、南側は太

平洋に面している。 

面積は 265.69㎢であり、東西に約 15km、南北に約 30kmと南北方向に細長く、中央

部がくびれた特徴的な形状となっている。 

 

 

図 掛川市の位置 
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（２）地形・地質・水質 

① 山地・河川等 

北部には、南アルプス最南端の八
はっ

高山
こうさん

をはじめとする山地があり、その南側に平地

が開けている。中央部には、標高 264ｍの小
お

笠
がさ

山
やま

があり、その山麓は複雑な谷戸
や と

を持

った丘陵地となっている。南部には、遠州灘
なだ

海岸が東西約 10km にわたって続いてい

る。また、中央部や南部に形成された市街地の周辺には、水田や海岸砂地畑、茶畑が広

がっている。 

本市には多くの小河川があり、大部分は太田川水系、菊川水系及び弁
べ

財
ざい

天
てん

川水系の３ 

水系に分類される。原
はら

野
の

谷
や

川
がわ

や逆
さか

川
がわ

などの掛川地区の河川は太田川に、牛
うし

淵
ぶち

川
がわ

や佐
さ

束
づか

川
がわ

などの大東地区の河川は菊川に、西
にし

大
おお

谷
や

川
がわ

や大須賀新川などの大須賀地区の河川は弁

財天川に合流して、それぞれ太平洋に注ぐ。 

背後に高い山が少なく、

森林の保水能力も低く、河

川流量が乏しい環境にあっ

たことから、本市の地形特

性を活かし、山地や丘陵地

の谷を堤でせき止める形で、

多くのため池が築造されて

きた。ため池と谷田
や だ

（丘陵

と丘陵の間の谷底の水田）

は、先人の治山治水の努力

によって受け継がれてきた

もので、農業生産活動の場

としてだけではなく、農村

の原風景の保全、多様な動

植物の生息の場などとして

重要な機能を果たしている。

こうして長い年月をかけて

築き上げてきたものを本市

では「ため池谷田文化」と

言っている。 

                      図 地形及び水系図 

資料：平成24年度都市計画基礎調査、ため池台帳（平成27年4月1日現在） 
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② 地質 

北部の山地は泥岩・砂岩・泥砂岩互層からなる三

倉層である。その南には泥岩や凝灰質泥岩からなる

倉真層、泥岩の西郷
さいごう

層、泥砂岩互層の掛川層群と続

く。南部は小笠山礫層からなる小笠山丘陵、泥や細

砂の多い曽我
そ が

層群などからなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                              図 表層地質図 

資料：静岡県地質情報マップ 

（３）気象 

年間平均気温は 16℃前後と比較的温暖で、降水量は年ごとのばらつきはあるものの、

過去５年間平均は1,910mmとなっている。 

夏季には高温多湿となり、蒸し暑い日が多い。冬季の降雪はほとんどないが、「遠州

のカラッ風」と言われる季節風が連続して吹くことが多く、実際の気温よりも寒さを感

じやすい。また、年間の日照時間は、全国平均よりも長くなっている。 

1,897 1,936 1,936 
1,517 

2,268 

16.2 15.9 15.9 16.1 16.6

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

H23 H24 H25 H26 H27

（mm）（℃）

（年）

降水量 平均気温  

図 過去5年間の平均気温と降水量 

資料：平成28年度版 掛川市統計書 
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図 平成27年（2015）の月別平均気温、日照時間、降水量 

※日照時間の月合計は御前崎のデータ。 

資料：平成28年度版掛川市統計書、気象庁 

 ２．社会的環境 

（１）土地利用 

① 合併の変遷 

本市は、平成17年（2005）４月１日に、掛川市、大
だい

東
とう

町
ちょう

、大
おお

須
す

賀
か

町
ちょう

の１市２町の合併により誕生し、現

在に至っている。 

旧掛川市の区域では、明治22年（1889）の町村制施

行により、掛川町ほか17村が成立し、その後明治28年

（1895）に掛川町の一部が分立して西南郷
にしなんごう

村が発足し

た。大正14年（1925）に大池
おおいけ

村を、昭和18年

（1943）に南郷
なんごう

村を、昭和25年（1950）に上
かみ

内
うち

田
だ

村を

掛川町に編入した。翌年、掛川町、西
にし

山口
やまぐち

村、粟
あわ

本
もと

村、

西南郷村を廃止し、掛川町を新設、昭和29年（1954）

に曽我村、東
ひがし

山口
やまぐち

村を編入し、小笠郡掛川町を「掛川

市」とした。翌年、日坂村、東山村を、昭和32年

（1957）に北小笠村（桜
さくら

木
ぎ

村、和田
わ だ

岡
おか

村の合併により

昭和29年（1954）に新設）、原
はら

田
だ

村、原
はら

谷
や

村を編入し

た。さらに、昭和35年（1960）に三
み

笠
かさ

村を編入し、６

万人を擁する市となった（昭和35年国勢調査）。                    

136 63 160 149 147 125 451 233 523 84 118 84 
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図 平成17年（2005）の合併前の旧市町 
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旧大東町の区域では、明治22年（1889）の町村制施行により、大坂
おおさか

村ほか７村が成

立した。その後昭和18年（1943）に佐
さ

束
づか

村は岩滑
いわなめ

村と合併し、昭和30年（1955）に

土方
ひじかた

村と佐束村が合併し城
き

東
とう

村が誕生し、翌年、中
なか

村が城東村に編入合併した。一方、

昭和17年（1942）に三俣
みつまた

村と三
みつ

浜
はま

村が合併して睦
むつ

浜
はま

村を新設し、昭和30年（1955）

に大坂村と睦浜村が合併して大坂村を新設し、昭和31年（1956）に大坂村、千
ち

浜
はま

村を

廃して新しく大浜町を定め、さらに昭和32年（1957）に旧中村海
かい

戸
と

地区が城東村から

編入合併し大浜町となった。昭和48年（1973）に大浜町と城東村が合併して「大東

町」が誕生した。 

旧大須賀町の区域では、明治22年（1889）の町村施行により、大須賀村、大渕
おおぶち

村、

笠原
かさはら

村が誕生し、大正３年（1914）に大須賀村を町制施行により横須賀町と改めた。

昭和31年（1956）に横須賀町、大渕村、笠原村が合併して「大須賀町」が発足した。 

                        図 合併経緯（明治22年以降） 

 掛川町

M28　西南郷村 S26

大池村 T14

南郷村 S18

上内田村 S25
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粟本村 掛川市
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S31
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大坂村 大浜町
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三俣村
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土方村

佐束村

岩滑村

大須賀村 T3

大渕村 S31 大須賀町
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S17
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S26
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S30
城東村
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S32

S7　桜木村

睦浜村

三笠村
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原泉村
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② 土地利用状況 

山林が20.2％、農地（田、畑）が23.6％、宅地が9.9％を占めている。 

 
図 地目別面積（平成28年） 

資料：平成28年度版 掛川市統計書 

 

平成28年（2016）３月31日現在、面積26,569haのうち21,164ha（79.7％）が都市

計画区域であり、そのうち2,440.3ha（11.5％）が用途地域に指定されている。用途地

域の構成比をみると、住居系用途65.5％、商業系用途4.5％、工業系用途30.0％とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 掛川市都市計画区域図 

新東名高速道路 

東名高速道路 
JR東海道新幹線 

JR東海道本線 
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③ 掛川城周辺の市街地形成 

掛川城は、山内一豊が城下町を整備し、江戸時代には太田氏等が城主を務め、明治初

期まで続いた。東西に流れる逆川
さかがわ

などの河川は、天然の堀として機能した。逆川の北

側が城内（侍町）、逆川の南側が宿場町（町人町）であった。東海道沿いには旅籠のほ

か商人が集まり、裏手の通りには瓦屋、紺屋、研屋などの職人が集住していた。長い歴

史の間には地震や戦火で宿場町の建て直しが幾度と有り、更には、昭和40年代前半か

ら中心市街地の整備に着手し、平成２年（1990）には駅前土地区画整理が完工、平成

11年（1999）には駅北土地区画整理が完工するなどの基盤整備が進み歴史的建造物が

失われてきたが、城下町、宿場町としての面影が、地名や外堀跡などに見られる。 

 
現在の地形図に、正保城絵図（1644年）をもとに堀

を作図し、宝典（明治期～昭和期）をもとに旧町名

を記載。 

図 江戸時代の掘と近代の町名 

外堀跡（研屋町） 土塁跡（掛川西高校西側） 
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（２）人口動態 

平成27年（2015）10月１日の国勢調査によれば、総人口は114,602人である。昭和

60年（1985）以降増加を続けていたが、平成17年（2005）の117,857人をピークに、

減少に転じている。国立社会保障・人口問題研究所によれば、今後も人口減少の傾向が

継続し、平成47年（2035）には約10万人になると予測されている。 

図 総人口の推移と老年人口・年少人口の割合 

※平成12年までは、合併前の旧市町の人口の合計。総人口には年齢不詳を含む。平成32年以降は将来推計人口。 

資料：＜平成22～27年＞国勢調査、＜平成32～47年＞国立社会保障・人口問題研究所 

 

 

99,974
105,030

109,978
114,328

117,857116,363114,602111,657
108,427

104,675
100,428

12.3
13.9

16.4

18.4
19.9

22.1

25.4 29.6
31.9

33.6
35.1

23.0
21.0

18.4

16.1

14.5 14.1 14.0
13.0 12.1 11.5 11.2

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

昭
和
6
0
年

平
成
2
年

平
成
7
年

平
成
1
2
年

平
成
1
7
年

平
成
2
2
年

平
成
2
7
年

平
成
3
2
年

平
成
3
7
年

平
成
4
2
年

平
成
4
7
年

総人口 65歳以上人口の割合 14歳以下人口割合

（人） （％）



掛川市歴史的風致維持向上計画 第１章             

- 20 - 

 

世帯数は41,050世帯である。世帯数は増加傾向が続いている一方、１世帯あたりの

平均人員数は、核家族化などの進展を背景に減少傾向が続いている。 
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図 世帯数 

※平成12年までは、合併前の旧市町の人口の合計。 

資料：国勢調査 

平成 27 年（2015）の年齢階級別人口は、生産年齢人口（15～64 歳）割合は 60.2％、

高齢化率（65 歳以上人口割合）は 25.4％であり、生産年齢人口割合は減少傾向に、高

齢化率は増加傾向にあり、少子高齢化が進行している。 

22,972 22,045 20,243 18,463 17,103 16,352 16,060
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（63.1％）

（22.1％）
（19.9%）

（18.4%）（16.4%）
（13.9%）

（12.3%）

（65.6%）（65.5%）（65.2%）
（65.1%）（64.7%）

（23.0%） （21.0%） （18.4%） （16.1%） （14.5%） （14.1%）

（25.4％）

（60.2％）

（14.0%）

 

図 年齢階層別人口の推移 

※括弧内は総人口（年齢不詳を含む）に占める割合。 

資料：国勢調査 
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（３）交通機関 

本市は、東海道や秋
あき

葉
は

街

道（塩の道）といった東西

・南北の街道の発達により、

日坂宿や掛川宿などの宿場

町や、掛川城や横須賀城を

中心とする城下町が形成さ

れ、交通・文化の中心地と

して発展を遂げてきた。 

東海道は、古代・中世を

通じて東西交通の幹線道路

で、江戸時代の五街道（東

海道、中山道、甲州街道、

奥州街道、日光街道）の最

も重要な道であり、総延長約500㎞のうち16㎞が市内を通っていた。 

遠州灘
なだ

に面する横須賀の城下町からは、東海道の宿場に通じる道、駿
する

河
が

湾に面する

相良
さがら

に通じる道、天竜川河口の掛
かけ

塚
つか

に通じる道などが開けていた。交易の道、参勤交

代の道だったもので、それらは横須賀街道と呼ばれた。 

そのほか、沿岸部の湊
みなと

と東海道を結ぶ道として、かけがわ道（川崎湊
みなと

～掛川）が

あり、幕府や掛川藩の経済を支える年貢米の輸送路であった。 

代表的な南北の道としては、秋
あき

葉
は

山
さん

に行く秋葉

街道がある。秋葉山は、火
ひ

防
ぶせ

や武運長久の霊験あ

らたかとされ、大名から庶民まで広く信仰を集め

た。掛川宿からの秋葉街道の起点だった大池橋の

そばには鳥居と秋葉神社の遙拝所
ようはいじょ

が建っている。

この道が信州まで続いていることから信州街道と

もいい、古来より塩を運んだ道であることから塩

の道とも呼ばれている。 

 

秋葉神社掛川遙拝所 

図 遠江国交通図 
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現在、中央部には、ＪＲ東海道新幹線、ＪＲ東海道本線、東名高速道路、国道１号が

通り、南部には国道150号が横断しており、市内交通や広域交通は比較的充実している。

平成21年（2009）には市の東側約15kmに富士山静岡空港が開港し、平成24年

（2012）には新東名高速道路が開通し、関東、関西の両経済圏にアクセスしやすい。 

 

図 道路網・鉄道網図 

 

鉄道はＪＲ東海道新幹線に１駅、ＪＲ東海道本線に１駅、天
てん

竜
りゅう

浜
はま

名
な

湖
こ

鉄道に８駅を

有している。ＪＲ東海掛川駅（在来線と新幹線の合計）及び天竜浜名湖鉄道各駅の年間

乗車人数は、平成23年（2011）以降減少が続いたが、平成27年（2015）には増加に転

じ約456万人となっている。 
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バスは路線バスが３路線あるほか、自主運行バスが８路線あり、民間乗合バスの廃止

に伴う交通空白地域や市街地の交通手段として運行している。路線バス及び自主運行バ

スの年間乗車人数は、平成24年（2012）以降減少が続いたが、平成27年（2015）には

増加に転じ約96万人となっている。 

70 70 62 59 65

30 29
30 30

31

99 100
92 89

96

0

40

80

120

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

(万人)

路線バス 自主運行バス
 

図 路線バス及び自主運行バスの年間乗車人数の推移 

資料：平成28年度版 掛川市統計書 

 

（４）産業 

就業者数は平成17年（2005）をピークに減少傾向を示しており、平成22年（2010）

に60,958人と なっており、生産年齢人口（15～64歳）の83％に相当する。 

 産業別では、第１次産業及び第２次産業の就業人口の割合が減少傾向にある一方で、 

サービス業などを主体とした第３次産業就業人口の割合は増加傾向を示している。 

 

10.4%

9.4%

7.6%

45.2%

41.4%

40.8%

44.3%

48.9%

50.7%

0.1%

0.3%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成12年

平成17年

平成22年

第１次産業 第２次産業 第３次産業 分類不能
 

図 産業別就業人口 
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① 農業 

温暖な気候を活かし、全国トップクラス

の生産量を誇る緑茶やバラをはじめ、高品

質のメロン、イチゴ、トマトなどが生産さ

れている。さらに、伝統ある葛布（くずぬ

の・くずふ・かっぷ）や甘藷
かんしょ

糖、遠州灘に

面した砂地の土壌を活かした石川小芋や落

花生も栽培されている。 

緑茶の生育に適した気候に恵まれ、全国

有数の茶産地である。日照時間が長く茶葉が肉厚になるため、仕上げに蒸し時間を長く

とる「深
ふか

蒸
む

し」の製法がとられ特産となった。全国茶品評会では、産地賞１位を通算

20 回受賞している。平成 25 年（2013）、本市をはじめとする周辺市町で行われている、

生物多様性を保全する伝統的な農法「静岡の茶
ちゃ

草
ぐさ

場
ば

農
のう

法
ほう

」が世界農業遺産に認定され

た。 

 

② 工業 

昭和63年（1988）の東海道新幹線掛川駅、平成５年（1993）の東名高速道路掛川IC

の誘致に合わせて東部の丘陵地に工業団地が造成された。また、交通アクセス条件と自

然環境を活かし、大東上土方工業団地、新エコポリス工業団地が立地している。平成

26年（2014）の製造品出荷額は、約１兆674 億円（工業統計調査）であり、静岡県内

では、浜松市、磐田市、静岡市、湖西市、富士市に次ぐ工業生産規模となっている。 

 

③ 商業 

掛川駅北口周辺に旧東海道に沿って商店街、飲

食店街が集積し中心市街地を形成しているほか、

大東区域、大須賀区域にそれぞれ商業集積地が見

られる。平成26年（2014）の年間商品販売額は、

1,847億円（商業統計調査）となっている。中心市

街地は昭和40年代後半には賑わっていたが、市街

地の拡大と郊外化に伴い居住人口の減少、大型店

舗の撤退、空き店舗の増加などによる空洞化が進

んでいる。現在、「掛川市中心市街地活性化基本計画」による事業を進めており、平成

27年（2015）に駅前市街地再開発事業により商業施設がオープンした。また、平成28

年（2016）８月末時点において市内に店舗面積3,000㎡以上の大型店が12店ある。 

 

駅前市街地再開発事業による商業施設 

斜面を活用した茶畑 
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④ 観光 

山、川、海と豊富な自然資源を有する本市には、

キャンプ場やハイキングコースなど数多くの観光

レクリエーション地がある。また、戦国時代から

江戸時代にかけて発達した城下町文化や街道文化

により、当時を偲
しの

ばせるさまざまな歴史・文化的

資源が現在も市内の至るところに残されている。

歴史街道を活用した文化展も開催されている。 

近年の観光交流客数の動向は、概ね増加傾向に

あるが、平成28年度（2016）は前年度より減少し、約358万人となっている。 

310 345 330
369 380 358

0

100

200

300

400

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

万
人

 

図 観光交流客数 

資料：静岡県観光交流の動向、平成28年度は市調査 

 

本市のシンボルとなっている掛川城（天守閣・御殿）への年間来場者数は、復元直後

の平成６年度（1994）で50万人弱、大河ドラマ「功名が辻」放送時の平成18年度

（2006）は約30万人、平成28年度（2016）は約14万人となっている。掛川城周辺に

は城郭建造物や大日本報徳社などの歴史的建造物、二の丸茶室、二の丸美術館、竹の丸

などの文化施設がある。 

 

遠州横須賀街道ちっちゃな文化展 
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表 主要な文化施設の利用者数 

単位：人

施設名 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

掛川城 112,742 109,860 117,374 129,662 140,975

二の丸茶室 14,096 15,082 14,869 16,978 18,123

掛川市二の丸美術館 26,876 23,126 15,857 23,510 21,629

竹の丸 3,905 17,004 13,523 20,514 15,774

大日本報徳社 2,030 2,830 4,572 17,047 23,628

横須賀城跡 7,600 7,200 7,200 7,200 7,200

清水邸庭園 7,542 7,914 8,006 7,498 10,640

大須賀歴史民俗資料館 404 655 657 740 964

高天神城跡 7,600 7,200 7,200 7,200 7,200

吉岡弥生記念館 2,026 1,946 1,831 1,944 1,867

川坂屋 2,768 2,725 3,192 3,604 7,265
 

 

表 主要なイベントの来場者数 

単位：人

イベント名 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

掛川祭（10月）　※Ｈ２４、Ｈ２７は大祭 77,000 20,000 20,000 37,500 20,000

三熊野神社大祭　（４月） 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

髙天神社例大祭（３月） - - 20,000 30,000 25,000

ちいねり　（９月） 10,000 10,000 12,000 1,200 1,200

中八坂神社祇園祭　（10月） 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

遠州横須賀街道ちっちゃな文化展（10月） 30,000 30,000 32,000 30,000 32,000
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 ３．歴史的環境 

（１）歴史 

① 古代 

【旧石器時代から縄文時代】 

和田
わ だ

岡
おか

原
はら

と堂山
どうやま

遺跡から採集された石器は、市内で最も古く、約１万３千年前の縄

文時代初期にあたるものである。萩
はぎ

ノ段
のだん

遺跡や向
むかい

畑
ばた

遺跡から発見された押型
おしがた

文
もん

土器
ど き

や無
む

文
もん

土
ど

器
き

は、約８千年前に中部地方以西に広く流行した土器で、市内では最も古い

時期の土器である。現在、市内の縄文遺跡は50数カ所で知られているが、その多くは

北部、中小河川の中流域から上流域の河岸段丘などの丘陵平坦地にある。 

 

【弥生時代】 

約２千５百年前の弥生時代になってから平野部でも比較的高い場所に集落を営み、稲

作を開始したと考えられている。 

弥生時代で最も古い遺跡は、原野谷川と逆川の合流点近くにある原川
はらかわ

遺跡で、この

遺跡からは建物跡と墓跡が発見されている。弥生時代後期から古墳時代前期になると、

集落遺跡の多くは河岸段丘などの高台や丘陵先端の平坦な場所に営まれており、なかで

も高
たか

田
だ

遺跡や東
ひがし

ノ
の

谷
や

遺跡、堂山
どうやま

遺跡からは、炭化した米が発見されている。出土した

土器や石器、木製品に稲作に関わる鋤
すき

や鍬
くわ

などの農具は、米を中心にした食生活用に

形を変え、米倉などの米作につながる建物が新たに加わった。 

政治や社会の動きを反映するかのように埋葬の形にも変化が認められるようになった。

それまでの土
ど

葬
そう

墓
ぼ

から木の棺を埋葬する方形
ほうけい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

という墓域を設ける形になった。

市内で最も古い墓跡は、約２千年前の山下
やました

遺跡（各
かく

和
わ

）で、この他に六ノ坪
ろくのつぼ

（秋葉

路）や原新田
はらしんでん

（上西郷）などの遺跡が発見されている。なお原新田遺跡で発見された

方形周溝墓の墓穴からは、鉄
てつ

製
せい

短
たん

剣
けん

（鉄
てっ

剣
けん

）が出土しており、武器とともに埋葬され

る例としては現在県内で最も古い。 
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図 縄文・弥生時代の遺跡 
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② 古墳時代 

【掛川における古墳】 

近畿地方を中心とした大和
やまと

王権
おうけん

は、３世紀末から４世紀にかけて盛んに地方へと進

出し、支配領域を広げていった。大和王権によって統一された各地域の首長は、王権の

勢力を背景としながら、一方では独自の支配力を示すことで大規模な前方後円墳を築造

した。本市においては、５世紀代になり原野谷川中流域の和田岡地区の台地上に各和
かくわ

金塚
かなつか

古墳、瓢
ひさご

塚
づか

古墳、行
ぎょう

人
にん

塚
づか

古墳、吉岡
よしおか

大塚
おおつか

古墳などの前方後円墳が築かれ、同

じ時期に下流域の曽我地区の山地上に前方後円墳の前坪３号墳が築造されている。 

６世紀中頃になると、山の谷斜面に穴を掘り墓地とする横穴
おうけつ

墓
ぼ

が造られるようにな

った。本市を含む東 遠 江
ひがしとおとうみ

地方は、県内有数の横穴墓が群集する地域として知られて

いる。 

 

図 旧掛川市の区域の中期古墳分布図（資料：掛川市史上巻の資料を加工して作成） 

 

③ 奈良・平安時代 

【国郡制の成立と遠江国】 

大宝元年（701）の大宝律令の制定によって、天皇を中心とする律令国家体制が成立

した。地方制度としては、東海道・東山道・北陸道・山陰道・山陽道・南海道・西海道

の七道の下に国・郡・里という行政組織が置かれた。各国には郡を統括し、国内の行政、

司法、軍事などを担当する国司が、中央から派遣された。遠 江 国
とおとうみのくに

では、政治の中心

として現在の磐田市に国府が置かれ、浜
はま

名
な

、敷
ふ

智
ち

、引佐
いなさ

、麁
あら

玉
たま

、長上
ながかみ

、長下
ながしも

、磐
いわ

田
た

、

山
やま

香
か

、周智
す ち

、山
やま

名
な

、佐野
さ の

、城飼
きこう

、蓁
はい

原
ばら

の13郡を統括していた。  
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律令制下の交通制度をみると、主要幹線である七道に駅と駅馬を配置し、郡家
ぐうけ

（郡内

の民政全般を行なう役所）には伝馬を配するという駅伝制
えきでんせい

を構築した。東海道のうち、

遠江国には６駅があり、掛川には横尾
よこお

駅があったと推定される。 

六ノ坪遺跡（秋
あき

葉
は

路
みち

）からは、奈良時代から平安時代までの門や建物跡が37棟整然

と並んで発見された。当時貴重であった二
に

彩
さい

と呼ばれる緑色と黄色で色付けされた壺

形土器、遠
とおと

江
うみ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

と同じ瓦、「寺」と墨書きされた土器などが発見された。遺跡が、

県西部から和田岡を経て古代東海道へと合流する交通上の要地に位置することから、関

所の役を担う国、郡関係の役所跡または寺跡と考えられている。 

 

【律令制下の社会と文化】 

律令制のもとでは、土地と人民は天皇のものとなって、人民には口
く

分
ぶん

田
でん

を与えられ、

租
そ

庸
よう

調
ちょう

の租税と兵役が課せられた。租として納

められた稲は遠江国、郡の倉庫に蓄えられ、庸

と調は都まで運送された。庸は10日間の労役の

代わりに布を納めるもので、調は絹や糸などの

繊維製品のほかに地方の特産物が納められた。

政府に納める税は、それらの税を負担する家が

都まで運ぶ決まりになっていた。物で納める税

のほかに、都の警備にあたる衛士
え じ

と九州の警備

につく防人
さきもり

と呼ばれる兵役があり、人々への負

担は重くのしかかった。「万葉集」には、防人

として掛川から派遣された人が詠んだ歌も収め

られている。 

また、奈良時代には仏教が全国に広まり、聖
しょう

武
む

天皇は奈良に東大寺を建てるとともに、国々

に国分寺を建てることを命じた。遠江の国分寺

は、国府のあった磐田の台地に建てられ、建物

に使用された瓦は、大須賀地区の清
せい

ケ
が

谷
や

古
こ

窯
よう

群
ぐん

で作られた。 

 

【律令制の崩れと荘園の成立】 

10世紀以降になると、摂関政治や院政などの変則的な政治が行われた。地方でも政

治の混乱がみられ、地方の有力者や農民の中には力による行動をとる者もいた。平将門

図 清ケ谷古窯跡分布図 資料：大須賀町誌 
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の乱や藤原純友の乱は時代変化に伴う政情不安のなかで発生した出来事で、こうした時

代背景の下、武士が生まれ、力をつけていった。 

律令制が崩れてくると、上級貴族が一国を支配し、自分の同族から役人を派遣するよ

うになった。天皇は寺社や貴族に土地を与え、自ら年貢を収取させる荘園を認めていっ

た。 

 

④ 鎌倉時代 

【荘園の広がり】 

このころの本市の区域には、天皇家、延暦寺な

どの大きな寺院を領主とする荘園、遠江国の領地

である国
こく

衙
が

領
りょう

、伊勢神宮の領地である御
み

厨
くりや

が

あった。領主は荘園に管理する人を派遣し、幕府

は地
じ

頭
とう

を置いて荘園の年貢徴収や治安維持を行な

っていた。 

 

 

 

 

【掛川の代表的な武士】 

遠江国には平安期から知られた武士団として、井伊
い い

氏、浅
あさ

羽
ば

氏、横
よこ

地
ち

氏、勝
かつ

間
ま

田
た

氏、

内
うち

田
だ

氏がいた。鎌倉初期の木
き

曽
そ

義
よし

仲
なか

（ 源
みなもとの

義
よし

仲
なか

）追討の軍勢の中に内田家
いえ

吉
よし

の名が

ある。家吉は、義仲軍を追撃していたとき、義仲の妻の巴御前に討たれた。内田氏の荘

域は、上内田・中内田・下内田にかけての上小笠川流域の広い荘園で、塩の道の中継地

に位置しており、東海道につながるこの地を抑えていたことは内田氏の勢力を物語るも

のであった。 

また、原野谷川流域にあった原
はら

田
だ

荘の地頭に、原
はら

氏という武士がいた。原氏は荘園

の一部を支配する地頭から勢力を伸ばし、15世紀後半には荘園全体を支配するように

なった。 

 

⑤ 室町時代 

【遠江国の守護】 

守護は、源頼朝によってそれぞれの国に設置され、軍事や警察の権力を与えられてい

た。室町幕府を開いた足利尊氏は、足利氏の一族で、尊氏に従って戦いで手柄を立てた

今川氏を、遠江国の守護に任命した。遠江国の守護は、15世紀の初め頃までは何人も

 図 荘園・国衙領分布図 
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交替したが、その後、足利氏の一族で、将軍を補佐する職にあった有力な大名の斯波
し ば

氏

が任命された。しかし、斯波氏は15世紀の中ごろに相続をめぐる争いを起こし、この

争いが斯波氏の勢力を衰えさせただけでなく、応仁の乱の原因の一つになった。 

斯波氏の勢力が衰えると、市内の原氏や川
かわ

井
い

氏などが勢力を伸ばし、さらに駿河国

の守護大名である今川氏が遠江国に領地を確保するために攻めてきた。 

 

【掛川三城における攻防】 

掛川城・高天神城・横須賀城は、戦国時代に今川・徳川・武田軍の武将たちの激しい

攻防の舞台となった。 

 

掛川城 

文明年間（1469～1487）の初め、今川氏が遠江

進出を狙い、重臣の朝比奈氏に命じて掛川古城を

築かせた。掛川古城は、現在の掛川城跡から北東

方向にあたる天王山の上に築かれた。今川氏の勢

力拡大に伴い、永正10年（1513）、朝比奈氏が古

城の南西500mほどの竜
りゅう

頭
とう

山
ざん

に新たに掛川城（現

在の掛川城の位置）を築いた。 

しかし、桶狭間の戦いで今川義元が織田信長に

討ち取られたことにより、遠江における戦国大名

の城取り合戦が始まった。永禄11年（1568）武田

軍に追われた今川義元の子氏真は、家臣の朝比奈

泰朝を頼り掛川城へ逃げ込んだ。永禄12年(1569)

徳川家康は、氏真の立てこもる掛川城を攻めた。

家康が攻撃を仕掛けた際、井戸から噴き出した霧

が城を覆い隠し、徳川軍は攻撃できなくなったと

いう言い伝えが残っている。半年に及ぶ攻防の後、

城は家康に明け渡され、掛川周辺を治めるために

重要な城であると考えた家康は、掛川城主に重臣の石川家
いえ

成
しげ

を置いた。 

 

高天神
たかてんじん

城
じょう

 

遠州の要塞、高天神城をめぐる戦いは武田軍と徳川軍の間で繰り広げられた。「高天

神を制するものは遠州を制する」とも言わしめるほどの難攻不落の山城であった。 

天正２年(1574)武田信玄の子勝頼が高天神を攻め、徳川軍の小
お

笠
がさ

原
わら

与
よ

八
はち

郎
ろう

長
なが

忠
ただ

は籠

掛川城 霧噴き井戸 

図 懸川古城推定縄張図 

資料：掛川市史上巻 

（『日本城郭大系』第9巻による） 
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城決戦するも力尽きて開城した。翌年、長篠の戦いに大敗した勝頼は、高天神を最後の

砦とし、城の防御を強化していった。 

一方、家康は高天神を奪還するためにその周囲に六つの攻撃用砦を築き、兵糧攻めに

よる包囲作戦を行った。食糧を運搬する道を断たれた武田軍は、天正９年（1581）決死

の総攻撃を仕掛けたが、徳川軍に敗れ、全員討ち死にした。 

 

横須賀城 

横須賀城は、徳川軍の高天神城奪還に向けた戦線基地として、天正８年（1580）大
おお

須
す

賀
か

康
やす

高
たか

が築いた。 

高天神城が落城し廃城となった後、城の役割は横須賀城が引き継ぐこととなり、港を

兼ねていた山城は、近世城郭へと姿を変え、物流・交流の拠点となった。 

図 高天神城をめぐる戦いのころの武田方の城と徳川方の城 

資料：掛川市史上巻 

⑥ 安土桃山時代 

【山内一豊の掛川城入城】 

天正18年(1590)天下を統一した豊臣秀吉は、遠江を支配していた徳川家康を関東に

移し、家康を包囲するために、家康の領国だった駿河、遠江、甲斐、信濃に自分の家臣

を配置し、山内一豊を５万石で掛川城主にした。一豊は、在城10年間で掛川城域や城
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下を整備し、領国内の検地を実施して租税制度を整えた。さらに大井川の治水工事をし

て洪水を防ぐとともに新田を開発するなど、江戸時代の掛川や領国下の村々の基礎をつ

くった。 

 

【掛川城と城下町の整備】 

朝比奈氏によって築かれた掛川城は、中世城郭の域を出ない平山城で、戦火による傷

みも激しかったことから、一豊は、関東の徳川家康が攻めてくることを想定して、大勢

の兵が立てこもることができるよう城を大きくした。また、攻撃から建物や塀を守るた

め土塁を築き、堀を巡らして、惣
そう

構
がま

えの城として形を整えた。 

城郭の南東に大手門を設けて東海道の宿場町とつなげ、城の主郭を囲んで武家屋敷が

並び、逆川の南、大手門の門前を東西に宿場の町屋が並び、宿場の東西はずれに木戸口

とその外側の堀を設けて城域境とした。この惣構えの工事によって、宿場町を伴った城

下町が整備され、後に掛川13町といわれる基となった町屋が生まれた。そして、一豊

によって掛川城で初となる天守閣が建造された。 

新しい城と城下町を造成するに伴い、城内の神社仏閣をすべて城郭外に移した。掛川

天王社として城中にあった龍尾神社が現在地にあるのは、その一例である。 

※惣構え…従来の城郭が城下町の武士以外の者を城内に囲い込まない形態であるのに対し、町民をも城内に囲い込む形態をいう。 

 

図 遠州掛川城絵概略図 
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【掛川茶の始まり】 

掛川藩が編さんした地誌『掛
かけ

川
がわ

誌
し

稿
こう

』によると、天正年間(1572～1592)、高田の永
えい

住
じゅう

寺
じ

改築の時で、檀徒数名が京都方面の寺院を視察した際、茶の種子を持ち帰り、和

田岡の吉岡原に蒔いたのが掛川茶の始まりと記されている。掛川城主の山内一豊が、

小夜
さ よ

の中山
なかやま

峠
とうげ

の久
きゅう

延寺
えんじ

で徳川家康をお茶でもてなしたとする場面があるように、こ

の頃には茶の栽培とともに茶文化も広がっていることがわかる。 

 

⑦ 江戸時代 

北部には旧掛川市の区域を中心にして掛川藩があり、南部には旧大須賀町を中心にし

て横須賀藩があったことから、それぞれの藩の様子に分けて解説する。 

 

【掛川藩の成立と展開】 

掛川藩主の変遷 

慶長５年(1600)の関ヶ原の戦いの後、山内一豊が土佐高知に移った後に徳川家康の異

父弟にあたる松平定勝が掛川城に入った。以来、掛川には、譜代大名のなかでも中小の

有力大名が配置されていた。幕藩体制社会の前半にあっては、入封しても短期間で移封

するという状況が続き、安定した藩政や支配がされるようになったのは慶安元年(1648)

以降のことで、井伊氏が４代46年間、小笠原氏が３代35年間、そして太田氏が７代

122年間続いて、明治時代を迎えた。 

 

太田氏７代122年 

太田道灌
どうかん

の末裔
まつえい

である太田資
すけ

俊
とし

は、上野国（群馬県）館林から、延享３年(1746)５

万石で入封した。以来太田氏は資俊、資
すけ

愛
ちか

、資
すけ

順
のぶ

、資
すけ

言
とき

、資
すけ

始
もと

、資
すけ

功
かつ

、資
すけ

美
よし

と７代

122年の間、寺社奉行や老中などの幕府の重要な職を勤めつつ、自分の領地である掛川

藩の政治にも力を注いだ。 

資愛の治世の時には、遠州地方で初の藩校を掛川城内に設け（享和元年(1801)設立）、

はじめ「北門書院」、後に「徳造書院」、「教養館」と称した。藩校教授に幕府の昌
しょう

平
へい

黌
こう

から松崎慊堂
まつざきこうどう

を招き、剣や槍などの武芸のほか、礼儀作法や社会の秩序、中国の

歴史などの学問を学ばせた。また藩校では、藩士だけでなく希望する町方や村方の若者

も学ぶことができた。 

資順・資言・資始の治世、文化３年(1806)～文政年間(1818～1830)には、藩政改革の

基礎資料にするため、藩内の宿や村の歴史、人口、産物、名所旧跡などをまとめた『掛

川誌稿』という資料をつくらせた。また、度々発生する飢餓や天災に備えて、天保４年



掛川市歴史的風致維持向上計画 第１章             

- 36 - 

 

(1833)掛川藩主が領内に『農
のう

諭
ゆ

』という書を頒布し、凶年の貯えなど人々の平生の心

構えをつくらせようとした。 

このように太田氏の文教を重んじる家系の影響により、藩全体の文化水準は高まり、

遠州地方の政治経済、文化などのさまざまな面で中心地として栄えてきた。 

 

東海道の宿場町 

江戸と京都を結ぶ「東海道」が整備され、掛川には「掛川宿」と「日坂宿」の２つの

宿場があり、多くの人と物が往来した。参勤交代の制度などにより、大名などが休憩や

宿泊をする本陣や脇本陣が整備され、商工業の発達に伴い商人などが行き交うようにな

り、旅籠屋が整備された。 

掛川宿内には、木
き

町
まち

（後に喜
き

町
まち

）、仁藤町、塩町、連
れん

雀
じゃく

町、肴
さかな

町、紺
こう

屋
や

町、中町、

研
とん

屋
や

町、瓦町、西町の10カ町があり、その他に新町、十
じゅう

九
く

首
しゅ

町、下俣町の３カ町が

あげられ、それら13カ町にそれぞれ庄屋が置かれていた。 

 

幕末の藩財政と御用達 

幕末期の掛川藩財政をみると、天災や不作による百姓・町人の生活困窮者の救済、幕

末の政治情勢による軍事費の支出など、行政費の需要は高まる一方で、極端な赤字財政

であった。赤字財政を克服するため、掛川藩では地方の豪農や町方の豪商を「御
ご

用
よう

達
たし

」として指名し、資金調達に働くことと交

換条件に、名字帯刀を許していた。御用達を

勤めた有力者の一人に、掛川城下西町に住む

山
やま

﨑
ざき

万
まん

右
え

衛
もん

門がいた。万右衛門は十
じゅう

王
おう

町に

住居を移し（通称「松ヶ岡
まつがおか

」）、掛川藩の御

用達のみならず、田中藩、相良藩、横須賀藩、

浜松藩の近隣諸大名や韮山代官所などの金子

御用達も務めていた。 

 

報徳運動の広がり 

幕末から明治に至る日本の近代化が始まろうとする時期、道徳と経済の調和が取れた

社会づくりを目指す、二宮尊徳の報徳の教えに基づき、困窮にあえぐ農民の救済を目指

した報徳運動が全国に広まった。 

本市における報徳運動は、嘉永元年（1848）に倉真村の掛川藩地
じ

方
かた

御
ご

用
よう

達
たし

豪農岡
おか

田
だ

佐
さ

平
へい

治
じ

が生活に苦しむ農民を救い、疲弊した村を建て直すため、地元に報徳社をつく

松ヶ岡（旧山﨑家住宅） 
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ったのが始まりである。やがて佐平治は、長男の良一郎とともに、報徳の教えを仕法と

ともに周辺の村々に広めていった。                        

 

ため池農業の発展 

掛川市の主要なため池は江戸時代に造られて

いる。ため池築造にあたっては、百姓たちの労

力や資金などの拠出だけでなく、掛川藩も可能

な限り造成費の援助をしており、維持管理にも

相応の支出をした。また、農村では豪農の地方

御用達が指導者となり、疲弊した村の立て直し

のため報徳の教えに基づき、報徳金を貸与して

治水工事を促進していた。 

 

【横須賀藩の成立と展開】 

横須賀藩主の変遷 

初代城主の大須賀康高は領内の農業の発展に注力した。天正18年（1590）豊臣秀吉

の小田原攻め後の家康の関東移
い

封
ふう

に伴い、２代目城主大須賀忠
ただ

政
まさ

も上総
かずさ

国
のくに

久留里
く る り

に移

った。関東の徳川氏に対する豊臣勢力の最前衛地域となる駿河・遠江には、豊臣系の大

名が配置され、横須賀城には３代目城主として渡
わた

瀬
せ

繁
しげ

詮
あき

、４代目城主として有馬豊氏
とようじ

が入った。 

慶長６年（1601）、前年の関ヶ原の戦後の大名の再配置により、豊氏は丹
たん

波
ば

国
のくに

福知

山へ移封となり、横須賀城には２代目城主であった大須賀忠政が久留里から戻り、５代

目城主となった。その後、石高２万５千石から５万５千石の譜代大名（松平（大須賀）

２代、松平（能見）氏２代、井上氏２代、本多氏１代、西尾氏８代）の居城となり、築

城から明治維新で廃城となるまで、約290年20代の城主を数えた。 

 

本多氏 

 天保２年（1645）本多利
とし

長
なが

が５万石で12代目横須賀城主となり、38年間城主を務

めた。城主になった時はまだ江戸におり、実際に横須賀に入ったのは承応２年（1653）

であった。利長は領地高、家臣ともに多かったため、城下に侍町や足軽町を新たに立て、

城下で治水等の普請をした。利長の頃に、現在に残される城下町の範囲になった。 

 

西尾氏８代186年 

天和２年（1682）西尾忠成
ただなり

が石高２万５千石で13代目横須賀城主となり、以後、横

宝谷池（初馬） 
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須賀城最後の城主西尾忠篤
ただあつ

まで、忠成、忠
ただ

尚
なお

、忠需
ただみつ

、忠移
ただゆき

、忠善
ただよし

、忠固
ただかた

、忠受
たださか

、忠

篤と８代、186年間続いた。 

歴代の当主は、譜代大名として、徳川幕府の奏者番などの要職を務め、なかでも14

代目城主忠尚は、寺社奉行、若年寄、老中を務めて、領地も加増を受けて３万５千石と

なり、この石高が幕末まで継承され、この間、藩主として領内の産業の発展にも力を注

いだ。 

農業では、新田開発などによる米の増産はもとより、サツマイモ、サトウキビなどの

新作物の導入と栽培奨励、砂糖の製造、販売を進めた。漁業では、地引き網漁法の導入

による鰯の漁獲増と干
ほし

鰯
か

肥料の生産などを進めた。このような施策により、城下町横

須賀は、南遠地域の中心地として大いに栄え商業も盛んになった。 

教育文化面では、横須賀藩学問所「修
しゅう

道
どう

館
かん

」を設立して、藩士の師弟教育に力を注

ぎ、儒学や漢学、国学などの学問を奨励した。14代目城主忠尚は、城下でお抱え力士

に相撲を取らせたり、花火を催したりして、住民の娯楽にも心を配っていたことが記録

に残っている。17代目城主忠善は、蘭学者高森
たかもり

観好
かんこう

や絵師大
おお

久
く

保
ぼ

一
いっ

丘
きゅう

を招き、蘭学

や絵画を奨励した。また、幕末の横須賀藩では、海辺防備充実のため、農兵隊を組織さ

せ、調練を行なっている。 

このように西尾氏歴代の当主が、この地域の産業・文化の振興に果たした業績は大変

大きなものがある。 

 

横須賀城下のまちづくり 

城下のまちづくりは、２代目城主大須賀忠政の時から始められた。臣下の屋敷を谷口

通り（坂下の谷）や石津（現横砂）につくって侍町とした。町人のためには、あらかじ

め町割を定め、町屋を普
ふ

請
しん

する者には、奥行16間（約29ｍ）間口は望み次第の地所と

竹木を与え、その上年貢諸役を免除することにした。本町
ほんまち

、新町
しんまち

、軍
ぐん

全
ぜん

町
まち

など、今も

残っている町の名前が多い。 

横須賀の町は交通上も一層重要な地となり、「横須賀街道」という言葉が残っている

のはその証の一つである。江戸時代の横須賀を中心とした道路のうち、菩
ぼ

提
だい

（法
はっ

多
た

）

の奥から下
しも

俣
また

へ越える山中に「腹すり」と言われる急な坂道がある。この腹すりは、

掛川城主が一時定まらなかった間、12 代目横須賀城主本多利長が掛川城を預かった際、

両藩の交通の便を計って開いたといわれる。腹すりを経て掛川に通じる道は、横須賀近

海で捕れた魚介類が掛川に運ばれるなど、明治・大正のころまでよく利用された。 
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海上交易の中継地 

江戸時代の初期まで、横須賀城周辺まで入江

になっており、「横須賀湊」と呼ばれる港があ

った。横須賀城を築城するときの石材や木材は

ここから船で陸上げされ、横須賀藩から江戸に

送り出す年貢米などもここから海に積み出され

た。宝永４年(1707)の大地震により横須賀湊が

湊の機能を失うと、それに代わって太田川口の

福
ふく

田
で

湊が利用された。横須賀から福田に至る水

路が整備され、それ以後、米などが福田湊から江戸へ送られた。西本町の清水家や西田

町の柴田家は、船による荷物を取り扱う回船問屋として繁栄した。 

 

⑧ 明治・大正時代 

【明治維新】 

明治元年(1868)、鳥羽・伏見の戦いで旧幕府軍を破った新政府軍は、旧幕府軍が敗れ、

徳川慶喜が江戸に入ると、これを追うように東海道を東に進んだ。これに合わせ、遠州

地方では、討幕軍に加わり新しい世の中をつくろうと、石川依
いしかわより

平
ひら

らの国学の影響を受

けた神主や国学者らを中心に「遠
えん

州
しゅう

報
ほう

国
こく

隊
たい

」が結成され、掛川からも９人が参加し、

江戸に向かった。また、掛川藩の武士も国学者らの強い働きかけを受け、幕府を倒す軍

隊に協力し、明治政府を支持する立場をとった。 

清水邸船着き場 

横須賀城下の構造［正保～天和］（「遠州横須賀惣絵図」を模式図化、「遠州横須賀城下町の変遷過程と地域構造」から引用） 
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明治元年(1868)、掛川藩主は家臣ともども柴山藩
しばやまはん

（千葉県）へ、横須賀藩主をはじ

め藩士たちは安房
あ わ

（千葉県）へ移封となった。これに代わって徳川家
いえ

達
さと

を藩主とする

徳川宗家が駿府（静岡）に入り、掛川藩及び横須賀藩の区域は静岡藩政下となった。明

治４年(1871)の廃藩置県により、藩は廃止され、静岡県の管轄下に置かれた。  

 

【学校教育の始まり】 

明治５年(1872)に発布された「学制」と「学事奨励に関する被仰
おおせい

出書
だされしょ

」により、明

治６年(1873)に、掛川、岡
おか

津
つ

、上
かみ

垂
たる

木
き

、倉真、日坂、下土方、西大坂、横須賀の８つ

の小学校が開校された。初めは寺院などを借りていたが、やがてそれぞれの村が個性豊

かな近代的な学校をと考え、校舎を建てるようになった。そのため建築費用は高くなり、

村人の寄付金や積立金による建築も行われた。 

 

【産業の発達】 

明治時代初め、本市の産業は農業が第一であった。土地は肥沃で、米がよく取れる地

域であったが、明治 20 年頃からは茶の生産が盛んになり、次第に茶畑も増えていった。  

また、江戸時代から掛川の特産品であった葛布は、明治に入ると武士の 裃
かみしも

などの

需要が減り、生産量も落ちたが、明治30年頃から壁紙"カケガワ･グラス･クロス"とし

て海外にも輸出されるようになった。 

 

【道路、鉄道の整備】 

明治時代になり交通路の整備は、道路よりも鉄道が優先された。このような状況下、

産業の近代化には道路整備がつきもので、公費が投じられないことから有志達が私財を

積み、多額の借金をして道路を整備した。 

日本で初の民営有料道路となった「中
なか

山
やま

新
しん

道
どう

」の建設はその一例で、地元の有力者

杉本権蔵
すぎもとごんぞう

が東山の茶園造成を進めるために必要な道として、小夜の中山峠を越えない

新しい道として、島田市金
かな

谷
や

と日坂をつないだ。新道は明治12年(1879)に着工して翌

年に開通し、借金返済のために通行料を取った。この他、収穫した茶をいち早く市場へ

出荷するため、道の整備と隧
ずい

道
どう

(トンネル)造成を行なった山
やま

﨑
ざき

千
せん

三郎
ざぶろう

や青
あお

野
の

卯
う

吉
きち

らの

取り組みもその例であった。 

明治22年(1889)７月１日の東海道鉄道（東海道本線）の新橋・神戸間の開通に先立

ち、４月16日、浜松・静岡間が開通し、掛川駅が誕生した。大正時代には、袋井から

市内南部の大須賀・大東を通って藤枝までを結ぶ軽便鉄道「静岡鉄道駿
すん

遠線
えんせん

」が走る

ようになり、自動車が多くなるまでは、人々の重要な移動手段として利用された。 
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⑨ 昭和・平成時代 

【戦後の地域経済の振興】 

戦後の農地改革により、掛川でも自作農が増え、農産物の増産や農業技術の発展に繋

がった。また、アメリカ軍の援助により、昭和25年(1950)から国道１号の工事が行わ

れた。また、敗戦によって衰えていた日本の産業は、昭和25年(1950)に起こった朝鮮

戦争を境に発展し始めた。市内でも、楽器、オートバイ関連の工場などが造られ、機械

化が進んだ。 

 

【高度経済成長】 

高度経済成長に伴い、市民の所得も向上して豊かな市民生活が急速に進んだ。自動車

の交通量は増加し、市街地の道路も混雑することとなり、計画的な道路整備の取り組み

が求められるようになった。昭和44年(1969)に東名高速道路が開通して、国道1号線

の混雑が緩和され、工場進出が促進された。 

昭和31年(1956)には新農村建設計画が立てられ、農業の近代化を目指した。明治20

年(1887)掛川町の山﨑千三郎により計画、測量された大
おお

井
い

川
がわ

疎
そ

水
すい

計画が、60年を経た

昭和21年(1946)になって改めて大井川から水を引くことが計画された。総合開発計画

に位置づけられ、昭和47年(1972)に大井川右岸用水として完成し、たび重なる干ばつ

に悩まされてきた地域の水利条件は大幅に改善された。 

 

【町村合併】 

明治 22 年(1889)市制町村制が施行された当時、掛川市は１町 28 か村に分かれてい

た。昭和 29 年(1954)から昭和 35 年(1960)にかけての合併によって、旧掛川市と大須

賀町が誕生し、昭和 48 年(1973)には 大浜町と城東村が合併して大東町が誕生して１

市２町が成り立った。 

 

【掛川市生涯学習都市宣言】 

「日本一のまちづくり」を目指し昭和54年(1979)、全国初の「生涯学習都市宣言」

を行なった。一生涯を通じ学習機会を持つことにとどまらず、学習したことを、自らが

住むまちのまちづくりに活かしていくという、「個人の生涯学習」と「まちづくり」が

相互に連動し合う、「生涯学習まちづくり」として進められてきた。地域の自然と歴史

を大切にし、報徳の教えから学ぶことを軸にして、互いに役立ち合いながら、個人の生

活と周囲（家族、地域、まち）を豊かにしていくことを目標としている。 
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【新幹線掛川駅開業とまちづくりの展開】 

昭和52年(1977)に新幹線誘致運動がスタートし、10年以上に及ぶ誘致運動の結果、

建設費用や資金を地元で負担する「請願駅」として、30億円もの市民募金が集まり、

昭和63年(1988)新幹線掛川駅が開業した。 

新幹線掛川駅の開業が契機となり、その後の大事業も市民力により次々と実現した。

平成５年(1993)、民間企業を中心にして約12億円の出資金を得て東名掛川インターチ

ェンジが開通した。掛川城大手門風の料金ゲートや大規模な樹林帯での緑化など、掛川

の地域性と文化性を加えた景観とした。 

また、嘉永7年(安政元年(1854))の大地震により損壊して失った掛川城天守閣は、多

くの市民の熱意と努力、協力が実を結び、平成６年(1994)、日本で最初の本格木造復元

天守閣として140年ぶりに再建された。同年、掛川城大手門も再建され、周囲の家々も

城下町風に建てようとするまちづくり事業が進められている。 

 

【平成の大合併以降】 

平成17年(2005)４月、旧掛川市、大東町、大須賀町が合併し、現在の掛川市が誕生

した。人口（平成 27 年国勢調査人口）は、114,602人であり、県内で3.1％を占め、

県内23市中第９番目の人口規模を持つ都市である。 

合併後 10 年を経過する間、リーマンショックによる経済の落ち込み、東日本大震災、

グローバル化の加速、人口減少、少子化及び長寿化の進展など、社会経済情勢は急速に

変化している。こうした社会状況を踏まえ、多様化する市民ニーズに柔軟に対応すると

ともに、独自のまちづくり戦略を打ち出し、将来に向けて市民が豊かさと幸せを実感で

きるよう、平成28年度(2016)から「第２次掛川市総合計画」の下で各種事業を展開し

ている。今後 10 年間に重点的に取り組むべきことについて、（１）掛川への新しいひ

との動きをつくる、（２）掛川にしごとをつくり安心して働けるようにする、（３）若

い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる、（４）明日の掛川をつくり豊かで潤い

のある安心な暮らしを守る、という４つの戦略の柱をたてて施策を推進している。  
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（２）関わりのある人物 

○大須賀 康高（おおすか やすたか） 

 大永７年（1527）～天正17年（1589） 

三河に生まれ、初め三河の酒井忠直に仕えていたが、

稀にみる剛勇な人物で、徳川家康に見出されてその家

来になった。天正２年(1574)には馬伏塚城主となり、

次いで初代横須賀城主となった。姉川、三方ヶ原、長

篠などの合戦に参加して功労があり、特に高天神合戦

には大きな働きをした。高天神合戦後は、堤を築かせ

て田畑を開発するなど、領内の農業の発展に力を注い

だ。 

 

○山内 一豊（やまうち かつとよ・やまのうち かずとよ） 

 天文14年（1545）～慶長10年（1605） 

天文14年(1545)、尾張の黒田城に生まれる。織田

信長に仕えるようになってから働き場所を得て、天正

元年(1573)、豊臣秀吉の配下として浅井・浅倉攻めに

参加し、戦功の褒美として、近江唐
から

国
くに

400石を与えら

れた。以後、秀吉の出世と歩調を合わせるように石高

が加増され、天正13年(1585)には近江の長浜城主で

２万石に抜擢された。そして、小田原征伐のときの功

績により掛川５万石を拝領し、慶長５年(1600)までの約11年間にわたり城主として掛

川に在住する。着任早々、対徳川家康政策ということもあって、掛川城の大規模な改築

に着手する。慶長５年(1600)の関ヶ原の戦いで東軍（家康軍）として参加し、その功績

により家康から土佐一国を拝領した。 

 

○本多 利長（ほんだ としなが） 

 寛永12年（1635）～元禄５年（1692） 

 12代目横須賀城主。母は10代目城主である井上正
まさ

就
なり

の娘である。天保２年（1645）

に城主となり、城内で多くの普請をしたほか、領内の土木工事も大いに進めた。領民を

洪水から守るため、延長約14kmに及ぶ大堤防を築いている。 

延宝７年（1679）の三熊野神社の社殿修理に当たり、補助の金子や遷宮費などを出し、

数々の品を奉納するなどし、神儀を盛大にさせた。城主期間は38年間に及び多くの業

山内一豊 

大須賀康高 
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績を残したが、不行跡や悪政を咎められ、天和２年（1682）に改易、後に赦され出羽村

山藩に移封された。 

 

○横須賀城主の西尾氏（にしおし） 

天和２年（1682）、西尾忠成が13代目横須賀城主となってから、８代にわたって西

尾氏が城主となった。西尾氏が城主を務めた186年間の横須賀藩は、繁栄を続け、人々

は安定した生活を送ることができた。 

【西尾 忠成（にしお ただなり）】 

 承応２年（1689）～正徳３年（1713） 

13代目横須賀城主。西新町に木戸番所を設けるなどして、城下町を整備した。横須

賀が近世城下町のようになったのは、忠成の時代だとされている。 

【西尾 忠尚（にしお ただなお）】 

 元禄２年（1689）～宝暦10年（1760） 

14代目横須賀城主。西尾氏を発展させた人として有名である。幕府の寺社奉行や奏

者番などを務め、その活躍が認められて、若年寄や老中などの要職に任ぜられた。また、

参勤交代で江戸に行ったときに、家来に江戸祭礼囃子を習わせ、横須賀の地に伝えた。

これが今でも三熊野神社の春の大祭で使われる山車の囃子となっている。 

【西尾 忠篤（にしお ただあつ）】 

 嘉永３年（1850）～明治43年（1910） 

20代目横須賀城主。築城から290年を経た明治元年(1868)、新政府により、遠江・

駿河に徳川将軍家の後継、徳川家
いえ

達
さと

を藩主とする静岡藩ができ、横須賀藩は廃藩とな

った。城主忠篤も安房
あ わ

花房
はなぶさ

(千葉県鴨川市)に移って、横須賀城は廃城、最後の城主に

なった。忠篤は横須賀を去るに当たり、横須賀藩領民に別れの言葉を文にして送った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
忠篤が領民に送った別れの言葉 

【資料：慶応４年横須賀藩御用留第74番】 

殿様御直書噺書下の写（現代語訳：掛川市教育委員会） 

 私は、不幸にして幼い頃に父親と別れ、藩主となってから

は、世上は混乱し、公務も多忙を極めるなか、今夏の未曾有

の大雨被害による領民の苦渋には、私も深く心を痛めたが、

私の力不足で十分な対処ができなかった。 

 一方、この春から新政府の兵食御用を勤めるなど、勤王に

勤めてきたつもりであったが、この度、新政府から移封の命

令があった、突然のことで大変当惑している。 

 永い間、領民の恵みを受けながらも、領民に対して何の恵

みを与えることができず、藩主となった甲斐もなく、恥じ入

るしだいである。 

 今後、私はどこへ所替えとなるか分からないが、領地の民

はこれまでのように変わらず暮らしてほしい。  

慶応４年９月 領地の者へ 
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○掛川城主の太田氏（おおたし） 

延享３年（1746）上野国館林（現在の群馬県館林市）から掛川藩に来た太田氏は、明

治元年(1868)まで７代120年あまりにわたって掛川藩主を務めた。寺社奉行や老中など

の幕府の重要な職を勤めつつ、自分の領地である藩の政治にも力を注いだ。藩の若者を

優れた人材に育てるために学校をつくり、藩内の様子を理解し、藩の立て直しのために

宿や村の歴史や産物などをまとめた『掛川誌稿』という地誌をつくらせた。また、作物

の不作による飢饉に備えさせるために平常の心得を書いた『農諭』という本を藩内に配

り、不作で貧しくなった農村を立て直すために報徳を取り入れて開墾やため池の改修を

進めた。 

【太田 資愛（おおた すけちか）】 

 元文４年（1739）～文化２年（1805） 

22 代目掛川城主太田資愛は、元文４年(1739)に生まれ、宝暦 13 年(1763)家督を継ぎ、

明和５年(1768)奏者番、安永４年(1775)寺社奉行、天明元年(1781)若年寄、寛政元年

(1789)京都所司代、寛政５年(1793)老中に就任し、享和元年(1801)老中を辞し、文化２

年(1805)に死去した。藩内に学問所藩校（北門書院、後の徳造書院、教養館）を創設。

昌
しょう

平
へい

黌
こう

の松崎慊堂
こうどう

を教授に招く。掛川藩の地誌『掛川誌稿』編纂を指示し、文化発展

に尽くす。 

【太田 資始（おおた すけもと）】 

 寛政11年（1799）～慶応３年（1867） 

25代目掛川城主太田資始は風水害や冷害などに対応するため、幕府に災害復旧工事

への補助や囲いもみ（幕府、藩などが飢饉に備えて蓄える米）の使用許可を願い出た。

また、天保の大飢饉の時には、被害を防ぐため、領民に松皮の食べ方などを教えた。 

資始は、掛川藩内に御用達制を設けるなど藩政に努めるとともに、幕府の重職に就い

て幕府政治にも参加した。 

寺社奉行、大阪城代、京都所司代となり、天保７年(1836)には老中になった。天保

12年(1841)に天保の改革を前にして、病気を理由に老中を辞めた。それから17年後、

大老井伊直
なお

弼
すけ

の任命で再び老中になった。イギリス、ロシア、フランスなどの各国使

節と話し合って、外貨との交換比率の問題、神奈川開港問題などの解決にあたった。し

かし、安政の大獄を行なった直弼に反対する人々を支持したため、安政６年(1859)に老

中を辞めさせられた。直弼の死後の文久３年(1863)、再び老中に任命され、老中上座と

して、会計や外国との関係を処理する役を受け持った。 

また、徳川三代将軍家光の霊を祀るため、文政５年(1822年)、掛川城の東に、龍
りゅう

華
げ

院
いん

大
たい

猶
ゆう

院
いん

霊
おたま

屋
や

を再建した。 
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【太田 資美（おおた すけよし）】 

 安政元年（1854）～大正２年（1913） 

掛川藩最後の藩主。明治元(1868)１月、鳥羽・伏見の戦いで旧

幕府軍が敗れ、11月太田資美は、重臣、家臣ともども、柴山村

（千葉県芝山町）へ移った。掛川藩は、寺を借りて仮陣屋とし、

芝山藩５万３千石の領地支配にあたった。明治２年(1869)６月ま

でに掛川城の引き渡しを終えたとされている。 

 

 

○八木 美穂（やぎ よしほ） 

 寛政12年（1800）～安政元年（1854） 

寛政12年(1800)、現在の掛川市浜野に生まれ、18歳のときには国学を志したといわ

れる。文政２年(1819)、白須賀宿（湖西市）の高名な国学者である夏
なつ

目
め

甕
みか

麿
まろ

に入門する。

甕麿の亡き後、独学で国学を学んだ。石川依平など、多くの国学者たちと親交を深め、

美穂の交友範囲は伊勢の方まで及んでいた。天保８年(1837)から、自宅で門弟や近隣の

者に学問を教えるようになった。弘化２年(1845)、横須賀藩藩主西尾忠受
たださか

の歌道の師と

なり学問を教える。それに伴い、横須賀藩藩校「修道館」の教授となり、さらに嘉永３

年(1850)、藩校教授長となり、城下に家をもらった。また、藩主から地方史編さんを命

じられ、『郷
ごう

里
り

雑
ざっ

記
き

』を作成した。 

教え子は多く、岩滑の中島嵩
すう

石
せき

は、その弟子の鈴木春
はる

芳
よし

とともに、地域の教育に貢献

している。遠州に報徳を広めた岡田良一郎も、幼いころ美穂に学んだといわれる。また、

明治維新の遠州報国隊へも多くの門弟が参加するなど、各方面で活躍した。 

 

○岡田 佐平治（おかだ さへいじ） 

 文化９年（1812）～明治11年（1878） 

文化９年(1812)、現在の掛川市倉真の農家に生まれ、家

業を継いだ。佐平治は、乙
おと

星
ほし

耕
こう

地
ち

報
ほう

徳
とく

社
しゃ

（現在の倉真報徳

社）を立ち上げ、二宮尊徳から報徳思想を学んだ。そして、

尊徳から直接伝授された｢農村復興・財政立て直し」のやり

方を基に、遠州地方に報徳運動を推し進め、各社の報徳社

を誕生させた。明治８年(1875)各地の報徳社を連合させ、

浜松に遠江国報徳社を設立し、自らが初代の社長になった。

佐平治は社中を統率し、報徳の信念に基づく誠心に溢れた

質実剛健の社員を結集していった 

岡田佐平治 

太田資美 
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○小林 源四郎（こばやし げんしろう） 

 文政11年（1828）～明治21年（1888） 

文政11年（1828）、現在の掛川市上
かみ

内
うち

田
だ

の段
だん

の庄屋に生

まれた。段村戸長になった源四郎は、村に産業を興そうと考

え、茶業に強い関心を持ち、明治５年（1872）、自分の山林

約100 ａ
アール

を切り開き、茶の栽培を始めた。また、小笠山官林

のうち上内田村が管理していた土地を、家々へ約３ａ
アール

ずつ

無料で分け与え、切り開いて茶の栽培を始めるよう勧めた。 

明治12～13年（1879～1880）、源四郎は数十名の仲間を

集め、茶を買ってくれる所を探し、ついに横浜に直送することになった。また、緑茶の

状態で届くよう製茶方法を改善した。明治16年（1883）には、製茶協同組合（益集

社）を作り、茶業の発展に力を尽くした。 

 

○岡田 良一郎（おかだ りょういちろう） 

 天保10年（1839）～大正４年（1915） 

天保10年(1839)、岡田佐平治の長男として生まれた。二

宮尊徳が開いた二宮塾に嘉永 7 年(安政元年(1854))に入門、

帰郷後は左平治と共に報徳運動を遠州地方に根付かせ、明

治８年（1875）の遠江国報徳社の設立に加わっている。明

治９年(1876)、佐平治の後を受けて遠江国報徳社の第２代

目社長となり、35年間にわたり報徳運動の指導者として、

多くの実績を残した。良一郎の力強い指導による活動が盛

んであった掛川市は、やがて全国の報徳運動の中心地とな

り、この地に「大日本報徳社」が設立された。 

一方、明治７年(1874)、事業育成や農業、工業などの産業奨励のために、半官半民の

「資産金貸附所」を創設し、岡田家推
すい

譲
じょう

※の報徳金や他の推譲金を資産金にして貸し

付けを始めた。明治12年(1879)、資産金貸附所の実力を倍加することを目的にして、

別に勧業資金積立の組合を作り事業を始めた。これが掛川信用金庫の創始である。 

また、明治10年(1877)、倉真村に開いた全寮制の私塾「冀
き

北
ほく

学舎」は、７年間に

152人の卒業生を送り出し、文部大臣岡田良平、宮内大臣一木喜徳郎、東京帝国大学教

授山﨑覚次郎など多くの優秀な人材が巣立った。県立掛川西高等学校は、冀北学舎を起

源とするもので、良一郎は、同校の前身で明治13年（1880）に設置された掛川中学校

の初代学校長を務めている。 

※推譲…分度のある生活をして、余財を蓄え、家族、子孫、社会のために譲る。 

岡田良一郎 

資料：黒田清輝作「岡田良一郎肖像」

(県指定文化財) 

小林源四郎 
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○山﨑 千三郎（やまざき せんざぶろう） 

 安政３年（1856）～明治29年（1896） 

安政３年(1856)、６代山﨑万
まん

右
え

衛門
も ん

の次男として生まれた。

山﨑家は、江戸時代、掛川藩の御三家（豪商）の一つと言わ

れ、掛川藩の御用達も勤め、藩より士分の待遇を受けていた。

浜松、横須賀、相良各藩の資金を用立てていた富豪である。 

８代目の山﨑千三郎は郷土の発展のため、明治 22 年

(1889)の初代掛川町長に就任した前後を通して、茶再生工場

の建設、森・掛川街道の開設、大井川疎水の計画・測量、青
あお

田
た

坂
さか

トンネルの掘削、掛川鉄道設立などに多くの私財を投じ、

インフラを整備した。 

また、明治 13 年(1880)に掛川銀行を設立し、金融というソフトのインフラ整備にも

取り組んだ。当時、静岡県内には静岡三十五銀行、浜松二十八銀行が既に設立されてい

たが、掛川では、国立銀行の称号をもつ銀行の設立期限に間に合わなかったため、「掛

川銀行」の名称での設立となった。しかし掛川銀行の資本金は千三郎らの努力によって 

30 万円に上った。これは三十五銀行の７万円、二十八銀行の 12 万円を遥かにしのぎ、

全国有数の大銀行となった。 

 

○岡田 良平（おかだ りょうへい） 

 元治元年（1864）～昭和９年（1934） 

岡田良一郎の長男として元治元年(1864)に生まれた。明治

20年(1887)帝国大学文科大学を卒業した後、明治26年(1893)

文部省に入省し、明治34年(1901)菊池
きくち

大麓
だいろく

文相のもとで総務

長官となり、専門学校令制定、教科書国定化などに関与した。

明治37年(1904)貴族院議員に勅選される。明治40年(1907)

京都帝大総長。大正５年(1916)寺内内閣の文相となり、内閣

直属の臨時教育会議を設置し、高等教育制度の改革を行なう。

また、加藤高
たか

明
あき

内閣、第１次若槻内閣においても文相を務め

た。昭和４年(1929)枢密顧問官。この他、大日本報徳社３代目社長、産業組合中央会会

頭、東洋大学学長も務めた。 

 

 

 

 

 

岡田良平 

山﨑千三郎 



掛川市歴史的風致維持向上計画 第１章             

- 49 - 

 

○松本 亀次郎（まつもと かめじろう） 

 慶応２年（1866）～昭和20年（1945） 

慶応２年(1866)上土方
かみひじかた

嶺
みね

向
むかい

に生まれる。静岡師範学校

（現在の静岡大学教育学部）を卒業後、明治21年(1888)、静

岡高等小学校に赴任し、本格的に教師の道を歩み出した。ま

た、若いときから語学に興味があり佐賀県方言辞典の編集で

実力を認められた。明治36年(1903)、嘉
か

納
のう

治
じ

五
ご

郎
ろう

が中国人留

学生のために設立した宏
こう

文
ぶん

学院に日本語教師として招かれた。

その後、北京の京
けい

師
し

大
だい

学
がく

堂
どう

（北京大学）に日本語教授として招かれ、北京に渡る。 

帰国後、中国人留学生教育に情熱は移っていたようで、私財を投じ、「日
にっ

華
か

同
どう

人
じん

共
きょう

立
りつ

東
とう

亜
あ

高等予備学校」を神田区中猿楽町に創立した。亀次郎の教育を受けた中国人留

学生には、文豪の魯
ろ

迅
じん

や中国の首相を務めた周
しゅう

恩
おん

来
らい

をはじめ、これまでの中国の発展

を支えた多くの人がいる。 

 

○一木 喜徳郎（いっき きとくろう） 

 慶応３年（1867）～昭和19年（1944） 

岡田良一郎の次男として慶応３年(1867)に生まれた。袋井

市の一木家に養子として入る。帝国大学を優秀な成績で卒業、

28歳の若さで大学教授となり、その後法制局長官を経て大正

３年(1914)４月から文部大臣、大正４年(1915)８月からは内

務大臣を務め、大正14年(1925)３月から宮内大臣を務めた。

また明治33年(1900)９月からは貴族院議員を務め、昭和９年

(1934)５月からは枢密院議長を務め、この年には大日本報徳社４代目社長に就任した。

昭和13年(1938)、宮内大臣を務めた喜徳郎の強い要請が叶い、取り壊すことになって

いた仰
こう

徳
とく

記念館
きねんかん

（旧有
あり

栖
す

川
がわの

宮
みや

熾
たる

仁
ひと

親
しん

王
のう

邸御座所）と仰徳学寮（旧有栖川宮熾仁親王

邸侍女部屋）が宮内省から下賜され、現在も利用されている。 

 

○山﨑 覚次郎（やまざき かくじろう） 

 明治元年（1868）～昭和20年（1945） 

山﨑千三郎の甥にあたり明治元年(1868)に、山﨑家７代山

﨑德
とく

次郎
じ ろ う

の長男として生まれた。明治39年(1906)には東京帝

国大学法科大学の教授に、大正８年(1919)東京帝国大学経済

学部創立のメンバーとなり、大正９年(1920)から大正12年

(1923)までは、第２代の経済学部長を務めた。山﨑覚次郎の
山﨑覚次郎 

一木喜徳郎 

松本亀次郎 
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講義科目は貨幣論と銀行論であり、研究では特に貨幣の価値や貨幣制度の研究に力を注

いだ。当時の日本が金本位制のもとにあったにもかかわらず、金本位は単なる名目でし

かないとの主張を展開し、現在の管理通貨制度への途を拓く役割を果した。 

 

○吉岡 彌生（よしおか やよい） 

 明治４年（1871）～昭和34年（1959） 

明治４年（1871）、土方村嶺
みね

向
むかい

（現在の掛川市上土方嶺

向）の医師鷲山
わしやま

養
よう

斎
さい

の家に生まれた。小学校卒業後、花嫁修

業として和裁を習っていたが、自由民権運動を知り、医師と

して働く決意をした。東京の済生学舎に入学し、21才の時、

医術開業試験に合格し、日本で27番目の女性医師になった。 

医師の仕事を続けるなかで、彌生は、医師を目指している

女子学生のために、明治33年（1900）に夫婦で力を合わせて

東京女医学校を作った。最初、いろいろな勉強道具が足りな

かったので、彌生は借金をしたり、夜遅くまで働いたりして、学校を整えていった。 

東京女医学校は、明治45年（1912）には東京女子医学専門学校に、昭和27年

（1952）には東京女子医科大学になり、今も多くの女性医師を世に送り出している。平

成10年（1998）には、掛川市下土方に東京女子医科大学看護学部大東キャンパスが開

校し、看護師を目指す学生が全国から集まり学んでいる。 

 

○河井 弥八（かわい やはち） 

 明治10年（1877）～昭和35年（1960） 

明治10年（1877）に上張
あげはり

に生まれた。現在の東京大学法学

部を卒業した後、政府の役人となり、昭和13年（1938）河井

弥八が貴族院議員の時、中央林業協力会副会長、大日本報徳

社副社長となった。このころ弥八は、国力をつけるためには

農林業を盛んにしなければならないと考え、とりわけ農業に

おいては食糧不足の時代であったこともあり、食糧増産運動

にあたった。また、国土を災害から守る方法を考え、いろい

ろな所で治山治水対策を行った。小笠山での砂防工事も弥八の指導のもとで行われた。

戦後の日本を立て直す源を報徳精神の普及と考え、食糧増産と治山治水に一層注力した。 

昭和28年（1953）参議院議長となり、昭和31年（1956）には、５代目大日本報徳社

社長になった。功績が認められ、勲一等旭日桐花大勲章が与えられている。 

 

河井 弥八 

吉岡彌生 
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○萩原 郁太郎（はぎわら いくたろう） 

 明治38年（1905）～平成10年（1998） 

明治38年（1905）、東山に生まれ、小笠農学校（小笠高等学校）を卒業して、農業

に励んだ。昭和15年（1940）、東山富士東茶工場を作り、茶業の発展に尽くした。昭

和36年（1961）制定の農業基本法に基づく農業改善事業が進められ、富士東茶工場が

事業として行われた。このようななかで、萩原郁太郎は茶の専業農家として製茶の研究

を積み重ね、深蒸し茶の普及と品質向上に努めた。 
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 ４．文化財等の分布状況 

 

本市には、平成29年(2017)４月１日現在で、110件の文化財がある。その内訳は、

国指定文化財が５件、国登録有形文化財が４件、県指定文化財が31件、市指定文化財

が70件となっている。 

表 市内指定・登録文化財件数一覧表 

 有形文化財 

無
形
文
化
財 

民俗文化財 記念物 

計 

 

建
造
物 

絵
画 

彫
刻 

工
芸
品 

書
跡 

古
文
書 

考
古
資
料 

有
形
民
俗
文
化
財

無
形
民
俗
文
化
財

史
跡 

天
然
記
念
物 

国指定 2          3  5 

県指定 8 8  3   1   4 1 6 31 

市指定 16 4 5 4 4 6 1  1 2 10 17 70 

国登録 4            4 

計 30 12 5 7 4 6 2 0 1 6 14 23 110 
 

（１）国指定文化財 

① 掛川城御殿（建造物） 

掛川城二の丸の御殿は、嘉永7年(安政元年

(1854))の大地震で倒壊した後、文久元年(1861)に城

主太田資
すけ

功
かつ

によって再建された。城郭附属の御殿建

築として、全国的にも数少ない遺例であり、広間、

書院の主要部だけでなく、小書院や諸役所までほぼ

全体が残っているのは珍しい。 

 

② 旧遠江
とおとうみ

国
こく

報徳社
ほうとくしゃ

公会堂（建造物） 

旧遠江国報徳社公会堂（大日本報徳社大講堂）は、

掛川城の北東に、二宮尊徳の教えを体系化した報徳思

想を普及・啓蒙する中心拠点として明治36年(1903)

に建設された。公会堂は、正門の奥に東面して建ち、

木造２階建て、上層入母屋造り桟瓦葺で、伝統的な木

造建築の形式・技法によりながら、１階が和風、２階

が洋風の特徴ある外観を持つ。 

大日本報徳社 

掛川城御殿 
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③ 高天神城跡（史跡） 

高天神城は鶴
かく

翁
おう

山
ざん

（標高130ｍ）に築かれ、現

在も東峰の本丸跡など主要郭の跡や空堀などを見

ることができる。諏訪原城跡と並んで、戦国期の

過程を理解する上で逸することのできない遺跡で

あり、中世山城の遺構としても秀れている。 

 

 

 

④ 横須賀城跡（史跡） 

天正３年(1575)長篠合戦の勝利をうけて、同６

年(1578)、高天神城奪還を企む徳川家康（当時浜

松城に在城）が大須賀康高に命じて築城した。遺

構としては丘陵上の天守台、本丸、松尾山北東の

大空濠などがよく残っている。城郭の北、西、南

を画する堀跡があり、玉石積の石垣遺構がよく残

っている。また隠し堀といわれる舟入状の堀跡は、

入江に面し横須賀港をおさえていた横須賀城の特

色をよく示している。武田方の諏訪原城、武田・徳川方の争奪地となった高天神城とあ

わせ、武田方の進出と衰亡、徳川氏の成長過程を示す貴重な史跡である。 

 

⑤ 和田岡古墳群（史跡） 

和田岡古墳群は、西部和田岡地区に所在する５

世紀前後に築造された古墳群の総称で、原野谷川

が形成した河岸段丘上に立地している。この段丘

上の南北約2.5㎞、東西約１kmの範囲の中に、前

方後円墳４基、円墳16基、方墳３基が確認されて

おり、東遠地域における一大中期古墳群を形成し

ている。最大の古墳である各和
かくわ

金塚
かなつか

古墳
こふん

は、副葬

品の年代から、５世紀初頭に造られた首長の墓と

考えられている。 

 

 

 

横須賀城跡 

高天神城跡 

和田岡古墳群（吉岡大塚古墳） 
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（２）国登録有形文化財 

① 天竜浜名湖鉄道原
はら

野
の

谷
や

川
がわ

橋梁（建造物） 

浜名湖の北側を通る67.7kmの天竜浜名湖鉄道

は、国鉄二俣線として昭和10年(1935)から昭和

15年(1940)にかけて敷設され、平成23年(2011)

には全線にわたって36施設が国の登録有形文化

財となっている。この橋梁はそのなかの一つで、

原野谷川に架かる橋長105ｍの銅製橋梁である。

昭和９年(1934)に、日本橋梁株式会社と株式会社

横川橋梁によって製作されたものである。 

 

② 天竜浜名湖鉄道原谷
はらのや

駅本屋（建造物） 

木造平屋建の建物で、昭和10年（1935）に建設

された。現存する建設当初の木製改札口は、今は滅

多に見ることもない太い木材で作られている。天井

は小幅板の鏡張り、背面下屋を支える頬杖が連子状

になり特徴的である。 

 

 

③ 天竜浜名湖鉄道桜
さくら

木
ぎ

駅本屋及び上りプラッ

トホーム（建造物） 

木造平屋建の建物で、昭和10年（1935）に建

設された。外壁を上部漆喰壁の下見板張とする簡

易な意匠である。改札口には当初の片引き木製建

具、待合室には駅務室の切符売場が突き出し、西

面には当初のベンチが残存する。 

 

 

④ 天竜浜名湖鉄道富
とん

部
べ

橋梁（建造物） 

桜木駅の400ｍ東に位置し、家代川の３本の支流

が合流する地点に架かる。橋長21ｍ、単線仕様の

鋼製４連桁橋で全体にわずかな曲線を描く。橋脚及

び橋台は鉄筋コンクリート造。昭和10年（1935）

に建設された。 

天竜浜名湖鉄道桜木駅本屋及び上りプラットホーム 

天竜浜名湖鉄道富部橋梁 

天竜浜名湖鉄道原谷駅本屋 

天竜浜名湖鉄道原野谷川橋梁 
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（３）県指定文化財 

① 龍
りゅう

華
げ

院大猷院
いんたいゆういん

霊屋
おたまや

 附
つけたり

春日
かすが

厨子
ず し

 

明暦２年(1656)、掛川城主北条氏重が、３代将

軍家光（大猶院殿）の霊を祭るために建立した。

文化15年(1818)掛川大火により類焼したが、霊牌

と春日厨子は運び出されて難を逃れた。この時城

主太田資
すけ

始
もと

の手により文政５年（1822）往時の様

に再建されたのが現在の建物である。 

３間(約5.5ｍ)四方の方形造り、桟
さん

瓦
かわら

葺
ぶ

きで、

南側に１間の向拝が付けられている。小規模だが

権現造りの東照宮社殿を連想させるきらびやかさを保っている。往時は柿
こけら

葺きの建物

で、正面に唐門があり、回りを透かし塀が囲んでいた。 

昭和29年(1954)１月30日に県の文化財（建造物）に指定された。 

なお、この霊廟は現掛川城以前の掛川古城に建てられたもので、現掛川城が「龍頭

山」、掛川町の氏神社龍
たつ

尾
お

神社は「龍尾山」と呼ばれ、この霊廟が建つ掛川古城は龍

の胴部にあたり、尊い場所となっている。 

 

② 三熊野神社本殿（建造物） 

江戸時代を代表する建築の流派、諏訪立川流の

名人立川（宮坂）昌敬により、安政２年(1855)に

建てられた。文武天皇の皇后に由来する荘厳なた

たずまいの神社で、横須賀城が築城されると、歴

代城主、家臣、近隣の人々の深い信仰を集めた。 

 

 

 

③ 淡山
たんざん

翁
おう

記念報徳図書館（建造物） 

大日本報徳社２代目社長であった岡田良一郎

（淡山）の多大な遺徳を記念し、昭和２年(1927)

に建てられた。鉄筋コンクリート造り・タイル貼

り仕上げで、建築学的に見ても、往時の図書館様

式を今に伝える貴重な建造物である。県内最古の

民間図書館であり、昭和27年（1952）から昭和

44年（1969）まで市立図書館として使われた。 

 龍華院大猷院霊屋附春日厨子 

三熊野神社 

淡山翁記念報徳図書館 
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④ 大日本報徳社正門（建造物） 

明治42年(1909)に建立された石造の門で、主柱

に「経済門」、「道徳門」の文字が刻まれている。 

道徳と経済の調和した社会づくりをめざす、報

徳の教えを象徴している。 

 

 

 

⑤ 旧遠江国報徳社第三館掛川事務所（大日本報徳社冀
き

北学舎
ほくがくしゃ

）（建造物） 

明治10年(1877)に、現在の掛川市倉真に岡田良

一郎が開いた私塾「冀北学舎」に使われていた建

物である。明治32年(1899)に「遠江国報徳社第三

館掛川事務所」として、現在の大日本報徳社に移

築された。 

 

 

 

⑥ 獅子舞 かんからまち（無形民俗文化財） 

３年に一度の掛川大祭の年だけに登場する、２

頭の雄獅子と１頭の雌獅子が一組になって舞う獅

子舞。荘厳な舞曲にあわせて勇壮な舞が演じられ

る。舞とともに笛の音も固有のもので、獅子頭や

衣裳などを昔のままに伝えている。 

神事で、神輿渡
と

御
ぎょ

の際に神輿の先を進み、露払

いの役を担う。また、路上を進行する際に、獅子

を先導する花幌は美しく、行列に華やかさを加えている。 

 

⑦ 三
さん

社
じゃ

祭
さい

礼
れい

囃子
ばやし

（無形民俗文化財） 

毎年４月の第１金曜日から日曜日に開催される

三熊野神社大祭で囃される祭囃子で、大間、屋台

下など６曲がある。曳かれる祢里は江戸天下祭り

の流れを継ぎ、囃子道具として小太鼓２、大太鼓

１、すり金１、特一本調子の篠笛２が用いられる。

これにつく「おかめ」「ひょっとこ」の手古舞が

滑稽である。 

旧遠江国報徳社第三館掛川事務所 

大日本報徳社正門 

獅子舞かんからまち 

三社祭礼囃子 
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⑧ 八坂神社の祇園囃子と祭礼行事（無形民俗文化財） 

毎年10月の第１土日に行われる八坂神社の祭

典は、本殿から青
あお

谷
や

と呼ばれる御旅所（御仮屋）

にご神体が里帰りし、また戻られるという一連の

流れである。また、満勝寺住職の祈祷を受けたり、

裃
かみしも

での警護役がついたりと、古式の伝統が色

濃く残っている。 

 

 

⑨ 三熊野神社の地固
じがた

め舞と田
た

遊
あそ

び（無形民俗文化財） 

水田耕作が始まる前の季節に、神前で耕作の様

子をあらかじめ演じることによりその年の豊穣を

祈願する民俗芸能。三熊野神社大祭のなかで舞わ

れている。 

 

 

 

 

⑩ 手揉製茶技術（無形民俗文化財） 

手揉製茶技術とは、茶葉を蒸した後「焙
ほい

炉
ろ

」と呼ばれる丈

夫な和紙を張ったホットプレートのような専用の台の上で、

手で茶葉をほぐしながら揉み、乾燥させる作業のことである。

手揉製茶技術は、静岡県の無形民俗文化財に指定され、公益

社団法人静岡県茶揉保存会茶匠会が保護団体として活動し、

市内では掛川支部と大
おお

城
しろ

支部が所属している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手揉製茶技術 

三熊野神社の地固め舞 

八坂神社の祇園囃子と祭礼行事 
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（４）市指定文化財 

① 横須賀町番所（建造物） 

横須賀町番所は、藩の役人が横須賀城地内に出入

りする人を監視する目的で、横須賀城南に接した町

との出入口近くに造られた。その後、明治維新とと

もに横須賀城は廃城となったが、この町番所の建物

だけは奇跡的に残った。古材から安政３年(1856)に

建てられた建物であることがわかっている。建物の

屋根の大棟
おおむね

と隅棟
すみむね

には、城主西尾氏の紋所である

「櫛
くし

松
まつ

」を表した鳥
とり

衾
ぶすま

付
つき

の鬼瓦が置かれ、小規模

ながら威厳を示している。 

 

② 大手門番所（建造物） 

掛川城内に出入りする者を監視する役人の詰め所

として江戸時代末期に建てられた。掛川宿と掛川城

とを連絡する唯一の番所で、城内に出入りする者は

全てここで調べられた。現在残されている建物は、

嘉永7年(安政元年(1854))の大地震で倒壊後、安政

６年(1859)に再建されたものである。番所が現存す

るのは全国的にも珍しい。 

 

③ 掛川城蕗
ふき

の門（建造物） 

掛川城内堀（蓮池
はすいけ

）畔にあった四脚門で、明治５

年（1872）に西
にし

町
まち

の円
えん

満
まん

寺
じ

に払い下げられて移築。

移築の際、柱の下方２尺５寸（約76㎝）切り取っ

た状態で寺の山門とした。軒丸瓦には太田氏の桔梗
ききょう

、

松平氏の九曜星が見られ、昭和35年(1960)５月31

日に市の文化財に指定されている。 

大手門番所 

横須賀町番所 

掛川城蕗の門 
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④ 本
ほん

源
げん

寺
じ

山門（建造物） 

本源寺は、11代目横須賀城主の井上正利（城主

期間：寛永５年(1628)～正保２年(1645)）が父で

ある10代正就の菩提を弔うため寛永５年(1628)に

開基した。山門は、横須賀城の搦手門を移築した

と伝えられ、江戸時代中期頃の形式を残している。 

 

 

⑤ 撰
せん

要
よう

寺
じ

不
あか

開
ずの

門
もん

（建造物） 

撰要寺は初代横須賀城主の大須賀康高により天

正９年(1581)創建された。大須賀家の菩提寺であ

り、江戸時代、寺の格式は10万石で、遠州一の寺

格であったといわれる。山門は横須賀城から移築

された門で、城内にあった時は死者や罪人を出し

た不浄門であったことから、不
あか

開
ずの

門
もん

と呼ばれる。 

 

 

⑥ ゲイスベルト・ヘンミィ墓（建造物） 

旧オランダ東インド会社の商館長で寛政10年

(1798)３月に将軍家斉に謁見し、４月に掛川宿本陣

へ投宿。24日に死去、25日に天然寺に葬られた。

墓石は蒲鉾形で、当時のオランダ人墓の意匠を現在

に伝える。 

 

 

⑦ 竹の丸（旧松本家住宅）（建造物） 

松本家は江戸時代より続く葛布問屋で、掛川藩御

用達を務めた豪商である。主屋は明治36年(1903)

に築造され、桁行９間半、梁行７間の平屋建て寄棟

造り建物である。離れは大正末期から昭和初期にか

けて二階部分が増築されている。離れ二階の貴賓室

には、壁板と板戸に杉の一枚板を使用し、壁紙には

葛布が使われる等近代豪商住宅の様相を今に伝える

貴重な建造物である。 

ゲイスベルト・ヘンミィ墓 

竹の丸 

撰要寺不開門 

本源寺山門 
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⑧ 旧日坂宿旅籠「川
かわ

坂
ざか

屋
や

」（建造物） 

日坂宿の旅籠屋で、江戸時代の面影を遺す数少な

い建物の一つである。江戸より招いた棟梁の手で、

精巧な木組みと細やかな格子が造作されたといわれ

ている。身分の高い武士や公家などが宿泊した格の

高い脇本陣格であったことが伺える。旅籠屋として

は、明治３年(1870)まで存続していたようだが、以

後も要人には宿を提供していたともいわれている。 

 

⑨ 旧日坂宿旅籠「川坂屋」茶室（建造物） 

文化２年(1805)、掛川城主太田資順が掛川偕
かい

楽園
らくえん

（掛川市久保）に建て、その後掛川城内に移

築された。明治初期、太田侯が掛川城を離れるに伴

い旧東海道日坂宿川坂屋に譲られた。戦後、解体さ

れ保管されていたが、平成15年(2003)に当初の状

態に再建された。床の間の壁は本市特産の葛布を使

った「葛壁
くずかべ

」で、床柱には大変珍しいツツジの巨

木が使われている。 

 

⑩ 久
きゅう

延
えん

寺
じ

境内（史跡） 

小夜の中山峠の中腹に位置する古
こ

刹
さつ

。慶長５年

(1600)大阪から会津の上杉景勝攻めに向かう徳川家

康を、掛川城主山内一豊が茶亭を設けてもてなした

茶亭の跡地や、その礼に家康が植えたとされる五葉

松の跡が残されている。夜泣き石、蛇
じゃ

身
しん

鳥
ちょう

などの

伝説にまつわる寺としても知られている。 

 

⑪ 松ヶ岡（旧山﨑家住宅）（建造物） 

十王区にある松ヶ岡は、安政３年（1856）に建て

られた掛川藩の御用商人山﨑家の住宅で、厳選され

た建築材料と丁寧な加工が施されている。庭園には

池（堀）や多くの灯籠、沓
くつ

脱
ぬぎ

の鞍
くら

馬
ま

石
いし

のほかに、

「松ヶ岡」の名の由来となった多くの赤松が残って

旧日坂宿旅籠「川坂屋」茶室 

久延寺境内 

川坂屋 

松ヶ岡 長屋門と「行在所」の石碑 
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いる。また、長屋門の右には「明治天皇掛川行在所」という石碑が残っており、明治

11年(1878)明治天皇の北陸東海御巡幸時に行
あん

在所
ざいしょ

（宿泊所）として提供された事を伝

えている。 

 

⑫ 大渕
おおぶち

のさなぶり（無形民俗文化財） 

初夏の早朝、子供達が民家を訪ね歩き、豊作祈願

やお祓いをする行事で、大渕８地区ごとに唱えごと

が違う。一般的に「さなぶり（早苗饗）」とは、田

植えを終えた祝いのことだが、大渕地区での「さな

ぶり」は、本格的な夏を迎える前に厄を払う神事の

意味が強いと言われている。 

 

⑬ 晴明
せいめい

塚
づか

（史跡） 

陰陽師安倍
あべの

晴
せい

明
めい

の伝説が残る赤い石を積んだ塚

で、村人に祭られ、今に伝え残されてきた。約１千

年前、京に住む晴明が荒波で有名な遠州灘に面した

大渕の地に立ち寄り、村人の乞いに応じて、津波防

止のために、小豆色の小石を積み上げて熱心に祈祷

した。その霊験により、以後この村には津波の災難

がなくなったと言われ、村人は自然の暴威を鎮めた

晴明の徳をたたえてここに祀り、晴明塚と称するよ

うになった。その後、晴明塚は人々の心の拠り所となり、晴明塚に祈願すると疱瘡
ほうそう

に

かからないと信じられ、往年その流行期に遠近から多数の参詣があった。疫病予防のた

めには、赤い石1個を借り出し、お礼の時に２個にして返す慣わしがあり、返した石が

どんな色の石でも小豆色に変わると伝えられ、遠州七不思議の一つに数えられている。 

 

⑭ 城主西尾氏の墓塔（龍
りゅう

眠
みん

寺
じ

）（史跡） 

龍眠寺は、明応５年(1496)に創建され、境内に

は13代目横須賀城主西尾忠成から第19代城主忠

受などの９基の墓塔が残されている。 

 

さなぶり 

晴明塚 

城主西尾氏の墓塔 



掛川市歴史的風致維持向上計画 第１章             

- 62 - 

 

 

図 掛川市の文化財分布図 
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（５）主な未指定文化財 

① 歴史的建造物 

【掛川城天守閣】 

掛川城天守閣は、外観３層、内部４層から成る。

白漆喰の真っ白な外観は京都聚楽第の建物に、黒塗

りの廻縁・高欄は大阪城天守閣にならったと考えら

れ、天守閣の美しさは「東海の名城」と謳われた。

高知城は掛川城を模して作られたとも伝えられてい

る。嘉永7年(安政元年(1854))の大地震で大半が損

壊し、再建されることなく明治２年（1869）に廃城

となった。現在の掛川城は、平成６年(1994)４月に、

日本初の「本格木造天守閣」として復元された。 

 

【清水邸庭園】 

清水家は江戸元禄時代に回船問屋を営み、藩の御

用達を勤めるなどして栄えた旧家である。屋敷の南

に広がる回遊式庭園は江戸中期に造られたものとい

われ、「静岡のみずべ100選」に選出されている。 

 

 

 

 

【事
こと

任
のまま

八幡宮】 

延
えん

喜
ぎ

式
しき

神
じん

名
みょう

帳
ちょう

に載る神社(式内社)。由緒には、

大同２年(807)坂上田村麻呂が勅令を奉じて再興し

た。嘉祥３年(850)従五位下の神符が贈られ、貞観

２年(860)には正五位の神階が贈られている。 

古くから、「願い事のままに叶う」というあり

がたい神社として、平安時代の清少納言の「枕草

子」や鎌倉時代中期の歌人阿仏尼の「十六夜日

記」など、多くの紀行文に登場する。東海道を往

来する人々が参詣した。 

掛川城天守閣 

事任八幡宮 

清水邸庭園 
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【龍
たつ

尾
お

神社】 

厄除け開運に霊験あらたかな古社で、掛川城の北

東（鬼門）に位置するため、その守護神として、山

内一豊をはじめとする歴代城主から篤く崇敬を受け

た。 

 

 

 

 

【萬
よろず

屋
や

】 

萬屋はもっぱら庶民の泊まる旅籠で、１階が「み

せ」や「帳場」で、２階が宿泊のための「座敷」と

いうごく普通の店構えである。 

日坂宿は嘉永年間に大火災に遭い、萬屋の土間下

からも当時の焼土が見られ、それを裏付けている。 

 

 

 

【藤
ふじ

文
ぶん

】 

日坂宿最後の問屋役を務めた伊藤文七の自宅で、

「藤文」は屋号である。文七は安政３年(1856)に日

坂宿年寄役となり、万延元年(1860)から慶応３年

(1867)にかけて日坂宿の問屋役を務めた。 

 

 

 

 

【 平
たいらの

将
まさ

門
かど

十
じゅう

九
く

首
しゅ

塚
づか

】 

天慶３年(940)、藤原秀郷が平将門一門19名を討

伐してその首を弔った塚と伝えられており、昔は19

基あったものが時代とともに減ってゆき、将門のも

のと思われる大きな１基だけが残されたといわれて

いる。平成20年（2008）３月28日、将門の首塚を

取り囲むようにして18基の首塚が新しく作り直さ

龍尾神社 

萬屋 

伊藤文七邸「藤文」 

十九首塚 
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れた。地元では首塚を町の守り神として、彼岸と命日にあたる８月15日に供養祭が行

われている。 

なお、首塚のある十九首の地は、万治２年(1659)掛川藩主となった井伊
い い

直
なお

好
よし

の祖父

井伊
い い

直
なお

親
ちか

の終焉地と言われている。 

 

【高天神六砦】 

徳川家康が、高天神城包囲攻撃のために築いた砦で、小笠山砦、能
の

ヶ
が

坂
さか

砦、火
ひ

ヶ
が

峰
みね

砦、中村砦、獅
し

子
し

ヶ
が

鼻
はな

砦、三
みつ

井
い

山
ざん

砦の６つの砦をいう。 

 

② 静岡県景観賞受賞地区 

県、一般社団法人静岡県建築士事務所協会及び公益社団法人静岡県建築士会などで構

成する「美しいしずおか景観推進協議会」により、県内において優れた景観を創出して

いる地区など、市内の歴史を感じさせる風景が表彰されてきた。 

 
受賞地区など 写真 特徴 

加茂荘 歴史的な面影を残す建物と菖蒲園が一体となり、

自然や文化の雰囲気を享受できる魅力的な景観形成

が図られている。 

秋葉路 既存の山林や樹木を保存しつつ、地区計画や緑地

協定などにより、地区全体に景観に対するきめ細か

い配慮がされている。 

能ヶ坂砦遠景 三井山砦全景 獅子ヶ鼻砦全景 
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掛川城と城下町

風街づくり 

 天守閣を、市民の寄付など市民総ぐるみで本格木

造によって復元し、まちのシンボル景観を創出し

た。周辺市街地においても城下町風街づくりが推進

され、城と調和のとれた街並み景観が拡がってい

る。 

掛川・旧東海道

の清水銀行 

旧東海道筋に面し、掛川市城下町風景づくり地区

計画の重点地域に位置し、この地区計画のテーマで

ある「にぎわいと伝統の調和した風格あるまち」に

沿って建てられている。 

日坂宿「川坂

屋」と旧街道筋 

東海道五十三次の25番目の宿場として栄えた旅

籠を修復・保存した建物である。高札所を復元し、

各戸には屋号を記した看板がある。 

報徳図書館と市

立中央図書館 

市立中央図書館は、蓮池に沿って建てられ、来訪

者が利用しやすく、また歴史文化を感じさせるたた

ずまいを見せている。報徳図書館は県内最古の民間

図書館であり、当時のアール・デコ様式でデザイン

された建物を修復したものである。 

緑のもてなし空

間二の丸茶室 

伝統的な数奇屋造りの建物。周囲の天守閣や御

殿、太鼓櫓などの歴史的建築と調和した落ち着いた

たたずまいを見せ、南側の野点のできる緑豊かな庭

が開放的な空間を作り出している。 

緑の風を次世代

に伝える「とう

もんの里」 

とうもんの里は、豊かな自然と農業に培われた歴

史、昔から受け継がれてきた伝統や文化などを、未

来の子供たちへ継承することを目的として整備され

た。NPO法人とうもんの会が、地区の農業や農村の

歴史と文化を紹介している。 
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天浜線のある風

景（文化資源を

際立たせる自然

・産業景観） 

天竜浜名湖鉄道（天浜線）は、旧国鉄二俣線を引

き継ぎ、地域の熱い思いにより誕生した第三セクタ

ーのローカル鉄道である。昭和15年(1940)当時の

歴史的・文化的鉄道施設を現在も使用している。 

遠州灘沿岸の

「斜め海岸林」 

掛川市から御前崎市の沿岸約12kmの区間では、

冬の冷たく激しい季節風(西風)｢遠州の空っ風｣によ

る飛砂から農地や宅地を保護するため、江戸時代末

期以降、海岸線に対して斜めに形成された自然堤防

上に植林して海岸林を設けた。国内唯一の景観とな

っている。 

遠州横須賀のま

ちづくり 

「遠州横須賀倶楽部」は、横須賀地区の街並みを

守る活動を柱とし、古民家開放や街並み散策などを

行なっている。活発な活動により、家の改築時に前

面を城下町風の意匠にするお宅も増えている。 

 

③ 祭り・民俗芸能 

【掛川祭・三大余興】 

毎年10月上旬に、７つの神社の氏子41町が参加する合同祭礼として行われる。獅子

舞文化と曳山文化、花柳文化が混然一体の祭りで、３年に一度掛川大祭として開催され、

「かんからまち」、「大獅子」、「奴道中」が登場する。 

 

 

 

 

 

 

 

【事任八幡宮例大祭】 

事任八幡宮例大祭は、毎年９月に３日間開催さ

れる。祭典の２日目には本祭が行われるとともに

各町の屋台が神社に集結し、大笛祭が催され祭囃

子が奉納される。大笛祭では、各町内（８町）が

西町「奴道中」 仁藤町「大獅子」 瓦町「かんからまち」 

事任八幡宮例大祭 
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順に笛や太鼓、踊りなどお囃子を披露する。最終日の神輿渡御も祭りの見どころである。

「そらやれ」の熱気あふれる掛け声とともに、華やかに祭りが繰り広げられる。 

 

【小笠神社の矢
や

矧
はぎ

祭
さい

】 

毎年11月に小笠神社で行われる矢矧祭は、五

穀豊穣、家内安全、安産を祈願する祭りで、神事

では、神主が桑で作られた弓で、竹の破魔矢を８

本放つ。その矢を拾うと１年間無病息災で過ごせ

ると言われ、参加者は競って取り合う。その後、

参加者には別の矢が配られ、その矢は多聞天神社

に奉納される。また、多聞天神社へ向かう樽御輿、

稚児舞奉納などが、古式ゆかしい伝統の祭りを華

やかに彩り、普段は静かな小笠山山頂ににぎわいをもたらす。 

 

【高天神社例大祭】 

毎年３月の最終日曜日に執り行われる例大祭で、西の丸

にある現在の社殿から、かつてあった本丸東側御前曲輪の

元宮に里帰りする行事として行われている。当日は、神楽

の奉納や神輿渡御行列などの神事が厳かに行われる。 

今は途絶えているが、毎年１月15日小豆粥の中に管104

本を立て、神前に供えてその年の豊作物の豊凶を占う「管
つつ

粥
がゆ

の神事」という特殊神事があった。 

 

【ちいねり】 

毎年９月中旬の土・日曜日に、横須賀地区で行

われる子ども達だけの祭り。準備から、お囃子、

舞の稽古、当日の運営にいたるまでを14町の中

学生が主体となって行われる。祢里
ね り

は、大祢里よ

り小型であるが同様の形で、春の三熊野神社大祭

さながらに横須賀の町で曳きまわされる。もとは、

各氏神様のお祭りで、三熊野神社大祭の様な神事

は行われないが、各氏神様への挨拶をし、日曜日

には、東から西へ練り歩き、三熊野神社にて千秋

楽を迎える。 

高天神社例大祭 

小笠神社の矢矧祭 

ちいねり 



掛川市歴史的風致維持向上計画 第１章             

- 69 - 

 

（６）特産品、工芸品、菓子・料理等 

① 掛川茶 

本市の茶生産量は県内トップクラスである。特

産となっている深蒸し煎茶は、普通煎茶よりも蒸

し時間が長く、味も色も濃くなる。まず一番茶の

生産が４月下旬から５月にかけて行われ、二番茶、

三番茶の生産が10月上旬頃まで続き、市内はさわ

やかな香りに包まれる。 

全国茶品評会の蒸し煎茶の部では通算20回（平

成29年（2017）時点）の産地賞を受賞している。 

 

② 子育て飴・飴の餅 

もち米と大麦を原料にした水飴で、「夜泣き

石」の伝説に登場する。江戸時代には飴
あめ

の餅
もち

とい

って、餅の中に水飴を包んで出すものだった。丸

めた餅を薄く伸ばして焼き、その上に水飴を塗っ

たものだったという説もある。江戸後期には中山

峠から菊川、牧ノ原にかけてたくさんの茶店があ

って、飴の餅を売っていた。文政９年(1826)、オ

ランダ商館長に従い江戸まで旅行をした帰りのシ

ーボルトの記録に「伝説の山、日坂峠を歩き、峠の茶屋で茶を飲み、飴を食べて、元気

を取り戻した。」とある。口に入れると優しい甘味の広がる素朴な味わいは、小夜の中

山名物として親しまれている。 子育て飴は、小夜の中山トンネル脇の「小泉屋」と久

延寺近くの「扇屋」で現在も昔ながらの製法でつくられている。 

 

③ わらび餅 

日坂名物のわらび餅は、わらびの地下茎を叩きほ

ぐして洗い出し、精製したデンプンの粉から作った

餅で、戦国時代には名物となっていた。掛川城主で

あった山内一豊が、徳川家康をお茶とわらび餅でも

てなしたと伝えられている。後には葛の粉で餅を作

り、豆の粉をまぶして旅人に勧めたと江戸時代初期

の林
はやし

羅
ら

山
ざん

が紹介している。日坂では昭和初期まで

掛川高級ブランド茶「天葉」 

掛川茶わらびもち 

資料：掛川茶商協同組合HP 

「扇屋」の子育て飴 
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売っていた。   

現在、掛川菓子工業組合では、古くから掛川で作られてきた伝統的なわらび餅に掛川

産のお茶を加えた創作菓子「掛川茶わらびもち」を各店毎に開発し、販売している。 

 

④ よこすかしろ 

南部地域は江戸時代から続くサトウキビの産地

である。「よこすかしろ」は、サトウキビの搾り

汁を、丁寧に灰汁を取り除きながら、時間をかけ

て煮詰めて結晶化させる伝統製法でつくる。白砂

糖に比べ、たんぱく質やカルシウム、鉄分、カリ

ウムなどの栄養素が多く含まれている。 

 

 

⑤ 葛布（かっぷ・くずふ・くずぬの） 

「これもこの ところ習いと門毎に 葛てふ布

を掛川の里」(藤
ふじ

原
わらの

為
ため

相
すけ

、室町時代)と、歌にも詠

まれた葛布は、山形、新潟の科
しな

布
ふ

、沖縄の芭
ば

蕉
しょう

布
ふ

と並んで、日本三大古布の一つと呼ばれ、掛川市

の特産品として全国に伝わり、現在も市内２店舗

で作られている。 

葛のつるから繊維を取り、織り上げて布にする

もので、地元では「かっぷ」とか「くずふ」と呼

ぶ。葛つるの採取・煮立て、ぬめり取り、葛
くず

苧
お

仕

上げ（繊維を作る）、葛苧干し、葛つぐり（繊維

を１本の糸に仕上げる）、葛布織りなど、すべて

手作業で行う。 

掛川の葛布づくりは、鎌倉時代から製法が受け

継がれているもので、江戸時代に編纂された『和
わ

漢
かん

三
さん

才
さい

図
ず

会
え

』には掛川の名産だったことが記されている。掛川藩主太田家が葛布生産

を奨励し葛布織りは産業として盛んになり、 裃
かみしも

、陣羽織、袴や合羽など武家を相手

に珍重され全国に広まった。明治時代後半になると、ふすま地、壁紙として使われ、ア

メリカ、イギリス、フランスなど西欧先進諸国に多く輸出された。昭和55年(1980)に

は静岡県郷土工芸品に指定されている。 

よこすかしろ 

葛つるの煮立て 

葛布織り 
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平織りした葛布は、光沢があるとともに、自然素材の温かさと手作りの味わいがあり、

現在でも、草履やハンドバッグなどの小物のほか、掛け軸、ふすま紙、ブラインドやカ

ーテンなどのインテリアに加工・販売され、特にインテリアはアメリカなど海外でも人

気が高い。 

 

⑥ 掛川丁
ちょう

葛
くず

 

丁葛（葛粉）は、遠州地方の深山に自生する葛根より、寒期に精製した純正でん粉で

ある。葛湯は、葛粉に熱湯を注いで食べる素朴な食べ物で、体が温まるため、風邪をひ

いたときに飲まれている。また消化が良いので、二日酔いや胃腸を壊している時などに

好んで飲まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 自
じ

然
ねん

薯
じょ

・いも汁 

本市の山間部では昔から自然薯が採れ、自然薯を使った

料理が生活のなかでの伝統的な文化食として息づいている。

皮ごとすりおろし、鯖だしの味噌汁を加えるのが掛川流の

いも汁で、秋になると親戚や友人などで集まり、「いも汁

会」を開くなどして親しまれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

葛湯 創業100年を超える葛湯製造店 

掛川いも汁 
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⑧ 愛宕下
あたごした

羊羹
ようかん

 

愛宕下羊羹は、初代の中田和吉が明治40年

(1907)に羊羹専門店を開業し、地名の愛宕下から名

付けたことに始まる。創業以来一貫した製法で作り、

今となっては珍しく、包装せずに裸のままでケース

に陳列して販売をしている。愛宕下羊羹は、硬めで

しっかりとした食感と上品な甘さが特徴で、その素

朴で大切に守られている味にはファンが多い。 

 

⑨ 地酒 

市内横須賀地区にある山中酒造は、文政年間（1818～1829）に現富士宮市で酒造業を

始めた、近江商人である山中正吉が水量豊富で良質な伏流水を得られる土地を求めて、

横須賀の町に蔵を構えた。昭和４年（1829）に山中酒造として独立し、万延元年(1860)

築造の酒蔵にて今も酒造りを続けている。 

大東地区土方の土井酒造場では、掛川市街より南

に８kmほど山あいにあって、明治５年（1872）創

業以来酒造りを続けている。明治に建てられた蔵が

残る建物群が、歴史の風格を感じさせる。土井酒造

場で作られる「開運」は、高天神城の湧水で仕込ま

れた、柔らかい口あたりの美酒である。「開運」と

いう銘柄の名前は、地元小笠郡小貫村の発展を祈っ

て創業時に付けられ、地元の名産品になっている。 

 

⑩ 横須賀凧 

横須賀凧はユニークな形と色彩が特徴である。そ

の歴史は古く、戦国時代、武田方と徳川方による高

天神合戦の際に、敵の陣地の測量や通信手段などに

利用されたのが、その始まりといわれる。 

横須賀凧が祝凧として多彩になったのは江戸時代

になってからで、14代目横須賀城主西尾忠尚の加

増を祝って、家臣たちが凧を揚げたことに由来する

と伝えられる。正徳年間（1711～1715年）には、

城下町の庶民も凧を揚げるようになり、人々が競って凧揚げを行なった結果、様々な意

匠のものが誕生した。 

愛宕下羊羹 

土井酒造 

横須賀凧（右が巴凧） 
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凧の種類は、巴、とんがり、べっかこう、ぶか、奴など 20 種類以上もある。巴凧は、

上部に初代横須賀城主・大須賀康高公率いる徳川方の「三つ巴」、中段に武田方の菱紋、

遠州灘の荒波と風紋、下段に徳川家康の軍扇を配し、遠州灘のこの地で徳川方が武田方

を挟み撃ちにしている様子を表しているといわれている。 
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第２章 

掛川市の維持向上すべき歴史的風致 
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歴史まちづくり法第1条で定義される歴史的風致とは、「地域におけるその固有の歴

史及び伝統を反映した人々の活動と、その活動が行われている歴史的価値の高い建造物

及びその周辺の市街地が、一体となって形成してきた良好な市街地の環境」である。そ

のため歴史的風致は、下記の①及び②の条件をすべて備えている必要がある。 

 

① ：地域に固有の歴史や伝統を反映した活動が行われていること 

② ：①の活動が、歴史的価値の高い建造物とその周辺で行われていること 

③ ：①の活動と②の建造物が、一体となって良好な市街地環境を形成していること 

 

本市では、各地で歴史ある伝統行事等が行われており、その中で特に本市の成り立ち

に重要な要素となっている、掛川城、高天神城跡及び横須賀城跡の周辺や旧東海道の宿

場町であった地域では、これらに関係のある歴史的建造物を背景に祭りが今も継承され

ている。本市の産業を代表するお茶は、今も伝統的な農法が受け継がれ、また、金次郎

の像で知られる二宮尊徳が全国に広めた報徳運動の本社があり、その運動が市内各地で

行われ現在のまちづくりに繋がっている。 

以上のことを踏まえ、本市における維持向上すべき歴史的風致を下記の６項目に整理

した。 

 

１．掛川城下の祭りにみる歴史的風致 

２．事任八幡宮例大祭にみる歴史的風致 

３．横須賀城下の祭りにみる歴史的風致 

４．高天神城と周辺集落の祭りにみる歴史的風致 

５．掛川茶の生産にみる歴史的風致 

６．報徳運動にみる歴史的風致 
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 １．掛川城下の祭りにみる歴史的風致 

（１）はじめに  

毎年10月、掛川市中心部では、地区内にある７神社（龍尾神社、神明宮、利神社、

池辺神社、白山神社、津島神社、貴船神社）の氏子41町が参加する合同祭礼「掛川

祭」が賑やかに開催される。町内ごとに特色ある屋台が、三味線の入ったお囃子を奏で

ながら艶やかに曳き回され、しきたりに従いながら手踊りや獅子舞などが披露される。

なお掛川祭には、「大
おお

祭
まつり

」と「小
こ

祭
まつり

」の区別がある。 

大祭は、３年に一度、「掛川大祭」として盛大に挙行される。大祭では、龍尾神社

の神輿渡御の露払いを務める瓦町の獅子舞「かんからまち」、我が国最大級の獅子仁

藤町の「大獅子」、掛川宿当時を偲ぶ西町の「奴道中」が登場する。 

小祭は、大祭の間の２年間に規模を縮小して、「掛川祭」として行われ、「神輿渡

御」の斉行はなく、「かんからまち」「大獅子」「奴道中」は登場しない。 

現在の「掛川祭」は近年の市街地の整備によって拡大して７神社の合同の祭礼とな

っているが、龍尾神社、神明宮、利神社の３神社により江戸時代中期から掛川藩掛川

宿内の祭りとして執り行われてきた歴史ある行事の一つである。「かんからまち」の

起源について諸説あるが、記録によると、掛川城築城の際、今川氏の重臣である朝比

奈備中守が、牛頭天王社に獅子頭を奉納したのが始まりと言われている。また、掛川

宿問
とん

屋
や

場
ば

の『旧掛川宿問屋要用
ようよう

』宝暦５年(1755)の条に祭りの記載があることから、

城主にも認められた掛川城下の祭りであった。 

掛川祭は、掛川城下の歴史や掛川宿の商人たちが培ってきた町人文化の華であり、過

去から受け継がれてきた文化として、地域の人々の親交を深める場として、掛川市を代

表する観光資源として、今なお多くの人々の心を惹きつけている。 

瓦町の獅子舞「かんからまち」 掛川祭の屋台 
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（２）祭りに関連する建造物 

掛川宿問屋場が書き留めた記録『旧掛川宿問屋要用』宝暦５年(1755)の条に、瓦町の

不
ふ

路
ろ

獅
し

子
し

舞
まい

(かんからまち)を先駆として、間に踊りや練り物を挟んで、紺屋町の獅
し

子
し

神
かぐ

楽
ら

(木
き

獅
じ

子
し

の舞)をしんがりにして、街中を巡り歩き、城内での上覧を仰いだことが

記されている。掛川祭は町人の祭りとして営まれていたものの、江戸時代には掛川城内

で上覧を頂いた、城主と深く関わりのある特別な祭りであった。祭では掛川藩御用達御

三家山﨑家(松ヶ岡)、松本家(竹の丸)、鳥井家(喜半）は町では特別な家柄であったの

で、そこではかんからまちの舞が必ず行われた。 

現在も、掛川祭は掛川駅周辺の市街地の広い範囲で行われており、神事が執り行われ

る神社をはじめ、沿道にある城下町・宿場町の歴史を伝える建築物が、神輿の渡御、屋

台の曳き回し、獅子舞などの伝統行事を引き立てている。 

 

① 龍
たつ

尾
お

神社（掛川天王社
てんのうしゃ

） 

掛川城の北、現在の掛川市下西郷に鎮座

する神社で、「真
ま

草
ぐさ

」の古額があることか

ら延喜式内社の真草神社として、また中世

牛頭
ご ず

天王
てんのう

社として、掛川天王・お天王様と

呼ばれた。掛川城の鎮守神として掛川城初

代藩主山内一豊公の信仰が厚く、以前の鎮

座地古城から現在地の下西郷龍尾山に遷座

された。 

祭神は、素戔嗚
すさのおの

尊
みこと

、櫛
くし

稲田
いなだ

姫
ひめの

尊
みこと

、

八柱
やばしら

御子
みこの

神
かみ

の三神で、掛川町19町（松尾町、城内、北門、大手町、連雀町、肴町、栄

町、紺屋町、研屋町、中央１丁目、緑町、仲町、西町、瓦町、十王、下西郷、城北町、

弥生町、城西）の氏神様である。 

社殿は、本殿と弊殿・拝殿があり、どちらも入母屋流造向拝付き銅板葺きである。建

物の建築年は、正徳３年(1713)に掛川城主小
お

笠
がさ

原
わら

長
なが

熈
ひろ

が現在地に本殿、弊殿、拝殿を

造営したことを記す棟札が見つかっていることから、本殿はその時期のものと想定され

るが、昭和49年(1974)に柿
こけら

葺
ぶ

きから銅板葺きに葺き替えた際に一部改修している。

弊殿と拝殿は、昭和47年(1972)に改築され、新しく弊殿と拝殿が接続した形で建てら

れた。その他境内には、城主太田備中守奉納の石灯籠など、歴史的に貴重な品々が伝わ

っている。 

祭礼は、明治以前６月15日に祇園祭と９月14日に秋祭りが行われていたが、大正９

年(1920)からは10月に合同で行われている。 

龍尾神社 
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② 神明
しんめい

宮
ぐう

 

掛川誌稿に「此の社昔は城中にあり、今

の三の丸に(中略)ありといえど仁藤に移り

し時詳しからず」とあるが、慶長６年

(1601)伊那氏の証文に「其の神領のこと合

４石也(中略)仁藤神明神主」とあることか

ら、天正18年(1590)から慶長５年(1600)の

城郭拡張に合わ 

せて移ったといわれている。 

 祭神には、豊受
とようけの

大神
おおかみ

を祀る。氏子は、

新町、木町(喜町)、塩町、旭町、神明町、

仁藤町、道神町の７町で、掛川宿の西域を利神社、中域を龍尾神社、東域が神明宮とな

っている。 

昭和９年(1934)本殿を神明造銅板葺きに改築し、県内屈指の神明造りの神社となった。

昭和45年(1970)拝殿を改築して、現在に至っている。 

祭礼は、明治以前６月15日に祇園祭と９月14日に秋祭りが行われていたが、大正９

年(1920)からは10月に合同で行われている。 

 

③ 利
とし

神社 

延喜式神名帳に載る神社で、伊勢神宮の

御厨として豊受大神を祀る。社の裏に利神

の池があり、境内の社は、若宮と八幡の２

社がある。勧請の年月日は不詳だが、寛文

４年(1664)９月本社再建の棟札がある。 

神社には、享保８年(1723)９月吉日小笠

原佐渡守大聖院の御寄付戸神大明神との記

載ある文書や、黒印３石伊奈備前守奉納慶

長６年(1606)８月23日の記録、また、寛保

３年(1743)２月21日掛川城主小笠原長恭
ながゆき

が参拝し、その節瓶子一対金一分を献納した

という目録があることから、歴代城主に加護された神社であることが分かる。 

社殿は、正面に柿葺流造りの本殿を覆う弊殿付き拝殿があり、拝殿北側に神楽殿が建

つ。拝殿が瓦葺き建物になった記録がないので詳らかでないが、建物は大正４年(1915)

に再建、上棟したことが分かっている。なお、神楽殿は、大正15年(1926)９月に再建

した建物である。 

氏子町は、下俣町、中央２丁目、十九首町、小鷹町、中央３丁目、中央高町の６町で、

神明宮 拝殿 

利神社 拝殿 
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祭礼は、明治以前６月15日に祇園祭と９月14日に秋祭りが行われていたが、大正９年

(1920)からは10月に合同で行われている。 

 

④ 掛川城跡 

掛川城は文明年間の初め(1472)、現在の

城跡の東に位置する天王山に、今川氏の重

臣朝比奈泰煕が築いたのが初めで、永正

10 年(1513)現在地に新たに築城したため、

古城は廃城となった。 

城のある竜
りゅう

頭
とう

山
ざん

は、東に逆川を配する

要害の地で、戦国時代には遠江の東の関門

として、幾度か戦乱の舞台となった。特に

永禄11年(1568)から同12年にかけて行わ

れた掛川城合戦は有名で、この合戦で勝利

を収めた徳川家康は、石川日向守・長門守父子を城に置いた。天正18年(1590)、家康

が江戸に移った後、６万石をもって入城した山内一豊は、城の大改修を行なった。 

当時、城は市街の中央にそびえる城山（竜頭山）を中心に、本丸、二の丸、三の丸、

松尾郭、中の丸、竹の丸、山下郭、大手郭などを配置し、その東西に侍町、町を貫いて

流れる逆川を境に東海道に沿って城下の町屋が連なり、市街全体を城の外側の囲い（総

堀）で包むようになっていた。 

現存する二の丸御殿、太鼓櫓、大手門番所などの城郭建物は、嘉永7年(安政元年

(1854))の大地震で倒壊後に再建されたもので、他に城門や大手門の鯱瓦、霧噴の井戸

などが残っている。堀は大部分が埋め立てられて市街地となり、一部が公園の蓮池とな

って残っている。平成６年(1994)に天守が復元され、掛川公園として整備された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城下町の図（資料：「遠州国掛川城地震之節損所之覚図」(安政２年（1855）､市指定文化財）を加工して作成) 

復元された掛川城天守閣（平成６年） 
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ア 掛川城御殿 

 嘉永7年(安政元年(1854))の 大地震で倒壊後、文久元年(1861)に再建された。同じ

地震により本丸御殿も倒壊したが、再建には至らなかった。 

 建物は、木造桟瓦葺き平屋建て、総建坪287坪(947㎡)、建築様式は書院造で、藩の

政庁、藩主の公邸、藩の諸役所機能をあわせたもので、20余の部屋に分かれている。 

 建物は、明治２年(1869)までは掛川藩の御殿であったが、廃城時に勤番所と徳川家兵

学校に転用、廃藩置県とともに掛川宿に無償下附され聚
じゅ

学校として使われた。その後、

女学校、掛川町役場、掛川市庁舎、農協、消防署などに転用された。 

 現存する城郭御殿は、京都二条城など全国でも数少なく、江戸時代の藩政治や大名の

生活が偲ばれる貴重な建築物として、昭和55年(1980)１月26日に重要文化財として指

定された。 

 

 

イ 掛川城太鼓櫓 

 嘉永7年(安政元年(1854))の大地震で倒壊

したが、御殿と共にいち早く二層櫓として再

建された。  

昭和35年(1960)５月31日に市の文化財に

指定され、保存されている。現在、本丸の南

東隅に建っているが、元は三の丸の南東隅に

建っていた。建物は、二層の太鼓櫓に多門櫓

が付属した形態となっており、掛川城下に時

を告げた重要な建物である。 

現在、外観のみ見学が可能で、櫓で使用された大太鼓は、御殿に保管されている。昭

和32年（1957）より、毎年６月10日時の記念日に、「時の記念日太鼓打ち鳴らし式」

が開催され、市民による打ち鳴らしを行っている。 

掛川城太鼓櫓 

掛川城御殿（現在） 掛川城御殿（明治） 
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ウ 掛川城大手門番所 

 建物は、嘉永7年(安政元年(1854))の 大地

震で倒壊後、安政６年(1859)に再建されたもの

で、掛川城正面大手門、一の門の内側にあった

番所小屋。昭和35年(1960)５月31日に市の文

化財に指定された。 

 建物は、木造平屋入母屋造り、桟瓦葺き、正

面５間、奥行き２間の建物で、前面に庇が付く。

建物面積は41.25㎡で、廃城の後、民家として

使用されていた。その後、市に寄付され、平成６年(1994)度に大手門の再建と共に現在

地に移築復元された。 

 

⑤ 旧掛川藩家老屋敷 

 掛川城内、松尾町にあって、大手道沿い

東側に建つ。屋敷の居住者については、江

戸時代の屋敷図から掛川藩家老職が充てら

れ住んでいた。明治元年(1868)の藩主国替

えにより家老が江戸家老として江戸邸処理

のため、江戸屋敷詰めとなり次席家老が入

居したが間もなく、国替え先の上総国に移

った。明治28年(1895)、開業医がここに移

り住み、屋敷はそのまま使われ現在に残っ

た。 

 建物は、嘉永7年(安政元年(1854))の 大地震後に御殿と共にいち早く建て直された

もので、間口７間半、奥行き10間半、妻入りで大玄関(式台付き)跡が明瞭に残ってい

る。木造平屋、桟瓦葺、軒庇付きで、建坪73.58坪(約243㎡)の大きさを測る。 

 

⑥ 松ヶ岡（旧山﨑家住宅） 

 掛川宿外、市内十王町（掛川市南西郷

838番ほか）に位置し、掛川藩御用達を勤

めた豪商旧山﨑家住宅で、明治11年

(1878)11月の明治天皇東海北陸御巡幸の際

に宿泊され、昭和８年（1933）から23年

（1948）までの間「聖蹟明治天皇行在所」

として史跡指定された建物である。平成25

松ヶ岡（旧山﨑家住宅） 

旧掛川藩家老屋敷 

掛川城大手門番所 
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年(2014)度の建物調査で、安政３年(1856)９月22日上棟の棟札を発見、建築年がわか

った。 

 敷地は南北85ｍ、東西85ｍ、面積5,302.16㎡と広大で平坦。敷地南辺の長屋門を入

ると主屋を中心にして風呂･便所棟と奥座敷、長屋門東に米蔵、主屋奥に納屋、味噌蔵、

北蔵、西蔵等が並び、近世末から近代にかけて繁栄した掛川の豪商屋敷を現す近代和風

建築として、平成28年(2016)２月22日、市の文化財に指定された。 

 明治時代になって山﨑家は、上水道や鉄道などの都市基盤整備をはじめ、掛川銀行を

設立するなど地域の経済を大きく支えていた。掛川祭は当時御三家と呼ばれた山﨑家

（松ヶ岡)、松本家（竹の丸)及び鳥居家（喜半)からの資金援助によって支えられてい

たことから、大祭でのみ舞うかんからまちは、山﨑家（松ヶ岡）では必ず披露された。

戦後、山﨑家が東京日本橋に出てから後、松ヶ岡での舞の披露は途絶えていたが、掛川

市の所有になった後の平成27年(2015)の大祭では、久しぶりに松ヶ岡で「かんからま

ち」が披露され、かつて明治天皇も宿泊された主屋の表座敷で獅子が勇壮に舞った。 

 

⑦ 竹の丸（旧松本家住宅） 

 掛川藩御用達商家松本家が明治時代に入

り、度重なる市中の大火のため中町から城

内に移り住み、明治36年(1903)６月20日

に上棟した近代和風建築。 

 主屋と離れが連なる建物で、主屋は、桁

行９間半、梁行７間。寄棟造り、もと檜皮

葺、平屋建てで、式台付き玄関をもつ。元

々は書院のある建物であった。離れは、主

屋北西に連なる建物で、昭和初期に２階を

増築した。１階は上段の間を持つ10畳座敷

が主室で、２階には和洋折衷の洋室を配している。洋室は、南面に鉄製ヴェランダを張

り出し、欄間にステンドグラスを入れている。また、葛布によって財を成したこともあ

って、内壁には葛布がふんだんに使われており、全体的に和風仕上げとなっている。建

具に杉の一枚板を使うなど凝った造作も特徴的である。書院を失っているが、式台玄関

付き近代豪商住宅の様相を今に伝える建物として、平成19年(2007)１月30日に主屋と

離れが、そして翌20年(2008)５月29日には表門番屋と米蔵、奥蔵が市の文化財に指定

された。 

かつて各町では、それぞれが祭り屋台を伴って松本家（竹の丸）に挨拶に行き、手踊

りを披露していた。大祭でのみ舞うかんからまちも、御三家の松本家で舞が披露されて

いた。 

竹の丸（旧松本家住宅） 
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⑧ 井上銃砲火薬店 

 建物は、大祭の三大余興の一つ、大獅子

を所有する仁藤町地番にある。江戸時代に

掛川藩から苗字･帯刀を許された鉄砲鍛冶

につながる家で、掛川城下東側の侍町に位

置している。現存する建物群は、敷地内に

店舗･工場･住宅部分、さらには２階建て脇

屋と米蔵･文庫蔵からなる。各建物間には

庭も配置されており、かつては敷地奥に火

薬貯蔵庫もあったという。 

 主屋正面は、間口６間弱（10.6ｍ）木造

平屋建て、桟瓦葺き切妻造り、正面側に軒先を葺き降ろす平入りである。建具の特徴な

どから江戸時代末期から明治期の建造で、店舗部分はその形態から明治期以降と推測さ

れている。また、敷地東側公道境に連なり建つレンガ壁は使用レンガの特徴から明治中

期のものである。各町の屋台は、この狭い路地にも入って来て、店の前を賑やかに通過

していく。 

 

（３）掛川祭の変遷と特徴 

① 複数の神社の氏子が合同で行う祭り  

掛川宿の問
とん

屋
や

職が書き留めた『問屋要用
ようよう

』に祭りに関する記録がある。寛延３年

(1750)６月の記録によると、祭礼の巡行の順番をくじで決めたことが記されていて、現

在に繋がっている。記録の年代から、藩主太田資俊
すけとし

候が掛川藩に入封した延享３年

(1746)には行われていたことが推察されることから、270年の歴史があることになる。 

寛延３年(1750)から宝暦年間(1751～1764)までの記述に、当時の祭りの断片的な記録

があり、龍尾、神明、利の３神社による合同祭礼が行われたことが確認できる。この合

同祭礼の形態は、幕末期までに分離と合同を繰り返していたようで、江戸時代には複数

の神社による合同祭礼が行われていたことは、全国的にも珍しい。 

複数の神社による合同祭礼として行われてきた背景には、江戸時代、今の中心市街地

にあたる東海道五十三次26番目の宿場町「掛川宿」が掛川城の総曲輪の中に入ってい

たことから、他の城下町とは違った武家屋敷と宿場町が合体したものとなっており、そ

の中に龍尾、神明、利の三神社が氏子の垣根を越えて構成されるという事情がある。 

宿ができた頃には、仁藤町、連雀町、中町、西町が伝馬役の町として宿場の中心をな

し、東の木戸口に木(喜)町があり、裏町として塩町、肴町、紺屋町、研屋町が、横町と

して瓦町があり、合わせて10町によって町場をつくっていた。その後、慶長11年

井上銃砲火薬店 
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(1606)に下俣町、元和５年(1619)に新町が、明暦元年(1655)には十九首が誕生して、掛

川宿の町数は13となり、この町場において祭りは繰り広げられた。 

 この頃の祭りの様子について『問屋要用』宝暦５年(1755)の条
くだり

によると、先駆に

「不路獅子舞」として瓦町の「かんからまち」があり、しんがりに「獅子神楽」として

紺屋町の「木獅子」が務めたことが記載さ

れている。そして、その間に11町の内容が

記載されていることから、２つの獅子が祭

り全体を清め、厄払いの意味を込めたと推

測される。この他、『問屋要用』には、掛

川藩や奉行所に祭りに関して願い記録や、

関連づける記録が複数あって、藩主太田候

が祭りに拘わっていたことが推察される。 

 また、『掛川藩家老若林家文書』を見る

と、江戸時代の終わり、嘉永元年(1848)に紺屋町の屋台が町に繰り出したとの記述があ

り、ここに屋台の出現を見ることができる。続いて嘉永２年(1849)には、木(喜)町の屋

台、以後、江戸時代末期までに多くの町に屋台が建造され、明治初期には新町が、明治

15 年(1882)に研屋町、明治 21 年(1888)に仁藤町と続々と建造されてきたことが分かる。

こうして掛川祭は、練りの祭りから屋台祭りへと変化してきたのであった。 

大政奉還により明治時代になると、神社ごとの祭りとなり別々に催されるようになっ

たが、明治中期には「大祭」「小祭」の区別があった。大正時代になると合同祭礼の機

運が高まり、大正９年(1920)には江戸時代以来の３神社合同祭礼が復活した。当時の大

祭は、屋台の曳き回しを中心としながら、子ども達の着る衣裳が優美で豪華な印象から

「衣裳祭り」とも呼ばれ、静岡県内屈指の曳山系の都市祭礼へと成長した。 

戦後(1945～)、市街地の整備と拡大により、市街地周辺の池辺、白山、津島、貴船の

４神社の祭りも加わり、現在は周辺の町も含めた41町（７神社）が参加して行われて

いる。 

 関係する神社と氏子町は、次のとおりである。 

紺屋町木獅子の舞 
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表 関係する神社と氏子町 

神社 氏子町 

龍尾神社 松尾町、城内、北門、大手町、連雀町、肴町、栄町、紺屋町、研屋町、中央１丁目、緑町、

中町、西町、瓦町、十王町、下西郷、城北町、弥生町、城西（19町） 

神明宮 新町、喜町、塩町、旭町、神明町、仁藤町、道神町（７町） 

利神社 下俣町、中央２丁目、十九首、小鷹町、中央３丁目、中央高町（６町） 

池辺神社 二瀬川、七日町、鳥居町、秋葉通り、上屋敷、秋葉路（６町） 

白山神社 橘町（１町） 

津島神社 末広町（１町） 

貴船神社 長谷（１町） 

 

明治末期～大正初期頃の屋台 

 

連雀町 肴町 紺屋町 

 

緑町 中町 新町 

 

仁藤町 喜町 塩町 
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② 掛川大祭の流れ 

ア 祭りの運営 

各町の祭りの運営は、35歳までの青年が主体で行われ、掛川祭全体の運営は、各町

の青年代表による全町会議により、屋台の運行順路や警察との調整など、祭り全体に関

わることを協議・決定し、それに基づき行われる。大祭、小祭とも、全町を取り仕切る

年番は、各ブロックがそれぞれ持ち回りで受け持っている。 

表 ブロックの構成 

ブロック 町 ブロック 町 

第1 新町、喜町、塩町 第7 十王町、下俣町、中央２丁目 

第2 旭町、神明町、仁藤町、道神町 第8 十九首、小鷹町、中央３丁目、中央

高町 

第3 松尾町、城内、北門 第9 下西郷、城北町、弥生町 

第4 大手町、連雀町、肴町 第10 二瀬川、城西、七日町 

第5 栄町、紺屋町、研屋町、中央１丁目 第11 鳥居町、秋葉通り、上屋敷、秋葉路 

第6 緑町、中町、西町、瓦町 第12 橘町、末広町、長谷 

 

イ 祭り初日 

祭り初日は宵祭（宵宮）であるため、午後４時頃から各町で祭典委員長が中心となっ

て会所開きを行う。氏子総代や青年総務が神社に参拝し、御
ご

幣
へい

と注連縄を受け、それ

を自町に持ち帰り、御幣を屋台の高欄に掲げ、注連縄を張る。夜から屋台を自町内で運

行し、手踊りを披露していく。 

午後11時頃、氏子総代などが龍尾神社に集まり、午前０時から御神体を神輿に移す

神輿入御の儀が始まる。 

 

ウ ２日目  

２日目の午前中は、神社によって少し違い

はあるが、龍尾神社の氏子町では、宮参りの

ため各町の屋台が龍尾神社の馬場先に参集す

る。氏子町が参集すると例大祭が始まり、拝

殿にて神事、浦安の舞、玉串奉奠が行われる。

その後、紺屋町の木獅子の舞が神前で奉納さ

れ、続いて「かんからまち」の獅子が草履履

きのまま拝殿に舞い込み舞を奉納する。 

龍尾神社では例大祭などの行事が終わると、 龍尾神社の「浦安の舞」奉納 
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各町祭屋台の清め払いを終え、御旅所への

神輿渡御が行われる。瓦町のかんからまち

が神輿の露払いとして先導し、氏子町の屋

台がお供して従う。御旅所に到着すると、

「神幸祭」が行われ、各屋台の「注連縄返

還の儀」、舞姫による「浦安の舞」、「か

んからまち」の舞が奉納される。「神幸

祭」が終わると、「かんからまち」と各町

屋台が一旦自町に戻り、自町周辺を廻る。 

日が暮れ始めると、各町の屋台が再度御旅所に集まり、還御する神輿を見送って御旅

所での全行事は終了する。こうした行程を経て祭りは神事としての祭りから、無礼講と

しての賑やかで華やかな祭りに移っていく。 

なお小祭では神輿渡御の神幸祭はなく、各神社で例祭をしてから、お祓いの後、屋台

が町中に繰り出し、賑やかに練り廻る。なお、屋台は、各町が単独で行動する。 

 

表 平成27年度掛川大祭の龍尾神社の神事・催事日程 

日時 内容 

10月9日  14時30分  宵祭の儀 

10月10日  0時  御神輿入御の儀 

 8時30分  例大祭 

 10時  渡御 ／ 龍尾神社より御旅所 

 12時30分  御旅所神幸祭 ／ 於：御旅所 

 17時40分  御旅所還幸祭／ 於：御旅所 

 18時  還御 ／ 御旅所より龍尾神社 

 18時40分  龍尾神社還幸祭 

 19時30分  直会 

10月12日  22時  御幣返還の儀 

 

表 平成27年度掛川大祭の神明宮の神事・催事日程 

日時 内容 

10月9日  15時  前夜祭 式典（お祓い、祝詞奏上、玉串拝礼など） 

10月11日  9時  大祭 式典（お祓い、祝詞奏上、浦安の舞など） 

 10時  余興（各町余興の奉納） 

 

各町祭屋台の清め払い 
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表 平成27年度掛川大祭の利神社の神事・催事日程 

日時 内容 

10月9日  11時  祭典神事 

  14時  本殿にて浦安の舞奉納 

 神前にて祭青年による手踊奉納 

 15時  神楽殿にて浦安の舞披露 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 獅子舞 

掛川祭は全国有数の獅子の祭りでもあり、「大祭」に登場する瓦町の「かんからま

ち」と仁藤町の「大獅子」は、全国的に知られている。 

一方、毎年の「小祭」に登場する獅子には、紺屋町の木獅子と、複数の町が所有する

小獅子がある。なお紺屋町の木獅子は、掛川宿鎮護の獅子としてあったことから龍尾神

社の神事の中で行われ、舞は「掛川宿鎮護大祓の舞」と言われ、六本調子の笛と大太鼓

の音色に合わせて、高く、低く、天･地･人の三段に舞い、勇壮な中にも神秘的な荘厳さ

を感じさせるものである。 

無形民俗文化財として指定されている「かんからまち」と「紺屋町の木獅子」は、大

きく特徴を分けている。「かんからまち」は関東甲信越地方や東日本に分布する風流系

秋葉路の屋台の運行 仁藤町の中獅子の運行 

利神社の神楽殿にて浦安の舞 利神社での祭青年による手踊 



掛川市歴史的風致維持向上計画 第２章－１             

- 90 - 

 

の１人立ち３頭獅子の舞であり、紺屋町の木獅子は伊勢、熱田等西日本に分布する外来

系・伎楽系の獅子舞である。一方、仁藤町の大獅子とそれを真似て作ったという中獅子

と小獅子は、大きな獅子頭と大きく膨らめた母衣が獅子舞を大きく勇壮に見せるもので、

他の市町にはない、際だった特徴ある獅子舞である。このように掛川祭りには種々な獅

子舞があって、掛川祭りは「獅子の祭り」ともいわれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 屋台 

古文書の記録によると、掛川祭での屋台は、江戸時代末期になって登場している。 

掛川祭の屋台は、隣接する袋井市及び菊川市にも多く分布する２輪形式のもので、そ

の原型は、江戸天下祭で「底抜け屋台」、「朝顔」などと呼ばれたものである。また、

幕末の「左
ひだり

甚
じん

五
ご

郎
ろう

」と言われた立川
たてかわ

和四郎が中心の立川流彫刻が施された屋台が４台

現存する。近年は新調や大がかりな修復により、天幕の刺繡、漆塗装や蒔絵の美しさが

際立つ屋台が多くなっている。屋台の障子には、組市松紋（市松模様）が基調の障子が

道神町の「小獅子」 

紺屋町の「木獅子」 

仁藤町の「大獅子」 瓦町の「かんからまち」 
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見られる。 

屋台は、それぞれ自町内を隈無く練り廻る。夜になると屋台が中心街に多く集まり、

「徹
てっ

花
か

」、「外交(折衝)」という所作を中心に、昼とは違う掛川祭独特の緊張感のあ

る場面が頻繁に現れる。 

龍尾、神明、利の３神社の氏子町の屋台 

 
新町 喜町 塩町 

 
旭町 神明町 仁藤町 

 
道神町 松尾町 城内 

 
北門 大手町 連雀町 

 

肴町 栄町 紺屋町 
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研屋町 中央１丁目 緑町 

 
中町 西町 瓦町 

 
十王町 下俣町 中央２丁目 

 
十九首 小鷹町 中央３丁目 

 

中央高町 下西郷 城北町 

 

 

弥生町 城西  
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⑤ 三大余興 

ア 瓦町のかんからまち 

 かんからまちは、瓦町に伝わる三頭獅子

（三匹獅子）で、明応・文亀(1492～1503)の

頃、今川氏の重臣である朝比奈備中守が掛川

城築城の後、牛頭天王社(現在の龍尾神社)に

獅子頭を奉納したのが始まりであると伝えら

れている。 

江戸時代の古文書『問屋要用』には「不路

獅子舞」と記され、特別な獅子舞「路上では舞

わない獅子」として知られ、現在でも、道で舞

うときには、茣
ご

蓙
ざ

を敷いてその上で舞を披露し

ている。 

３年に一度の大祭には、龍尾神社の神輿の露

払いとして道行き、かんからまちは、天狗（猿

田彦命）を先導役として花笠をかぶった幼児、

美しい枝垂れ花の花幌をかぶった女児、３頭の

獅子、横笛、従士と続く、厳かで美しくかつ雅やかな行列をなして、見る人の目を楽し

ませてくれる。 

１人立ちの獅子、雄２頭(｢龍｣･｢尾｣)、雌１頭(｢山｣)の獅子３頭が１組になって舞う

獅子舞で、２頭の雄獅子が１頭の雌獅子を奪い合うという筋書きとなっている。 

舞は、道行、三角舞、本舞、戻り三角舞、帰り道行で構成されている。３頭が側転を

してお互いにけん制し合い、雌獅子はその間優勢な雄獅子の方について回り、そのうち

ござの上で舞うかんからまち（昭和） 

かんからまちの行列（大正13年） 

花幌や獅子などが続く行列（明治末期～大正初期） 

龍尾神社境内での「かんからまち」（観光協会HP） 
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戦いを制した１頭が勝ちどきの側転をし、雌獅子もついて行くが、最後には雌獅子が仲

を取り持ち、再び仲良く争いを終えるというもの。この舞の筋立ては、関東以北の三頭

獅子でも多く見られ、大きな見所となっていることが多い。 

舞だけでなく、笛の音も固有のもので、獅子頭や衣裳などを昔のままに伝える古式ゆ

かしい郷土芸能として、昭和30年（1955）11月１日に県の文化財（無形民俗文化財）

に指定されている。かつては、龍尾神社、掛川藩御三家、掛川宿本陣のみで舞っていた

が、現在では各町会所、旧家、瓦町に縁のある

家などからの所望により舞っている。 

かんからまちで華を添える花笠と花幌に使わ

れる花は、出役する子どもの家々で作られ、そ

の花を持ち寄って花笠と花幌に仕上げられる。

また瓦町の家々で飾られる軒
のき

華
ばな

はその時に作ら

れ、青年たちによって配られる。 

岩手県遠野市の「駒木の鹿子踊り」（遠野市

無形民俗文化財）は、江戸時代に、掛川を通っ

た南部藩大名行列の角助が舞を伝習して遠野に

持ち帰ったと伝えられている踊り（舞い）で知

られている。鹿の頭には「遠州」「掛川」「角

助」の文字が記され、鹿が付ける幕にも「遠

州」「掛川」の文字が染め抜かれている。

(『遠野の民俗芸能』､『遠野古事記』(宝暦13

年(1763))､『下閉伊那誌』) 

 

イ 仁藤の大獅子 

 明応３年(1494)に開基された仁藤町天然寺の住職帆
はん

誉
にょ

上人（安政５年(1858)～明治５

かんからまちの花幌 

駒木の鹿子踊り（遠野市） 

仁藤の大獅子（現在） 仁藤の大獅子（大正13年） 
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年(1872)在職）が幕末に伊勢、志摩を旅した際に、三重県鈴鹿市白子で１間四方の大き

な獅子頭に短い母衣を付けて大八車に乗せて引き回しているのを見て考案した獅子舞で

ある。 

 大獅子の頭は、縦横１ｍ80㎝、奥行き１ｍ60㎝、頭の上に周囲１ｍの宝珠を頂きに

して高さ２ｍ10㎝、重さ220㎏、目が70㎝、耳は１ｍ21㎝、眉毛が１ｍ15㎝。頭に

は14人が付き、70反の布を縫い合わせた母衣の中には、タンポを付けた長い竹竿で50

～60人が母衣の内側から張り支えて巨大な胴を見せる。この他、旗持ちや母衣の両端

を持つ引き手などを含め、総勢200人ほどの人達が母衣の内と外で呼吸を合わせて、大

きく威勢良く舞うもので、静岡県内の他の市町にはない大きなものである。 

 明治14年(1881)11月２日付け『函右日報』に「あまりにも大きくて狭い町に入るこ

ともできない」旨の記事があり、仁藤町の大獅子が登場したことを伝えている。このこ

とから、文献における大獅子の初出は、明治14年(1881)であることがわかる。 

 

ウ 西町の奴道中 

 大祭りの年に西町が披露する出し物で、起源には、明治 28 年(1895)の日清戦争戦勝、

日清講和条約締結を祝ったという説がある。昭和11年(1936)の大祭を最後に戦争のた

め中断したが、昭和36年(1961)になって、大名行列の重要な奴道中部分のみを復活さ

せた。昭和63年(1988)以後続けて３度の大祭で大名行列として披露したが、その後は

奴道中のみのとなっている。 

 奴道中は、先頭に宿役人、同心が威儀を正して「下に、下に」とかけ声をかけて進み、

続いて金紋先箱、白毛の槍印を付けた長柄の槍数本、大傘、立傘、大鳥毛の奴、次に若

侍の一隊、鷹匠、鉄砲、弓、槍、刀箱、具足、薙刀など数十人、刀持ちの先駆、殿様の

駕籠、駕籠脇衆、警護の侍、後槍、茶風呂、茶坊主が随行、花籠、合羽、竹馬その他荷

物として長持ちの一行とその宰領が付き添い、長持唄を唄いながら進む。その様は優雅

で、見る人の目を釘付けにしている。 

西町の奴道中 
西町の奴道中（明治末期～大正初期） 
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              平成27年大祭の瓦町のかんからまち行動地図 

平成27年大祭の仁藤町の大獅子行動地図 
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平成27年大祭の西町の奴道中行動地図 

⑥ 祭囃子 

 掛川の祭囃子は、屋台囃子と道囃子とに大きく分けることができる。 

屋台囃子には、「大間」「雨垂れ」「馬鹿囃子」「屋台下」「昇殿」「鎌倉」「四
し

丁

目」「かっこう」「鉄火(徹花)」があり、道囃子には「菊重ね」「六方(六法)」や長唄

の浅妻船、鞍馬山、吉原雀、官女、越後獅子などがある。 

掛川の祭囃子の特徴として、多くの長唄の道囃子があることであるが、これは掛川が

宿場町であったことからと言われている。 

 

⑦ 手踊り 

 掛川祭りには、全国各地の祭りから消えてしまった花柳文化の色合いが強く残ってお

り、 

長唄
ながうた

、清元
きよもと

、端
は

唄
うた

などに合わせて手踊りが数多く演じられる。 

手踊りは、氏神様への奉納や各会所等での余興として停止した屋台の綱の中で披露さ

れ、特に三味線の弾き唄い、弾き語りによる手踊りは、祭りの所作としては珍しい。江

戸時代から続く掛川宿十三町の内の数町が、美しく華やかな衣裳を着飾った子供たちを

中心にして、手踊りや所作を伴いながら継承している。 

手踊りの演目はまちごとに決まっていて、祭の伝統として引き継がれている。連雀町
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では、「おいとこ」「吉原雀」の二つの踊りが明治時代から伝統的に引き継がれており、

大手町では、子どもの「喜撰」が昭和12年(1937)から、青年の「かっぽれ」は昭和24

年(1949)から引き継がれ、毎年披露される。このほか、中町の「桃太郎」、喜町の「深

川」、塩町の「浦島」、十九首の「神田祭」の手踊りが、伝統的な出し物として引き継

がれ、披露されている。 

 

 

       子ども・婦人手踊り（仁藤町） 青年手踊り（連尺町） 

青年手踊り（緑町） 

子ども手踊り（中町） 

青年手踊り（塩町） 

青年手踊り（喜町） 
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（４）おわりに 

毎年10月、掛川城下では、街中７神社の氏子41町が参加する合同祭礼「掛川祭」が

賑やかに開催される。 

中でも龍尾神社、神明宮、利神社の３神社合同祭礼は、江戸時代から続く伝統的な行

事として、地域住民の暮らしに根付いたものとなっている。人々は、祭りを通して日常

生活の平穏と町の繁栄を神に感謝し、改めて祈念する。年齢を越え、住民間の交流を図

ることによって、それぞれの人がこの地域で暮らすことを実感し合う。そこには、この

まちに暮らすことの喜びや幸せを感じ、まちを誇りに思う人も多いものとなっている。 

このように掛川城下では、龍尾神社、神明宮、利神社の３神社を初め、町人の祭りを

見守り支えてきた掛川城天守閣、掛川城御殿、掛川藩御用達商家などの歴史的建造物と

共に、経済的に祭りを支えてきた商工人の屋敷等々の建造物があって、伝統的に続く祭

りと一体となって良好な市街地環境を創り上げている。 

掛川祭は、掛川城に関連のある歴史的な建造物等とともに、市民にとって将来に向け

て維持、向上させるべき歴史的風致がある。 

主な参考図書：掛川祭典年番本部『掛川祭』 

大竹宣夫著『掛川のマチと祭礼』 



掛川市歴史的風致維持向上計画 第２章－２             

- 100 - 

 

 

 ２事任八幡宮例大祭にみる歴史的風致 

（１）はじめに  

掛川市八坂に所在する事
こと

任
のまま

八幡宮
はちまんぐう

は、江戸時代、東海道53次宿場の一つ、江戸よ

り数えて25番目の宿場町｢日坂宿｣の西外れに建つ神社で、宿場町の賑わいと共にこの

地域の歴史を重ねてきた。また、旧東海道の難所と言われた「小夜
さ よ

の中山
なかやま

」の西坂入

口付近に鎮座することから、峠越えの無事を祈る神社として、古くから東海道を上下す

る旅人の信仰を集めた。 

敬老の日に近い金曜日の晩から日曜日にかけて事任八幡宮では、神社の大きな祭礼、

例大祭が催され、遠州に秋を告げる祭りとして知られている。平成28年(2016)の例大

祭は、十五夜祭に続く９月16日金曜日の晩に宵祭りが催され、氏子の住む日坂の街と

周辺の地区では、祭り屋台が神輿のお伴として引き出され、町中を勢いよく引き回わさ

れ、まつりの掛け声に賑やかに包まれる。そして 18 日日曜日には例大祭の大切な神事、

神輿祭（神輿渡御）が執り行われ、夜には祭の熱が最高潮に達し、その後千秋楽を厳か

に迎える。 

日坂の町は、古代より宿泊施設のある町としてあったが、江戸時代になって宿駅制度

が整備され、宿泊施設の軒数を確保するため、Ｓ字状に弧を描く湾曲した町並みが造ら

れた。こうして日坂の町は、街道を行き交う旅人で賑わい、問屋場職を中心にした町衆

が威勢よく商う町としてなった。明治時代になり、主要交通手段が鉄道に代わり、産業、

経済の中心が鉄道駅のある現在の市街地に移ると、市街地を含む周辺に移り住む人が増

え、静かな町へと様変わりした。 

近年の都市化の影響が少なかったこともあり、日坂の町中では、家々の軒先にかつて

の屋号看板が掲げられ、本陣跡（扇屋）の門や下木戸の高札場、旅籠の川坂屋や萬
よろず

屋
や

など、風情ある宿場の街並み整備が進められている。こうした環境において、事任八幡

宮事の例大祭による伝統的なしきたりは現在でも変わることなく、長く引き継がれてい

る。 

日坂宿家並み 事任八幡宮例大祭（神輿渡御） 
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（２）事任八幡宮例大祭に関する建造物 

 例大祭と神事に関する資料が神社に残されている。その一つ、天保年間に描かれた

「御神輿渡御絵巻」は、神輿渡御の様子を良く伝えている。絵巻には、先頭に露払い二

人が付き、その後に裃を着用した16人の御先とも、猿田彦に続いて、楽人、童女など

が続き、神輿の後に神官等が続いている様子が詳細に記されている。総勢120人を越え

る行列が静々と進む立派なものであったことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他、神輿渡御の御仮屋について記す記録がある。天保３年（1832）に日坂宿内の

役人から八幡宮へ差し出された一札で、本宮山御仮屋で巡行祭が行われ、小夜の中山御

仮屋へ渡御、高い所から氏子領内を展望され、ここでも巡行祭が執り行われ、神楽が奏

でられた様子がわかるものである。 

これら資料を参考にして、事任八幡宮例大祭にみる歴史的風致に関連する歴史的建造

物を以下に掲げる。 

 

① 事任八幡宮 

神社は、大同２年(807)坂上田村麻呂が東征の際、桓武天皇の勅を奉じ、旧社地本宮

山より現社地へ遷座したと伝えられ、延

長５年(927)の延喜式神名帳に遠江国佐

野郡四座の一つとして「己等乃
こ と の

麻
ま

知
ち

神

社」が記されている。古代より街道筋に

鎮座、遠江に坐す願い事のままにかなう

言霊の社としてあったことが平安期の

「枕草子」等多くの文献に記されている。 

その後、貴族社会から武家社会に移る

や八幡信仰が一世を風靡し、康平５年

御神輿渡御絵巻 

事任八幡宮(拝殿) 

御神輿渡御絵巻 
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(1062)源頼義が石清水八幡宮を当社に勧請し、以来八幡宮を併称した。江戸期になると

徳川幕府も当社を信仰し、社殿を改築、朱印高百石余を献上した。明治以降、県社八幡

神社と称したが大戦後の社格廃止に伴い、由緒ある「事任」を復活して現在の「事任八

幡宮」と称している。境内社として、五社神社、稲荷神社、金刀比羅神社の三社が祀ら

れている。 

棟札と神社に残る記録によると、現存する社殿は、本殿と幣殿が文政６年(1823)、拝

殿が天保11年(1840)にそれぞれが建造され、その後屋根の吹き替え等を経ながら現在

に至っている。 

氏子町内は、八坂地区が宮村
みやむら

・海老名
あ び な

・影
かげ

森
もり

・塩
しお

井
い

川原
がわら

、日坂地区が古宮
ふるみや

・下町
しもまち

・

本町
ほんまち

(沓掛
くつかけ

含む)・川
かわ

向
むかい

・御
お

林
はやし

である。 

 

② 日乃坂神社 

日坂宿東の外れ、小夜の中山に向かう坂

道の途中、日坂沓掛地内に社を構える。 

氏子は、日坂沓掛地区に住む家々である

が、近年の国道バイパス建設などにより住

民の数は減り、日坂本町地区に属すことに

なったことから氏子の手が離れ、事任八幡

宮が直接管理している。 

事任八幡宮例大祭での神幸祭(神輿渡御)

では、昭和30年(1955)頃まで御旅所が設け

られ、神職を受けた氏子達が神輿を担ぎ上げ、渡った。 

社務日誌のような記録がなく、社殿の建築年は詳らかでないが、現地調査によって大

正時代(1912～1926)以前の建物であることが明確となっている。 

 

③ 旅籠・川坂屋 

旅籠川坂屋は、寛政年間（1789～1801）

に問屋役を務めた齊藤次右衛門が始めたと

伝えられている。現存する建物は、嘉永５

年(1852)の日坂宿大火の後に建てられたも

ので、嘉永7年(安政元年(1854))の大地震

による倒壊は免れた。建物は、宿場に相応

しい風格を残し、精巧な木組みと細かな格

子が特徴的で、当時建築にあたっては江戸

より棟梁を招いたという。 

日乃坂神社 

川坂屋 
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文久２年(1862)の『宿内軒並取調書上帳』に

よると、川坂屋は間口６間、奥行き13間半、畳

58畳半、建物の総畳数64畳半、総坪数78坪と

あり、脇本陣格の上段の間を持つ旅籠で、身分

の高い武家も宿泊した。江戸時代から幕末にか

け繁栄した川坂屋には有名な志士も宿泊してお

り、部屋の襖には山岡鉄舟筆の書や巌谷一六の

書、宿内の成瀬大城の書などがある。 

旅籠としては、本陣と同じ明治３年(1870)ま

で営まれたが、その後齊藤家の住宅として100余年の間使われてきた。昭和25年

(1950)東海道新国道開通に伴い屋敷地の一部が分断され、さらに平成７年(1995)国道1

号線バイパス工事によって屋敷の一部が削減された。 

その後も建物は年数を重ね、至る所に傷みを生じ、保存、活用のためにも修理工事が

必要になった。平成５年(1993)３月修復工事を終え、地元区民が中心になってまちづく

り委員会「日坂宿 川坂屋の会」が管理運営を行い、来訪者に公開している。平成15

年(2003)からは、川坂屋主屋の北側に川坂屋茶室も復元され、あわせて公開されている。 

例大祭では、川坂屋のある宿場内を神輿渡御が通り、各町の屋台が賑やかに往来する。 

 

④ 川坂屋茶室 

明治元年(1868)、掛川城主太田資
すけ

美
よし

より拝

領した茶室(南西郷久保沢「偕
かい

楽園
らくえん

」内に文

化２年(1805)に建てられた茶室)で、明治元

年(1868)掛川城主太田候より拝領したが、平

成７年(1995)に国道1号線バイパス工事のた

めに一旦解体された。平成15年(2003)主屋

の北側敷地内に再建され、現在川坂屋主屋と

共に公開されている。 

茶室は、食い違いに続く６畳２間(京間･関

東間)とそれに付属する縁側で構成され、京間寸法の部屋には、点前座の脇に洞庫が設

けられており、床の間の壁は掛川特産の葛を使った葛壁仕上げとなっている。 

例大祭では、川坂屋の前を神輿渡御が通り、各町の屋台も賑やかに往来する。 

 

⑤ 旅籠・萬屋 

旅籠川坂屋の筋向かいに建つ建物で、川坂屋が士分格も宿泊できた大旅籠であった対

川坂屋茶室 

宿内軒並取調書上帳 
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して、萬屋は庶民の旅人が利用した旅籠だ

った。 

旧旅籠萬屋は、天保11年(1840)の日坂宿

宿場図にはすでに｢萬屋｣として記されてお

り、文久２年(1862)の『宿内軒並取調書上

帳』によると、間口４間半、奥行き７間半、

畳33畳、建物の総畳数39畳、総坪数

33.75坪とある。 

現存する建物は、嘉永５年(1852)の日坂

宿の大火後、嘉永６年(1853)に建てられた

もので、嘉永7年(安政元年(1854))の大地震での倒壊は免れた。 

 建物は、１階が｢みせ｣や｢帳場｣で、２階が宿泊室という構えとなっている。表の蔀
しとみ

戸
ど

は、当時の一般的な店舗建物の仕様で、昼間は障子戸、夜間は板戸の様は、日坂宿で

は昭和20年代まで数多く見られた。 

平成13年(2001)に修復が行われ、広く一般に公開されている。修復時の状況から、

正面から奥行き４間は建築当初からのもので、背面側の２間半は使用材からみて明治以

降に建て直された。１階はすべて板間でこしらえ、事ある時のみ畳を敷いた。１階に通

り土間がないこと、２階正面の出格子が掃き出しで格子がなく、建ちの低い格子の手す

りのみで開放的であることなどから、他の旅籠とは違った特徴となっている。例大祭で

は、萬屋の軒先を神輿渡御の列が通り、各町の屋台も賑やかに往来する。 

 

⑥ 藤文・かえで屋と蔵 

日坂宿最後の問屋役を務めた伊藤文七邸。

商家で、屋号を藤文という。 

伊藤文七（号名文陰）は、安政３年

(1856)に日坂宿年寄り役となり、万延元年

(1860)から慶応３年(1867)にかけて日坂宿

最後の問屋役を務めた。維新後の明治４年

(1871)には、日坂宿他27ヶ村の副戸長に任

ぜられ、その間、幕府の長州征伐に50両を

献金、明治維新の時には、官軍の進発費と

して200両を寄付している。 

明治４年(1871)の郵便制度開始と同時に郵便取扱所を自宅藤文に開設し、取扱役(局

長)に任ぜられた。日本最初の郵便局の一つであった。 

その孫の伊藤文一郎は、明治37年(1904)から39年(1906)、大正６年(1917)から８年

藤文（左）・かえで屋（右） 

萬屋 
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(1919)、昭和３年(1928)と３期にわたり日

坂村長を務め、当時珍しいガソリン式消防

ポンプを村に、世界一周旅行記念として大

地球儀を小学校に寄贈するなど、村の発展

や村民の国際意識啓発に尽力した。 

文久２年(1862)の『宿内軒並取調書上

帳』によると、伊藤家の建物は藤文とかえ

で屋にわかれていて、藤文は、間口５間、

奥行き４間、畳 36 畳、建物の総畳数 38 畳、

総坪数20坪で、使用材が萬屋のものとほぼ同じ大きさであることから建築年はそれ以

前である。かえで屋は、間口２間半、奥行き４間半、畳16畳、建物の総畳数16畳、総

坪数11.25坪あったと記されており、現状と異なっていることから、明治初期(1868)に

建てられたものとわかった。修復した蔵は、当時幾つかあった内の一棟で、建築年は明

治初期(1868)以前である。 

明治９年(1876)11月昭憲皇太后、翌10年(1877)１月には英照皇太后が日坂宿御通過

の際に御休憩なされた。平成10年(1998)に市に寄付され、平成13年(2001)に蔵と共に

藤文とかえで屋が修復され、一般に公開されている。 

 例大祭では、店先の街道を神輿渡御の一行が通り、各町の屋台も賑やかに往来する。 

 

（３）事任八幡宮の例大祭の変遷と特徴 

 事任八幡宮の例大祭は、八幡宮を称して以来、神社の例祭として永く伝えられてきた

もので神社に天保年間（1831～1845）に描かれた「御神輿渡御絵巻」が神社に残ること

から、今につながる例大祭が、1830年代から1840年代には行われていた。 

屋台は、神輿渡御のお伴として曳き回される形で登場し、初出は日坂古宮の屋台箱に

文久３年(1863)の書付があることから、この頃には屋台が存在していたと思われる。 

 祭りは、事任八幡宮の例大祭として行われることから、神事に係ることは氏子総代が

執り行い、地区内では、祭青年会を中心に執り行う習わしになっている。以下に、神社

祭礼の流れ、屋台引き回しを中心にした祭りの様子を記述する。 

 

① 例大祭の流れ 

平成28年(2016)の例大祭は、十五夜祭が９月15日木曜日にあたったことから、翌日

16日金曜日の晩に宵祭りが催され、例大祭が始まった。宵祭りとなる16日午後には自

町内に限るとして、氏子衆は自分の地区内に限って屋台を繰り出して引き回しを始める。

日坂の各地区、八坂の各地区内では、屋台を引く掛け声と御囃子が賑やかく包み込み、

藤文 蔵 
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氏子衆は祭だ、祭りだと熱狂する。18日日曜日には神幸祭(じんこうさい＝神輿渡御)

が執り行われ、神社の神事として厳かに執り行われ、千秋楽として夜に入るとすべての

氏子が屋台と共に神社に集まり、万歳の音頭により祭り最後の屋台練りを行い、自地区

に戻ってまつりは終わる。 

表 平成28年度事任八幡宮例大祭の神事・催事日程 

日時 内容 

9月16日  11時00分 

17時00分 

 祭青年安全祈願祭(拝殿) 

宵祭式典(五社拝殿) 

9月17日  10時00分  例大祭式典(拝殿) 

 12時30分  大笛祭(境内) 

9月18日  9時45分  御輿渡御 出発 

 14時30分  神輿渡御 お出迎え（日坂入口） 

 18時45分  連合 八町万歳(拝殿) 

 19時45分  八坂 万歳 

 20時00分  日坂 手締め 

 

 

ア １日目（９月16日） 

祭典に先立つ16日金曜日の朝６時、八幡宮の裏手、逆川契
ちぎり

場において、宮司をはじ

めとする神職の人々が身を清める。昼前の午前11時、各地区の祭青年が事任八幡宮事に

集まり、三日間の祭典の安全を祈願する儀式(祭青年安全祈願祭)を拝殿で執り行う。 

その後、各地区では地区内に限っての屋台曳き回しが始まり、お囃子が町内を包み込

む。夕方５時からは、境内の五社拝殿において宵祭りの式典が行われ、拝殿において地

区の小学生による稚児の舞が奉納される。 

 

 

祭青年安全祈願祭 宵祭り・稚児の舞 
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イ ２日目（９月17日） 

翌朝10時、例大祭の式典が拝殿において執り行われ、五穀豊穣への感謝の儀式と小学

生による浦安の舞が奉納される。午後になると、氏子全地区の屋台が八幡宮に集合して

各町の代表による祭り囃子の披露がある(大笛祭)。遠州地方のお囃子を先導する遠州祭

り囃子保存会｢竹友会｣による奉納囃子が見物になっている。 

 

ウ ３日目（９月18日） 

最終日、千秋楽の朝、八幡宮と本宮で御

祈祷した神輿が氏子各地区を回る(神輿渡

御)。渡御は、八坂地区の３箇所の御旅所に

渡り、八幡宮に戻った後に日坂地区に入る。

渡御の順番は、八坂地区と日坂地区とが毎

年先発順を変えていたが、近年八坂地区か

ら御旅所を回り始め、その後に日坂地区に

渡御する慣わしとなっている。神輿渡御が

日坂に入る際、日坂４町と八坂宮村地区の

屋台が勢揃いして、御神輿を迎え、日坂の

御旅所までお伴して曳き回される。 

千秋楽の催しとして、八町連合万歳が境内で執り行われる。陽が暮れ、暗闇に包まれ

た境内に全地区八町の屋台が集まり、例祭最後の激しい練りが繰り広げられる。その後、

人々が拝殿前に集まり、祭青年衆の音頭により連合万歳を行う。連合万歳の後、屋台は

各地区に別れるので、八丁連合万歳が事任八幡宮大祭のクライマックスとなる。 

万歳を終えた八坂地区の氏子衆は、地区の中心塩井神社前に３地区の屋台を集め、最

後の万歳三唱をして締めくくる。日坂地区と宮村の氏子達は、日坂宿の中心地ＪＡ日坂

支所前に屋台を集め、三本締めで締めくくり祭りを終える。 

大笛祭（各町屋台集合） 大笛祭（各町お囃子披露） 

八町連合万歳（各町屋台練り） 
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② 神幸祭（神輿渡御） 

神様を神殿から神輿に移し、氏子の住む地区を巡る神輿渡御巡幸の道筋を、図に記し

た。 

事任八幡宮が東海道の道筋にあることから、神輿渡御は日坂宿を通り越し、小夜の中

山の御仮屋にまで行われていたという（『掛川市史』中巻Ｐ1157記載）。峠までの道

筋、高い所から氏子領内を展望し、ここでも巡幸祭が執り行われたのだろう。地区の方

に聞くと、確かに「神輿渡御は、現在、八坂各地区と日坂の御旅所への渡御となってい

るが、昭和30年(1955)頃までは小夜の中山峠入り口の日坂地区沓掛にある日乃坂神社

まで行われていた。」という。 

 ともあれ、現在神輿渡御は、初めに現

在の社殿の元となる古宮の御旅所に渡り、

八坂の各地区を渡り、続いて日坂の町の

御旅所に渡る。 

 巡幸の列は、天保年間の「御神輿渡御

絵巻」にみられる規模に比べるとかなり

縮小された人数で構成された。地元地区

の総代による案内の下、先頭に露払いを

務める神官１人、その後に裃を着用した

清め役の役人１人、その後に幣ノ鉾持ち

１人、猿田彦に続いて、神事御用を務め

る白装束の神職の人達が付く。その後に

御酒
み き

櫃
ひつぎ

、長刀
なぎなた

、弓持ちの２人、横笛と

太鼓の奏者が付いて、担ぎ手16人と台車

に乗せた神輿が続く。神輿には神職２人

を伴う権官
ごんかん

が同行し、神輿台、祝詞
のりと

櫃
ひつ

そ

れぞれを担ぐ神職達が列をなす。神
じん

幸
こう

祭
さい

では総勢40人程の行列になる。 

 

 

 

 

 

 

 

「神輿渡御絵巻」（天保年間） 

神輿のお出迎え（日坂巡幸） 
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ア 八坂地区の巡幸 

 各地区の御旅所は毎年ほぼ同じ場所と決まっていて、

事任八幡宮の本宮御旅所を出ると八坂地区に入り、最

初の巡幸先である影森御旅所（影森公会堂脇）に神輿

を寄せる。そこで、地区代表への挨拶をし、引き続き

権官である八幡宮宮司による祝詞奏上と祓いが行われ、

地元の小学生(神子)による浦安の舞が奉納される。小

休憩の後、次の海老名御旅所（海老名のお茶工場）に

向け出立する。海老名の御旅所での儀式は、すべて影

森の場合と同じで、しめやかに執り行われる。海老名

地区の御旅所での儀を終えると、公会堂にて八坂地区

の総代、氏子に接待を受け、昼食の休憩に入る。昼開

け一番、塩井川原御旅所（塩井川原公会堂脇）に向け

出立し、神輿は塩井川原地区入り口の汐井神社前にて塩井川原地区の屋台の出迎えを受

ける。屋台を従え、神輿は地区の外れに向かい、塩井川原御旅所に入る。儀式を終えた

巡幸の列は、一旦八幡宮に還る。神社には日坂宿の各地区の氏子総代が神輿を待ってお

り、引き続き日坂地区への巡幸が始まる。 

 

イ 日坂地区の巡幸 

巡幸の列は、日坂地区総代の案内により日

坂地区に入る。日坂地区入り口には、宮村の

屋台と日坂地区の４台の屋台が街道脇に整列

して巡幸の列を出迎える。その前を巡幸の列

が静かに進む。神輿が通り過ぎると、各地区

の屋台は神輿の列に従って、日坂御旅所（旧

日坂宿本陣跡）へと練り進む。巡幸の列は、

宿場の上手、町外れまで進み折り返して、御

旅所に入る。御旅所で一連の儀式と浦安の舞

の奉納を終え、再び事任八幡宮へ還御して、神幸祭、神輿渡御の儀式すべてが終わりと

なる。 

 

 

 

 

神輿渡御（事任八幡宮から本宮へ） 

神輿渡御（日坂巡行還御） 
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図 例大祭の神輿渡御と屋台の行動地図 



掛川市歴史的風致維持向上計画 第２章－２             

- 111 - 

 

③ 屋台の曳き回し 

日坂地区並びに八坂地区に住む人々の大半

が事任八幡宮の氏子である。この地区での祭

りは、事任八幡宮例大祭の付け祭りとして屋

台を引き、参加するものである。例大祭の中

では、神幸祭での神輿渡御の際に、渡御する

神輿のお伴として地区内で屋台を引き始め、

御渡りの後、各地区屋台は町の隅々まで曳き

回して、賑やかに祭りを盛り上げている。 

日坂や八坂の祭り屋台はすべて、屋台上部

が朝顔の花のように上に向かって開く「朝顔

型」である。朝顔型の屋台は古い時代に製造された形で、昭和に造られた屋台は、上部

に高欄が巡る「高欄型」が多い。日坂や八坂では、昭和になって新しく造られた屋台で

も朝顔型であり、古い形をそのままに伝えている。 

日坂･八坂地区の屋台の歴史をみると、日坂古宮地区の屋台が文久年間(1861～1864)

の製作であったとのことであり、同じ日坂下町の屋台部材を入れてあった木箱蓋の裏書

きに文久２年(1862)壬戌８月を確認している。 

また、明治32年(1899)の祭りに青年取締役を置く旨の規約の書付があり、そこから

日坂･本町、下町、古宮と八坂･宮村、塩井川原の６地区に屋台（規約には「家
や

臺
たい

」と

ある）があったことがわかる。 

その後、戦災後の復興が進んだ昭和24年(1949)になって八坂の影森と海老名両地区

で念願の屋台が建造され、本町の屋台を一緒に曳いていた川向地区でも昭和55年

(1980)に独立して屋台を建造した。こうして、日坂の４地区すべてと八坂の４地区すべ

てに屋台が揃い、現在の８屋台となって祭りに興じている。 

 

④ その他 

日坂、八坂地区での祭りを特徴づける伝統的な慣わしとして、以下のような所作があ

る。 

 

ア 青年会長の鈴
りん

 

屋台の出発、太鼓の叩き初めと終わりに祭り青年会長がカラ～ン、カラ～ンと振り鐘

を鳴らす。祭の一切を仕切ることができるもので、ここの祭りに欠かせない、非常に大

切な道具として、各地区で代々引き継がれている。 

 

 

日坂･八坂地区の屋台 
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イ 提灯のろうそく 

祭りが行われる９月半ば頃になると、日坂、八坂地区では陽が陰るのが早い。午後５

時にもなると、辺りは薄暗くなり、各屋台の提灯にロウソクの灯が点り、宵の祭りに入

る。屋台の揺れに、暗闇をぼんやりとゆらゆら揺れる炎は、この祭りならではの光景で

あり、他の祭りでの屋台の電球の灯りに比べると、情緒さえ感じる特徴となっている。 

 

ウ 手作りの軒
のき

華
ばな

 

祭りには欠かせないものとして軒華がある。祭

りが近づくと、祭りの期間中家々の軒下を飾る軒

華と言われる花飾りを、氏子１軒１軒の家に配り

に歩く。近年、他の地区で見る軒華は、7～80㎝

の長さの緑色に塗った竹ひごにビニールで作られ

た赤色の花ビラを貼りつけたもの（５本１組）が

主流になっている。しかし、ここ日坂地区では、

昔からの習わしとして、現在でも手作りによる軒

華がまつりに彩を添えている。 

軒華は、祭り青年達の手により作られてきたもので、各

地区それぞれで特徴をもっている。古宮地区の軒華は、茎

と言われる竹ひごに赤色の紙ひもを巻き、そこに黄色い芯

の赤い花と緑色の葉っぱを７枚ずつ交互につけたものを７

本１組としたもの。 

また下町では、茎が緑色、芯が黄色の赤い花が５枚、緑

と黄色の葉っぱを対にして５枚をつけたもの７本１組にし

て、軒下を飾っている。 

 

（４）おわりに 

日坂・八坂の祭りは、毎年９月敬老の日に近い金曜日から日曜日にかけての期間、事

任八幡宮例大祭の付祭り、宿場町を中心にした氏子たちと伴に豊穣を感謝する祭りとし

て、厳かに、時に荒々しく勇壮に、賑やかく繰り広げられる。 

今では、宿場町としての営みはなくなり、時代の流れとともに町の営みも往時とは変

わった。祭りでも、神輿渡御の範囲や運行のしきたりが、時代と共に変わりつつある。

しかし、祭りを通じて地域の人々は、老いも若きも共に地元の歴史と文化に誇りを持ち、

熱く語り、受け継いでいる。 

掛川市郊外のこの地区には、延喜式神名帳に記されている事任八幡宮があり、江戸時

軒先に飾られた軒華 

軒華の製作作業 
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代から続く伝統的な活動としての事任八幡宮例大祭が、氏子の住むまちや村を伴って繰

り広げられている。事任八幡宮例大祭での神輿渡御は、江戸時代には日坂宿の東、小夜

鹿地区付近にまで催行されていたというが、現在では日坂宿の東端付近まで神輿渡御巡

幸が行われている。 

そこには、事任八幡宮をはじめ、宿場町と街道の歴史に繋がる建造物が建ち並んで、

事任八幡宮の例大祭とともに良好な環境を創り出しており、将来に向けて維持、向上さ

せるべき歴史的風致がある。 
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【小夜の中山の伝説】 

旧東海道の日坂宿と金谷宿の間にある

小夜の中山峠は、急峻な坂の続く街道の

難所で、夜泣き石などの伝説が残されて

いる。 

男女二人の子を持つ猟師が、誤って息

子を撃ち殺してしまい、それを悲しんだ

母親は身投げして、その亡骸が蛇
じゃ

身
しん

（刃

の雉子）となった。暴れる蛇身鳥退治の

ため、都から武士が派遣され、蛇身鳥は

退治されてしまう。その武士と猟師の娘

との間に生まれた子が夜泣き石伝説の妊婦と言われ、悲しくも山賊に殺害されるが、死

後生まれた子が成長し、母の仇を討った。日坂に伝わる幾つかの伝説が一つにまとま

り、物語化された。これが芝居や浄瑠璃となって広まり、明治期の久延寺の「小夜の中

山縁起」によって、親しみやすい物語に成長した。 

 

 

夜泣き石 
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 ３．横須賀城下の祭りにみる歴史的風致 

（１）はじめに  

横須賀地区は本市の南に位置し、小笠山の丘陵地帯を背にして遠州灘に挟まれた、幅

が狭く、東西に長い地形にある。『郷
ごう

里
り

雑
ざっ

記
き

』には、応仁年間（1467～1468）の頃に

は三熊野神社付近に市場があり、宿場や馬
うま

次
つぎ

があったことが述べられており、古くか

ら交通の要所であった。江戸時代には横須賀藩の中心であり、18世紀の初め頃までは

横須賀城のすぐ南まで入江となっていたため、港が築かれ、廻
かい

船
せん

業なども発達した。

陸路、海路の要所でもある城下町として非常に栄えていたが、現在は海岸に沿って走る

主要幹線道路から少し離れ、今も残る伝統的な建造物とともに、閑静な家並みがまちを

作っている。そのまちが三熊野神社大祭のときには見違えるような活力の溢れたまちに

変身する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 横須賀城下のまちの成り立ち 

横須賀城跡は戦国時代から明治維新まで288年間続いた城郭であり、近世以降は横須

賀藩の城として、歴代城主は８家20代を重ねる。12代目城主本
ほん

多
だ

利
とし

長
なが

の頃に、現在

の城と城下町の範囲になっている。 

横須賀城の築城当時は城のすぐ南まで入江となっており、横須賀は海運を利用した物

資集散の地として発展した。江戸時代になってからも港として活用され、その利点を活

かし横須賀城下には廻船問屋などが栄えた。宝永４年（1707）の地震により入江が隆起

し港の機能が失われたことは、海上交通に頼っていた横須賀藩にとって大きな損失であ

った。明治期になると鉄道輸送に力が注がれ、明治22年（1889）には東海道本線が全

線開通するが、鉄道路線から離れている旧横須賀藩領は、大規模な開発を免れ、古き良

き街並みが残される要因の一つとなった。 

遠州横須賀の町並み 遠州横須賀三熊野神社大祭 
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② 文化や産業をもたらした城主・西尾氏 

13代目城主から西尾氏が８代続き、明治維新に伴い安
あ

房
わ

国
のくに

花
はな

房
ぶさ

藩
はん

へ移封されるま

で横須賀藩主を務めた。14代西尾忠
ただ

尚
なお

は勇壮なことを好み、鷹狩りを催したり、力士

を抱えたりして相撲を諸人に見物させて楽しんだ。横須賀に三社祭礼囃子、付け祭りと

しての祢里の引き回しをもたらしたのも忠尚である。16代西尾忠
ただ

移
ゆき

は領内に甘蔗(かん

しゃ:サトウキビ)の栽培を勧め、農作物の増収に努めた。19代西尾忠受
たださか

は華渓と号し

絵画をよくした。三熊野神社には忠受の画いた六歌仙の図が奉納されている。このよう

に西尾氏は横須賀城下に様々な文物をもたらした。なかでも三熊野神社大祭に関する文

化は、現在の横須賀に色濃く残されている。 

 

（２）横須賀城下の祭りに関連する建造物 

① 横須賀城の歴史を伝える建造物 

ア 国史跡「横須賀城跡」 

横須賀城は、徳川家康が武田氏から高天神城を奪還するための前線基地として、天正

６年(1578)に大須賀康高によって築城が始められ(天正４年(1576)説もあり)、天正8年

(1580)に完成した。 

明治維新まで天守閣が残存していた静岡県では数少ない城であり、その後、土地、建

物、石垣、樹木まで民間に払い下げられた。天守閣など、ほとんどの建物は解体された

が、一部は移築された。横須賀城跡は昭和56年（1981）５月８日に国史跡に指定され

ている。 

遠州横須賀惣絵図（17世紀 本多家の頃 個人蔵） 



掛川市歴史的風致維持向上計画 第２章－３             

- 117 - 

 

三熊野神社大祭の際には、城跡に近い町衆により、城跡への祢里の曳き回し、「役太

鼓」の披露がなされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、横須賀城天守閣に乗っていたと考えられ

る、しゃち瓦と鬼瓦が恩高寺にあり、市指定文化

財（考古資料）となっている。 

 

 

 

 

 

イ 横須賀町
まち

番所
ばんしょ

 

嘉永7年(安政元年(1854))の大地震で崩壊

後、安政３年(1856)に建築された。もとは横須

賀城と城下町との境界にあり、人の出入りを監

視する目的で造られた。現在は掛川市役所大須

賀支所入口に移築され、祭が催される横須賀街

道の入り口となっている。なお建物は、昭和

55年(1980)４月１日に市の文化財（建造物）

に指定されている。 

 

 

② 三熊野神社 

三熊野神社は熊野信仰が厚かった文武天皇の皇后が無事に皇子(聖武天皇)を出産した

御礼として、熊野三社を遠江国に勧請したのが始まりで、三熊野神社が本宮、御前崎市

横須賀町番所 

横須賀城跡 
〔日本古城絵図〕 東海道之部（3）. 49 遠州横須賀城図 

資料：国立国会図書館デジタルコレクションから転載 

横須賀城のしゃち瓦と鬼瓦 
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の高松神社が新宮、市内小笠山にある小笠神社

が那智宮にあたる。三熊野神社に本殿鳥居等が

完成し、鎮座したのが大宝元年(701)とされてい

る。嘉永7年(安政元年(1854))の大地震で崩壊

後、江戸時代を代表する建築の流派、諏訪立
たち

川
かわ

流
りゅう

の名人、立川(宮坂)昌
まさ

敬
たか

により安政２年

(1855)に建てられた。本殿は、平成８年

(1996)11月18日に県の文化財(建造物)に指定

されている。拝殿は建て直され、平成12年

(2000)９月３日に竣工した。毎年４月の第１金、土、日曜日に

行われる三熊野神社大祭では、13町の祢
ね

里
り

が集合する。 

本殿の前に鎮座する狛犬は、宝永７年(1710)の神社造営の際

に奉納されたもので、奉納年と奉納社名が刻まれている。昭和

48年(1973)に市の文化財(彫刻)に指定されている。その他にも

三熊野神社絵馬44点（平成８年(1996)11月18日に県の文化財

(絵画)に指定)、三熊野神社天狗の面（昭和48年(1973)３月28

日に市の文化財(彫刻)に指定）などの文化財を所有している。 

 

 

③ 水神宮 

陰陽道の安倍晴明が寛和元年(985)に勧請した

といわれ、大渕の浜にある晴明塚、硯水の井戸

と係わりが深いとされる。 

一説には、大渕村藤
ふじ

塚
つか

にあったものを時の城

主井上正利（城主期間：寛永５年(1628)～正保

２年(1645)）が現在の場所に移したといわれ、

以後歴代城主も祭っている。 

元々祭りの祢里は城内まで入り藩主の上覧を

受けていた。横須賀城が廃城となり、解体され

た後、拝殿には横須賀城の絵図が配され、現在ではこの絵図を城の代わりとし、御輿渡

御行列が第二御旅所として立ち寄り、神事が行われている。 

  

④ 清水家住宅 

清水家は、横須賀城南側入江の廻船問屋として栄え、横須賀藩の御用商人としても重

三熊野神社狛犬 

水神宮 

三熊野神社 
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要な地位を占めていた。江戸時代は代々八十郎

を名乗り、安政の地震の時は救米を行ってい

る。創建年代の特定はできていないが、嘉永7

年(安政元年(1854))の大地震の後に建てられた

と伝わるため、安政２～３年(1855～1856)頃の

建築と思われる。   

明治23年(1890)から昭和26年(1951)までの

間、特定郵便局としても使用され、清水家当主

が郵便局長を勤めていた。現在の正面玄関の上

に桟瓦葺唐破風屋根があり、鬼瓦に郵便局のマークがついている。 

建物と板塀で囲まれた敷地は広大で、庭園には湧水がわき出ており、土蔵も現存して

いる。大祭の時には、来賓等をもてなす交流会場としても使われている。 

 

⑤ 八百甚 

沿革は定かではないが、江戸末期からの歴史

を持っており、旅館としては明治時代後期以降

に使われ始めている。 

現在も営業されており、明治末期の建築部分

が存在するが、改築が進み不明な部分も多い。

正面玄関を含めた、入母屋２階建部分が創建当

時の姿を留めている。 

大祭の時は、清水家住宅とともに来賓等をも

てなす交流会場としても使われる。 

 

（３）横須賀城下の祭り 

① 三熊野神社大祭 

三熊野神社大祭は遠州地方で年が変わり最も早くに開催される祭りで、遠州に春を告

げる祭りと言われている。 

三熊野神社大祭の起源は明確ではないが、同時期に造営されたとされる高松神社では

鎌倉時代に田遊びが行われており、三熊野神社大祭の田遊びもその頃まで遡る可能性が

考えられている。文化９年（1812）に書かれた『横須賀原
げん

始
し

考
こう

』では、横須賀城の築

城（天正８年(1580)）以前に神輿渡御が行われていたとされている。 

『横須賀惣
そう

庄
しょう

屋
や

覚
おぼえ

帳
ちょう

』の正徳４年（1714）に「正月九日例年之通祭礼御
ご

座
ざ

候
そうろう

」との記述があり、江戸時代では旧暦の正月８～９日に三熊野神社大祭が行われ

ていた事が分っている。その後、明治43年（1910年）には新暦の１月７～９日とな

八百甚 

清水家住宅 

（鬼瓦） 
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り、大正４年（1915）からは３月７～９日となった。現行の４月の第１金、土、日曜日

に行われるようになったのは、昭和40年（1965）からである。昭和60年（1985）頃か

らは前夜祭が行われるようになり、現在の祭典期間は３日間である。神事の神輿渡御、

地固めの舞、田遊び、神子抱き行事とそれに付随する祢
ね

里
り

(山
だ

車
し

)の曳き回しにより構成

されている。 

 

ア 祢里の曳き回し 

横須賀では、山車のことを「祢里」

（ねり）と呼ぶ。この祢里の曳き廻し

は神輿渡御のお供としての性格を持

ち、各種神事の付け祭りとして発達し

てきた。現在は｢付け祭り｣であった祢

里の曳き回しの方が人々の関心を引

き、豪華に成り大祭の華となってい

る。 

祢里の形態は「一
いっ

本
ぽん

柱
ばしら

万
まん

度
ど

型
がた

」と

いわれ、江戸中期の天下祭を克明に描

いた「神田明神祭礼絵巻」の中に、ほ

ぼ同一のものが見られる。この形態を

持つ山車は、発祥の地東京ではすでに

姿を消し、現在ではこの横須賀地区と

その近隣に残るのみで大変貴重なもの

である。 

また、祢里の上で奏でられ祭りを盛り上げる三社祭礼囃子は、江戸中期の享保年間

（1716～1736）、横須賀城主 西尾隠岐守忠尚公が参勤交代の折りに、その御家人衆が

習ったものが原型とされ、以後横須賀独自の調子が加えられ、今日の形となった。 

 

表 三熊野神社大祭に参加する横須賀地区13町の祢里等の紹介 

町（組） 祢里全体 出し（出し人形） 丸提灯 法被 

西新町

（旭組） 

平成11年（1999）に町

内の棟梁の采配で新祢里

が完成した。旧祢里の高

欄彫刻や飾り金具等は化

粧直しを施して活かされ

ている。 

 

  二見ヶ浦 地紙に雪紋 裏卍巴 

祢里の構造と各部の名称 

（「遠州横須賀三熊野神社大祭」より） 
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町（組） 祢里全体 出し（出し人形） 丸提灯 法被 

西田町

（に組） 

平成３年（1991）に祢里

を建設。旧祢里の形をほ

ぼそのままに受け継いで

いる。旧祢里は、大須賀

歴史民俗資料館に展示さ

れている。 

 

  鞍馬山 鎖鎌に若（墨） 輪ちがい 

大工町

（せ組） 

下台は明治初期に建造さ

れ、昭和７年（1932）に

彫刻が取り付けられた。

出し人形は変遷し、昭和

47年（1972）より新田

義貞としている。 
 

 

  稲村ヶ崎（新田義貞） 桜花 瓦つなぎ 

東新町

（め組） 

平成元年（1989）、旧祢

里（明治期作）の彫刻を

そのまま使用して下台の

み制作した。出し人形は

明治期以降、日の出に鶴

としている。 
 

 

  日の出に鶴 松竹梅に飛若（白抜き） 角つなぎ 

東田町

（た組） 

現在の下台は昭和40年

（1965）頃に製作され

た。天幕は大正12年

（1923）に製作され、鯉

の滝登りを題材とし、橋

の下の川を表現してい

る。  

 

  五條大橋 牡丹 田つなぎ 

河原町

（か組） 

旧祢里の製作の際、他町

に先駆けて下台に彫刻を

施した。昭和61年

（1986）に彫刻を再利用

して、旧祢里の下台その

ままに造り替えた。 
 

 

  川中島 牡丹に短冊 川に短冊 

軍全町

（ゑ組） 

大正12年（1923）に町

内の棟梁によって建設さ

れた。平成20年

（2008）に大改修を行

い、合わせて漆の塗り替

え等が行われた。 

 

  大森彦七 槌車（白抜き） 槌車 
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町（組） 祢里全体 出し（出し人形） 丸提灯 法被 

西大渕

（み組） 

旧祢里に備わっていなか

った彫物、十分でなかっ

た漆塗装等、様々な検討

を重ね、平成12年

（2000）に新祢里が披露

された。 

 

  南総里見八犬伝 糸巻きに亀甲つなぎ 亀甲（つなぎ）

西本町

（い組） 

現在の下台は昭和31年

（1956）に建造され、大

工は大工町の平松芳雄氏

が務めた。昭和31年以

前の旧祢里は下取りされ

て磐田市にある。 

 

  太田道灌 牡丹に輪つなぎ 輪ちがい分銅つなぎ

中本町

（は組） 

旧祢里は昭和７年

（1932）の祭礼時に損傷

したことから、旧大東町

報地区に引き渡された、

現在の祢里は昭和８年

（1933）に建造。 

 

  高砂 牡丹に唐獅子 源氏車 

拾六軒町

（ち組） 

横須賀で最初に一本柱万

度型の山車を導入したと

推測されている。旧祢里

の老朽化に伴い、平成

15年(2003)新祢里を建

造した。 

 

  おろち退治（須佐之男命） 智恵の輪 知恵の輪 

新屋町

（あ組） 

明治14年（1881）の祢

里の建造以降、大正期、

昭和初期、平成期と先人

たちが工夫を凝らして造

り上げてきた。 

 

  神功皇后 桐に鳳凰 さつなぎ 

東本町

（ろ組） 

旧祢里の車と飾り金具を

引き継ぎ、昭和62年

（1987）に今の祢里を建

造。出し人形は城主から

戴いたもので、今のもの

は二代目（大正９年

（1920）作）。 

 

  司馬温公（かめ割り小僧） 亀 呂つなぎ 
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イ 主な行事の流れ 

現在の主な行事の流れは、以下のとおりである。 

 

表 三熊野神社大祭 平成29年の主な行事日程 ※三熊野大祭パンフ、「三熊野神社の地固め舞と田遊び」参照 

日時 
内容 

神事 祢里、地域の芸能 

4月7日（金曜日） 

「揃
そろい

」 

12:00～21:00  祢里曳き回し 

4月8日（土曜日）

「宵宮
よいみや

」 

早朝 本殿清浄の儀 朝祭り 

8:00～  祢里供奉順くじ引き 

9:00～  お殿様御上覧 

10:30～  三社祭礼囃子演技奉納祭 

 11:00～17:00  役廻り 

 18:00～21:00  夜祭り 

4月9日（日曜日）

「本楽
ほんらく

」 

7:00～9:30  神子抱きの神事受付  

7:00～10:10 神子抱きの神事祈祷  

 9:30～  祢里曳き回し 

10:20～ 例大祭・神幸祭  

 11:00～14:00 神輿渡御・還御・還幸祭  

 15:00～16:30  地固め舞・田遊び奉納 

 17:30～  夜祭り 

21:00～  千秋楽 
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■第１日目 揃（そろい） 

祭礼の支度が整った報告と挨拶の意を込めて、自町と隣町にてお披露目の祢里の曳き

回しを行う。祢里は「出し（出し人形）」を乗せた正装が本来だが、各町の事情により

夜支度（「出し（出し人形）」を外して丸提灯をつけた姿）の曳き回しが多数を占めて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 第１日目行動図 

■第２日目 宵宮（よいみや） 

ａ 本殿清浄の儀、朝祭り 

早朝に宮司以下神職が新調の衣装で本殿清
せい

浄
じょう

の儀式を行う。また、徴かに「朝祭

り」の笛や太鼓の音色が聞こえてくる。早朝の済んだ空気の中、ややゆっくり目の囃子

のリズムに乗って調子よく祢里が曳き回される。 

 

ｂ 祢里供奉順くじ引き 

朝祭りが終わり各町で祢里が正装の仕度を整え

ている頃、三熊野神社では各町の青年幹事・副幹

事が集まり、御祭神への神聖な儀式の後、「本

楽」の神輿渡御供
ぐ

奉
ぶ

順を決めるくじ引きが執り行

われる。  

祢里供奉順（市HP） 
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ｃ お殿様御上覧 

午前９時頃から各字町の祢里が神社に参入する。祢里は、御祭神に「役太鼓」を以っ

て挨拶するとともに、江戸期における横須賀城にての御上覧を偲ぶ所作として、神社拝

殿に設えられた御上覧席にお殿様をお迎えする。 

 

ｄ 三社祭礼囃子演技奉納祭 

午前10時30分頃から、「三社祭礼囃子演技奉納祭」が始まる。全字町13台の祢里

が神社に集まり、境内拝殿前に建てられた舞屋の上で代表字町（奉納当番）が正調江戸

囃子の名残りを今にとどめる「三社祭礼囃子」を披露する。この演奏にあわせて「ひょ

っとこ」「おかめ」の面をつけた手
て

古
こ

舞
まい

がつく。昭和30年(1955)11月1日に県の文化

財（無形民俗文化財）に指定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅ 役廻り、夜祭り 

奉納祭終了後、三熊野神社に参集した各町は、祢里を曳き回しながら全町会所へ挨拶

に出向き、「役
やく

太
だい

鼓
こ

」を披露する。この「役
やく

廻
まわ

り」は、氏子皆でこのハレの日を迎える

ことができたという歓びと自町も本楽での神輿渡御に供奉する祢里の準備が整い、他町

の仲間になれたことを表す挨拶である。奉行所の指図により、江戸時代から、城の東大

手門、神社、重役の屋敷、各町の庄屋の前で行われていたもので、城や重役屋敷はなく

なっても、その伝統は現在も守られている。 

「役廻り」が終わった午後６時頃から、

「出し」を下ろし、照明に彩られた夜支度の

祢里が町内を自由に曳き回される（夜祭

り）。本町通りには数多くの祢里が集結し、

「すれ違い」も頻繁に行われる。夜祭り独特

の雰囲気の中、若衆の威勢も自然に上がって

くる。  

三社祭礼囃子演技奉納祭 

夜祭り 
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図 第２日目行動図 

■第３日目 本楽（ほんらく） 

ａ 神子抱きの神事 

神
かみ

子
こ

抱
だ

きの神事は、午前中に行われる、

中心的な神事である。文武天皇の皇后が皇

子を出産したという縁起に因んで行われる

ようになった。拝殿で、「おねんねこさ

ま」と呼ばれる人形を抱いて子授けを願う

神事である。この神事は第１御旅所の西大

谷川の土手や第２御旅所の水神宮でも行わ

れ、子どもの欲しい人が「おねんねこさ

ま」を抱く。 

 

ｂ 祢里曳き回し 

祢里は、午前中に河原町の東端から練り始め、西へと進み、昼から夜まで１日かけて

横須賀の町を練り歩く。13台の祢里の行列が神社前にさしかかると、囃子の曲目を変

えたりして大いに盛り上がる。祢里の行列が通りを埋めつくすさまは壮観である。 

 

神子抱き 
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ｃ 神幸祭 

拝殿での神子抱きの神事終了後、宮司以下が拝殿に昇り、「神
じん

幸
こう

祭
さい

」が執り行われ

る。参列者は神職のお祓いを受け、次に神輿が拝殿正面から拝殿外に進み、一同礼拝の

後、神輿渡御の行列を組む。 

 

ｄ 神輿渡御・還御・還幸祭 

御輿の渡御に移る。渡御は大名行列風に行

われる。行列は神楽獅子の先払いの後に、御
お

榊
さかき

、猿
さる

田
た

彦
ひこ

、御
ご

幣
へい

などを先頭にして、おね

んねこさま、神職、神社総代、市長、名誉

職、地
じ

固
がた

め衆
しゅう

や田
た

遊
あそ

び衆
しゅう

なども付き従い

御輿は渡御していく。これに神子抱き神事参

加者が加わり、総勢200名前後の行列とな

る。 

神輿の渡御は、古来の伝統としきたりに基

づいて行われる非常に格式高いもので、神輿が通過する際には、全員が法被を着用しか

ぶり物を取り、祢里から下りて正座、立礼してこれをお迎えする。 

神輿を中心に渡御行列は、神社前の道を東へ進み、第一御旅所（西大谷川畔）、第二

御旅所（水神宮）を経て、三熊野神社へ戻る（還
かん

御
ぎょ

）。 

三熊野神社へ戻ると「還
かん

幸
こう

祭
さい

」を行う。御輿を拝殿に納めた後、一同平伏の黙祷の中

で宮司は拝殿中央に懸けられた銅製８個の神鈴を８回振る。これを御鈴の儀という。こ

神輿渡御 

祢里供奉行列 
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の御鈴の儀は大宝元年(701)の鎮座以来伝わるもので、最も重要な儀式と伝えられてい

る。 

 

ｅ 地固めの舞 

還幸祭後、拝殿前の舞
まい

屋
や

で地固め衆と頌
しょう

歌
か

のものがのぼり、地固め舞を始める。舞台

の上、拝殿に向かって左に12人の頌歌衆が

座り、その内1人が太鼓を打ち数名のものが

楽を奏すると頌歌が歌われる。木
き

太
だ

刀
ち

を手に

した地固め衆の1人が舞台中央に出て舞う。

木太刀が舞終わると、金
かねの

太
た

刀
ち

、木
きの

薙
なぎ

刀
なた

、

金
かねの

薙
なぎ

刀
なた

、杵
てぎれ

の舞の順にそれぞれ1名の地

固め衆が舞い、今度は竹弓を手にした1名が拝殿に向かって右隅に進み、口上を唱えな

がら蟇
ひき

目
め

を行う。同様に木弓を持ったものも同じ所作を行う。 

 

ｆ 田遊び 

地固め舞が終わると、境内広場の拝殿に向

かって右から代
しろ

掻
か

き馬
うま

が出、馬を引く者と後

ろから追う者が唱え言を唱えながら旧社務所

前で円形に回り、代掻きをする。このとき田

遊び衆も馬の後について回る。代掻きが終わ

ると田植えが行われる。田遊び衆は円く輪を

作りながら回り、右手に苗に見立てた松葉を

持ち、それを地に投げつけることでリズムを

取り、田遊び歌を歌う。なお、三熊野神社の

地固め舞と田遊びは、平成元年(1989)３月22日に静岡県無形民俗文化財に指定されてい

る。  

地固めの舞 

田遊び 

三熊野神社大祭神輿渡御の図 
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ｇ 夜祭り、千秋楽 

神輿に供奉し、町内を一巡した

祢里は、午後６時から再び練り始

め（夜祭り）、午後９時を目安に

再び境内に参入する。勢揃いする

と、一斉にお囃子がやみ、境内は

一瞬に静寂を取り戻す。舞屋の上

では千秋楽の儀式が厳かに取り行

われる。そして「シャンシャンシ

ャン、シャシャシャンシャン」の

手拍子と共に、再び囃子が始ま

り、怒濤と喧騒の中、大祭はフィ

ナーレを迎える。その瞬間は見ている人にまでも共通の感動を与える不思議な一時でも

ある。この千秋楽こそ、この祭りの最大の見どころであり、これを見ずに三熊野神社大

祭を語ることはできない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 第３日目行動図 

 

  

千秋楽 
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② ちいねり 

 三熊野神社大祭の祢里を小型にした、子供用の

祢里が毎年９月中旬の土日曜日に曳き出されてい

る。ちいねりは各町の中学生以下の最年長者が幹

事となり、子供たちだけで準備、稽古、運営を取

り仕切り、それを総代、祢里係などの大人が補佐

する形で見守っている。 

 ちいねりの起源は定かではないが、明治の初め

頃とされている。本来、ちいねりは横須賀地区内

にある４つの氏神の祭礼で、昭和30年(1955)頃までは正月、５月、９月のそれぞれの

氏神の当たり日にちいねりが曳き出されており、三熊野神社大祭と併せると、年10回

以上も祢里を曳き出していたことになり、「横須賀では年がら年中、祢里が出てい

る。」といわれるほどであった。 

 昭和40年(1965)代になり、学校、警察、総代会の申し合わせにより、ちいねりは年

1回、９月にだけ引き出されるように変更となり、昭和46年（1971）からは、祭礼日

が統一され各町のちいねりが一斉に引き出されるようになった。昭和47年(1972)から

は、子供たちの希望により、くじ引きから千秋楽まで神社の境内を拝借する形で、４月

の三熊野神社大祭と同じような形態で行われるようになった。ちいねりには総代への挨

拶回りは無い。 

 明治期のちいねりは、２～2.5ｍ程の青葉の繁る雑木を荷車の中心に立て、祢里に見

立てた粗末なものであった。次第に万度や花差し、手作りの出しが付き、小太鼓や大太

鼓が積まれるようになった。昭和に入り段々と大人の祢里を小型にした現在のちいねり

が各町に造られていった。 

 ちいねりの準備は中学生を中心に夏休みの終わり頃から始められる。現在は少子化が

進み、各町とも外部から助っ人を頼み、ちいねりを運営している。子供たちが大人にな

り、三熊野神社大祭の助っ人になるため、祭りの担い手の減少に歯止めをかける役目も

担うようになってきている。 

 

③ 祭り用品の製造、技術の継承 

横須賀地区では、祭りの祢里に使う提灯や花、

祭り装束である足袋やお面が作られている。祢里

を飾る天幕の刺繍、祢里の彫刻や出し人形製作の

技術も受け継がれている。 

横須賀地区の祭りは、雪駄
せった

を履かないため、地

ちいねり 

わたや（足袋） 
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元の足袋底職人が１枚生地を縫い付けた丈夫な足袋を

使うため、ねりきちの足下はこの白い足袋で統一され

ている。 

提灯は、地元の職人が筆で文字を書き入れて作るも

ので、昔ながらの染料と麩
ふ

糊
のり

を使い、一つ一つ文字や

絵を書き入れて作られている。夜になり灯りが入ると

鮮やかに祭りを彩る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）おわりに 

横須賀城の城下町だった横須賀街道には、由緒ある神社、城主ゆかりの寺院、地域の

シンボルとなっている歴史的建造物などが建ち並び、情緒ある町並みが残されている。

城主がこの地にもたらした江戸の祭り文化は、住民の祭りに対する熱い思い入れや苦労

が積み重なって、江戸時代から連綿と継承され、今日の三熊野神社大祭がある。狭い道

路で祢里がすれ違う風景、土下座して神輿渡御を迎える風景など、祭りが横須賀の町並

みのなかで行われるからこそ映えるのであり、多くの人々を惹きつけている。 

横須賀で祭り好きの人は「ねりきち」と呼ばれ、一年の月日を祭りのことを考えなが

ら過ごすとも言われる。祭りは住民の神様に対する崇敬心やコミュニティの連帯感を高

め、それが地域の歴史や文化、生活や生業を大切にする気性を育み、町並みの保全にも

繋がっている。 

こうしたことから、横須賀城跡から東域の横須賀街道筋には、三熊野神社大祭と歴史

的建造物が一体となった良好な市街地が形成されており、将来に向けて維持、向上させ

るべき重要かつ貴重な歴史的風致がある。 

 

柳瀬提灯屋（提灯・凧） 

小田刺繍店（天幕） 彫物処不流庵（お面） 

写真：ブエナビスタ横須賀パンフレット 
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図 横須賀城下の祭りにみる歴史的風致の範囲 
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【横須賀の「さしすせそ」の製造・販売】 

横須賀地区では日本古来の基本的な調味料である、さ(砂糖)、し(塩)、す(酢)、せ

(醤油)、そ(味噌)のすべてが製造、販売されている。 

①砂糖 

砂糖は、18世紀末から生産された。横須賀藩藩士が四国に渡り、サトウキビの栽培

法と砂糖の製法を覚え、横須賀に帰って伝えたといわれている。「横須賀しろ」とし

て売り出された製品は、江戸で高値で売れ、藩の経済を豊かにした。第二次世界大戦

後の輸入砂糖の普及とともに栽培されなくなったが、平成２年(1990)に町おこし事業

のひとつとして、サトウキビ栽培と砂糖作りが復活した。横須賀は商業的サトウキビ

産地の世界最北限であり、今も「よこすかしろ」と名付けられた商品が売り出されて

いる。（参考：掛川偉人ものがたり） 

 

②塩 

塩は、明治38年(1905)に自由製塩が禁じられたものの、砂浜の自然の塩田で終戦直

後まで盛んに塩作りが行われていた。平成15年(2003)に始まった地元有志の取組によ

り、伝統的な塩作りが復活し、現在は販売もしている。 

③酢 

酢は昭和４年(1929)創業の飯田酢造店にて作られている。酒粕が原材料の天然醸造

である。醸造から販売まで全て手作業で進められている。 

④醤油 

醤油は寛政７年(1795)創業の栄醤油店で作られている。国産の原料と昔ながらの木

桶を使用して、天然醸造で１年～３年半の時間をかけて醤油を作っている。 

⑤味噌 

味噌は明治43年(1910)創業の糀屋商店で作られている。原料や糀の出来具合など、

徹底したこだわりを持ち、昔ながらの手づくり味噌を造り続けている。 

サトウキビ畑 

「よこすかしろ」 
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【横須賀街道における町並みの保全と観光商業の展開】 

横須賀地区は江戸時代に城下町として栄え、以来、街

道沿いに多くの商家が軒を連ねた。現在も江戸時代の趣

のある小路や屋敷割が残り、風情ある町並みが形成され

ている。 

昭和60年（1985）に、地元商工会メンバーなどの有

志が「遠州横須賀倶楽部」を立ち上げ、主要な活動と

して町並みの保全・活用に取り組んできた。 

平成11年（1999）から、毎年10月に開催される

「ちっちゃな文化展」も活動のひとつで、町並みを活

かしたアートイベントとして定着している。多くの人

に町並みを見てもらうことで、地域住民の誇りの醸成

につながっている。 

また、町並みに溶け込んで長年にわたって商売が営

まれており、レトロな雰囲気のなかで時を過ごすことができる。麩菓子や横須賀流あ

とがけソース焼きそばなど、素朴ながらも横須賀独特の食に関わるさまざまな店は、

住民に長年愛され、遠方から訪れる人も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横須賀街道における風情のある建物とちっちゃな文化展の展示場 

 

ちっちゃな文化展 

あとがけソース焼きそば 
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 ４．高天神城と周辺集落の祭りにみる歴史的風致 

（１）はじめに  

掛川市南部大東地区土方に所在する国

史跡の高
たか

天
てん

神
じん

城
じょう

は、中世期に築城され

た山城で、「遠州を制せんとせば、まず

高天神を制すべし、高天神を制せずして、

遠州を制すること能わず。」と言われる

ほどに重要な位置にある城であった。城

は、北部の小笠山から南東にのびる尾根

の先端、標高132ｍの鶴
かく

翁
おう

山
ざん

を中心に築

かれた。東側の田園地帯から南側の遠州

灘まで見渡すことができ、小笠山の北側

を通る東海道をけん制できる立地条件にある重要な城であったため、徳川と武田が争奪

戦を繰り広げた。尾根は三方が断崖絶壁、一方が尾根続きという天然の要害で、「難攻

不落の名城」と呼ばれていた。 

しかし、天正９年(1581)３月の戦により、城を治めていた武
たけ

田
だ

勝
かつ

頼
より

方の岡
おか

部
べ

丹
たん

波
ばの

守
かみ

真
まさ

幸
ゆき

らが、徳川家康が築く六砦（北から小
お

笠
がさ

山
やま

砦、能
の

ヶ
が

坂
さか

砦、火
ひ

ヶ
が

峰
みね

砦、中
なか

村
むら

砦、獅
し

子
し

ヶ
が

鼻
はな

砦、三
みつ

井
い

山
ざん

砦の６つの砦をいう）の包囲により徐々に孤立。勝頼方の援軍もな

く、兵糧弾薬も尽き、城から打ち出、激しい戦いの後に全員討死。ついに開城した。徳

川家康の命により、役割を横須賀城に譲り廃城となった。以後、歴史の表舞台から姿を

消すように、城としての役割を終え、幕を閉じた。 

高天神城域は、江戸時代に横須賀藩の所

領地となり、城内にある高天神社を藩が加

護したことから、城跡は神社境内地として

残ることとなった。記録によると、享保９

年(1724)８代将軍徳川吉宗の時、神殿が東
ひがし

峰
みね

御
ご

前
ぜん

曲
ぐる

輪
わ

から現在地の西の丸丹波曲輪に

遷移された。以来高天神社では、神社の祭

事として、神楽の舞奉納と神輿渡御が執り

行われることとなった。 

徳川家康が高天神城攻めで築いた高天神

六砦の内、小笠山砦と中村砦の周辺神社には、江戸時代から今に続く祭りがあり、高天

神城周辺集落の人達が氏子として、高天神社の例大祭とともに祭りを支え続けている。 

 

高天神城跡 

高天神城観光ボランティアの活動 
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（２）高天神城の周辺集落の祭りに関連する遺跡、建造物等 

① 高天神城関連遺跡 

ア  国史跡「高天神城跡」 

 室町時代に今川氏の支城として使われていた

（永正10年(1513)今川家家臣の居城記録あり

(大
だい

福
ふく

寺
じ

文
もん

書
じょ

)）。その後、今川氏の家来小
お

笠
がさ

原
わら

与
よ

八
はち

郎
ろう

長
なが

忠
ただ

が城主となった。今川氏滅亡後

徳川家康と武田氏が争奪を繰り広げた。天正２

年(1574)勝
かつ

頼
より

が攻め込み、武田方の城となった

が、天正９年(1581)家康により落城し、廃城と

なった。 

高天神城跡周辺には、家康が築いた六
ろく

砦
とりで

が

残っており、往時を偲ぶことができる。昭和50

年(1975)10月16日、自然地形を巧みに利用し

た一城別郭式の城郭構造で中世城郭の遺構とし

て秀でたものがあるとして、国の史跡に指定さ

れた。その後、平成17年(2005)３月と平成19

年(2007)２月に追加指定があり、総指定面積

132,035㎡となった。 

 城内の西の丸に高天神社の本殿があって、本

宮のあった本丸南東側の御前曲輪とともに高天

神社例大祭の舞台となっている。 

 

イ 小笠山砦 

 徳川家康が高天神城包囲のために築いた六砦の

一つ。天正７年(1579)10月に、高天神城の北約

４㎞に位置し、大東地内入
いり

山
やま

瀬
せ

に所在する標高

250ｍの小笠山山頂付近に築いた。掛川城と高天

神城を臨むことができ、高天神城の背後を押さえ

る位置にある。 

砦は小笠神社境内地にあり、曲
くる

輪
わ

、堀切り、土
ど

塁
るい

が良好に残っている。砦としての遺跡整備はさ

れておらず、標柱等の設置のみとなっている。毎年11月第１日曜日には、小笠神社の

矢矧祭と西に位置する多
た

聞
もん

天
てん

神社の祭りが催される。 

高天神城全景(東から) 

高天神城と六砦配置図 

小笠山砦遠景 
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ウ 中村砦 

 徳川家康により、高天神城包囲のために築い

た六砦の一つで、高天神城の南東約３㎞の大東

地内中に所在する標高約30ｍの独立丘陵上に築

いた砦。かつては南側が入り組んだ入り江とな

っており、海運による兵糧運搬路としても重要

な地域に造られていた。 

築造は天正７年(1579)10月で、堀を造り、高

土居を築き、高塀を設けたといわれている。こ

の他、北側に曲輪、堀
ほり

切
きり

、周
しゅう

堀
ぼり

が良好に残る

が、近年周辺部は住宅化が進んでいる。 

中村砦のある中地区では、毎年10月第１土曜・日曜日、地区内にある八坂神社の祇

園祭が催される。 

 

② 高天神社 

高天神城内にある神社で、創建･勧請は不明、祭

神は、高皇産霊命
たかみむすびのかみ

、天菩比命
あめのほのひのみこと

、菅原道真(天神)

の３柱である。 

応永23年(1416)に今川氏が当山に城郭を築いた

際に、太宰府天満宮を城中守護の神に迎え入れた

とも言われている。 

元亀天正(1571～1581)の戦で記録等を失ったが、

廃城後は庄屋大石五郎右衛門が祭事を掌った。慶

長６年(1601)に横須賀城主大
おお

須
す

賀
が

出
で

羽
わの

守
かみ

忠
ただ

政
まさ

が武運長久を祈り、霊験があったので

六石地
ろっこくち

を寄進し社殿を造営した後、慶安元年(1648)徳川家光が六石地寄進朱印状を下付

した。 

社は本丸東側の御前曲輪にあったが、大風ごとに修繕を要したことから享保９年

(1724)西の丸の現在地に奉遷した。明治６年(1873)郷
ごう

社
しゃ

となって、現在に至っている。 

現在の社殿は、本殿、弊
へい

殿
でん

と拝殿からなり、共に昭和32年(1957)11月25日に建て

直したもので、併設する神楽殿は、昭和35年(1960)11月25日に落成式が執り行われ

たことが、『高天神社社務日誌』に記録されている。毎年３月末の日曜日には、入山瀬

を除く土方地区の氏子達によって例大祭が催行され、神輿が元宮へ渡御される。 

 

中村砦全景 

高天神社拝殿 
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③ 小笠神社 

 徳川家康が高天神城包囲のため、天正７年

(1579)10月に築いた砦の一つ小笠山砦の東域にあ

る神社で、小笠山砦は小笠神社の境内地にある。 

小笠神社の由来記によると、文武天皇后が御懐

妊の時、熊野の神に安産祈願をして、東方に三社

を建てると約束し、無事出産した。その後、約束

通りに三社を建てるため土地を探し、横須賀を本

宮(三熊野神社)、高松を新宮(高松神社)、小笠山

を那
な

智
ち

宮
ぐう

として建立した（大宝２年(702)３月18日）。 

 天和２年(1682)横須賀城主西尾忠
ただ

成
なり

より祈願所に定められ、

明治維新まで修繕、修理が続いた。文化年間(1804～1817)に

は掛川城主太田資
すけ

順
のぶ

からも祈願所に定められ、両城主とも信

仰深く、手厚く加護した。 

 大正８年(1919)村社から郷社に昇格、昭和20年(1945)に

縣社となって、現在に至っている。境内社に多聞天神社と金

比羅神社(金山比古神)がある。 

 現在の社殿は、本殿、弊殿と拝殿からなり、拝殿前に神楽殿がある。なお、本殿の建

築年は詳らかでないが、文化年間(1804～1814)以降の建築年を記す記録がないことから、

文化年間に建てられた建物としている。 

 例祭である「矢
や

矧
はぎ

祭
さい

」は毎年11月の第１日曜日に催行され、矢矧祭に先立ち、毎年

10月の第３日曜日に矢作りが行われる。 

 

④ 八坂
やさか

神社
じんじゃ

 

 神社は、高天神城の南、家康が高天神城包囲

のために築いた砦の一つ中村砦の近く、中村
なかむら

郷
ごう

青谷
あおや

に祀られた（応徳２年(1085)６月）。 

伝承によると、目の前を流れる亀惣
かめそう

川
がわ

の氾濫

で境内が水没することが多かったため、天正14

年(1586)６月、現在地に遷宮したとある。しか

し、明治初期に書かれた神社調書によると、神

社は牛頭
ご ず

天王社
てんのうしゃ

と呼ばれ、御祭神に素戔嗚
すさのおの

尊
みこと

を祀り、天正14年(1585)に勧請されたと記さ

れている。 

小笠神社拝殿 

八坂神社 拝殿 

掛川城主太田資順 奉納石灯籠 
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社殿に関して社記に、本殿は貞享元年(1684)

に修理、延享３年(1746)に改修、寛政６年

(1794)にも改修したとある。現在の社殿は18

坪の大きさで、雨覆いの拝殿である。 

 例大祭としては、毎年10月の第一土曜日・

日曜日に八坂神社祇園祭が行なわれている。京

都八坂神社の祇園祭をほとんどそのまま伝えて

いる祭礼であることから、八坂神社の祭礼行事

は、昭和59年(1984)に「八坂神社の祇園囃子

と祭礼行事」として県の無形民俗文化財に指定された。 

 

⑤ 吉
きっ

長山
ちょうざん

 満勝寺 

 八坂神社の祇園祭に深く係わる日蓮宗の寺である。寺伝によると、文安２年(1446)３

月に土豪雑賀
さいが

肥後
ひごの

守吉
かみよし

長
なが

によって創建されたことから山号を吉長山と号し、本堂を翌

文安３年(1447)３月に建立した。 

 八坂神社の祭神素戔嗚
すさのおの

尊
みこと

の本地仏薬師如来を現在の祭祀するところで、明治の神仏

分離令の発布までは、八坂神社の祇園祭を執り行う権利があったといわれている。その

ため、祇園祭では、１日目に各区の山車がお正人の祈祷を必ず受けることになっている。 

その後寺は、文政13年(1830)３月に焼失し、天保９年(1838)９月に再建したが、嘉永

7年(安政元年(1854))の大地震で大破して、修繕を加えたという記録がある。その後明

治31年(1898)９月６日には暴風のため倒壊。再建して、明治35年(1902)に完成、現在

のものとなった。 

本堂は、木造入母屋、瓦葺き、間口12間、奥行き10間、建坪120坪である。本堂以

外の建物は、庫裏83坪、鐘楼堂５坪と山門があり、位牌堂は間口５間、奥行き８間40

坪のものを昭和55年(1980)11月３日に新築した。 

満勝寺 本堂 満勝寺 山門 

本殿（拝殿内部） 
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（２）高天神城の周辺集落の営み 

① 高天神社の例大祭 

 高天神社例大祭で執り行われる御神輿渡御の祭事は、

入山瀬を除く土方地区の氏子達によって催されるもので、

享保９年(1724)に東峰御前曲輪に接したところに鎮座し

ていた神社を西の丸の現在地に奉遷したことに始まる。

現在の御神輿渡御の形を取り始めた時期は定かでないが、

社務日誌によると昭和13年(1938)３月25日に渡御は行

われている。なお挙行日は、例年３月25日と決まって

いたが、昭和63年(1988)から毎年３月の最終日曜日に

執り行われることとなった。 

祭事は、西の丸にある現在の社殿から、かつてあった

本丸南東側御前曲輪の元宮に里帰り（神輿渡御）するという伝統行事である。当日は、

神楽舞の奉納や神輿渡御行列などの催事が厳かに執り行われる。 

 例大祭が催行される当日朝６時30分、煙火打ち上げを合図に例大祭が始まる。 

 午前10時、天正２年（1574）に武田軍が高天神城を攻めた際に戦死した本間･丸尾兄

弟の慰霊を供養する「本間･丸尾社例祭」が執り行われる。 

 その後、高天神社神楽殿において、氏子息女の小学生巫女達が神楽の舞を奉納する。

午後に入り、いよいよ御神輿渡御の神事が執り行われる。供奉者
ぐ ぶ し ゃ

参列者が神殿でお祓い

を終え、元宮への遷幸式、御神輿渡御に入る。渡御は、獅子を先頭に真榊、猿田彦、大

幟、青龍、朱雀、白虎、玄武、鉄砲、剣、太刀、太鼓、唐櫃、御神輿、稚児の順で列を

成し、元宮に渡る。元宮にて、還霊式の神事を執り行った後、直ちに還幸式に移り、御

神輿は西の丸の社殿に戻る。以上で御神輿渡御の神事は終わり、関係者で直会
なおらい

をして

例大祭は終わりとなる。 

高天神社 例大祭(神輿渡御) 

図 神輿渡御ルート 
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表 平成28年高天神社例大祭の神事日程（資料：観光協会ポスター及び前頁の内容） 

日時 内容 

3月27日   6時30分 煙火打ち上げ 

 10時00分 本間･丸尾社例祭 

 10時30分  神楽奉納 

 12時30分  大祭儀 

 14時00分  御神輿渡御行列 

 

② 小笠神社の矢
や

矧
はぎ

祭
さい

と矢作り 

 小笠神社に伝わる矢矧祭は、破魔矢の神事で、

毎年11月第1日曜日に、土方地区入山瀬の氏子

によって催行され、五穀豊穣、家内安全、安産を

祈願する。その起源は定かでないが、社殿に「大

正３年(1914)小笠神社祭典役割帳」が残ることか

ら、大正時代には催行されていたことがわかる。 

 祭典当日には、神楽殿で稚児舞が奉納され、本

殿で式典が行われる。式典が終わると宮司により、

大矢８本が射放たれる。次に猿田彦を先達にして

多聞神社に向かい、参拝者に１本ずつ中矢が配ら

れ、矢を手にした人々の長い列が続く。やがて小

笠神社の西側にある多聞神社に到着し、矢を刺し

(矢納め)、多聞天様に奉納する。祭儀が済むと小

笠神社に向かって還御となり祭りは終わる。 

矢矧祭に先立つ毎年10月の第３日曜日には、小

笠神社の氏子ではない市内上西郷地区の構
かま

江
え

、

五明
ごみょう

の信徒達が大中小の矢を作り、矢矧祭に使われる。 

高天神社 例大祭(元宮奉納) 高天神社 例大祭(神楽奉納) 

小笠神社の矢矧祭(矢作り) 

小笠神社の矢矧祭（破魔矢神事） 
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③ 八坂神社の祇園祭  

毎年10月の第一土日に行われる八坂神社の

祇園祭は、本殿から青谷
あおや

と呼ばれる元宮、御旅

所（御仮屋）にご神体が里帰りし、また戻られ

るという一連の流れである。また、満勝寺住職

の祈祷を受けたり、裃での警護役がついたりと、

古式の伝統が色濃く残っていることから、昭和

59年(1984)に、「八坂神社の祇園囃子と祭礼行

事」として県の無形民俗文化財に指定された。 

祭りの始まりは、明治初期に書かれた神社調書による勧請年の天正14年(1585)以降

とされるが明確でない。しかし、江戸時代に祭りを行っていた満勝寺に残る勧請札と共

同勧請していた大石村に残る古文書により、寛政７年(1795)６月に祭りが行われていた

ことは確かなことである。 

八坂神社祇園祭 先獅子の舞 

小笠神社の矢矧祭(行列) 小笠神社の矢矧祭（矢納め） 

図 矢矧祭の行列ルート 
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 祭礼は、本社と旧神社元宮のあった青
あお

谷
や

と

の間で、神興渡御(神幸行事)することを中心

に行われる。神輿渡御は、先獅子の舞を先頭

にして、天狗の露払い、笛、太鼓と順に古式

に従い厳かに進んでいく。また、満勝寺住職

の祈祷を受けたり、裃での警護役がついたり

と、古式の伝統が色濃く残っていることが特

徴である。 

 祭礼日は、元々６月７日(ナノカビ)に元宮への神輿渡御があり、６月14日に還御し

て祭りは終わったが、明治５年(1872)12月３日に太陰暦廃止以後に度々変化した。太

陽暦になり、祭礼日は７月となったが、明治７年(1874)は10月になり、宵宮の13日は

雨が多いことから、９月の最終日曜日にナノカビを催行して、今日に至っている。 

表 八坂神社の祇園祭の神事日程（市HPや本文を参考に追記） 

日程 行事 内容 

９月最終日曜日 

（ナノカビ） 

神輿の渡御 

（八坂本社から青

谷旧社への神幸行

事。本祭より7日

前。） 

・御仮屋の準備 

・神官、氏子総代、区長、若衆列席 

・神輿の渡御 

・迎え太鼓（青谷旧社お旅所前） 

・旧社お迎え神事 

・みくじ 改
あらため

式
しき

、みくじ取式（山車巡行順位を決定） 

10月第１土曜日 

（本祭第一日） 

宵
よ

宮
みや

 ・浜での垢離取り（公文区） 

・幟立て、デタテノオミキ（おみくじ行事など） 

・道中こき打ち行事 

・道具ぞろい（道具そろえ） 

・警護の位取 

・夜宮行事（御仮屋詣り、満勝寺詣り） 

10月第１日曜日 

（本祭第ニ日） 

本祭り 

神輿の還御 

 

・出立ての式（位取りの式） 

・大祭り（青谷の御旅所） 

・山車（青谷練り込み） 

・トビウマ（流鏑馬
やぶさめ

） 

・神幸行事（神輿の還御）、警護万度山車御供（満勝寺参拝、円道

橋と三本松休息、提灯の火入れ、警護儀礼） 

・本社お着き（環御祭典儀式、お役人のお見送り、四ヶ村の別れ）

・山車より松おろし 

・区ごとに千秋楽行事 

八坂神社の祇園祭（警護役挨拶） 
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ア ９月最終日曜日（ナノカビ） 

各区の総代、区長、役員が拝殿に参座して、

本祭りより７日前に行われる祭事ナノカビの

式典を行う。 

その後、オワタリ（渡御）として、御神体

の御霊還しをして青谷の御仮屋に向かって、

神輿の渡御が始まる。口やかましい老婆の神

様イワナリ様に叱られるからと、前を静かに

そろそろと通過して、途中一本松でお休みに

なる。青谷の御仮屋に到着すると、公文区の迎え太鼓で神輿を御仮屋に迎える。神前に

オコワと御神酒、煮豆、おみくじを供える。 

おみくじでは、公文、下方、高塚、毛森各区の氏子代表が、くじを引いて山車の練り

込みの順番を決める。 

オワタリの翌日から宵宮の前日まで、公文区の氏子が早朝に御仮屋に出向いて、経を

唱えてお勤めする（朝のお勤め）。 

 

イ 10月第１土曜日（宵宮） 

「垢
こ

離
り

取
と

り」といって、公文区の祭礼参加者全員がマエ浜（大浜海岸）で海に入って

心身を清める。 

その後、「幟立て、デタテノオミキ」として、御仮屋と各区で幟を立て、おみくじ

（くじ引き）で神輿渡御の行列の役割を決め、決まると冷や酒が回り、山車が出発する。

各区の山車はまず区内を練ってから御仮屋へ行き参詣する（御仮屋詣り）。さらに、各

区の山車がお正人の祈祷を受けるため、満勝寺を詣でる（満勝寺詣り）。 

 

ウ 10月第１日曜日（本祭り） 

公文区では行列の準備をする(道具そろえ)。

その後、出立ての式を行う。位取りの御神酒

が終わると、警護は元に戻り、デタテノオミ

キ（出立ての御神酒。豆腐、煮豆を肴に冷酒

を飲み交わすこと。）となり、山車の出発と

なる。総代、区長、警護役は御仮屋にて式典

に参列する。なお、警護とは、各区を代表す

る最高の権威者であり、「警護の位取り」の

式があってその任に就く。 

御仮屋では、神輿の前に献饌物を供えて、大祭りの式典が始まる。向かって左に招待

神輿渡御 

神幸行事（獅子、天狗） 
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者が並び、右に紋付姿の八坂神社と神明神

社の総代・役員、区長・役員・常設が並ぶ。

神輿正面に神輿担ぎ手８人、鉄砲１人、神

楽２人、天狗１人、笛１人、脚立て２人、

太鼓２人が並ぶ。式典が終わると神輿は御

仮屋から出され、参詣者にはオコワのお捻
ひね

りが配られる。 

山車は、出立てから練り込みまでは、青谷

に向かって道中練りをしている。公文の警護

１人が青谷橋南側で各区の到着を待ち、後の

１人は青谷堤防を通過して所定の位置で待つ。

警護役は口上を述べ各区の山車を出迎え、山

車の練り込みは、毛森、高塚、下方、公文各

区が引いたくじにより決まった順で練り込む

（青谷練り込み）。 

続いて、神輿渡御の路の魔を祓い清めるた

め、青谷旧社前と八坂本社前でトビウマ（流鏑馬）が行われる。現在は、御仮屋の前に

的を立て、馬の代わりに人が矢を持って走って投げる 

神輿の還御では、獅子、天狗、笛、太鼓、幟、神輿の順で行列を成し、青谷を出発す

る。神輿は、途中満勝寺に拝礼する。満勝寺ではお正人が途中まで出て行列を見送る。

神輿と行列はそのまま進んで、円道橋上で休憩し、その先三本松でも休憩する。三本松

の休憩時に神輿の提灯に火が入る。 

行列は本社境内に入ると社殿を一周した後、御神体を本殿に納める。御神体を納める

とき、拝殿前の階段下ではトビウマ（流鏑馬）をする。青谷と同じで、的を立てて人間

が走って矢を射る。 

また、お供をしてきた山車が境内の並木に順番で並ぶ（山車の本社練り込み）。くじ

の順番に本社前の石段下にてお囃子を奉納する。祇園囃子を一流れ演奏して退き、境内

にて山車から松を降ろす。この「山車より松おろし」をもって来年まで、祇園囃子は一

笛も鳴らしてはならない。 

４地区の練り込みが終わり、各区の警護８人が揃うと各区の総代、区長を見送る（お

役人の見送り）。その後、各区の警護役が別れの挨拶をして解散する（四ヶ村のお別

れ）。千秋楽として、各区で警護役が区に帰って来るのを待って、酒と煮豆で労う。 

提灯姿の山車 

御仮屋に安置された神輿 
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（５）おわりに 

高天神城は、徳川家康により天正９年(1581)

３月に攻め落とされ廃城となり、歴史の舞台か

ら姿を消した。江戸時代には所在を知る程度と

なってしまったが、内山
うちやま

真
ま

龍
たつ

による地誌

『遠 江 国
とおとうみのくに

風土記伝
ふ ど き で ん

』（寛政元年(1789）)や横

須賀藩校教授八木
や ぎ

美穂
よしほ

が編纂した『郷里
ごうり

雑記
ざっき

』

（弘化４年(1847)～安政元年(1854)までの間に

作成）には、高天神城と共に高天神社のことや

六砦の一つ小笠山砦と小笠神社、八坂神社の祭

礼のことが記述されている。 

『遠江国風土記伝』高天神城 

図 神輿巡行ルート 
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高天神城周辺の集落においては、毎年３月最終日曜日に高天神社例大祭が、10月第

１土曜・日曜日に八坂神社の祇園祭が、11月第1日曜日に小笠神社の矢矧祭が催行さ

れており、それぞれが歴史と伝統の中で伝えられている。こうした活動によって、高天

神城跡とその関連する遺跡群が、伝統ある祭りと祭りに関係する神社建物などと共に、

良好な地域の環境を整えている。ここに高天神城跡に関連して、将来にわたり維持、向

上させたい、周辺集落の人々の活動によって創り出された歴史的風致がある。 

 

図 高天神城と周辺集落の祭りにみる歴史的風致の範囲 
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【高天神城跡の保存顕彰活動と地域振興活動】 

江戸時代、歴史の舞台から姿を消した高天神城跡や高天神六砦跡。現在、これらは土

方地区の人達にとって後世に伝えていくべき、大切な歴史的財産となっている。 

昭和時代になると、高天神城跡を大切な遺跡として保存し、後世に伝えようとする顕

彰活動が起こり、現在でも地域振興活動として引き継がれている。 

昭和９年(1934)、地元出身の軍医が私財を投じて

高天神城本丸にコンクリート製の天守閣（鶴翁閣
かくおうかく

）

を建て、地元のシンボルタワーとした。その後、太

平洋戦争となり終戦まで鶴翁閣はその姿を残した

が、終戦直後の昭和20年(1945)８月24日早朝、午

前４時頃の落雷により出火、全焼してその姿を消し

た。地元の公民館には、鶴翁閣の前で出兵する若者

達と村民が共に写る記念写真が掲げられている。 

太平洋戦争前後、高天神城の歴史を調査、研究した人たちがいた。高天神城の麓、下

土方に生まれ育った高校教師の増田又右衛門氏と國學院大學の教鞭をとり高校教師だっ

た長男の増田実氏らである。『高天神城戦史(全)』（昭和10年(1935)、昭和44年

(1969)）を著し、影響を受けた下土方の藤田清

五郎氏が『戦国史城 高天神の跡を尋ねて』

（昭和59年（1984））を著した。 

彼らの研究が基となり、昭和31年(1956)10

月17日に県の文化財（史跡）に指定され、昭

和50年(1975)10月16日に国の史跡に指定さ

れた。 

高天神城跡が国の史跡となった今、市外から

の訪問者も増え、城の保存、振興活動が活発となっている。地元有志と高天神社の氏子

が中心となって組織された「高天神城戦国ロマンの里を育てる会」が発展して、現在は

地元の地区まちづくり協議会が中心となって、城跡の歴史や民俗に関する調査部会、城

跡と高天神社の例大祭などを地域振興に繋げる振興部会が組織され、取り組まれてい

る。 

 

土方地区まちづくり協議会の活動 

模擬天守（鶴翁閣）前での集合写真 
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 ５．掛川茶の生産にみる歴史的風致 

（１）はじめに  

掛川市は、茶の生育に適した豊かな自然環境

に恵まれ、静岡県内はもとより、国内でも屈指

の茶の生産地として知られている。掛川茶の生

産は、先人から続く弛まぬ努力により培われて

きたもので、独特の形を成した緑鮮やかで美し

い茶畑が広がるなか、伝統的な農法が今も継承

されている。 

 

① 掛川茶産業化の歴史 

掛川誌稿によると、掛川における茶栽培の始

まりは、天正年間(1572～1592)、高田の永
えい

住
じゅう

寺
じ

改築の頃、檀徒数名が京都方面の寺院を視察

した際、茶の種子を持ち帰り、和田岡の吉
よし

岡原
おかばら

に蒔いたのが掛川茶の始まりとされている。

永住寺境内にある地蔵尊は、その記念として安

置されたものである。 

明治２年（1869）、徳川幕臣の中 條
ちゅうじょう

景昭
かげあき

を指導者とした225戸が、牧ノ原台地（島田市・牧之原市・菊川市）を開拓し茶の栽

培を始めた。それまで、徳川幕府により大井川は橋を架けずに徒歩で渡ることとされ

ていたが、明治３年(1870)、大井川の通船が許可されたことに伴い、百余戸の川越人

足が職を失った。彼らを救済するため、明治４年（1871）、池新田村（現御前崎市）

の丸
まる

尾
お

文
ぶん

六
ろく

らが小笠郡内へ入植開拓し、茶園栽培の産業を生み出し、この労働者の一

部が掛川市内へ入植し茶の栽培によって生計を営むようになる。 

明治12年（1879）から輸出が激増して好況を呈し、明治17年（1884）には掛川茶

業組合が創立、茶業が組織化され、剪
せん

枝
し

法の普及等の生産改善が進んだ。当時は、小

笠郡を総称した小
お

笠
がさ

茶
ちゃ

として流通していたが、生産の増加と流通の発展により、昭和

51年（1976）に掛川茶振興会が設立され、昭和53年（1978）には自治体として掛川

市も加盟したことを期に、小笠茶を掛川茶と改称した。 

 

② 「深
ふか

蒸
む

し茶」の誕生 

掛川茶の主流は深蒸し茶で、掛川で「お茶」と言えば、深い緑色をした緑茶のこと

永住寺の地蔵尊 



掛川市歴史的風致維持向上計画 第２章－５    

- 150 - 

 

を指すように、最も身近な飲み物が「深蒸し茶」である。市の特産となっている深蒸

し茶は、普通煎茶よりも蒸し時間を２倍から３倍長くする製法により、濃厚で自然の

甘みが感じられる深い味わいになる。掛川の深蒸し茶は、現在では国内の品評会にお

いて数々の賞を受賞し高い評価を受けているが、その誕生には幾多の困難があった。 

第一次世界大戦後の恐慌、関東大震災、昭和金融恐慌等により、茶価は極度に低落

し茶業は苦境に陥った。第二次世界大戦終戦後、ＧＨＱは日本の窮状を救うために食

糧資材を日本に輸出し、その見返りに日本からの輸入品として茶が指定された。戦時

中の茶業衰退は深刻であったが、官民をあげて輸出茶の確保を優先し、昭和21年

（1946）、清水港から戦後始めて茶が輸出されると、あわせて国内消費も活発になり、

茶の需要は高まり、茶価は上昇した。しかし、戦後10年を経過する頃から、海外の茶

産地が戦争による荒廃から復興してきたため、茶の輸出は激減、茶業にとって再び厳

しい時代となった。 

国内需要を喚起するために、美味しいお茶の開発が急務であると考え、昭和28年

（1953）、みのり園（葛川）創業者の鈴木茂は、渋みを除き甘味を強めることが大事

とし、東京大学に助言を求めたところ、酸化酵素を完全に無くすために、蒸す時間と

蒸気の量を多くする必要があるとされた。そこで、日坂・東山地区の製茶工場に加え、

機械メーカーも交えて製造工程の改良を重ねた。煎茶製造の最初の蒸し工程において、

茶葉の蒸し時間を特別に長くして製造したお茶として、掛川の深蒸し茶が誕生した。 

 

③ 茶園と茶
ちゃ

草場
ぐさば

 

半自然草地の草は、古くから田畑に敷き肥料としていたことから、茶栽培が本格化す

る過程で利用されてきた。静岡県等ごく一部の地域では、茶栽培が近代化を遂げた現在

においても、半自然草地である茶草場から収穫したススキなどの草を茶園に敷く伝統的

な農法が継承されている。農家は高品質な茶を生産する上で茶草場は重要であると考え

ており、草の積極的な利用により、茶園や家屋と隣接した茶草場が各所に分布している。

東山地区では、この伝統的な農法が継承され、茶草場が多く残されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Tea field182.4ha Grassland129.6ha

Tea field

Grassland

Tea field182.4ha Grassland129.6ha

Tea field

Grassland

茶草場の分布の例（掛川市東山） 

Grassland…茶草場、Tea field…茶園 

【資料：世界農業遺産申請書】 

茶園と茶草場の風景 

【出典：世界農業遺産申請書】 

茶園、茶草場、家屋が近接する東山地区 

【資料：平成28年度掛川市航空写真】 
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（２）東
ひがし

山
やま

地区とその周辺における茶の生産に関連する歴史的建造物 

① 東山地区の茶畑 

「小笠茶業史」によると、東山地区の茶は、安政の頃（1855～1860）に川根方面か

ら種子が持ち込まれたことが始まりであり、当時は、耕土の流出防止用に畑周辺に植

えられ、農家はその新芽を摘んで飲んでいたと記されている。明治20年（1887）頃に

は、自園自製の茶農家は約100戸となり、地区全戸のうち約８割に達し、競って開墾

し茶園造成が行われていた。昭和 41 年（1966）に日東
にっとう

地区農業構造改善事業が完了、

昭和48年（1973）からは牧之原畑地総合土地改良事業を導入し、茶専業地域として基

盤整備が進められてきた。 

茶畑の形態は、初期の頃はお椀を被せたよう

な丸く植える方法だった。大正から昭和の時代

になって茶
ちゃ

鋏
ばさみ

が普及し、戦後やぶきた茶に改

植したことによって「一条植え」、「二条植

え」というようにカマボコ型に長く植える畝
うね

植えとなった。 

 

 

② 粟ヶ岳
あわがたけ

の「茶文字」 

標高532ｍ粟ヶ岳の斜面に描かれた「茶」の

文字は、昭和７年（1932）、茶産地であること

を標榜するため、当時の東山村長故萩原
はぎわら

周
しゅう

平
へい

氏の発案で作られた。通信手段がなかったため、

縄に白い布をつけ目印にし、遠くから手旗信号

で位置を確認しながら作られた。当初はマツの

木で形取られていたが、昭和60年（1985）に

マツクイムシの被害にあい、ヒノキに植え替え

られた。縦横がともに約130ｍ、字画（植栽）

の総延長は約700ｍ。茶文字の周辺は茶草場として利用され、美しい「茶文字」が今

日まで守られている。 

 

 

 

 

東山地区の茶畑 

粟ヶ岳の「茶文字」 
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③ 東山地区の茶農家の建造物 

東山地区は、市北東部にある標高532ｍの粟ヶ岳山頂から中腹に位置し、109世帯の

うち76世帯が茶業を営み、市内で最も茶の生産と生活が一体となっている地域である。

南向き丘陵地を茶畑とすることにより、日光を効率的に活用しており、茶畑と隣接す

るように農家住宅がある風景は、茶の生産地の原風景であり当市を代表する農村景観

となっている。 

東山地区の茶農家の敷地内には、明治時代に建てられた茶
ちゃ

部屋
べ や

と呼ばれる独立の建

造物が今も残されている。明治時代はどの農家も自園自製で、各戸の茶部屋に焙
ほい

炉
ろ

を

設け手揉みや手廻しの製茶機械によって荒茶加工していた。茶部屋は、木造２階建て

で、１階部分は焙炉が置かれ手揉み製茶等を行う作業場であり、２階部分は茶の収穫

時期に農家が雇った茶師やお茶摘みさんが寝泊まりするために使われた。栽培面積等

によって異なるが、各戸３人ほどのお茶摘みさんを雇っていた。明治32年（1899）以

降、東山地区に製茶機械が次第に導入され、農家で行われていた製茶の工程は製茶工

場に移っていき茶部屋も使われなくなったが、現在も農機具倉庫等として利用されて

いる。 

 

昭和16年（1941）４月15日完成祝賀式 

旧富士東製茶工場（当時の様子） 
東山地区に残る代表的な茶部屋 代表的な茶部屋の間取り 

東山地区の農村景観 茶農家全景 
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④ 栄西（ようさい・えいさい）禅師の座像・茶謝の碑 

日本の茶は、栄西禅師が建久２年（1191）、宋（中国）から臨済宗を伝えると共に、

茶種子を持ち帰ったことが起源とされている。栄西禅師は、茶の栽培方法を伝えるだ

けでなく、著書「喫茶養生記」のなかで茶の薬用効果に触れ茶の普及を図り、「茶

祖」とも呼ばれている。 

昭和36年（1981）、茶生産者の「茶祖」への思いの象徴として、東山地区の粟ヶ岳

山頂に栄西禅師の座像が建立された。手の平には茶の実を形取ったものが載せられて

いる。これは、地元東山地区の富士
ふ じ

東
とう

製茶農業協同組合の当時組合長であった萩原
はぎわら

郁
いく

太郎
たろう

が発起人となり、香取正彦により作成されたものである。さらに昭和43年

（1968）には、粟ヶ岳の自然により良質な茶を生産出来ることに感謝を表すために、

地元東山地区の茶生産関係者により、座像の傍らに「茶謝
ちゃしゃ

」の碑が設置されている。 

 

（３）東山地区とその周辺における茶の生産に関連する営み 

① 茶草場農法 

茶草場とは、茶園に有機物として投入す

るササやススキ等の草を刈り取るための半

自然草地のことで、茶草場農法とは、茶園

周辺の茶草場で晩秋に刈り取ったササやス

スキ等を乾燥・裁断し茶園に敷く伝統的な

農法である。「小笠茶業史」によると、東

山地区（当時の東山村）では、明治初期か

ら昭和12年（1937）まで、山の口
くち

明
あけ

と称

し、９月の定められた日の夜明けに、鐘の音を合図に一斉に村有地の草刈りを行って

いたと記載があることから、茶草場農法は、茶の生産が本格的になって間もない明治

栄西禅師座像と茶謝の碑 栄西禅師座像 

茶草を干す「かっぽし」 
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初期には既に行われていたことがわかる。秋になると「かっぽし（刈り干し）」と呼

ばれる形で茶草が干してある風景を見ることができる。 

茶草によって、茶の味や香りが良くなると言われている。高品質な茶を生産する農

法が続けられることにより、環境の保全や生物の多様性の維持に繋がり、結果的に貴

重な生物（羽のない「カケガワフキバッタ」等）を守り、人と自然が共存している里

山が残されている。かつては、日本各地で見られた農法であるが、生産方法や時代の

変化に伴い、現在では、静岡県等ごく一部の地域でのみ継承されている。 

「静岡の茶草場農法」は、この良質な茶生産と多様な生き物の存在が両立している

ことから、平成25年（2013）５月、東山地区を中心とした掛川市、菊川市、島田市、

牧ノ原市及び川根本町の４市１町が世界農業遺産に認定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 茶摘み 

初期の茶の生産は、手摘み手揉みに

よって行われていた。明治末期以降の

製茶機械化に対応するため、大正初期

には茶摘み鋏が開発され、昭和36年

（1961）には動力摘採機が市販される

ようになった。昭和50年（1975）頃か

らは、二人用動力摘採機が導入され経

営規模の拡大が進んできた。現在も、

その年最初（新茶）の摘み取りでは、

親族や近隣住民の手を借り、柔らかい新芽の一芯二葉の部分を丁寧に手で摘む作業が

行われている。特に新茶は、丁寧に手摘みされたものは高級茶葉として流通される。 

 

 

 

茶草の裁断 茶園に敷かれた「茶草」 

新芽の手摘み（中山茶業組合） 
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③ 栄西禅師報恩供養祭 

昭和36年（1961）に栄西禅師座像が建

立されてから毎年、茶の新芽が育ち始める

頃の４月５日、茶業の発展に感謝すると共

に豊作を祈願し、栄西禅師報恩供養祭が行

われている。東山地区住民を始め、多くの

茶生産関係者が参列するなか、地元寺院住

職による献茶や焼香が厳かに執り行われる。 

 

 

（４）おわりに 

本市にとってお茶は、生産地として生活の糧であるとともに、おもてなしに欠かせ

ないものとなっている。茶は最も身近な飲み物として、３度の食事には急須で煎れた

お茶を飲む風習が各家庭に根付いている。茶畑では、新茶の時期には家族総出で茶葉

を摘む風景が市内各地で見られる。効率的な葉の刈り取り方法により独特な形で整え

られた茶畑に風が渡る様子も、往事と変わりない。 

特に東山地区とその周辺では、茶の生育に適した丘陵地を利用した茶畑と明治期か

ら続く農家住宅がモザイク状に点在しており、伝統的な茶の農法と茶農家による茶へ

の感謝が脈々と受け継がれている。半自然草地の茶草場では、夏には生い茂った草も

秋になるときれいに刈り取られ、刈られた草は束ねられて整然と並ぶ。東山地区とそ

の周辺における茶の生産は、自然と共存した伝統的な農法と茶の栽培や製造に関連す

る建造物とが一体となった良好な歴史的風致である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄西禅師報恩供養祭 
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図 掛川茶の生産にみる歴史的風致の範囲 
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【旧東海道に残るお茶の文化】 

東山地区を眺望する位置にある旧東海道小夜

の中山峠は、西行が難所を越えた喜びを「年た

けて また越ゆべしと おもひきや いのちな

りけり さやの中山」と残すように、急峻な坂

の続く街道の難所で、往事は20件ほどの茶屋

が往来する旅人をもてなしていた。 

現在も、江戸時代から続く茶屋「扇屋」が残

り、お茶だけでなく、もち米と大麦を原料にし

た昔ながらの製法でつくる「子育て飴」を販売

している。 

 

扇屋茶屋（佐夜鹿） 

「子育て飴」 
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６．報

ほう

徳
とく

運動にみる歴史的風致 

（１）はじめに  

昭和54年(1979)、掛川市は全国に先駆けて

「生涯学習都市宣言」をした。宣言文は「自分と

は何か、お互い何をなすべきか問いかけあいなが

ら、一生涯学び続けていこう」と謳った。「生涯

学習で人づくり、まちづくりは人づくりから始ま

る」として、これからのまちづくりのため、市民

一人ひとりが生涯学習していこうと宣言したもの

であった。 

この宣言の後、市民力によるいくつもの大事業

が進められた。昭和63年(1988)３月に開業した

東海道新幹線掛川駅の設置や、平成６年(1994)４

月に開門した掛川城天守閣の復元などである。 

 掛川市の歴史を振り返ると、こうした市民の力

を発揮した取り組みが、江戸時代末から明治時代

にもあった。 

19世紀後半、掛川藩から飢饉で困窮する村々の

復興を任された倉
くら

真
み

村豪農岡田佐
さ

平
へい

冶
じ

らが、関東

で活躍する二宮
にのみや

尊
そん

徳
とく

による復興策（報徳の教えによる村お

こし運動）を学んで、掛川の村々で見事に復興させた。 

この復興策では、農民に自己献身の生活を求めるだけで

なく、領主や豪農商にも限度を超えた収穫を戒め、お互い

の取り分を守り、それ以上のものを他へ譲ることを教え説

いた。人々は新しい農業技術と共にその教えを学び、一生

懸命に働くことによって生活が改善され、家々は立ち直り、

その結果村全体が復興していった。 

掛川での復興事業は掛川藩主導によるものでなく、村人

自らの変革努力によるもので、村の庄屋が中心になって進

められた。倉真村を始め村々では報徳社が組織され、掛川市山間部のほとんどの村で復

興事業として報徳運動が進められた。当時は、米の収穫量を上げることが復興の第一で

あったので、耕作地へ水を安定的に供給するため、多くの村で農業用の溜池が造られた。

初
はつ

馬
ま

地区初馬報徳社の宝
ほう

谷池
こくいけ

、富
とん

部
べ

地区富部報徳社では椀
わん

貸
かせ

池
いけ

を造った。これら溜池

生涯学習都市宣言文 

新幹線掛川駅 

岡田佐平冶肖像 
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は、報徳運動によって造られたことから報徳池と呼ばれ、掛川市内の溜池は県内第１位

の数となった。報徳運動の象徴である金次郎像が市内全域に存在すると同じように、市

内ほぼ全域で造られた。 

 報徳による復興事業（報徳運動）では、人々の生活習慣を変えることが求められたの

で、報徳の教えは市民の生活習慣として溶け込んでいった。昭和20年代(1945～1954)

の戦後復興期においても、「我がまちのため、子どもたちのためを想い（至
し

誠
せい

）、一

生懸命に働き（勤
きん

労
ろう

）市民一人ひとりが自分の力量の中で（分
ぶん

度
ど

）、まちや人のため

に尽くす（推
すい

譲
じょう

）」という報徳運動が進められ、昭和54年(1979)の「我が人生を善

くすることは、我がまちを善くすること」という生涯学習によるまちづくり運動へと発

展し、現在掛川市が進める市民協働のまちづくりにつながっている。 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 報徳社・金次郎像等分布図
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（２）報徳に関連する建造物 

江戸時代末から明治時代、報徳の教えは掛川藩の復興策として広まり、伝えられた。

この事業を精力的に行ったのは、現在の掛川市倉真の豪庄屋岡田家の佐平冶と長男良
りょう

一郎
いちろう

であった。そうしたことから、大日本報徳社のある中心市街地付近と岡田家のあ

った倉真地区に関連した建造物等を見ることができる。 

 

① 大日本報徳社建造物群 

掛川城天守閣の東側に大日本報徳社の本社があり、報徳の教えとその歴史を伝える建

造物がまとまってある。 

報徳の教えを端的に教える報徳社正門を入り、正面に重要文化財建造物大日本報徳社

大講堂があって訪問者を迎える。大講堂の南側左手に仰
こう

徳
とく

記念館と報徳図書館、右手

北側に仰徳学寮と岡田良一郎が開いた私塾冀
き

北
ほく

学舎が建ち並んでいる。 

 

ア 大日本報徳社正門 

道徳門、経済門と刻まれている左右の門柱は、「道徳のない経済は悪であり、経済の

ない道徳は戯言である。」道徳と経済が丁度良く融和した人づくりや社会づくりをめざ

す報徳の教えを象徴したものとなっている。 

門柱は、愛知県産の御影石を使用しており、道徳門と経済門の門柱をスチール製の装

飾アーチがつないでいる。門柱は、明治42年(1909)の建立で、平成13年(2001)11月

26日、県の文化財（建造物）に指定された。 

 

イ 旧遠江国報徳社公会堂（大日本報徳社大講堂） 

大講堂は、日本で公会堂として建てられた最初の木造建物で、二宮尊徳の教えを体系

化した報徳の教えを普及する報徳運動の中心拠点（無
む

尽
じん

蔵
ぞう

舎
しゃ

）として重要な建物であ

る。 

大日本報徳社正門 大日本報徳社正門（昭和） 
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建物は、木造総２階建て、上層入母屋造り桟瓦葺で、桁行19.998ｍ、梁間15.756ｍ

の大きさを測る。明治36年(1903)築造の建物で、平成21年(2009)６月30日、重要文

化財に指定された。 

大講堂では、毎月１回報徳社関係者や一般市民を集めて常会を開催し、報徳の教えの

他、様々な分野での有識者を招いて様々な講義を行っている。聴講した人たちは、それ

ぞれの地区や会社で、それぞれの手法で活動している。 

建物は公会堂として建てられたことから、中央玄関を入ると畳敷きの大広間があり、

正面に演者が立つ畳敷きの演台がある。２階中央部は大広間の吹き抜けで、木造にも拘

わらず聴衆が座る吊り回廊（ギャラリー）が２階部分に巡っている。大規模な近代和風

建築形式の公会堂である。 

 

ウ 旧有
あり

栖
す

川
がわの

宮
みや

熾
たる

仁
ひと

親
しん

王
のう

邸御
ご

座
ざ

所
しょ

（仰徳記念館） 

明治17年(1884)、東京霞ヶ関に倒幕軍の総

大将有栖川宮熾仁親王邸日本館の御座所とし

て建てられた、数少ない工部省設計の宮廷建

築。 

壊すことになったこの建物を、文部大臣や宮

内大臣を務めた大日本報徳社４代社長一
いっ

木
き

喜
き

徳
とく

郎
ろう

が願い出て、昭和13年（1938）に宮内

庁から下
か

賜
し

、掛川に移築された。移築の時、

建物は小規模に改修されている。平成26年

(2014)11月26日、県の文化財（建造物）に指定された。 

桁行き26.361ｍ、梁間8.484ｍの上屋に正面（東面）から右側（北面）面にかけて幅

1.8ｍ、背面に1.2ｍ幅の下屋が廻った細長い木造平屋建て、寄棟造り桟瓦葺建物であ

る。 

建物外観は和風建築であるが、内部には大きな暖炉のある部屋が配置され、建具は洋

旧有栖川宮熾仁親王邸御座所(仰徳記念館) 

大日本報徳社大講堂 大日本報徳社大講堂（昭和・瓢箪池より望む） 
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風に仕上げられ、照明にもシャンデリアが採用されるなど、和洋折衷の建物となってい

る。 

建物は、貴重な宮廷建築であることから、報徳社の迎賓館としてまた重要な会議に使

われた。現在では、会議や催し会場として使用、活用されており、報徳社建造物の代表

的な建物の一つである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 旧有栖川宮熾仁親王邸侍女部屋（仰徳学寮） 

仰徳記念館とともに、昭和13年(1938)に

移築された有栖川宮邸日本館の一部、侍女

部屋を母体とした建物。仰徳記念館と同様

に、近代和風建築の系譜の一つで、数少な

い宮廷建築。平成26年(2014)３月14日、

県の文化財（建造物）に指定された。 

外観は和風でありながら、内部はリノリ

ウム張りの床に暖炉を置くという和洋折衷

の意匠と形態をとっている。 

建物は、木造総２階建て寄棟造り桟瓦葺、桁行18.182ｍ、梁間7.272ｍの大きさで、

正面中央左寄りに出入り口があり、1.8ｍ四方の小さな車寄せとして張り出している。 

建物は、貴重な宮廷建築であることから、現在でも報徳社の事務所と社長室が置かれ、

理事会の会議室として使用されている。寄宿制を置いていた時には、一時期寄宿舎とし

ても使用され、報徳社にとって大事な建物の一つである。 

 

オ 旧遠江国報徳社第三館掛川事務所（冀北学舎） 

明治10年(1877)から17年(1884)にかけて、大日本報徳社２代社長岡田良一郎が掛川

市倉真の自邸に開いた私塾として使用した建物で、明治32年(1899）に倉真の岡田家か

ら現在地に移築された。 

12歳から17歳の男子生徒が集い、原書による英文や漢学を学んだ。特に英語力の向

旧有栖川宮熾人親王邸侍女部屋(仰徳学寮) 

旧有栖川宮熾人親王邸御座所(仰徳記念館)内部 
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上に力を入れ、まだ明治政府が日本の教科書を

整えていない時期にあって、スペリングやウイ

ルソンリーダ、またパレー万国史などの原書を

教科書にして学んでいた。 

冀北学舎は、徴兵制や公立の中学（旧制）が

新設されたことから、わずか７年で閉鎖された。

この間に国や地方で活躍する152人の人材を輩

出した。文部大臣となった岡田良
りょう

平
へい

（良一郎

の長男）、宮内大臣・文部大臣を務めた一木喜

徳郎（良一郎の次男）、東京帝国大学教授の山

﨑覚
かく

次
じ

郎
ろう

（松ヶ岡山﨑家出身）。戦後参議院

議長を務めた河井
かわい

弥
や

八
はち

など多くの優秀な人材が

巣立った。高等教育へ繋げる中等教育施設とし

ての評価は大きく、後にできる旧制掛川中学校

（現在の静岡県立掛川西高等学校）の建学の精

神の基となっている。ちなみに冀北とは、中国

北京の北方にある名馬の産地名である。 

建物は、木造２階建て、寄棟造り桟瓦葺、桁

行き10.114ｍ、梁間7.386ｍの上屋と、正面、上屋の右から２間目に1.8ｍ１間の張り

出し玄関。さらに、その左に幅半間の廊下が、正面から左面に矩折れに続く下屋になっ

ている。 

平成26年(2014)３月14日、県の文化財（建造物）に指定された。 

 

カ 大日本報徳社淡
たん

山
ざん

翁記念報徳図書館 

大日本報徳社２代社長の岡田良一郎（号名淡山）の遺徳を記念し、昭和２年(1927)に

建てられた鉄筋コンクリート造り２階建て図書

館で、桁行き 13.499ｍ、梁間 7.272ｍの規模で、

陸屋根、外部はタイル貼りで仕上げられている。

平成13年(2001)11月26日、県の文化財（建造

物）に指定された。 

構造では、関東大震災後における耐震技術を

採用するなど、昭和初期の技術をよく伝える建

物。デザインの上では、縦の線を強調するアー

ル・デコ様式の影響が見られる一方で、内室の

旧遠江国報徳社第三館掛川事務所 

旧制掛川中学校（当時の様子） 

淡山翁記念報徳図書館 
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建具で禅宗寺院の桟唐戸に似た手法が取り入れられ、和洋の要素が見事に溶け合ってい

る。 

民間図書館として県内で最も古い建物で、昭和27年(1952)から44年(1969)までの間、

町立図書館、市立図書館として使われたので、広く市民に親しまれ、貴重な教育文化施

設としてあった。現在も、図書館２階の閲覧室を、ギャラリーとして市民に開放してい

る。 

 

② 倉真 掛川報徳神社 

昭和39年（1964）岡田家住宅が御殿場市に

移築され、残った屋敷跡地等が大日本報徳社

に寄贈された。 

昭和41年（1966）、跡地に報徳の教えを広

めた二宮尊徳と岡田父子の霊を祀る報徳神社

を建立した。社殿は、従来の神社様式に見ら

れないユニークなコンクリート造りで、拝殿

付き本殿が１棟建立している。本殿前に一対

の石灯籠が建ち、社殿は一を整えている。 

毎年の例祭は、春と秋に執り行われており、

倉真地区の人達が集まり感謝と供養が行われる。 

 

③ 平和観音像 

明治37～38年(1904～1905)日露戦争で戦死した方々の忠魂

を祀るため、また神奈川県大磯町のシンボル観音像のように

まちのシンボルとなるよう願い、掛川町報徳婦人会が発起人

となって報徳運動の推壌により、掛川城天守台に創建した。 

観音像は、高さ約３ｍ30㎝、幅84.8㎝、ブロンズ製の立

像で、東京美術学校教授竹内久一が模型を作成、東京深川の

鈴木鉄工部が施工した。明治40年(1907)４月８日盛大に開眼

式が執行された。平成元年(1989)９月、掛川城天守閣復元の

ため市街地を一望できる霊園に移築し、掛川市の平和を見つ

めている。移築した現在でも、報徳社婦人部に所属する遺族会の人たちが清掃活動を続

けており、毎年３月に慰霊祭を執行している。 

 

 

 

 

平和観音像 

倉真 掛川報徳神社 
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（３）報徳運動による活動 

報徳運動の拠点となっている大日本報徳社では、

毎月第１日曜日に大講堂を会場にして、常会を開

いている。 

常会は、報徳社の社員を中心に一般市民や市内

の企業、事業所の社員等も参加する開放された生

涯学習講座となっており、報徳に関することや様

々な分野の有識者を招いて、講和を聴き、学び、

研修する場となっている。 

常会は、明治９年（1876）11月から現在まで欠

かさず開催されており、平成29年(2017)６月現在1,700回、141年間続いている歴史

ある活動となっている。 

この他、報徳社発行の機関誌『報徳』も平成29年(2017)6月号で1,330号となり、

明治35年(1902)５月１日創刊以来115年続く歴史あるものとなっている。 

 

表 大日本報徳社大講堂における常会の例（平成29年） 

回 開催日 講演のタイトル 講師 

1696 ２月５日（日） とうもんの風に吹かれて NPO法人とうもんの会 理事長 名倉光子氏 

1697 ３月５日（日）
二宮金次郎像 

 建立への人々のおもい 
大日本報徳社講師 鈴木一政氏 

1698 ４月２日（日） 働くことは幸せ 静岡県立農林大学校 非常勤講師 岡本伸子氏 

1699 ５月７日（日） 森林組合とは 掛川森林組合長 榛村航一氏 

1700 ６月４日（日） 郷土を見直す 静岡県立大学名誉教授 高木桂蔵氏 

 

① 市民や企業による清掃活動 

 大講堂での常会や研修で講義を受けた市民や企

業、事業所では、報徳運動の一環として、報徳社

と掛川城周辺で、近年では掛川駅周辺から報徳社

まで広がり、我がまちを綺麗にして気持ちの良い

まちにしようと清掃活動を行っている。 

奉仕としての清掃活動は、常会が始まった明治

９年(1876)11月から始められており、現在のよう

に一般の市民や企業が参加するのは、戦後復興を

果たし、高度成長の始まった昭和30年(1955)頃

から続くもので、活動は年々盛んになり多くの企業が行っている。 

 

掛川駅周辺での市内企業新入社員による清掃活動 

大日本報徳社常会 
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 ② 倉真小学校の金次郎ボランティア(奉仕)活動 

 掛川市では報徳運動が盛んなことから、市内の

小・中学校では、郷土を誇りに思い、夢に向かっ

てたくましく生きる子どもに育てるため、地域の

先人の生き方に触れ、様々な体験活動を通して自

己の生き方についての考えを深め、報徳の教えを

基にした「かけがわ道徳」に取り組んでいる。 

特に報徳運動に熱心な倉真地区の倉真小学校で

は、学校行事と倉真地区の活動が結びついて、生

徒と地域の人たちが一緒になって、地域のために

なるボランティア(奉仕)活動に取り組んでいる。 

小学校に残る『校務日誌』(明治35年

(1902)）や『郷土誌くらみ』(昭和54年(1979)

３月発行）などの記録によると、明治35年

(1902)学校で学んだ報徳運動の実践として、倉

真地区内施設に子どもたちが出かけ行き、親や

地域の人たちへの感謝の気持ちを込めて奉仕活

動をしている。現在でも、学校行事「金次郎ボ

ランティア」として受け継がれ、１年を通して

夏、秋、冬、春のそれぞれの季節に子どもたち

が奉仕として清掃活動を行っている。 

秋と春には、倉真掛川報徳神社の例大祭に合わせて、子どもたちが清掃活動を行って祭

りを迎えている。清掃活動は神社建立の昭和41年(1966)からずっと続けられており、神

社関係者や地域の人たちから感謝され、喜ばれている。 

 

③ 倉真財産区林(報徳林)と学校林の植林活動 

 大日本報徳社や倉真報徳社で学んだ倉真地区の人たちは、貧しく苦しい暮らしを子供や

孫たちにはさせない、子供たちが幸せになるためにとの願いから、区が所有する山にスギ

やヒノキを植えた。そして、区の財産山(｢報徳林｣という)の一部を学校に寄付して、学校

林として生徒たちが大事に育てた。そこには報徳運動としての活動があり、報徳林は倉真

区が明治45年(1912)から、学校林は北中学校が昭和22年(1947)から、それぞれで活動を

し続けている。 

ア 倉真財産区林(報徳林)の植林活動 

掛川市での報徳発祥の地倉真地区には、倉真区が所有する財産区林（元々倉真報徳社が

所有していた山で、植林して報徳林と呼んだ）がある。 

財産区林の広さは５ha で、天災や災害などに備え、救済に役立てることを目的として、

倉真小学校の子ども達による通学路の清掃活動 

倉真小学校の子ども達による報徳神社の清掃活動 
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明治45年(1912)に、倉真区民が総出でスギやヒノキを植え、下草を刈り、苗木を育てて

大木にした。 

昭和22年(1947)、地元に中学校校舎を建てる

ことになり、建設資金を援助するため財産区林の

スギやヒノキを伐採して、用材と資金を調達して

校舎は建った。 

近年、財産区の木を切り出して、区民のために

事業費を補填したという事例はないが、現在でも

区民が総出で下草刈りなどをして、報徳林を明治

45年(1912)から絶やすことなく、育てている。 

 

イ 掛川市立北中学校の学校林の植林活動 

昭和22年(1947)、倉真財産区林から切り出さ

れた用材によって中学校の校舎が建った。切り

出されて裸になった山には、生徒達がスギやヒ

ノキの苗を植えた。翌年、植林した財産区林(報

徳林)の一部1.5haの山がそのまま中学校に寄付

され、以後学校の財産(学校林)として管理する

ことになり、生徒や教師、父兄が木々の間の下

草を刈って、苗木を大切に育てている。 

こうして、北中学校では学校における報徳運

動と学習の場として、寄付を受けた昭和23年

(1948)から、学校林を育てている。 

近年、学校では、単に学校林の下草刈りをす

るだけでなく、緑化学習や環境学習に利用して

いる。あるいは、間伐で出たスギ材を技術工作

の授業で長椅子を作って、学区内の小学校や地

域生涯学習センター等の公共施設に贈り、地域

の人たちに喜ばれている。 

 

④ 二宮金次郎像の建立活動 

掛川市内の22全ての小学校と４つの中学校や市立図書館等の公共施設や駅前、各地区

の公会堂など、市内随所に金次郎像が建っている。 

金次郎像は、その多くが報徳運動を進める篤志家や地域の人たち、企業、地元報徳社が

学校などの子どもたちが集う場所に寄贈して建てたもので、将来を担う子どもたちに向け、

倉真財産区が管理する倉真財産区林 

北中生徒が作って寄贈した椅子 

北中学校が管理する学校林 
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二宮金次郎のように「一生懸命に勉強して、人

のために尽くしなさい」と願い、思いを込めた

ものである。 

学校に建立された金次郎像で最も古いものは、

昭和３年(1928)に建てられた土方小学校の像で、

新しいものでは、平成26年（2015）に城北小・

中央小・桜木小・和田岡小で像が建った。 

現在市内の小中学校では「かけがわ道徳」と

いう道徳授業を行っており、報徳の教えに通じ

る、「毎日コツコツとやることが大事で、大き

な成果が得られる。」「相手のことを思いやる

生活をすることによって、過ごしやすい善い社

会ができる。」等を伝えている。 

こうしたことから、まだ二宮金次郎像のない

中学校では、父兄や地域の人達が、子どもたち

へのためになるのであればと、建立活動を進め

ている。 

 

 

 

 

市内小中学校に建つ二宮金次郎像 

  
日坂小学校 

平成17年(2005)建立 

東山口小学校 

昭和12年(1937) 建立

西山口小学校 

昭和63年(1988) 建立

上内田小学校 

昭和９年(1934) 建立 

城北小学校 

平成26年(2014) 建立

  
第一小学校 

昭和62年(1987) 建立 

第二小学校 

昭和10年(1935) 建立

中央小学校 

平成25年(2013) 建立

曽我小学校 

平成13年(2001)建立※ 

桜木小学校 

平成26年(2014) 建立

中央図書館の二宮金次郎像 

単位報徳社の二宮金次郎像 
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和田岡小学校 

平成26年(2014) 建立 

西郷小学校 

平成９年(1997) 建立 

原谷小学校 

昭和63年(1988) 建立

原田小学校 

昭和15年(1940)建立 

倉真小学校 

昭和56年(1981) 建立

  
土方小学校 

昭和３年(1928) 建立 

佐束小学校 

建立年は不明 

中小学校 

昭和９年(1934)頃建立

大坂小学校 

建立年は不明 

千浜小学校 

昭和７年(1932) 建立 

   

 

横須賀小学校 

昭和62年(1987) 建立 

大渕小学校 

平成25年(2013) 建立

原野谷中学校 

平成27年(2015)建立 

桜が丘中学校 

昭和30年(1955)建立 

北中学校 

平成27年(2015) 建立

 

 

   

城東中学校 

平成27年(2015) 建立 

 ※曽我小学校の校長室には、昭和17年(1942)に建った陶器製の像がある。 

詳細については、（資料編）「③市内小中学校に建つ二宮金次郎像」参照 

 

（４）おわりに 

掛川市の村々では、嘉永元年(1848)に倉真地区で、遠州地方２番目となる報徳社が創ら

れた後、報徳運動が根付き、農民やまちなかの民衆の力によって、村の立て直しやまちづ

くりが進められ、近代のまちができた。 

昭和20年(1945)以後の戦後においても、報徳運動は大きな活躍を見せた。農業だけで

なく、市民の暮らし方や会社経営にも役立つことも伝えられたので、市民生活の安定と向

上に繋がる運動となった。 

141年間続く大日本報徳社大講堂での常会では、社会や経済のことと共に道徳の話がセ
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ットで扱われたので、聴講した人達は地域や会社に帰って、地域の運営や会社経営に応用

した。個人活動としては、身近で直ぐにできることとして、他の人のため、町のためにと、

地味ではあるが、清潔で綺麗な町にする清掃活動や、人や町のため尽くすボランティア活

動を行っている。目立たないことではあるが、いざという時の備えのために植林をして子

ども達や後世の人達に残し、また報徳の教えを忘れてはいけないと金次郎像の建立活動も

行っている。 

昭和54年(1979)４月１日、掛川市では「我が人生を善くすることは、我がまちを善く

すること」という「掛川市生涯学習都市宣言」をして、「市民一人ひとりが、自分の人生

と地域のため、一生涯学習していこう」という生涯学習運動となり、現在の「市民協働の

まちづくり」として引き継がれ、平成24年（2012）に「掛川市自治基本条例」を制定し

て、市民主体のまちづくりを進めている。 

このように掛川市では、50年以上続く活動として報徳運動は、関連する歴史的建造物

や金次郎像等構造物と共に町を象徴する新たな建造物や構造物を生み、これらによっても

良好な市街地環境を創っている。 

特に報徳運動の中心地である大日本報徳社周辺の地域と、掛川市で最も古く運動を開始

して活動が盛んな倉真地区においては、報徳運動による歴史的風致がある。 
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               図 報徳運動にみる歴史的風致の範囲 
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掛川城の森と大日本報徳社建造物群 

報徳運動の盛んな倉真地区（右手奥に見える粟ヶ岳山腹に報徳林と学校林がある） 



掛川市歴史的風致維持向上計画 第２章－６             

- 173 - 

 

【報徳運動の実践例：報徳の教え「推壌」運動（寄付活動）によって成した大事業】 

① 東海道新幹線掛川駅の開業 

地域が一体となった郷土振興への熱意から生まれた21世

紀への贈り物として、昭和63年(1988)3月13日開業し

た。工事費の全額地元負担を支えた25億円の市民募金（寄

付(推壌)）活動によって、県と掛川市周辺４市20町村の協

力を得ることとなり、新幹線が停まる夢は実現した。 

市民の手によるこの大事業の成功は、市民の誇りとな

り、市民の力を後世に伝えるシンボリックな歴史的事業と

なった。 

② 掛川城天守閣の再建 

昭和30年(1955)全国に昭和の築城ブームが沸き起こっ

た。掛川でも「掛川城に天守閣を復元したい」という声が

起きたが、財源の確保が困難なことから、とても無理なこ

ととあきらめていたところ、昭和62年(1987)「掛川市の生

涯学習施設のために」と寄付の申し出が舞い込んだ。掛川

城天守閣再建の財源にすることを申し出人も了解したこと

から、全市民にも投げかけ、全額募金（寄付(推壌)）活動

による天守閣再建事業に発展した。募金活動は順調に進み、工事は平成５年(1993)８月

に完成、翌平成６年(1994)４月に掛川城公園整備完成と合わせて竣工式と開門まつりが

行われた。 天守閣は、初代掛川城主山内一豊の高知城『御城築記』に倣い、木造、瓦

葺、三層、内部四階建て、本格的復元をして完成した。市民の手による歴史的シンボル

として成っている。 

③ ＪＲ掛川駅木造駅舎の保存 

ＪＲ掛川駅の木造駅舎は、昭和８年（1933）に建設、昭

和15年（1940）に切妻の日本瓦葺、杉板張りの外壁の構

造に改築された。昭和63年（1988）の新幹線掛川駅開業

の際も駅ビル化をしなかったため、全国の新幹線駅で木造

駅舎が残る唯一の駅となった。平成20年（2008）には、

ＪＲ東海から鉄骨造による新たな駅舎建設計画が表明されたが、市民からの木造駅舎保

存の要望が強く、木の文化のまちづくりを進めてきたことなど様々な要件を勘案し、木

造駅舎の外観を復元する方法で耐震化工事を実施することでＪＲ東海と合意した。木造

駅舎の外観を復元するための追加事業費のうち５千万円を市民からの寄付金として募っ

たところ、６千７百万円余もの寄付金が寄せられ、平成26年（2014）１月に耐震化工事

前の木造駅舎の外観そのままに復元・共用開始された。 
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 １．歴史的風致の維持及び向上に関する課題 

（１）歴史的建造物に関する課題 

本市には国の文化財に指定されている２棟の建造物をはじめ歴史ある建造物が数多く

残っており、掛川城周辺、横須賀街道沿い、日坂地区では、歴史を感じさせる街並みが

見られる。特に歴史上や学術上の価値の高いものについては、文化財保護法、静岡県文

化財保護条例、掛川市文化財保護条例に基づく文化財の指定などにより、保存や活用の

ため必要な措置を講じてきた。 

しかし、それらは市内に存在する数多くの歴史的建造物のごく一部にすぎない。観光

や景観の観点から、文化財保護・活用の重要性がさらに増してきているものの、十分に

その価値が整理されていない建造物もまだたくさんある。 

歴史的建造物のなかには、老朽化による破損などの問題から修理が必要なものもある

が、維持管理費が所有者の大きな負担となっている。県や市の指定文化財であっても、

一般の建築物と比較して多額の費用がかかるため、修理が進まないのが現状である。今

後修理できない状態が長引くと、歴史的景観の魅力や文化財的な価値が失われてしまう

ことが懸念される。 

また、日常の管理においても、広大な敷地を有する場合など、所有者や管理者だけで

は負担が大きい。 

 

（２）城跡に関する課題 

掛川城、高天神城跡、横須賀城跡の３

つの城は、市民にとって本市の自慢でき

る歴史資源として認知度が比較的高い。

そのうち、高天神城跡は昭和50年

（1975）に、横須賀城跡は昭和56年

（1981）に、それぞれ国の史跡に指定さ

れ、公有化と市による維持管理が図られ

ている。これらは、郷土の歴史を知る場

所として、また憩う史跡公園として整備

され、地域住民を中心にして訪問者を集めている。 

また、高天神城攻略のための六砦など関連遺跡にも関心が寄せられ、中村砦では保

存、整備が進みつつある。 

しかし、高天神城跡及び横須賀城跡の基本整備計画は定められているものの、その計

画に基づく調査や整備が遅れている。 

39.0 

37.4 

34.4 

34.3 

22.7 

0 25 50

新幹線掛川駅

10年連続産地賞を受賞

した美味しいお茶

３つの城（掛川城・高天

神城・横須賀城）

掛川祭

東名・新東名IC

(%)

図 あなたが思う掛川市の自慢できるもの 

資料：H29市民意識調査（選択回答式・複数回答可、回答者数1,135人） 
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（３）歴史や伝統を反映した活動に関する課題 

本市には長い歴史のなかで培われてきた、伝統的な祭礼や行事、産業、地域振興のた

めの取組などが数多く残っているが、これらは地域の誇りや魅力として、今後も引き継

いでいかなければならない重要な資産となっている。 

しかし、近年の人口減少時代にあって、後継者不足を招き、失われてしまうことが危

惧されている。人口減少傾向の継続、生活様式や産業構造の変化による後継者の不足・

不在によって、放っておくと消滅しかねない価値ある活動が存在する。 

祭りの継承にあたっては、山車の保存、太鼓や踊りの練習、衣装の用意、必要な経費

負担など、地域コミュニティに

おける理解と協力なくしては不

可能である。しかし、文化・芸

術に関する市民アンケート結果

（平成25年度（2013）に実

施）によると、関心のある文化

・芸術の分野として「郷土芸

能」を選択した市民は全体の２

割程度であり、祭りなどへの関

心の低さが伺われる。 

また、茶産業は、農家の高齢

化、後継者不足や茶価の下落等、取り巻く環境は厳しく、茶草場農法を含め茶産業その

ものの維持継承が危惧される状況にある。昭和50年（1975）以降では、市街地の開発

や後継者不足の影響により茶園面積は平成２年（1990）をピークに減少し、同様に荒茶

生産量も微減の傾向にある。 

図 関心のある文化・芸術の分野   資料：H25 文化・芸術に関する市民アンケート 

（選択回答式・複数回答可、回答者数701 人） 
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資料：静岡県茶業の現状<お茶白書>（平成28年３月） 
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当地方では、明治時代に入って村ごとに単位報徳社が設立され報徳運動が広まった。

その後、産業構造の変化、人口減少などによって、報徳社の必要性が薄れ、単位報徳社

の数は減少化傾向にある。 

 

（４）歴史的建造物の周辺環境に関する課題 

本市では、平成22年(2010)の「掛川市景観計画」の策定及び平成23年(2011)の「掛

川市景観条例」の施行を機に、市内全域の良好な景観形成を図っている。特に掛川城周

辺では、平成６年(1994)から、地区計画により、城下町にふさわしい街並み形成のた

め、「城下町風街づくり地区計画」を定め建築物の形態意匠などを誘導している。ま

た、遠州横須賀街道では、平成26年(2014)には、市条例に基づく景観形成重点地区に

指定し、建築物の形態意匠の規制誘導や地区住民の主体的な活動の支援などにより、特

徴的な街並み景観の保全に取り組んでいる。 

しかし、歴史的建造物の周辺において、景観を損ねる建築物や工作物などが依然とし

て見られる。また、今後、建造物の老朽化、空き家や空き地の増加、耕作放棄地の増

加、新エネルギー設備の設置などによって、伝統的な活動が行なわれる背景にこれらの

施設が入り込み、良好な市街地環境の阻害が懸念される。 

また、歴史的な街並みや農地景観と調和しないガードレールや舗装などの公共施設も

見られる。架空電線や電柱が、良好な街並み景観や眺望景観を損なうことや、祭り屋台

の引き回しなど伝統的な祭りを行なう際に支障を来たすこともある。 

 

（５）歴史文化資産に係る情報発信や周遊性に関する課題 

本市は、数多くの歴史文化資産に恵まれている。子供の豊かな心を養ったり、居住地

域に誇りや愛着を持ったりするために、地域の歴史や伝統を知ることは大きな意味があ

る。しかしながら、情報不足などから、鑑賞や活動の機会に恵まれず、歴史や伝統を身

近に感じられない市民もいる。 

また、近年の外国人来訪者の増加に加え、

平成31年（2019）にはラグビーワールドカ

ップ、平成32年（2020）には東京オリンピ

ック・パラリンピックの開催が予定されてい

るが、本市の魅力を十分に発信できる体制に

なっていない。 

本市では、既に「かけがわ茶
ちゃ

エンナー

レ」､「シティミュージアム掛川構想」、
図 かけがわ茶エンナーレロゴ 
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「掛川三城ものがたり」といった市内の多様な資源をつなぐ事業を開始・検討している

が、歴史文化資産の周遊を促す環境の整備に課題がある。 

既存の案内板を見ると、個々のデザインの統一感がなく、老朽化しているものも見ら

れ、来訪者の利便性への配慮に欠けているものや、外国人来訪者の案内誘導のための外

国語併記のない案内板もある。 

また、歴史的建造物や文化施設の集積

する掛川城公園周辺と掛川駅周辺を結び

つけることで中心市街地の回遊性の向上

を図ってきたが、平成19年（2007）と平

成26年（2014）の中心市街地の歩行者通

行量を見ると、休日の歩行者通行量は増

加したものの平日の増加に繋がっていな

い。 

 

  

図 中心市街地の主要７地点の歩行者通行量 

資料：掛川市中心市街地活性化基本計画
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 ２．上位計画及び関連計画との関連性 

本計画は、上位計画である掛川市総合計画に則し、掛川市都市計画マスタープランや

掛川市景観計画などの関連計画との整合、連携を図りながら、本市の歴史まちづくりに

関する基本的な方針を示す計画として位置付ける。 

また、本計画は歴史まちづくり法第 ５ 条の規定に基づく認定歴史的風致維持向上計

画として、本市の歴史的風致の維持及び向上に関する必要な事項を定め、各種事業の推

進に努める。 

 

 

図 関連計画との相関 

 

  

掛川市総合計画 

関連計画 

・掛川市景観計画 

・掛川市中心市街地活性化基本計画 

・掛川市文化振興計画 

・掛川市茶振興計画 など 
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(１) 第２次掛川市総合計画（平成28年(2016)３月策定） 

第２次掛川市総合計画では、まちづくりの基本理念を「市民誰もが等しく参加できる

まちづくり」、「地域の歴史や文化を尊重し、生涯学習都市宣言の理念に基づくまちづ

くり」とし、「希望が見えるまち・誰もが住みたくなるまち掛川」を掛川市の将来像と

して掲げている。 

この将来像を実現するため、今後10年間で取り組むべき施策の柱の１つとして、

「掛川への新しいひとの動きをつくる」を掲げている。「近き者悦べば、遠き者来らん

（論語）」のとおり、住んでいる人が良いと思えるまちづくりを推進することとしてい

る。そのなかで、歴史、文化、自然、伝統産業、報徳思想などの地域資源を活かして、

住んでいる地域の魅力を向上し、住んでいる人が我が地域に誇りを持つだけでなく、市

のブランド力を向上することによる交流人口の拡大、定住促進のためのシティプロモー

ションを推進することとしている。 

 

 

図 第２次掛川市総合計画 重点施策（抜粋） 
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(２)  掛川市都市計画マスタープラン（平成21年(2009)４月策定） 

掛川市都市計画マスタープランでは、第２次掛川市総合計画の都市基盤整備の視点か

ら、将来あるべき都市の姿（将来都市像）を示し、それを実現させるための土地利用や

都市施設などの方針を明記している。 

都市づくりのテーマとして「海と山と街道がつながり、夢・未来を創るまち～人、

自然、都市が調和・共生し、活力とうるおいのあるまち掛川～」を掲げ、「自然と都市

が美しく調和した都市景観の創出」や「観光資源や歴史・文化的資源を活かした都市づ

くり」などの10の将来都市像を設定している。 

分野別基本方針「都市景観の基本方針」において、景観計画などの運用により、貴重

な歴史的資源の積極的な保全を図るとともに、これらの資源を有効に活用したまちづく

りを推進することとしている。 

また、将来都市像などの実現に向けて重点的に取り組む「重点推進プログラム」を位

置づけ、適正な土地利用の推進や美しい街並み景観の形成、また歴史・文化などの地域

資源を活かした特色のあるまちづくりについて、景観法や歴史まちづくり法などに基づ

く新たなまちづくりも検討しつつ、地域・地区単位でのまちづくりルールの導入支援に

取り組んでいる。 

 

  

 

将来都市像  ～将来あるべき都市の姿～  

①にぎわいや活力を創出するまちづくりを進めます  

②都市活動を支える総合的な交通体系が整ったまちづくりを進めます。 

③産業活動の基盤が確保されたまちづくりを進めます。  

④地震や風水害などの災害に強く、犯罪の起きにくいまちづくりを進めます。  

⑤誰もが安全、安心、便利に移動できるまちづくりを進めます。   

⑥快適に住み続けることができるまちづくりを進めます。  

⑦美しく調和のとれた都市景観を創出するまちづくりを進めます。   

⑧観光資源や歴史・文化的資源を活かしたまちづくりを進めます。   

⑨資源を有効に活用し、環境と共生したまちづくりを進めます。   

⑩市民・企業・ NPO 等が積極的に参加できるまちづくりを進めます。  
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(３) 掛川市景観計画（平成22年(2010)10月策定） 

掛川市景観計画では、市内全域を景観計画区域とし、景観形成の目標として「生涯学

習を通じて育む 郷土の景観～ 緑と水と歴史と文化とまち並みが繋がる 美しい掛川 

～」を掲げ、その実現のための方針を＜景観要素別の景観形成方針＞と＜ゾーン別の景

観形成基本方針＞に大別して明記している。 

＜景観要素別の景観形成方針＞のうち、「時の景」のなかで、城・城跡の景観、旅情

を感じる旧街道景観、歴史・文化的な資源を継承することとしている。「人の景」のな

かでは、祭事・イベントの継続的開催、人々が生き生きと活動する景観の演出などを掲

げている。 

良好な景観形成のため、景観に影響を及ぼす大規模な建築物及び工作物の建設などに

ついて、行為の制限を定めている。都市計画法により「城下町風街づくり地区計画」が

定められている区域につ

いては、掛川城の映える

景観づくりに重点的に取

り組むため、建築物･工

作物の各部分の標高は、

72ｍを越えない高さとし

ている。 

その他、景観形成のた

めに重点的に取り組む施

策として、景観上重要な

建造物や樹木の保全、景

観上重要な公共施設の整

備・管理などを挙げてい

る。 

さらに、特に先導的か

つ重点的に景観形成を図

るべき地区を「景観形成

重点地区」として位置づ

け、景観形成の方針、届

出対象行為、行為の制限

を定め、建築物・工作物

の形態意匠の誘導を図っ

ている。  

図 景観要素別の景観形成基本方針 
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(４) 掛川市中心市街地活性化基本計画（平成27年(2015)４月策定） 

掛川市中心市街地活性化基本計画では、ＪＲ掛川駅周辺及び旧東海道を中心とした区

域において、「協働による新たな賑わい創出」をテーマに設定し、宿場町、城下町の歴

史と文化、伝統を受け継ぎ、地域の個性と特性を生かしつつ、本市の新たな賑わいの創

出を目指すこととしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 中心市街地の位置及び区域 

掛川城 

掛川駅 

ＪＲ東海道線・新幹線 

区域 

旧東海道 
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(５) 掛川市文化振興計画（平成27年(2015)２月策定） 

掛川市文化振興計画では、基本理

念を「掛川市民は、夢と希望あふれ

る未来に向かって報徳と生涯学習の

精神で、文化を伝え創造していく」

とし、本市の文化政策に関する中長

期的な方針を明らかにしている。幅

広い範囲の文化を対象とし、「文化

の体系」を「芸術文化」、「伝統文

化」、「生活文化」に大別するとと

もに、「掛川市民の基礎となってい

るもの」として、報徳や生涯学習な

どの「行動の基礎となる文化」と地

形や景観などの「自然・歴史の文

化」に整理している。 

 

 

 

 

 

  

図 基本理念 

図 掛川市における文化の体系化 
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(６) 掛川市茶振興計画（平成29年(2017)３月策定） 

掛川市茶振興計画は、全国茶品評会での10年連続産地賞受賞などの効果を認めつ

つ、急速に変化しつつある市場、生産現場の状況を的確に捉え、今後も茶産地として生

き残ることを目指して、「22世紀も掛川が世界に誇れる「お茶のまち」であるため

に」をビジョンに策定された。 

 

 

 

 

 

【 施 策 一 覧 】 

 
1 需要の把握・創出による消費の拡大 

 目標 1-1：「お茶のある暮らし」との出会いの創出 

  施策 1-1 :幅広い世代・地域での「お茶のある暮らし」づくり 

目標 1-2：多様なシーンでの「お茶のある暮らし」体験の提供 

  施策 1-2 :異業種連携及び法人需要に適したお茶の提供 

 目標 1-3：掛川茶ファンの育成 

  施策 1-3-1 :観光客が掛川茶を楽しむことのできる環境づくり 

  施策 1-3-2 :掛川茶のよさを伝えることのできる人材育成 

目標 1-4：海外における「お茶のある暮らし」との出会いの創出 

  施策 1-4 :海外に向けた掛川茶の情報発信・ブランディング 

 

2 買いたくなる・飲みたくなるお茶づくり 

 目標 2-1：飲んでみたくなる新しい茶製品の開発 

  施策 2-1: 新たな需要を喚起する新しいお茶づくり 

 目標 2-2：掛川茶のブランディング 

  施策 2-2-1:掛川茶の品質日本一の確立と消費者の信頼確保 

施策 2-2-2:新たな緑茶効能研究の実施とその成果を活用した PR 

  施策 2-2-3:世界農業遺産「静岡の茶草場農法」の活用 

 目標 2-3：海外輸出に対応する茶の流通 

  施策 2-3 :輸出量の拡大に向けた商流の確立 

 

3 茶生産の体制・マネジメント・マーケティングの強化 

 目標 3-1：ビジネス経営体の育成 

  施策 3-1-1:茶園集積の推進 

  施策 3-1-2:茶園共同管理経営体の育成と共同茶工場の経営体質の強化 

 目標 3-2：海外輸出に対応する茶の生産 

  施策 3-2-1 :海外輸出に対応する生産体系への転換 

施策 3-2-2 :有機茶・抹茶の生産推進 

 

図 掛川市茶振興計画の施策一覧 
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 (７)史跡 横須賀城跡整備基本計画（平成22年(2010)３月策定） 

史跡 横須賀城跡整備基本計画は、昭和58年度(1983)策定の保存管理計画、昭和59

年度(1984)策定の整備基本構想及び整備基本計画の基本的な考え方を踏まえ、社会情勢

の変化などを反映させて、具体的な整備の方向を示すものである。なお、史跡の活用を

促すため、隣接する城下町部分との連携に配慮し、横須賀城跡及び周辺地区を計画対象

区域としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 横須賀城跡整備基本計画図（本丸周辺）  

基本方針 

○遺構の保存を図りつつ、廃城直前の姿に復原することを基本とし、横須賀城の特徴や構造等を理解で

きる史跡整備を行う。 

○発掘調査の成果と学術的な調査研究を踏まえた整備とする。部分的な発掘調査だけではなく、建物跡

・門跡等は、面的な発掘調査の成果に基づいて整備を行う。 

○利用者が快適に利用できるよう、ユニバーサルデザインに配慮した施設整備を行う。 

○横須賀城跡及び周辺地において、城跡にふさわしい景観の保全・育成を図る。 

○横須賀城跡を核として、周辺に点在する歴史・文化・自然資源や地域住民等との連携を保つことによ

って、一体的に回遊できる空間として整備する。 

○地域住民が快適に利用でき、愛着のある空間となるように、地域住民等の意見を十分に生かした整備

を実施する。整備に当たっては、長期的な視野に立った住民参加の管理・運営計画を立てる。 
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(８)史跡 高天神城跡基本整備計画（平成11年(1999)３月策定） 

史跡 高天神城跡基本整備計画は、平成７年度(1995)策定の保存管理計画を踏まえ、

高天神城跡を後世へ伝え、幅広い活用に資するため、史跡の整備に関する基本的事項を

定めている。「基本整備構想」では、高天神城跡と城跡の環境としての周囲、六砦など

関連遺跡の整備方向を示している。「基本整備計画」では、概ね高天神城跡を対象に、

構想を具体化した計画を記載している。 

 

 

図 遺構整備計画図（高天神社周辺） 

  

整備の基本方針 

○全体的に遺構に関してはまだ未調査の部分も多く、今後整備や史跡範囲の拡大を行うにあたって、城の

縄張り、遺構を絵図や文献、発掘調査等によって明確にする。 

○学術的にも極めて価値の高い文化財を破壊することなく後世に引き継ぐために、史跡範囲の土地利用を

規制し、史跡を守るために必要な整備を行う。 

○史跡保全を前提に高天神城跡のもつ歴史的・学術的意義を現代の人々に正しく分かりやすい様に伝える

ことを目的として整備を行う。特に地域住民には史跡の重要さを理解してもらい、地域シンボルとして

愛着をもって接することが出来るよう整備を行う。 

○史跡の周辺についても史跡の良好な環境を維持するために、影響を及ぼす範囲について、史跡を中心と

した景観のコントロールを行う。 

○史跡の指定地外にある六砦跡などの関連史跡に関しても、保全や歴史的・学術的意義を伝えることを目

的としてのぞむ。 

○史跡の活用を図るため、周辺市町村内にある高天神城跡と関連ある城跡等とのネットワーク化を図る。
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 ３．歴史的風致の維持及び向上に関する基本方針 

本市の維持向上すべき歴史的風致及びその課題などを踏まえ、以下のとおり方針を定

める。 

（１）歴史的建造物に関する方針 

歴史的建造物のうち、国、県、市の指定文化財、登録有形文化財に指定されているも

のは、引き続き文化財保護法などに基づき適切に維持管理を図る。 

一方、未指定の歴史的建造物は、建築様式や建築時期などの実態調査を行ない、必要

に応じて、指定文化財及び掛川市景観計画に基づく景観重要建造物などに指定し、適切

な保存と活用を図る。 

また、所有の官民を問わず、歴史的建造物が適切に保存され、安心して利活用される

よう、重要文化財や伝統的建造物群保存地区などの既存の支援制度の研究や活用、修理

の助成、ふるさと納税や民間ノウハウを活用した資金調達など、所有者や管理者の負担

軽減に努める。 

これら歴史的建造物の保存や復元整備を進めるとともに、所有者や管理者の管理負担

を軽減するため、市民と行政のパートナーシップによる、現状把握や維持管理・活用を

促進する。 

 

（２）城跡に関する方針 

貴重な遺跡である高天神城跡、横須賀城跡は、整備基本計画に基づき、未調査部分の

発掘調査、調査終了部分の適切な保全、環境整備を進める。また、高天神城跡と関連の

深い中村砦は、市と地域が協働して、適切な保存・活用を進める。 

 

（３）歴史や伝統を反映した活動に関する方針 

祭りなどの伝統芸能を後世に継承するため、記録の作成、維持管理や後継者指導養成

研修などの地域の活動団体への支援、市内外への情報発信を行う。また、祭典等が行わ

れる場所に、来訪者や地域住民が歴史ある行事として理解し、関心を深めるため、説明

板等を景観と調和するように設置する。特に重要なものは国指定の文化財として価値を

高めるよう調査や準備を進める。 

農家や行政だけでなく、市民や事業者が一体となり、本市の茶産業そのものを維持継

承するため、掛川市茶振興計画に基づき掛川茶の品質の維持、市民が掛川茶について学

ぶ機会の充実、観光交流との連携などを進める。さらに、世界農業遺産の認定を活用

し、伝統的な生業及びそれによって形成された良好な景観を価値付け、適切に保全し、

地域産品の販売促進や地域住民の意識の醸成につながるよう、重要文化的景観の調査を
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検討する。 

報徳運動は本市の行動の基礎となる文化であり、時代とともに形を変えつつ継承すべ

き重要な活動であるため、生涯学習や総合学習などにおいて報徳運動への関心を深めて

いく。 

 

（４）歴史的建造物の周辺環境に関する方針 

市内全域において、引き続き地区計画や景観計画などによる建築物や屋外広告物など

の規制誘導を進めるとともに、各種まちづくり施策との連携を図りながら、歴史的建造

物周辺の建造物などの外観修景や景観阻害物件の除却を実施する。また、社会経済情勢

や住民意識の変化を踏まえて規制誘導の内容を見直すことで、歴史的建造物と一体とな

った歴史的町並みの保全形成に努める。 

さらに、良好な市街地を実現するために、道路の美装化、街路灯の修景、無電柱化な

どを実施し、歴史的な街並みや農業景観に調和した公共空間の整備を図る。 

 

（５）歴史文化資産に係る情報発信や周遊性に関する方針 

本市の歴史的風致は、地勢、歴史的背景、この地を生活の場としてきた先人たちの営

みによって培われてきた歴史的景観、伝統的な祭礼、地場産業、生活習慣、道徳規範な

どの多様な要素により構成されている。他地域の市民や来訪者の歴史文化資産に対する

認識の向上を図るため、各地域の歴史文化資産を一定のテーマやストーリーで整理し、

多様な媒体の活用、学校教育や生涯学習との連携、イベントの充実などによる積極的な

情報発信、文化財の展示や建造物の一般公開など、積極的な活用を図るとともに、地域

住民にとって地域の文化財や歴史に誇りをもつ機会を推進する。 

さらに本市の魅力を発信する語り部（ボランティアガイド）の育成や、歴史文化を活

かしたまちづくりに関わる市民団体などの活動を支援し、歴史文化資産の魅力を伝える

活動のさらなる発展を促進する。 

また、物語性のある歴史文化資産の周遊ルートを検討し、来訪者が安心して歴史文化

資産にアクセスできるよう、案内板のデザインの統一、説明板や休憩施設の整備や維持

管理、歩行環境の改善、自転車利用環境の向上などに努める。 

市民や来訪者が地域の歴史文化資産の魅力をわかりやすく体感できるよう、情報発

信、現地ガイドや体験学習の提供などの機能を備えた拠点の整備を検討する。 

掛川城天守閣を中心とする歴史文化資産の集積エリアにおいては、より多くの人々の

憩いや交流の場となるよう、各施設の有機的な連結や周辺環境の整備を図るとともに、

中心市街地活性化基本計画で定める事業実施により、まちなか交流人口の増加を図る。 

このような歴史まちづくりを推進するために、まちづくり、教育、文化、産業、観光

などの関係行政部門が連携した体制の構築を検討する。 
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 ４．歴史的風致維持向上計画の実施体制 

歴史的風致の維持向上を図るためには、さまざまな分野の多岐にわたる施策を実施す

る必要があり、関係各課との意識と情報の共有が不可欠である。 

このようなことから、本計画の推進体制は、本計画策定に主体的に係わる都市政策課

と社会教育課を中心とし、各事業担当課との連携を図りつつ、本計画の総合的かつ効果

的な進行を図る。 

また、国や静岡県と協議し、助言や支援を得るとともに、掛川市歴史的風致維持向上

協議会と協議し、計画の円滑な実施や計画変更を推進していく。 

さらに、文化財所有者や関係団体と協議や調整を図りつつ、掛川市文化財保護審議会

などへ報告し、助言を得ていく。 

 

 

図 掛川市歴史的風致維持向上計画の実施体制 

 

  

掛川市 

 

市民、文化財所有者、関係団体 

〈国〉 

文部科学省 

農林水産省 

国土交通省 

 

〈静岡県〉 

教育委員会 

交通基盤部 

協議 調整

報告
〈庁内関係課〉 

企画政策課、文化振興課、 

商業観光課、農林課、 

お茶振興課、都市政策課、 

土木課、社会教育課、 

図書館 など 

〈 〉 

都市政策課、社会教育課 

掛川市 

歴史的風致維持向上 

協議会 

掛川市 

文化財保護審議会 
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支援 

助言

協議 
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第４章 

重点区域の位置及び区域 
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 １．重点区域設定の考え方 

本計画における重点区域は、国指定文化財をはじめとする文化財や歴史的な建造物が

集積し、かつ歴史と伝統を反映した人々の活動が現在も継続され、それらが一体となっ

て本市の良好な市街地の環境を形成している範囲とし、歴史的な建造物の保全や伝統的

な活動の継承等に係る施策を重点的に実施することにより、歴史的風致の維持向上が効

果的に得られる範囲とする。 

戦国時代、掛川は東西交通の要衝として重要な拠点であったことから、多くの武将が

この地をめぐって争い、掛川城、高天神城及び横須賀城の３つの城が築かれた。このう

ち、掛川城と横須賀城については、江戸時代に城下町として整備され、城の周りに武

士、職人、商人が住む町が築かれた。また、東海道の宿場として、掛川宿と日坂宿の２

つの宿場があり、横須賀街道が、掛川宿や横須賀湊等にも通じていたことから、人や情

報の往来が活発であった。それらが今日の市街地を形成し、市民の生活や文化、経済発

展に大きな影響を与えている。 

掛川城下には、城に関わる歴史的な建造物や地域の人々の暮らしを見守ってきた神社

や商家等が残っている。掛川祭の日には、氏子たちにより各神社で厳かに神事が行わ

れ、その後、氏子たちは市街地に繰り出し、掛川城や城下町の街並みを背景に、華やか

に装飾された屋台とともに伝統的な法被姿で町内を練り歩き、秋の市街地を祭り一色に

染める。 

横須賀城跡から東に延びる横須賀街道沿道には、切妻造り平入り、中２階建てで格子

を備えた町家があって、春の三熊野神社大祭の日には、華やかな13台の祢里、三社祭

礼囃子と曳き手が一体となって独特の名調子を醸しだし、城下の街並みを練り歩く。 

いずれの祭りも、江戸時代に将軍が上覧した「天下祭」の文化を色濃く受け継ぎ、現

在薄れがちな神への崇敬心や地域社会の連帯意識が見られ、祭り好きで地元愛の強い掛

川市民の気質をそのままに今に伝えている。さらに、趣のある街並みと一体となって、

訪問者を惹きつけている。 

また、江戸時代後期、飢饉で荒廃する農村の復興に取り組んでいた、倉真村の岡田佐

平治は、掛川宿で出会った安
あ

居
ご

院
いん

義
ぎ

堂
どう

庄
しょう

七
しち

の仲介で二宮尊徳と会い、報徳の教えを学

んだ。岡田佐平治と長男岡田良一郎は、その教えに基づいて、遠州地方に報徳運動を推

し進め、やがて掛川が全国の報徳運動の中心となり、掛川城の近くに大日本報徳社が開

設された。大日本報徳社大講堂での常会を核に広められてきた報徳運動は、市民に流れ

る精神的な源流となり、市内全域で展開されてきた生涯学習運動の根底となっている。 

これらの歴史的風致については、文化財保護法に基づく保護措置、良好な景観の形成

に関する施策、市民主体のまちづくりなどによって、維持向上が図られている。 

しかし、経年による歴史的建造物の老朽化、人口減少による祭りや伝統芸能の担い手
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不足、活動を支える組織の弱体化、地域コミュニティの衰退による慣わしや言い伝えの

伝承の希薄化、空き家や空き地の増加など、歴史的風致の維持に支障をきたすことが危

惧されている。 

このため、本計画では、「掛川城下の祭りにみる歴史的風致」と「報徳運動にみる歴

史的風致」の重なる地域を「掛川城下地区」として、「横須賀城下の祭りにみる歴史的

風致」を中心とした地域を「横須賀城下地区」として設定し、歴史的風致の維持向上に

資する各種施策を展開していく。 

 

歴史的風致の位置図 
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 ２．重点区域の位置及び区域 

（１）掛川城下地区 

重点区域の位置は、歴史的な街並みや建造物が多く残り、掛川祭と報徳運動に関する

活動との一体性が強い地域を設定する。 

この地域を流れる逆川は、川底が深くえぐられていることから「崖川」、川岸の崖が

よく崩れるので「欠川」などと呼ばれ、掛川の地名の由来になったともいわれている。

豊臣秀吉の天下統一後、掛川に着任した山内一豊は、本丸を置く龍
りゅう

頭山
とうざん

と龍尾神社の

ある龍
りゅう

尾
び

山
ざん

を軸に、逆川などの天然の河川を利用した堀をめぐらし、城下町を整備し

た。 

今も掛川城周辺では、掛川城御殿をはじめとする城郭建築や、城下町、宿場町の歴史

を伝える建築物が残されている。これら歴史ある街並みを舞台として、掛川祭は江戸時

代から毎年賑やかに開催され、観光の目玉となっているとともに、地域コミュニティを

活発化させている。 

また、この地域には重要文化財大日本報徳社大講堂を核に、報徳運動の広まりや生涯

学習によるまちづくりへの発展の証として、報徳に関連する近代和風建築が立ち並んで

いる。報徳運動の一環として、掛川駅周辺から掛川城周辺まで、清掃活動が行われてお

り、清潔できれいなまちが保たれている。 

本市の玄関口となる新幹線新駅設置やまちのシンボルとなる掛川城天守閣の復元は、

地域の歴史を大切にし、地域の発展のために自らも参加して市のために尽くそうとする

市民の思いが、報徳運動により培われた市民の行動力によって具現化されたものと言え

る。 

さらに、歴史的なシンボルである掛川城と、現代の市の顔となる掛川駅という２つの

核が存在することから、「城下町風街づくり地区計画」を都市計画決定し、城下町・玄

関口にふさわしい街並み形成に官民協働で取り組んできている。 

以上のことから、掛川城や大日本報徳社建造物群などの歴史的建造物が建ち並ぶ範囲

や掛川大祭に登場する三大余興の巡行ルートの道路界、祭りを支える氏子町の範囲の境

界、城下町風街づくり地区計画の境界を考慮して、区域を設定する。 

 

名称：掛川城下地区 

面積：約169ha 
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図 重点区域の区域【掛川城下地区】 

 

表 重点区域の区域【掛川城下地区】 

区間 説明 区間 説明 

1～2 氏子町域界 5～6 市道第二区画117号線 

2～3 県道39号掛川川
かわ

根
ね

線 6～7 市道掛川駅梅
うめ

橋
はし

線 

3～4 県道415号日坂沢田線 7～1 城下町風街づくり地区計画区域界 

4～5 県道37号掛川浜岡線 
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（２）横須賀城下地区 

重点区域の位置は、国の指定史跡横須賀城跡をはじめ、歴史的な建造物が集積し、

「横須賀城下の祭りにみる歴史的風致」が残る区域を設定する。 

この地域を鎮護する三熊野神社は、文武天皇の皇后に由来する荘厳なたたずまいの神

社である。天正年間（1573～1591）、高天神城を攻略するための最前線の城として三熊

野神社の社地が最適とされたが、その由緒を知った大須賀五郎左衛門は、築城は畏れ多

いと断念し、西方の松尾山へ横須賀城を築くこととなった。横須賀城の築城後、歴代城

主、家臣、近隣の人々の深い信仰を集めてきた。（参考：観光協会HP、田中興
こう

平
へい

氏報

告書） 

毎年４月、満開の桜の下で三熊野神社大祭が行われている。横須賀城主の西尾家がこ

の地域に伝えた江戸の祭礼囃子は、古い慣わしのままに祭りで奏でられる。囃子ととも

に曳き回される華麗な祢里が、趣のある建築物が立ち並ぶ横須賀街道のまちを祭一色に

染め、見る者を圧倒する。 

祭りの舞台となる横須賀街道の沿道には、清水家住宅や八百甚などの地域の歴史の核

となる建築物、壁面や軒が連なる特徴的な町並みが残され、祭りの時期以外でも魅力的

な飲食店やアートイベントと相まって多くの人を惹きつけている。この町並みは、街道

を中心とする南北に細長い敷地割の中で、隣接する住民が、互いの敷地や生活を侵害し

ないよう配慮してきた形であり、良好な生活環境やコミュニティの維持につながってい

る。 

街並みの重要性を地域住民が認識し、掛川市景観条例に基づく「景観形成重点地区」

の指定を受け、「祢里の似合う遠州横須賀街道の継承と創造」を目標として、町並みの

保全、創出に取り組んでいる。 

以上のことから、伝統的な祭りが継承されている地域における道路界や用途地域界、

横須賀城跡などの歴史的建造物の敷地、景観形成重点地区の境界を配慮して、区域を設

定する。 

 

名称：横須賀城下地区 

面積：約74ha 
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図 重点区域の区域【横須賀城下地区】 

表 重点区域の区域【横須賀城下地区】 

区間 説明 区間 説明 

1～2 文化財（史跡）指定区域界線 6～7 市道川原町北裏線 

2～3 県道69号相良
さ が ら

大須賀線 7～8 都市計画用途地域界線 

3～4 都市計画用途地域界線 8～9 8と9を結ぶ線 

4～5 市道西大渕9号線 9～10 景観形成重点地区区域界 

5～6 県道69号相良大須賀線 10～1 都市計画用途地域界線 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



掛川市歴史的風致維持向上計画 第４章            

- 200 - 

 

 ３．重点区域設定における歴史的風致の維持及び向上の効果 

重点区域では、江戸時代から続く伝統ある掛川祭、三熊野神社大祭が今も賑やかに開

催されるとともに、市民に昔から脈々と受け継がれてきた報徳の教えにも通じる考え方

が生活習慣としてあり、生涯学習によるまちづくりが積極的に展開されている。 

重点区域において、歴史的風致の維持及び向上に重点的かつ一体的に取り組むことに

より、掛川の魅力をわかりやすく発信するシティプロモーションの推進、歴史などの地

域資源を活用した交流人口の拡大による地域経済の活性化が期待できる。 

また、シティプロモーションの推進や交流人口の拡大は、市民が地元の特徴を再確認

し地域の資源を知る好機ともなる。市民の掛川への愛着や誇りを醸成することにより、

地域の祭事や生涯学習への積極的な参加、歴史的な建造物の保全につながり、先人が培

ってきた伝統文化を次世代に継承していくことによってさらなる発展が期待される。 

 

 ４．良好な景観の形成に関する施策との連携 

（１）都市計画法との連携 

① 区域区分及び用途地域 

本市は、行政区域26,569 haの概ね８割を占める21,164 haが都市計画区域に指定さ

れている。区域区分はされておらず、都市計画区域のうち2,440.3 haが用途地域に指

定されており、市街地が形成されている。 

本計画の重点区域は、全て都市計画区域内であり、「横須賀城下地区」の一部を除い

て用途地域内に位置する。 

今後も、用途地域の指定状況を踏まえた上で、適切な土地利用の誘導により、周辺環

境との調和に努め、歴史的風致の維持向上を図っていく。 

また、特に価値が高いと判断された建造物群で、保存措置が必要な場合は、伝統的建

造物群保存地区の制度の活用も検討していく。 

 

② 地区計画 

本市では、土地区画整理事業等の市街地開発事業を実施した地区や民間開発により形

成された住宅団地等において、建築物等の建築についてのルールを定めるなど、地区計

画によるきめ細かなまちづくりを進めている。 

「掛川城下地区」においては、「掛川市城下町風街づくり地区計画」を設定し、掛川

駅と掛川城とを結ぶ範囲において、建築物の外壁の色彩、軒の高さ、屋根の形態などの

ルールが定められ、歴史的景観と調和した風格と賑わいのある街並みを誘導している。 

引き続き、地域の特性に応じてきめ細かなルールを定める制度を活用し、歴史的風致

と調和した良好な市街地環境の形成を図っていく。 
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図 用途地域【掛川城下地区】 

 

図 用途地域【横須賀城下地区】 
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図 地区計画 

 

（２）景観計画との連携 

① 市全域の景観形成の方針と行為の制限 

本市では、郷土の景観を創り、育み、守るため、景観法に基づく掛川市景観計画を策

定し（平成23年(2011)1月1日施行）、あわせて掛川市景観条例を制定し、総合的な

景観形成を進めている。 

掛川市景観計画では、市内全域を景観計画区域とし、「時の景」や「人の景」を含む

景観要素別の景観形成方針及び６つのゾーン別の景観形成方針のもと、届出勧告制度に

よる大規模な建築物等の行為の制限、景観重要建造物の指定の方針、屋外広告物の基本

的な考え方などを定めている。 

本市の歴史的風致は市内各所に広がっていることから、事業展開に合わせて景観計画

行政と連携し、歴史的風致の維持向上に努める。 
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大規模な建築物等の行為の制限の内容 

項目 基準適用範囲 景観形成基準の概要 

建築物・工作物の

高さ 

城下町風街づくり

地区計画の区域 

建築物･工作物の各部分の標高は、72ｍ※を越えない高

さとする。※掛川城の最高標高 72.3ｍより。 

建築物・工作物の

色彩 

市内全域 建築物･工作物の外観の色彩は、マンセル値により指定

する色彩の範囲とする。 

開発行為 市内全域 現況の地形をできる限り生かし、長大な法面や擁壁が

生じないよう配慮する。など 

土石の採取 市内全域 採取する場所は、道路等から目立たない場所になるよ

う採取の位置や方法に配慮する。など 

 

 
「掛川市景観計画」中心市街地景観ゾーンの景観形成イメージ 

 

② 景観形成重点地区の指定 

掛川市景観計画では、特に先導的かつ重点的に景観形成を図るべき地区等について

は、条例に基づく「景観形成重点地区」に指定し、地区単位で景観形成を進めていくこ

ととしている。 

本計画の「横須賀城下地区」の一部地域において、地域住民との合意形成を図り、平

成26年(2014)４月に「遠州横須賀街道沿道景観形成重点地区」を指定している。「遠

州横須賀街道沿道景観形成重点地区」では、「祢里の似合う街道の継承と創造」をテー

マに、建築物や工作物の新築、増築、改築、移転、外観変更及び修繕等を行う場合には

届出が義務付けられ、屋根の形状や壁の位置、高さや色彩、屋外広告物等を横須賀街道

の街並みにふさわしい景観とするように誘導している。その取組の効果は隣接地域にも

波及しており、景観に配慮した建築物の建替えが沿道で進んでいる。今後は、「景観形

成重点地区」の拡大についても検討し、歴史的風致の維持向上に向けて実効性を高めて

いく。 
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図 景観形成重点地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）屋外広告物の制限 

本市における屋外広告物の表示及び掲出については、屋外広告物法に基づく静岡県屋

外広告物条例により規制誘導されている。 

原則として、広告物を表示できない「特別規制地域」と、広告物表示の許可が必要な

「普通規制地域」の２つがあり、特別規制地域のうち第１種特別規制地域には文化財保

護法、静岡県文化財保護条例により指定された地域が含まれている。  

なお、道標、案内図板などの公衆の利便に供する広告物は、高さや面積などの基準を

景観形成重点地区及び隣接区域で建替えられた建物 
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満たし、許可を受ければ特別規制地域でも表示することができる。 

引き続き、屋外広告物条例の周知や屋外広告物の指導に努めるとともに、良好な歴史

的風致の維持及び向上を図るため、本市独自の屋外広告物条例の制定に向けて検討を進

める。 

規制地域の種類 

特別規制地域 普通規制地域 

第１種 第２種 第１種 第２種 

特に良好な住環境の形成や

自然環境、歴史景観の保全

が望まれる地域 

新幹線や東名高速道路の沿

線などの広告物が集中する

おそれの高い地域、都市公

園や学校などの公共施設の

敷地など 

市街地や主要な道路の沿線 活発な商業活動が行われて

いる地域 

 

規制地域による設置可能な広告物 

規制地域 

広告物の種類 

第１種 

特別 

第２種 

特別 
第１種普通 第２種普通 

自家広告物 

（自己の氏名、名称、店名、商標、

事業、営業内容を自己の事務所、営

業所、作業所へ 表示する広告物） 

設置可 

(５㎡以内は申請不要)

設置可 

(10㎡以内は申請不要) 

設置可 

(20㎡以内は 

申請不要) 

案内看板 

（店名等に加え、地図、矢印、案内

の文言が表示されている広告物） 

設置可 

一般広告物 

（上記以外の広告物） 
設置不可 

設置可 

（主要道路沿道100ｍは不可） 
設置可 

 



掛川市歴史的風致維持向上計画 第４章            

- 206 - 

 

 

 図 屋外広告物規制地域【掛川城下地区】 

 

 図 屋外広告物規制地域【横須賀城下地区】 
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第５章 

文化財の保存及び活用に関する基本的事項 
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 １．全市に関する基本方針 

（１）文化財の保存・管理・活用の現状と今後の方針 

本市には、国指定文化財５件、県指定文化財31件、市指定文化財70件、合計106件

の有形・無形の指定文化財と、国登録有形文化財４件の建造物がある。国・県・市指定

文化財については、文化財保護法、静岡県文化財保護条例、掛川市文化財保護条例のほ

か、関連法令に基づき、所有者や管理者に適切な保存や管理に関する指導・助言を行っ

ており、今後も引き続き適切な保存や管理等の措置を行っていく。加えて、指定文化財

の所有者や管理者による管理を補助するため、教育委員会委嘱の文化財パトロール員を

配置して、現状把握に努めていく。 

未指定の文化財については、市内全域において悉皆調査を実施し、その価値を適切に

判断し、必要に応じて文化財指定の可能性について検討していく。 

また、新たに指定された文化財や未指定の文化財を含む全ての文化財を対象に、歴史

的な関連や市民生活にどう関係しているのか、どれほどの価値があるのかといった関連

性を整理する。その上で、こうした文化財が市民生活にとって必要なものとなるよう、

商工や観光等の関係機関との連携を図り、従来の「保存して活用する」から「活用する

ために保存する」という考え方に変え、保存、管理及び活用に努めていく。 

以下、本市における歴史的風致の維持及び向上の中核となる文化財について、種別ご

とに、今後の方針を定める。 

【有形文化財（建造物）】 

県指定・市指定及び未指定の有形文化財（建造物）の保護にあたっては、適切な保存

管理や活用が図られるよう、現状の保存状況を把握し、今後文化財をどうしていくべき

かについて、所有者や管理者等と協議し、保存、活用に向けた修理・整備、防災対策な

どを計画的に実施していく。 

【史跡】 

国史跡については、それぞれに立てた保存管理整備計画に基づき、適切な保存整備を

行っていく。県や市の指定史跡については、現状の保存状態を確認し、適切かつ必要な

保存、管理の対策を講じる。 

未指定の史跡候補の遺跡については、後世に末永く保存、継承していくことを目的と

して、必要に応じ史跡として指定し、保存管理計画を立てて保存管理する。 

【無形民俗文化財】 

県・市指定無形民俗文化財について、伝統芸能の活動の記録を作成することにより、

保存伝承の手助けとなっている。今後も活動を維持、継続していけるよう、後継者の指

導育成等について支援を行う。 
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市内には、未指定ながらも文化財として価値あるものが多数あることから、学術的な

視点での悉皆調査を実施し、必要に応じて指定等の措置を講ずる。また、地域の活性化

を図ることから、未指定の祭りなどの行事について、商工及び観光等関係機関等の協力

を得て広く紹介していく。 

 

（２）文化財の修理・整備に関する方針 

有形文化財は、経年劣化や災害等の外的要因により毀損や滅失の被害を受ける恐れが

あることから、日頃の維持管理を含めた予防対策と、被害を受けた場合の適切な修理、

復旧が求められる。 

日頃の予防対策として、所有者や管理者による適切な維持管理と日常的な点検を行う

ことで損傷の早期発見に努め、必要に応じて、所有者等の意識向上のための適切な助言

を行う。 

修理については、文化財の価値を維持するため、過去の改変履歴や調査記録などを活

用し、新たな調査研究に基づき実施することを基本とする。また、所有者等の財政的負

担の軽減を考慮し、各種補助制度を積極的に活用する。 

未指定文化財のうち歴史的風致形成建造物として指定した建造物については、所有者

等と協議しながら、修理・整備などに対する支援を実施する。 

 

（３）文化財の保存・管理・活用を行うための施設に関する方針 

掛川市二の丸美術館、掛川市埋蔵文化財センター、大須賀歴史民俗資料館、吉岡彌生

記念館、大東図書館常設展示室郷土ゆかりの部屋、河井弥八記念館等は、地域の貴重な

文化財の収集・調査・展示により、市民が広く文化財に触れ、学習する場としての役割

を果たしている。 

市内には多くの文化財があることから、文化財を保存・活用しながら展示できる個別

施設や、総合的な情報発信の拠点の整備が必要である。 

また、市内各地の文化財の所在や価値を説明するため、施設の改修や建設時に誘導サ

インや説明看板を設置しているが、デザインの統一感に欠けるとともに、日本語表記の

みのものが多い。誘導サイン等の整備にあたって、デザインの統一、多言語化、周辺景

観やユニバーサルデザインへの配慮により、海外からの観光客を含め、より多くの人に

文化財をＰＲする。 

 

（４）文化財の周辺環境の保全に関する方針 

文化財の魅力を高めるために、文化財単体にのみ措置を講じるのではなく、その周辺
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環境と一体的な措置を講じることが重要である。そのため都市計画法や掛川市景観条例

等の関連法令と連動し、文化財とその周辺を一体的に保全する。また、掛川市景観条例

に基づく景観形成重点地区の指定を段階的に進めていく。その際、地区住民との協議会

等を開催し、地区景観に関する住民意識の向上を図りつつ、周辺の景観に合わせた、建

築物や工作物の形態意匠などについて、合意形成を進めながら整備方針等を定めてい

く。 

文化財周辺の景観を阻害する要素は、改善や除去を進めるとともに、文化財を活用す

るための施設は、文化財や周辺の環境との調和に配慮して整備や再整備をする。 

 

（５）文化財の防災に関する方針 

有形文化財は、火災、地震、落雷、水害、台風等の災害により毀損、滅失する恐れが

あることから、個別の有形文化財ごとに防災対策を検討し、被災リスクを軽減すること

が重要である。 

滅失の危険性の高い火災については、火災が発生しないよう予防対策の徹底と日頃か

らの防火教育・訓練に取り組むとともに、火災が発生した際の迅速な消火体制の構築を

行う。 

予防対策として、文化財を保存する上で必要と考えられる防火設備を設置し、消防法

で義務付けられている自動火災報知設備や非常警報設備、防火壁、消火栓、消火用水及

び避雷設備等防災設備を整備するとともに、定期的な保守点検を実施する。 

また、文化財を地震や津波などの災害から守り、後世に継承するため、「掛川市地域

防災計画」の運用により、文化財の耐震対策や応急対策を講じる。また、文化財愛護団

体の諸活動を通じて、市民の防災指導、文化財に対する防災知識の普及を図る。 

さらに、美術工芸品などの有形文化財は、盗難に遭わないように防犯設備設置を推奨

するとともに、所有者の防犯に対する意識向上を図る。 

 

（６）文化財の保存・活用、普及・啓発に関する方針 

市内にある文化財の価値とその存在する意義を知り、それを学ぶための環境を整える

ことで、文化財が市民生活にとって必要なものと認識する人を増やすことにより、文化

財を市民の地域への誇りと郷土愛の醸成に繋げることが重要である。 

そのため、文化財の統一的な案内板の設置やパンフレットの作成、配布とともに、観

光ボランティアによるガイド活動の育成やイベントの開催などにより、広く普及、啓発

を図る。 

一方、小・中学生を含む市民を対象とした展示会や講座などを開催し、文化財に直接

触れてもらい、市民生活にとって文化財が身近で必要なものと思うようになるよう、郷
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土の歴史・文化・文化財についての理解を深めてもらう。 

 

（７）埋蔵文化財の取り扱いに関する方針 

市内には704の遺跡（周知の埋蔵文化財包蔵地）が知られており、県内で最も遺跡の

多い市である。それぞれの遺跡について、文化財保護法に基づき保護を実践している。 

遺跡のある場所で土木工事等を行う際の届出の義務を周知するとともに、該当する場

合は開発事業者との事前調整を経て、試掘・確認調査、発掘調査などで現状把握を行

い、その調査結果をもとに、適切な保護、保存措置を講じていく。 

 

（８）文化財の保存・管理・活用に係る掛川市教育委員会の体制に関する方針 

本市では、文化財に関わる業務は、教育委員会社会教育課が担当しており、専門職員

として学芸員５名・非常勤事務職員１名が携わっている。今後、本計画の策定を契機

に、都市計画、景観及び観光を所管する部署との連携、見識のある市民の協力と連携を

取りながら、文化財の保存、管理及び活用を強化する。 

また、文化財行政に関わる教育委員会の諮問機関として掛川市文化財保護条例の規定

に基づき、掛川市文化財保護審議会が設置されている。10人以内の学識経験者及び関

係行政機関職員で構成されている。今後も審議会の助言等を得、適切な文化財の保存、

管理及び活用を図る。 

 

（９）文化財の保存・管理・活用に関わる住民・NPO法人等各種団体の状況及び

今後の体制整備の方針 

本市の文化財を保存、管理及び活用していくためには、行政機関だけで取り組むこと

は難しく、地域において文化財の保存、管理及び活用に取り組んでいる団体と連携する

ことが必要である。 

本市における文化財の保存、管理及び活用に関わる主な団体は、次のとおりである。 

 

表 本市の文化財の保存、管理及び活用に関わる主な団体 

名称 主な活動エリア 活動概要 

掛川観光ガイドボランティア 猫の手の会 ◎ 掛川 観光ボランティアガイド 

高天神城観光ボランティアの会 大東 観光ボランティアガイド 

戦国汁の会 大東 郷土の歴史の継承 

達人に学び伝える会 市内全域 講座やイベントの企画 
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㈱茶文字の里東山 東山 イベントの企画など 

掛川茶手揉み保存会 市内全域 手もみ製茶の技術の継承 

掛川地方史研究会 市内全域 郷土の歴史調査、研究 

南遠郷土史懇話会 大東 郷土の歴史調査、研究 

大須賀郷土研究会 ◎ 大須賀 郷土の歴史調査、研究 

遠州祭り囃子保存会中遠竹友会（竹友会） 市内全域 祭り囃子の継承 

かんからまち保存会 ◎ 掛川 かんからまちの伝承 

紺屋町木獅子の舞保存会 ◎ 掛川 紺屋町木獅子の舞の伝承 

八坂神社祭典保存会 大東 祭典の運営 

大東ふるさと太鼓の会 大東 伝統芸能の継承 

三社祭礼囃子保存会 ◎ 横須賀 祭囃子の継承 

三熊野神社の地固め舞と田遊び保存会 ◎ 横須賀 伝統芸能の継承 

遠州横須賀倶楽部 ◎ 横須賀 勉強会やイベント等の開催 

横須賀景観整備機構 ◎ 大須賀 景観保全に向けた取り組み 

松ヶ岡プロジェクト推進委員会 ◎ 松ヶ岡 松ヶ岡等の修復・復元に向けた取

り組み 

松ヶ岡を愛する会 ◎ 松ヶ岡 松ヶ岡の管理、活用、歴史調査等 

中村砦城山保全会 中 中村砦の保全･活用 

平塚古墳保存会 上西郷 平塚古墳の保存、管理 

◎を付けている団体は重点区域の文化財の保存、管理及び活用にも関わる主な団体。 

 

これらの活動団体と連携して保存、管理及び活用を図るため、人材育成の支援や、必

要な情報提供、助言・指導などを継続的に行っていく。今後においては、団体同士の交

流会を設け、団体の強化、連携した活動を図っていく。 
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 ２．重点区域に関する事項 

（１）文化財の保存・管理・活用の現状と今後の具体的な計画 

重点区域内には、掛川城御殿、横須賀城跡をはじめとする多くの指定文化財が存在し

ている。これらの指定文化財は、文化財保護法、静岡県文化財保護条例、掛川市文化財

保護条例のほか、関連法令に基づき、これまで保護のための措置が講じられてきた。 

国指定文化財について、適切な保存管理や活用が図られるよう、保存活用計画に基づ

き修理・整備、防災対策などを行う。国史跡横須賀城跡は、適正な維持管理、活用の推

進に努めるとともに、指定地内の公有化を進めていく。 

市指定文化財の松ヶ岡（旧山﨑家住宅）は、保存、管理及び活用の計画を確立し、市

民協働による施設運営及び経営方法について具体的に計画し実施していく。 

未登録・未指定の有形文化財について、地域の歴史を物語る貴重な資源として捉え、

悉皆調査によって積極的に状況把握に努め、価値があると評価されたものについては、

市の指定、国の登録制度、伝統的建造物群保存地区の制度などを活用し、適切な保存、

管理及び活用を検討していく。 

また、地域に根付く伝統行事の無形民俗文化財は、保存伝承のための維持管理・後継

者の指導育成を行っている活動団体への支援を継続する。 

 

（２）文化財の修理・修復に関する具体的な計画 

重点区域内において修理が必要な有形文化財は、県指定文化財の龍華院大猷院霊屋附

春日厨子、市指定文化財の松ヶ岡（旧山﨑家住宅）、掛川城太鼓櫓、大手門番所、竹の

丸米倉、未指定の掛川城石垣など、多く存在する。これらの文化財は、経年劣化による

内外の損傷が進行しており、滅失の恐れに繋がることから、なるべく早い時期の修理・

修復事業を行う必要がある。 

そのため、文化財の価値を損ねないよう過去の改変履歴や調査記録等の活用と、新た

な調査研究に基づき、文化財保護法、静岡県文化財保護条例、掛川市文化財保護条例の

現状変更等の許可制度に適合させ修理を行う。 

未指定の有形文化財である建造物は、所有者等と協議を行い、歴史的風致形成建造物

として指定の上、修理や活用などに係る費用に対して支援する。 

 

（３）文化財の保存・管理・活用を行うための施設に関する具体的な計画 

重点区域内において、文化財の保存や情報発信をする施設は少ない。掛川城御殿や松

ヶ岡などの文化財建造物における展示が見られるものの、発信できる情報量は限られて
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いる。 

また、文化財の価値を説明する案内板の老朽化または未設置、案内板や誘導サインの

統一ルールの欠如から、十分にガイダンス機能を発揮しているとは言えない。 

そのため、重点区域内の文化財の情報を発信する施設の整備、各案内板等の表示の統

一化及び多言語化を図り、来訪者が安心して文化財にアクセスでき、その価値を十分理

解できるよう環境を整える。 

 

（４）文化財の周辺環境の保全に関する具体的な計画 

掛川駅から掛川城周辺地域の中心市街地においては、平成６年に掛川市城下町風街づ

くり地区計画を定め、掛川城周辺の歴史的建造物との一体的な景観形成を進めてきた。

地区計画の設定から20年余りが経過していることもあり、社会情勢の変化に応じた地

区計画の見直しを行い、引き続き周辺環境と調和したまちづくりを推進する。 

遠州横須賀街道沿道景観形成重点地区は、祭りが似合う街並み景観の保全のため、平

成26年に掛川市景観計画重点地区に指定されている。また、地域住民等で構成される

団体による審査、助言を受ける体制が整備されている。現在は任意団体だが、景観法に

基づく景観整備機構の指定を目指し、より地域住民が主体となった景観形成を図る。 

また、無電柱化の検討、道路舗装の美装化、道路側溝の改修、周辺景観と調和する街

路灯の整備を行い、良好な景観形成と観光振興を図る。 

 

（５）文化財の防災に関する具体的な計画 

火災予防については、防火訓練を毎年１月26日の文化財防火デーにあわせ、重要文

化財である掛川城御殿、多くの文化財を有する三熊野神社、龍華院大猷院霊屋などで、

消防本部職員、地元消防団員、所有者、市教育委員会などが連携して実施しており、今

後も継続して行う。 

また、重要文化財である大日本報徳社大講堂や、県指定有形文化財である、淡山翁記

念報徳図書館、旧有栖川宮熾仁親王邸御座所及び侍女部屋、旧遠江国報徳社第三館掛川

事務所などにおける実施も検討し、協議していく。 

歴史的建造物の多くが木造であることから、火災対策が重要なため、防災訓練の対象

を広げていく必要がある。引き続き、消防署による文化財の予防的な査察と啓発を実施

するとともに、所有者、管理者等に対し、自動火災報知器や盗難対策としての警備シス

テムなどを設置するための促進及び支援を行っていく。また、所有者等と協議し、個々

の歴史的な建造物に対して耐震診断を実施し、補強修復計画の立案や耐震補強の実施を

検討する。 
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（６）文化財の保存・管理・活用の普及・啓発に関する具体的な計画 

市民が重点区域内の文化財に対して理解を深める機会を創出することは、歴史的風致

を維持向上させる上でも重要である。 

そのため、各文化財に関心を寄せやすい歴史ストーリーで関連付けたパンフレットな

どの作成や市ホームページの充実化を図る。また、整備工事、建造物修理の現場説明会

など、文化財の保存の現場を活用した見学ツアーを実施する。 

無形民俗文化財は、担い手の育成などで多くの人の関与が重要であることから、過去

の記録調査を実施し、円滑かつ確実に文化が継承されていくよう努める。さらに、伝統

芸能の継承などの活動を行う団体に対しては、必要な支援を実施し、伝統文化の普及啓

発を図る。 

 

（７）埋蔵文化財の取り扱いに関する具体的な計画 

重点区域内において、現在確認されている｢周知の埋蔵文化財包蔵地｣は多数あり、こ

れらの該当箇所で歴史的風致の維持及び向上に関する事業を実施する場合は、埋蔵文化

財の価値を損なわないよう十分な調査を行うものとする。 

また、土地利用等で埋蔵文化財が破壊されることがないよう、地権者等への周知を図

るとともに、実際の開発に際しては十分な事前協議を行い、できるかぎり現状保存を図

るものとする。土地利用により破壊を免れえない場合は、静岡県教育委員会の指示や協

議に基づき発掘調査等を実施して、記録保存を行う。 

 

（８）文化財の保存・活用に関わる住民・NPO法人等各種団体の状況及び今後の

体制整備の具体的な計画 

重点区域内における文化財の保存、管理及び活用に取り組む団体として、郷土芸能の

伝承を行う団体などが活動を活発に展開している。 

その他にも、各地区の祭典には組や自治会の役員、氏子が関わっている。また、市内

全地区において「まちづくり協議会」が組織され、地域の伝統と歴史を活かしたまちづ

くりに取り組んでいるところも多い。文化財の保存、管理及び活用にあたって、地区住

民やこれらの団体との連携が求められる。 

そのため、自主的な活動の継続に向けて、必要な情報提供や市民への活動ＰＲなどの

支援を行うとともに、団体間で情報交換ができる機会の創出など、文化財の保存、管理

及び活用に向けた体制整備を図る。 
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第６章 

歴史的風致維持向上施設の整備又は管理に関する事項 
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 １．歴史的風致維持向上施設の整備又は管理に関する基本的な考え方 

本計画における歴史的風致維持向上施設とは、本市における歴史的風致の維持向上に

寄与する公共施設などであり、これを整備し、適切な管理を行うことにより、本市固有

の歴史的風致の維持向上を図る。 

整備にあたっては、歴史的風致を構成する建造物の保全や整備、歴史的風致に係る街

並みなどの環境の整備、歴史的風致の認識と理解を向上させる事業などによって実施す

る。整備を行った施設は、積極的な公開や活用を行い、歴史的風致の維持向上を図る。 

管理にあたっては、国、県及び市の関係部局が連携し、文化財保護法のほか、道路

法、都市公園法、市条例などに基づいた日常的な維持管理を確実に実施するとともに、

防災や防犯の対策にも取り組む。さらに、地域住民、関連団体等との協力のもと、官民

一体となった維持管理を進める。 

なお、事業実施にあたっては、施設やその周辺の歴史的背景、地域住民の活動状況な

どを十分に把握した上で、周辺の景観に配慮し、地域住民や関係機関との十分な協議を

踏まえて行う。また、国や県からの支援が得られるよう検討を進めるとともに、民間企

業などとの連携を図っていくものとする。 

上記の基本的な考え方に基づき、計画期間内に実施する事業は以下のとおり。 

 

（１）歴史的建造物に関する事業 

①歴史的街並み調査事業 

②歴史的風致形成建造物の保全・活用事業 

③松ヶ岡（旧山﨑家住宅）保存修理・活用事業 

（２）城跡に関する事業 

④横須賀城跡復元・活用事業   

⑤高天神城跡復元・活用事業  

⑥高天神城六砦「中村砦」保存・活用事業 

（３）歴史や伝統を反映した活動に関する事業 

⑦郷土芸能・伝統行事伝承事業 

⑧三熊野神社大祭調査研究事業 

⑨祭典伝承ＰＲ事業 

⑩葛布産業振興支援事業 

⑪茶手揉み技術伝承事業  

⑫掛川茶マイスター認定制度推進事業 
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⑬重要文化的景観の調査研究事業 

⑭掛川道徳の学習推進事業 

（４）歴史的建造物の周辺環境に関する事業 

⑮城下町風街並みづくり事業   

⑯横須賀景観整備機構運営支援事業 

⑰掛川城周辺電線地中化、道路美装化及び街路灯修景事業 

⑱横須賀街道電線地中化及び美装化事業  

⑲粟
あわ

ヶ
が

岳
たけ

周辺における景観形成推進事業 

（５）歴史文化資産に係る情報発信や周遊性に関する事業 

⑳郷土読本作成事業 

㉑文化財展の開催事業 

㉒市内の歴史・文化資産のガイド養成事業 

㉓掛川銀行復元・活用事業 

㉔サイン・案内板設置事業 

㉕レンタサイクルの推進事業 

㉖掛川公園と周辺整備事業  

㉗「士の掛川城、農の報徳社、町人の松ヶ岡」周遊道整備事業  
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図 重点区域と事業位置図  
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図 重点区域と事業位置図【重点区域・掛川城下地区の拡大図】 

 

図 重点区域と事業位置図【重点区域・横須賀城下地区の拡大図】  
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 ２．歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事業 

（１）歴史的建造物に関する事業 

事 業 名 ①歴史的街並み調査事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 市内全域 

事 業 概 要 市内各所に歴史的な建造物が残っているが、十分な整理がされてい

ないため、建築様式や建築時期などの調査を行い、掛川市景観計画に

基づく景観重要建造物及び文化財への指定を推進する。 

 

 

 

 

 

 

▲イメージ（掛川城天守閣）       ▲イメージ（八百甚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

地域の歴史、文化、生活などの特性が現れた建造物を把握し、価値

付けを行うことで、地域住民の街並み保存への意識が醸成されること

により、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。 

 

 



掛川市歴史的風致維持向上計画 第６章               

- 223 - 

 

 

事 業 名 ②歴史的風致形成建造物の保全・活用事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業（平成29年度～平成38年度） 

事 業 位 置 掛川城天守閣周辺、横須賀城跡周辺【重点区域内】 

 

事 業 概 要 重点区域内に所在する歴史的建造物のうち、歴史的風致形成建造物

の指定方針に基づき指定した建造物において、維持保全及び文化・観

光資源としての活用を図るために、必要に応じて現況調査、補修など

を行う。 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

歴史的に価値の高い建造物を、必要に応じ修復及び耐震性を高める

ことなどにより、掛川市の歴史・文化に深く関わる資産として次世代

に継承することにより、掛川城下の祭りにみる歴史的風致及び横須賀

城下の祭りにみる歴史的風致の維持及び向上に寄与する。 

  

重点区域 

「掛川城下地区」

重点区域 

「横須賀城下地区」 
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事 業 名 ③松ヶ岡（旧山﨑家住宅）保存修理・活用事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 社会資本整備総合交付金 

（都市再生整備計画事業）（平成29年度～平成31年度） 

市単独事業（平成29年度～平成38年度） 

事 業 位 置 松ヶ岡（旧山﨑家住宅） 

事 業 概 要 掛川藩御用達を勤めた豪商山﨑家の住宅（松ヶ岡）の修復を行う。

また、重要文化財指定を目指すとともに、地域の発展を伝える施設等

として活用していく。 

 

 

 

 

 

 

      ▲正面外観               ▲庭園 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

松ヶ岡は、平成24年に取り壊しを回避するために市が購入したもの

であり、その後の調査で文化財的価値が非常に高いことが明らかにな

っている。これを整備し、情報発信の拠点として活用することによ

り、掛川城下の祭りにみる歴史的風致の維持及び向上に寄与する。  
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（２）城跡に関する事業 

事 業 名 ④横須賀城跡復元・活用事業   

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成21年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 国宝重要文化財等保存整備費補助金（平成21年度～平成38年度） 

史跡等購入費国庫補助金（平成29年度～平成35年度） 

静岡県文化財保存費補助金（平成21年度～平成38年度） 

事 業 位 置 横須賀城跡【重点区域内】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 概 要 現在は史跡指定地内の公有化を主

に進めているが、未整備の部分につ

いては整備基本計画に基づき、発掘

調査を行い、基本設計、実施設計を

作成した後、整備を進めていく。 

 

 

       ▲横須賀城跡 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

横須賀城跡の復元、整備を行うとともに、城下町の趣が残る横須賀

街道と一体となった活用を図ることにより、横須賀城下の祭りにみる

歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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事 業 名 ⑤高天神城跡復元・活用事業  

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成10年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 国宝重要文化財等保存整備費補助金（平成10年度～平成38年度） 

静岡県文化財保存費補助金（平成10年度～平成38年度） 

事 業 位 置 高天神城跡（掛川市上
かみ

土方
ひじかた

嶺
みね

向
むかい

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 概 要 基本整備計画に基づき、発掘調査終

了部分については、基本設計、実施設

計を作成した後、整備を進めていく。

それと並行して、未調査部分の発掘調

査を実施していく。 

 

 

       ▲高天神城跡 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

高天神城跡の復元、整備を行うとともに、地域に残る伝統行事の伝

承を進めることにより、高天神城と周辺集落の祭りにみる歴史的風致

の維持向上に寄与する。 
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事 業 名 ⑥高天神城六砦「中村砦」保存・活用事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成28年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 中村砦（掛川市中
なか

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 概 要 中村砦敷地の一部を市が買収、残

りの用地を寄附受領した。地域住民

が中心となり竹等を伐採し、環境整

備が始まった。史跡として保存し、

市と地域が協働により活用してい

く。 

                              

▲中村砦 

 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

髙天神城六砦の「中村砦」を史跡として、適切な保存を行い、地域

の中核となる文化財として活用することにより、高天神城を中心とし

た戦国の雰囲気を感じられる環境が充実するとともに、地域に対する

誇りが醸成され、高天神城と周辺集落の祭りにみる歴史的風致の維持

向上に寄与する。 
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（３）歴史や伝統を反映した活動に関する事業 

事 業 名 ⑦郷土芸能・伝統行事伝承事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成17年度～平成38年度  

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 市内全域 

事 業 概 要 貴重な郷土芸能や伝統行事の保存伝承のための維持管理と後継者指

導養成研修などの事業費の一部を補助する。 

また、郷土芸能等の様子を留め、後世にもその姿を知ることができ

るよう、報告書を作成し記録として残す。 

 

 

 

 

 

 

▲獅子舞かんからまち           ▲紺屋町木獅子の舞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

無形民俗文化財の保存伝承のための維持管理・後継者の指導育成活

動の助成、活動の様子の記録により、後世への保存伝承が図られ、歴

史的風致の維持向上に寄与する。 
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事 業 名 ⑧三熊野神社大祭調査研究事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成17年度～平成38年度  

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 三熊野神社周辺【重点区域内】 

事 業 概 要 県指定の無形民俗文化財である「三社祭礼囃子」及び「三熊野神社

の地固め舞と田遊び」の保存伝承のための維持管理と後継者指導養成

研修などの事業費の一部を補助する。また、江戸時代の祭りが色濃く

継承されていると考えられているが、文化財としての価値が一部明確

になっていないため調査研究を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

▲三社祭礼囃子        ▲三熊野神社の地固めの舞 

 

 

 

 

 

 

  

    ▲三熊野神社の田遊び 

            

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

無形民俗文化財の保存伝承のための維持管理・後継者の指導育成活

動を助成することにより、無形民俗文化財の保存伝承と活用が図ら

れ、横須賀城下の祭りにみる歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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事 業 名 ⑨祭典伝承ＰＲ事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度  

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 市内全域 

事 業 概 要 祭典等行事の説明板等を周囲の景観と調和するように設置し、伝統

行事として理解を深めつつ、交流人口の増加を目指す。 

    ▲事任八幡宮例大祭          ▲八坂神社の祇園祭 

▲高天神社例大祭          ▲小笠神社の矢矧祭 

 

 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

市内の各地に残る祭礼等の記録作成や情報発信により、無形民俗文

化財の魅力や伝承の大切さを伝え、担い手や後継者の確保、無形民俗

文化財を活用した地域の活性化に繋がるものであり、歴史的風致の維

持向上に寄与する。 
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事 業 名 ⑩葛布産業振興支援事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 市内全域 

事 業 概 要 伝統産業である葛布産業の振興を図るため、葛布の需要開発の考察

や葛の多方面での利用の調査・研究、葛布の理解を深め後継者の発掘

につなげる体験事業、安定的な原料供給と耕作放棄地での栽培等の研

究・調査を行う。また、葛布の文化的価値や葛の利活用を市内外に発

信し、誘客や消費の拡大を図り後継者の発掘、育成や地域経済の活性

化に繋げる。 

 

（葛布づくり体験ツアーの様子） 

 

 

 

 

 

▲葛のつる採取～煮る～丸荒い（芯抜き） 

 

 

 

 

 

▲葛
くず

苧
お

作成～つぐり作り～葛布織り 

 

 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

葛布は、日本三大古布の一つと呼ばれ、竹の丸（旧松本家住宅）や

川坂屋茶室の内壁にも使用されている。掛川藩御用達の豪商であった

松本家は葛布問屋として財をなし、現在の掛川市の街並み形成に大き

く影響を及ぼしており、葛布産業の維持は掛川城下の祭りにみる歴史

的風致の維持向上に寄与する。 
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事 業 名 ⑪茶手揉み技術伝承事業   

整 備 主 体 手揉み保存会 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 市内全域 

事 業 概 要 手作業でしかわからない、茶の手揉みによる良質な荒茶製造技術を

伝える。 

また、地元の幼稚園や小学校の生徒たちに茶摘み体験や手揉み体験

の機会を設け、市を代表する伝統産業である茶への理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

           

  

▲手揉みの様子          ▲子どもを対象にした手揉み体験 

 

 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

茶の手揉みは、体験の機会から茶産地掛川市において市民の掛川茶

の理解と関心を深め、自らが暮らす掛川への愛着と誇りを醸成すると

ともに、技術の継承により良質な荒茶製造の基礎となり掛川茶の価値

を向上させ、減少しつつある担い手の確保になる。茶生産の衰退は歴

史的風致の喪失に繋がるもので、掛川茶の振興が担い手確保に繋が

り、掛川茶の生産にみる歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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事 業 名 ⑫掛川茶マイスター認定制度推進事業    

整 備 主 体 掛川茶振興協会 

事 業 期 間 平成22年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 掛川茶振興協会事業（ＪＡ・茶商工業者・掛川市） 

事 業 位 置 市内全域 

事 業 概 要 お茶の知識や掛川のお茶に深く精通し、掛川茶を美味しく淹れるこ

とができるスペシャリストを「掛川茶マイスター」に、その人が携わ

る店舗を「おいしい掛川茶が飲める店」に認定する。さらに、美味し

い掛川茶マップの作成、美味しい掛川茶が飲める店スタンプラリーな

どを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲マイスター認定証と              ▲マイスター認定試験 

おいしい掛川茶が飲める店 看板            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

美味しい掛川茶の提供は、市民に掛川茶への理解と関心を深めると

ともに、来訪者に本物の掛川茶を提供し評価されることにより、掛川

茶の価値を向上させるだけでなく、自らが暮らす掛川への愛着と誇り

を醸成し、減少しつつある茶産業の担い手確保に繋がる。茶生産の衰

退は歴史的風致の喪失に繋がるもので、掛川茶の振興が担い手確保に

繋がり、掛川茶の生産にみる歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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事 業 名 ⑬重要文化的景観の調査研究事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 掛川市東山地域（世界農業遺産認定地域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 概 要 世界農業遺産認定地域を対象に、文部科学省が所管する重要文化的

景観の選定に向けた調査研究を行う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

▲文化的景観の調査地域（東山） 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

地域の景観を国選定の文化財としてその価値を認めることで、地域

住民をはじめ市民や観光客の景観への関心を高めるとともに、行政と

住民の協働によって適切に保護を図り、地域固有の伝統的農業や景観

を次世代に継承することにより、掛川茶の生産にみる歴史的風致の維

持向上に寄与する。 

   



掛川市歴史的風致維持向上計画 第６章               

- 235 - 

 

 

事 業 名 ⑭掛川道徳の学習推進事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 市内全域 

事 業 概 要 生涯学習や総合学習などにおいて、広く市民に掛川道徳に関する学

習機会を提供し、学校教育との連携も図りながら、市民の郷土や報徳

の教えに対する関心を深める。 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

報徳の教えやまちづくりを多世代へ普及し、地域住民の参画促進を

図ることにより、報徳運動にみる歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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（４）歴史的建造物の周辺環境に関する事業 

事 業 名 ⑮城下町風街並みづくり事業    

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成３年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 JR掛川駅北～掛川城周辺【重点区域内】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 概 要 地区計画区域において、建築物の修景に要する費用の助成、中心市

街地活性基本計画等との整合を図り、同地区の城下町風街づくりを推

進する。 

 

 

 

 

 

 

▲地区計画区域の街並み      ▲掛川駅から北（掛川城）方向の街並み 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

平成６年に掛川市城下町風街づくり地区計画を定め、城下町として

の風格や旧東海道すじの活性化を図っている。城下町風街づくりによ

り、掛川城跡周辺の歴史的建造物との一体的な景観形成が促進される

ことにより、掛川城下の祭りにみる歴史的風致の維持及び向上に寄与

する。 
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事 業 名 ⑯横須賀景観整備機構運営支援事業  

整 備 主 体 掛川市、横須賀景観整備機構 

事 業 期 間 平成26年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 遠州横須賀街道沿道景観形成重点地区【重点区域内】 

▲景観形成重点地区の区域 

 

事 業 概 要 景観形成重点地区において、建築

等の行為の際に、外観のデザイン等

について、地域住民等で構成される

横須賀景観整備機構の審査や助言を

受けることにより、地域に合った景

観を保全していく。 

現在は任意団体であるが、景観法

に基づく指定を目指し、地域住民が

主体となった景観形成を図る。 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

遠州横須賀街道沿道地区は、平成26年４月に掛川市景観計画重点地区

に指定されている。景観形成の目標を「祢里の似合う遠州横須賀街道の

継承と創造」とし、地域住民の自主性で祭と街道を地域の誇りとして継

承することができ、横須賀城下の祭りにみる歴史的風致の維持及び向上

に寄与する。 

▲景観形成重点地区における建築事例 
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事 業 名 ⑰掛川城周辺電線地中化、道路美装化及び街路灯修景事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 掛川城周辺【重点区域内】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 概 要 掛川城周辺において、歴史的な街並

みに調和した空間の整備を図るため、

電線地中化及び道路修景整備を実施

し、景観形成を行うとともに城内の賑

わいを取り戻し観光振興を図る。 

 

                    ▲掛川城下にある電線 

 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

電線地中化、舗装美装化及び街路灯修景によって、歴史的風致を損

なっている建造物等の景観上の改善が図られ、また建造物とその周辺

における街並み景観の形成がより促進され、歴史的景観に見合った市

街地環境が整備されることによって、掛川城下の祭りにみる歴史的風

致の維持及び向上に寄与する。 
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事 業 名 ⑱横須賀街道電線地中化及び美装化事業  

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 横須賀街道及びそれに接続する道路【重点区域内】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 概 要 掛川市景観形成重点地区の横須賀街道において、歴史的な街並みに

調和した空間の整備を図るため、無電柱化、道路舗装の美装化及び道

路構造物（道路側溝等）の改修を行い、景観形成と観光振興を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

▲電線により景観が阻害されている道路 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

「祢里の似合う遠州横須賀街道の継承と創造」という景観形成の目

標達成に向けて、歴史的風致を損ねている景観上の問題が改善され、

また沿道の建造物と街道との一体的な景観の形成が促進されることに

より、地域住民が祭と街道の景観を地域の誇りとして継承することが

でき、横須賀城下の祭りにみる歴史的風致の維持及び向上に寄与す

る。 
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事 業 名 ⑲粟ヶ岳周辺における景観形成推進事業    

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度   

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 掛川市東山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 概 要 農業用施設の色彩等の配慮すべき事項、茶草場農法や魅せる農業の

推進などを盛り込んだ景観計画を、東山地域の住民と意識共有しなが

ら策定する。 

また、ビュースポットからの眺望を阻害する電柱移転や防霜ファン

の色彩調和、粟ヶ岳登山道のガードレールの改善を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

▲防霜ファンの色彩調和（左：実施前、右：実施後） 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

世界農業遺産「静岡の茶草場農法」のランドマークである粟ヶ岳の

景観が改善されることによって、誰もが美しく未来に残したいと思

い、地域住民の担い手が誇りをもって魅力ある茶業を推進し継続して

いくこととなり、掛川茶の生産にみる歴史的風致の維持及び向上に寄

与する。 
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（５）歴史文化資産に係る情報発信や周遊性に関する事業 

事 業 名 ⑳郷土読本作成事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 継続事業 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 市内全域 

事 業 概 要 市内小中学生を対象に、掛川の歴史、伝統文化や郷土の偉人を学

び、地域に興味と誇りを持つ学習を継続的に行う。 

 

▲副読本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

社会科副読本の作成により、児童生徒は地域での活動や取り組みを

学ぶことができ、生まれ育った地域に誇りを持つことで、伝統行事な

どの活動への参加が図られ、歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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事 業 名 ㉑文化財展の開催事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 市内全域 

事 業 概 要 市民が文化財を身近に感じ、郷土の歴史・文化・文化財についての

理解を深めてもらうため、一般市民を対象とした「出土文化財展」、

「考古展」及び遺跡の現地説明会、小・中学生を対象とした「出前文

化財講座」及び「夏休み文化財教室」を開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

▲出土文化財展            ▲考古展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

市内の埋蔵文化財を紹介することにより、市民が文化財を身近に感

じ、郷土愛を醸成することができ、歴史的風致の維持向上に寄与す

る。 
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事 業 名 ㉒市内の歴史・文化資産のガイド養成事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 市内全域 

事 業 概 要 歴史・文化資産の案内ガイドを養成し、観光客への案内が容易に出

来る人材育成に取り組むとともに組織化を図る。 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

案内ガイドの養成などの活動を通じ、地域住民への歴史・文化資産

に関する普及促進も図られ、情報発信の機能が向上し観光振興が図ら

れ、歴史的風致の維持向上に寄与する。 

 

 

事 業 名 ㉓掛川銀行復元・活用事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成31年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 旧山﨑家住宅（松ヶ岡）周辺 

事 業 概 要 明治13年に設立した当初の姿を復元するため、明治18年の２代目掛

川銀行の解体直前の写真や建物概要の記録などをもとに調査、検討を

進める。 

 

 

 

 

 

▲明治18年の２代目掛川銀行の解体直前の写真 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

掛川銀行の復元は、先人の近代化への想い、気概を示すものとし

て、｢気概を承継する拠り所｣とし、人材育成の場として活用する。こ

こで学ぶことにより、市民の生きがい、やりがい、夢と希望を与える

場所となり、掛川城下の祭りにみる歴史的風致の維持向上に寄与す

る。  
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事 業 名 ㉔サイン・案内板設置事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度  

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 市内全域 

事 業 概 要 施設の改修や建設時にサインや案内看板を設置しているが、設置主

体や時期によってデザインが異なり、統一感に欠ける。また、日本語

表記のみのものが多く、海外の観光客に対応できていない。 

万人にわかりやすいグローバルデザインのものに統一した、歴史文

化・観光資産の紹介や案内看板を設置する。 

▲大日本報徳社等の案内図         ▲市街地案内図 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

サイン、案内板のデザインの統一や、景観を損なうことなく誰にで

も分かりやく改めることで、観光客の利便の向上が図られ、PR効果も

高まり、歴史的風致の維持向上に寄与する。 

 

事 業 名 ㉕レンタサイクルの推進事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 市内全域 

事 業 概 要 公共交通機関と連動したレンタサイクルについて、案内チラシなど

による周知、モデルコースの提案などにより、利用者の拡大を図る。 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

観光客などの移動手段を確保し、行動範囲が広がることにより、掛

川駅周辺を中心とした広いエリアでの回遊性の向上、市内の滞在時間

の延長などにより、多くの歴史・文化資産を知ることとなり、歴史的

風致の維持向上に寄与する。 
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事 業 名 ㉖掛川公園と周辺整備事業 

整 備 主 体 掛川市 

事 業 期 間 平成29年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 掛川公園周辺【重点区域内】 

 

 

 

事 業 概 要 掛川の歴史・文化ゾーンの中心である掛川公園及び三の丸広場にお

けるベンチ等休憩スペースの確保などの公園整備、周辺道路の歩道拡

幅、街灯や公共サインの修景など、周辺環境を整備し賑わいを創出す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

▲掛川城天守閣から三の丸広場方面 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

掛川公園及び周辺施設を歴史・文化ゾーンとして再整備することに

より、祭りとの一体性の向上、文化・芸術に親しむ機会の増加や中心

市街地の賑わいの創出等が図られ、掛川城下の祭りにみる歴史的風致

の維持向上に寄与する。 
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事 業 名 ㉗「士の掛川城、農の報徳社、町人の松ヶ岡」周遊道整備事業  

整 備 主 体 掛川市、松ヶ岡プロジェクト推進委員会 

事 業 期 間 平成31年度～平成38年度 

支 援 事 業 名 市単独事業 

事 業 位 置 掛川城、松ヶ岡周辺【重点区域内】 

 

 

事 業 概 要 掛川市城内地区には、多くの文化財及び文化施設が集中している。

なかでも掛川城と御殿は江戸時代の幕藩体制化における中心的施設

で、武士の世の象徴である。また、大日本報徳社は報徳精神の下、農

民や庶民の経済、精神活動の拠点であり、農の象徴である。松ヶ岡で

は、山﨑家の地域振興における歴史から、江戸時代末期から明治期に

おける町人の台頭の象徴と見ることができる。これらの施設を連結的

に周遊できるウォーキングルートや案内・説明看板を整備していく。 

 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

掛川市の「士農工商」のそれぞれについて、象徴的な遺産（士の掛

川城、農の報徳社、町人の松ヶ岡）を繋げ、情報発信し活用すること

により、掛川城下の祭りにみる歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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第７章 

歴史的風致形成建造物に関する事項 
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 １．歴史的風致形成建造物の指定の方針 

（１）基本的な考え方 

本市では、これまで歴史的建造物について、文化財保護法をはじめとして県及び市の

文化財保護条例に基づく指定を行い、保存・管理・活用に努めてきた。しかし、本市に

は指定文化財以外にも歴史的な建造物が多く存在しており、これらの建造物においても

適切な保存が求められている。 

本計画では、本市の歴史的風致を形成している歴史的な建造物のうち、重点区域内に

位置し、歴史的風致の維持及び向上のために保存を図る必要があると認められる建造物

を「歴史的風致形成建造物」として指定する。これにより、指定文化財の保存とともに、

指定文化財以外の歴史的建造物の保存を推進する。 

なお、歴史的風致形成建造物の指定期間は、認定計画の計画期間内に限る。 

 

（２）歴史的風致形成建造物の指定要件 

歴史的風致形成建造物の指定にあたっては、建造物の所有者と協議の上、同意を得ら

れた物件（民間が所有する物件にあたっては、当該建造物の所有者が、今後適切な維持

管理をする意向を持っていることを確認する。）を前提とし、次に示す「指定対象の要

件」及び「指定の基準」を満たす建造物を指定する。 

なお、重点区域内においては、歴史的な建造物の調査を実施し、必要に応じ随時、指

定していく。 

 

＜指定対象の要件＞ 

重点区域内における国指定文化財を除く歴史的建造物で、次のいずれかに該当する建

造物を指定する。 

① 文化財保護法第57条第１項の規定に基づく登録有形文化財(建造物) 

② 静岡県文化財保護条例に基づく指定文化財 

③ 掛川市文化財保護条例に基づく指定文化財 

④ 景観法に基づく景観重要建造物 

⑤ その他、本市の歴史的風致の維持向上に寄与する建造物で、市長が特に必要と認 

めたもので、概ね築50年を経過しているもの。 

＜指定の基準＞ 

次のいずれかに該当する建造物で、適切な維持管理が見込まれ、一般公開が可能なも

のを指定する。 

① 建造物の形態意匠又は技術上の工夫が優れているもの 
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② 地域の歴史を把握する上で重要なもの 

③ 歴史的な街並みの構成要素として重要なもの 

④ 建造物の外観が景観上の特徴を有しているもの 

 
 

 ２．歴史的風致形成建造物の管理の指針となるべき事項 

（１）基本的な考え方 

歴史的風致形成建造物のうち、県及び市の文化財保護条例に基づいて指定されている

建造物は、当該条例に基づき維持管理を行う。その他の建造物についても、建造物の特

性や価値に基づき適正に維持管理を行う。 

歴史的風致形成建造物の維持・管理は、所有者等による維持管理を基本とし、歴史ま

ちづくり法第15条第１項に基づく歴史的風致形成建造物の増築、改築、移転又は除却

に係る市長への届出及び勧告などの規定を活用し、適正な維持・管理を図る。維持・管

理を行う上で修理が必要な場合は、建築様式や改変履歴などの調査・記録を行ったうえ

で、往時の姿に修復・復原することを基本とする。また、歴史的風致形成建造物の公開

活用についても積極的に推進し、所有者等への配慮、毀損の防止に留意しつつ、市民や

観光客への周知に努める。 

 

（２）個別の事項 

① 県及び市指定文化財 

県及び市指定文化財は、県及び市の文化財保護条例に基づく現状変更などの許可制度

により保護を図る。これらの建造物の維持・管理は、建造物の外観及び内部を対象に、

調査に基づく修復・復原を基本とする。文化財の保護のために必要な防災上の措置を講

じる場合は、文化財の価値の担保に支障を与えない範囲で行うこととする。特に、民間

が所有する建造物の修理などは、補助制度を活用して所有者の負担軽減に努めるととも

に、関連する審議会や専門の有識者などによる必要な技術的指導を踏まえて実施するも

のとする。 

 

② 登録有形文化財 

登録有形文化財は、文化財保護法に基づき、適切に維持・管理を行う。これらの建造

物の維持・管理は、建造物の外観を主対象に、調査に基づく修復・復原を基本とする。

また、建造物の内部において歴史的価値の高いものは、所有者との協議のうえ、保存に

努めることとする。民間が所有する建造物の修理などは、補助制度を活用して所有者の

負担軽減に努めるとともに、関連する審議会や専門の有識者などによる必要な技術的指
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導を踏まえて実施するものとする。 

 

③ その他保全の措置が必要な建造物 

歴史的風致形成建造物のうち指定文化財等でない建造物は、計画期間後も建造物の保

護を図るため、登録有形文化財や市指定文化財として登録・指定するよう努めるものと

する。これらの建造物の維持・管理は、建造物の外観を主対象に、現状の維持及び保護

を基本とする。民間が所有する建造物の修理などは、補助制度を活用して所有者の負担

軽減に努めるとともに、関連する審議会や専門の有識者などによる必要な技術的指導を

踏まえて実施するものとする。 

 

（３）届出が不要の行為 

歴史的風致形成建造物の増築などの届出が不要の行為は、歴史まちづくり法第15条

第１項及び同法施行例第3条第1項に基づき、以下の場合とする。 

 

＜届出が不要の行為＞ 

① 文化財保護法第57条第１項の規定に基づく登録有形文化財について、同法第64条

第１項の規定に基づく現状変更の届出を行った場合 

② 静岡県文化財保護条例第４条第１項の規定に基づく県指定有形文化財について、

同条例第12条第１項の規定に基づく現状変更などの許可申請を行い、又は同条例

第13条第１項に基づく修理の届出を行った場合 

③ 掛川市文化財保護条例第４条第１項の規定に基づく市指定有形文化財について、

同条例第12条第１項に基づく現状変更などの許可申請を行い、又は同条例第13条

第１項に基づく修理の届出を行った場合 

④ 景観法第19条に基づく景観重要建造物について、同法第22条第１項に基づく現状

変更の許可申請を行った場合 
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 ３．歴史的風致形成建造物の指定候補 

重点区域において、歴史的風致形成建造物の指定候補となる建造物は、以下のとおり

である。 

 

№ 指定区分 名称 写真 所有者 備考 

１ - 掛川城天守閣

・石垣 

 

掛川市  

２ 市指定文

化財 

(建造物) 

掛川城太鼓櫓 

 

掛川市  

３ - 大手門 

 

掛川市  

４ 市指定文

化財 

(建造物) 

大手門番所 

 

掛川市  

５ 市指定文

化財 

(建造物) 

松ヶ岡（旧山

﨑家住宅） 

 

掛川市  



掛川市歴史的風致維持向上計画 第７章           

- 252 - 

 

№ 指定区分 名称 写真 所有者 備考 

６ 市指定文

化財 

(建造物) 

竹の丸（旧松

本家住宅） 

掛川市  

７ 県指定文

化財 

(建造物) 

龍華院大猷院

霊屋附春日厨

子 

龍華院  

８ - 龍尾神社（本

殿、幣殿、拝

殿） 

龍尾神社  

９ 県指定文

化財 

(建造物) 

大日本報徳社 

淡山翁記念 

報徳図書館 

大日本報徳

社 

 

10 県指定文

化財 

(建造物) 

大日本報徳社 

正門 

 

大日本報徳

社 

 

11 県指定文

化財 

(建造物) 

旧有栖川宮熾

仁親王邸御座

所（大日本報

徳社仰徳記念

館） 

大日本報徳

社 
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№ 指定区分 名称 写真 所有者 備考 

12 県指定文

化財 

(建造物) 

旧有栖川宮熾

仁親王邸侍女

部屋（仰徳学

寮） 

大日本報徳

社 

 

13 県指定文

化財 

(建造物) 

旧遠江国報徳

社第三館掛川

事務所（大日

本報徳社冀北

学舎  

大日本報徳

社 

 

14 県指定文

化財 

(建造物) 

三熊野神社本

殿 

三熊野神社  

15 市指定文

化財 

(建造物) 

横須賀町番所 

 

掛川市  

16 - 清水家住宅 

 

個人 景観形

成重点

地区 

17 - 八百甚 

 

個人 景観形

成重点

地区 



掛川市歴史的風致維持向上計画 第７章           

- 254 - 

 

 

図 歴史的風致形成建造物の指定候補の位置図「掛川城下エリア」 

 

図 歴史的風致形成建造物の指定候補の位置図「横須賀城下エリア」 

 



             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 編 

  



             



掛川市歴史的風致維持向上計画 資料編             

資料編1 

 

①掛川市の主なできごと 

時代 年 掛川のできごと 日本のできごと 

縄文 紀元前 

1万頃～ 

・川沿いの小高い台地上に集落がつくられる 

・原野谷川の中上流域に多くの集落が営まれる 

 

弥生 紀元前 

400頃～ 

・原川遺跡等で、稲作が始まる。  

古墳 300頃 ・前方後円墳、円墳などの古墳がつくられる 

・横穴墓がつくられる 

・大和王権による統一が進む

（4世紀） 

奈良 700年代 ・和同開珎と銅鏡が、深谷遺跡（西山口）に埋められる  

 701 ・三熊野神社に本殿鳥居が完成、鎮座 ・平城京に遷都（710） 

平安 807 ・事任八幡宮が現在地に遷座 ・平安京に遷都（794） 

 935 ・このころ書かれた『和名類聚抄』に掛川の地名が載る  

 940 ・乱を起こした平将門以下19人の首を十九首に葬る(伝説)  

 985 ・安倍晴明が横須賀の水神宮を勧進（伝説）  

  

1186 

 

・西行が小夜の中山で一句を詠む 

・藤原氏の全盛時代（11世紀）

・平清盛が太政大臣になる（1167） 

鎌倉   ・源頼朝が征夷大将軍となる

（1192） 

室町   ・足利尊氏が幕府を開く

（1338） 

   ・応仁の乱（1467） 

 1472 ・今川氏が朝比奈氏に命じて掛川古城を築く   

 1496 ・横須賀城主西尾氏の菩提寺の龍眠寺が創建  

 1497 ・今川氏親と北条早雲が遠江に攻め込み、遠江を支配  

 1500頃 ・このころ「かんからまち」が始まったといわれてい

る。 

 

 1513 ・これより以前、今川氏家臣が高天神城に入る。 

・朝比奈泰
やす

能
よし

が、掛川城を今の場所に移す 

 

   ・種子島に鉄砲伝来（1543） 

 1562 ・井伊直親が十九首付近で殺害 ・桶狭間で今川義元が討死（1560） 

 1568 ・徳川家康が、今川氏
うじ

真
ざね

、朝比奈泰
やす

朝
とも

がこもる掛川城を

攻める（霧噴き井戸伝説）、半年に及ぶ攻防の末開城 

 

 1571 ・武田信玄が、高天神城を攻める  

 1572 ・このころ永住寺檀徒が茶の種子を吉岡原に蒔く  

安土桃山    

 1574 ・武田勝頼、高天神城を攻め開城させる ・室町幕府、滅亡（1573） 

 1578 ・徳川家康が高天神城奪還のため、横須賀城築城を大須

賀康高に命じる  

 

 1579 ・徳川家康が小
お

笠
がさ

山
やま

砦、中村
なかむら

砦、三井山
みついざん

砦を築造  

 1580 ・徳川家康が能
の

ヶ
が

坂
さか

砦、火
ひ

ヶ
が

峰
みね

砦、獅
し

子
し

ヶ
が

鼻
はな

砦を築造  
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時代 年 掛川のできごと 日本のできごと 

・横須賀城が完成 

 1581 ・高天神城を守る武田軍が、総攻撃をしかけるが、徳川

軍に破れ落城 

・横須賀城初代城主大須賀康高により撰
せん

要寺
ようじ

が創建 

 

 1590 ・山内一豊が、掛川城主になる ・豊臣秀吉が天下を統一 

 1600 ・久延寺茶亭で山内一豊が徳川家康をもてなす 

・このころ神明宮が現在地に移ったといわれる 

・関ヶ原の戦い 

 1601 ・掛川宿、日坂宿が東海道の宿として整備される  

江戸   ・徳川家康が征夷大将軍とな

り幕府を開く（1603） 

 1628 ・横須賀城10代目城主井上正就が江戸城内で殺害 

・横須賀城11代目城主井上正利により本源寺が開基 

・参勤交代制度制定（1635）

・鎖国が完成（1639） 

 1656 ・掛川城主北条氏重が３代目将軍家光の霊を祭るため、

龍
りゅう

華
げ

院
いん

大
たい

猶
ゆう

院
いん

霊
おたま

屋
や

を建立 

 

 1664 ・利神社が再建される  

 1682 ・西尾氏が横須賀城主となる（西尾氏８代186年）  

 1691 ・掛川宿に大火事が発生し、約200戸が焼ける  

 1707 ・宝永地震により、横須賀の入江が隆起し港の機能が失

われる 

・宝永地震 

 1713 ・掛川城主小笠原長熈
ながひろ

が龍尾神社本殿を造営する ・享保の改革（1716） 

 1720 ・このころ現在の三熊野大祭の原型が作られる  

 1724 ・高天神社神輿渡御の祭事が始まる  

 1746 ・太田氏が掛川城主となる（太田氏７代122年） 

・紺屋町の木獅子の舞いに使われる大太鼓に年号の書き

付けあり。 

 

 1755 ・『問屋要用』にかんからまちと木獅子が登場  

 1789 ・横須賀の山中酒造が酒造りを始める ・寛政の改革（1787） 

 1795 ・このころには中の八坂神社の祇園祭が行われている  

 1802 ・松崎慊堂が掛川藩主に招かれ藩校の教授となる  

 1822  ・1818年の掛川大火により焼失した龍華院大猷院霊屋再建  

 1823 ・事任八幡宮の本殿が建造される  

 1840 ・事任八幡宮の拝殿が建造される 

・このころ事任八幡宮の例大祭が行われている 

・天保の改革（1841） 

 1848 ・倉真村の庄屋岡田佐平次が、村内に報徳社をつくる 

 （掛川市内で最も古い報徳社の創設） 

・このころには掛川祭に屋台が出ている 

 

 1850 ・八木美穂が横須賀藩校教授長となる  

 1853 ・日坂宿の川坂屋、萬屋が建造される ・ペリー来航 

 1854 ・安政の大地震により掛川城天守閣、太鼓櫓、御殿、大

手門番所などが倒壊する 

・安政の大地震 
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時代 年 掛川のできごと 日本のできごと 

 1855 ・三熊野神社本殿、清水家住宅が建立される  

 1856 ・松ヶ岡（旧山﨑家住宅）、横須賀町番所が建築される  

 1859 ・掛川城大手門番所が再建される  

 1860 ・横須賀の山中酒造が酒蔵を築造する  

 1861 ・掛川城二の丸御殿が再建される  

明治   ・大政奉還（1867） 

 1868 ・掛川藩主太田資
すけ

美
よし

、横須賀藩主西尾忠
ただ

篤
あつ

が、領地を新

政府に返す 

 

 1869 ・このころ撰要寺不開門が横須賀城から移築される  

 1871 ・掛川城御殿が聚学校として使われ、以降、女学校、掛

川町役場（市庁舎）、農協、消防署等に転用 

・廃藩置県、郵便制度開始 

 1872 ・掛川城蕗の門が西町の円満寺に移築 

・土方の土井
ど い

酒造が酒造りを始める 

・学制発布 

 1873 ・掛川、岡津、上垂木、倉真、日坂、下土方、西大坂、

横須賀小学校開設 

 

 1874 ・岡田良一郎が「資産金貸付所」を創設  

 1875 ・岡田佐平治が各地の報徳社を連合、遠江国報徳社設

立、初代社長に就任 

 

 1876 ・岡田良一郎が遠江国報徳社２代目社長に就任 

・報徳社の常会が始まる 

 

 1877 ・岡田良一郎が、倉真に私塾冀北学舎を創設  

 1878 ・明治天皇、東海北陸御巡幸の際に松ヶ岡に宿泊  

 1879 ・岡田良一郎が掛川信用金庫の創始となる勧業資金積立

の組合を作り事業を始める 

 

 1880 ・山﨑千三郎が掛川銀行を設立（資本金30万円）  

 1881 ・このころには掛川祭に仁藤町の「大獅子」が登場  

 1883 ・小林源四郎が製茶協同組合（集益社）を作る  

 1887 ・山﨑千三郎により大井川疎水が計画される  

 1889 ・東海道本線が開通し、掛川駅がつくられる 

・山﨑千三郎が初代掛川町長に就任 

・大日本帝国憲法発布 

 1890 ・横須賀の清水家を特定郵便局として使用（1951まで）  

 1894 ・初馬村の榛
しん

葉
ば

作
さく

平
へい

村長らにより、宝
ほう

谷
こく

池が造られる ・日清戦争起こる 

 1898 ・大日本報徳社が設立される  

 1899 ・冀北学舎が倉真から現在地へ移築される  

 1900 ・吉岡彌生が東京女医学校を創る  

 1902 ・大日本報徳社機関誌「報徳」創刊  

 1903 ・大日本報徳社大講堂、竹の丸（旧松本家住宅）築造 ・日露戦争勃発（1904） 

 1907 ・横須賀に愛宕下羊羹が開業する 

・平和観音像の開眼式が執行される（1989現在地移築）

 

 1909  ・大日本報徳社正門建立  



掛川市歴史的風致維持向上計画 資料編             

資料編4 

 

時代 年 掛川のできごと 日本のできごと 

 1911 ・岡田良一郎が大日本報徳社２代目社長に就任  

 1912 ・岡田良平が大日本報徳社３代目社長に就任 

・倉真で報徳林の植林活動が始まる 

・第一次世界大戦勃発

（1914） 

大正 1920 ・山﨑覚次郎が東京帝国大学２代目経済学部長に就任 

・祇園祭（６月）と秋祭り（９月）があった掛川祭が、

この年以降10月に合同で行われる 

 

昭和 1927 ・大日本報徳社淡山翁記念報徳図書館築造  

 1932 ・日坂国道開通 

・千浜小学校に二宮金次郎像が建立される 

・粟ヶ岳斜面に茶文字が作られる 

・満州事変起こる（1931） 

 1933 ・松ヶ岡が聖蹟明治天皇行在所に史跡指定（1948まで）  

 1934 ・高天神城模擬天守が建造（1945年に全焼） 

・一木喜徳郎が大日本報徳社４代目社長に就任 

 

 1935 ・二俣線の掛川・森町の間が開通（1940年に全線開通）  

 1938 ・仰徳記念館、仰徳学寮が霞ヶ関から移築 ・日中戦争勃発（1937） 

 1940 ・東海道本線掛川駅舎改築 

・萩原郁太郎が東山富士東茶工場を作る 

・太平洋戦争勃発（1941） 

 1944 ・東南海地震が起こり、大きな被害を受ける  

 1945 ・市内各所に爆弾が投下される。 

・河井弥八が大日本報徳社５代目社長に就任 

・太平洋戦争が終わる 

 1946 ・清水港から戦後初めて茶が輸出される ・朝鮮戦争勃発（1950） 

 1952 ・報徳図書館を市立図書館として利用（1969まで）  

 1954 ・東山口村、曽我村が掛川町に合併し、３月に市制施行 

・国道１号が完成する 

 

 1955 ・三社祭礼囃子、獅子舞かんからまちが県の無形民俗文

化財に指定される。 

 

 1956 ・横須賀町と大渕村が合併し、大須賀町が発足 

・城内に旧掛川市役所庁舎が完成する 

 

 1957 ・掛川城太鼓櫓で時の記念日太鼓打ち鳴らし式が始まる  

 1961 ・東山の粟ヶ岳山頂に栄西禅師座像が建立され、栄西禅

師報恩供養祭が始まる 

・掛川祭に西町の「奴道中」が復活する 

 

 1965 ・三熊野神社大祭が４月に行われるようになる ・東海道新幹線、東京オリン

ピック（1964） 

 1966 ・倉真掛川報徳神社が建立  

 1968 ・東山の粟ヶ岳山頂に茶謝の碑が建立される  

 1969 ・逆川浄水場が完成する ・東名高速道路が開通 

 1970 ・万国博に仁藤の大獅子が参加する 

 

 

 1972 ・山﨑千三郎の大井川疎水計画から始まった計画が、大  



掛川市歴史的風致維持向上計画 資料編             

資料編5 

 

時代 年 掛川のできごと 日本のできごと 

井川右岸用水として完成、水利条件が大幅に改善 

 1973 ・大浜村、城東村が合併し、大東町が発足  

 1975 ・高天神城跡が国の史跡に指定  

 1977 ・新幹線駅誘致運動が始まる  

 1978 ・小笠茶を掛川茶に改称  

 1979 ・掛川市が全国初の生涯学習都市を宣言  

 1980 ・掛川城御殿が重要文化財（建造物）に指定  

 1981 ・国道1号掛川バイパスが開通 

・横須賀城跡が国の史跡に指定 

 

 1988 ・東海道新幹線掛川駅が開業  

平成 1989 ・三熊野神社の地固め舞・田遊びが県無形民俗文化財に

指定 

 

 1993 ・東名高速道路「掛川インターチェンジ」開設  

 1994 ・掛川城天守閣と掛川城大手門を木造で本格的に復元 

・京都祇園祭へ大須賀町内の祢里２台が参加 

 

 1995 ・和田岡古墳群が国の史跡に指定 ・阪神・淡路大震災 

 1996 ・長谷に掛川新市庁舎（現在の市役所）が完成 

・神田明神祭（東京都）へ大須賀町内の祢里2台が参加 

 

 1998 ・市立二の丸美術館が完成 

・大日本報徳社大講堂が県の有形文化財(建造物)に指定 

・長野オリンピック 

 1999 ・国道1号日坂バイパスが開通 

・県道掛川大東大須賀線風吹バイパスが開通 

・史跡高天神城跡基本整備計画策定 

・横須賀街道でちっちゃな文化展が始まる 

 

 2001 ・市立中央図書館が完成  

 2002 ・市立二の丸茶室が完成  

 2003 ・江戸開府400年を記念し復活した「江戸天下祭」に、

大須賀町から2台の祢里が参加 

 

 2005 ・掛川市・大東町・大須賀町が合併し、掛川市が発足  

 2006 ・NHK大河ドラマ「功名が辻」放映  

 2007 ・「掛川市民憲章」を定め、「非核平和都市宣言」「掛川

市生涯学習都市宣言」を再び宣言 

・大日本報徳社大講堂が修復 

 

 2008 ・掛川市が景観行政団体になる  

 2009 ・大日本報徳社大講堂が重要文化財（建造物）に指定  

 2010 ・掛川市景観計画策定 

・史跡横須賀城跡整備基本計画策定 

 

 2011 ・NHKためしてガッテン「緑茶研究掛川スタディ」放映 ・東日本大震災 

 2012 ・新東名高速道路「森掛川インターチェンジ」開設 ・新東名高速道路（御殿場～

三ヶ日）が開通 
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時代 年 掛川のできごと 日本のできごと 

 2013 ・掛川市自治基本条例施行 

・「静岡の茶草場農法」が世界農業遺産に認定 

 

 2014 

 

・遠州横須賀街道沿道地区を景観形成重点地区に指定 

・掛川駅木造駅舎復元完成 

・旧有栖川宮熾仁親王邸御座所及び侍女部屋、旧遠江国

報徳社第三館掛川事務所が県の有形文化財に指定    

 

 2015 ・掛川市文化振興計画策定  

 2016 

 

・松ヶ岡を市有形文化財に指定 

・第２次掛川市総合計画策定 

・熊本地震 
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②龍尾、神明、利の３神社の氏子町の屋台  

№ 町 写真 特色 

1 新町 

 

現在の屋台は、昭和27年(1952)に町内に住む建具

師匠によって造られた。天幕は、明治時代に作られ

た。 

2 喜町 

 

嘉永２年(1849)に掛川御三家の一つである鳥井氏

が京都の土産として町内のために買ってきたと伝え

られる。平安時代の牛車を連想させる簡素な形が特

徴。彫刻は昭和27年(1952)。平成11年（1999）に

漆を塗り換えた。 

3 塩町 

 

現在の屋台は二代目で、昭和27年(1952)に造られ

た。彫刻は明治時代中期に立川流の流れを汲む高村

他之介によるもの。平成24年（2012）に漆を塗り換

えた。 

4 旭町 

 

現在の屋台は２代目で、平成20年（2008）に造ら

れ、平成23年（2011）に漆が塗られた。 

5 神明町 

 

昭和56年（1981）に造られ、昭和63年（1988）

に彫刻が完成して今に至っている。 

6 仁藤町 

 

明治21年（1888）に造られた。平成８年（1996）

に漆を塗り換えた。彫刻は立川流の流れを汲む高村

他之介によるもの。 
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№ 町 写真 特色 

7 道神町 

 

昭和42年（1967）に小獅子で初参加し、今に至っ

ている。 

8 松尾町 

 

昭和60年（1985）に造られた。平成10年

（1998）に漆を塗った。 

9 城内 

 

大正９年(1920)に造られたもの。欄間には町内に

住む女流絵師・下平霞舟の絵が入れられている。 

10 北門 

 

昭和23年（1948）に造られ、現在に至っている。

11 大手町 

 

明治20年（1887）に袋井市で造られ、大正６年

（1917）に大手町が購入した。欄間には松本勉司に

よる蒔絵が入れられている。 

12 連雀町 

 

 

現在の屋台は、大正12年(1923に造られたもの。

平成21年(2009)に漆を塗り換えた。 
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№ 町 写真 特色 

13 肴町 

 

平成９年（1997）に造られたもので、平成15年

（2003）に漆を塗った。 

14 栄町 

 

平成９年（1997）に造られ、現在に至っている。 

15 紺屋町 

 

現在の屋台は、昭和25年(1950)に造られた二代目

のもの。天幕は明治時代に作られ、掛川で一番高価

な物と考えられている。 

16 研屋町 

 

明治16年（1883）に造られたもの。彫刻は立川流

の流れを汲む高村他之介によるもの。昭和54年

（1979）に土台を交換して出囃子を設けた。平成12

年(2000)に漆を塗り換えた。 

17 中央１

丁目 

 

昭和54年（1979）に造られた。車輪は黒檀
こくたん

によ

る稀有の物である。 

18 緑町 

 

大正12年（1923）に造られたもので、平成22年

（2010）に漆を塗り換えた。 
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№ 町 写真 特色 

19 中町 

 

土台の内側に「明治六年新調」と書かれている。

掛川祭で唯一の２層３階造りである。彫刻は、明治

時代中期に立川流の流れを汲む高村他之介によって

作られた。彫刻に『桃太郎』があることから、手踊

りに『桃太郎』を取り入れた。 

20 西町 

 

平成17年（2005）に造られた。車輪と彫刻は昭和

30年（1955）のもの。彫刻の題材は「東海道五拾参

次」で、「掛川」「三嶋」「御油」などの宿場名が

刻まれている。 

21 瓦町 

 

小祭の年に出る小獅子は、昭和61年（1986）に造

られた。 

22 十王町 

 

大正10年(1921)に造られたもので、平成15年

（2003）に漆を塗り換えた。彫金の数が多く、「大

正時代の傑作屋台」と言われている。 

23 下俣町 

 

昭和27年(1952)に造られ、現在に至っている。 

24 中央２

丁目 

 

平成28年(2016)に造られ、現在に至っている。 
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№ 町 写真 特色 

25 十九首 

 

昭和27年(1952)に造られ、現在に至っている。 

26 小鷹町 

 

昭和53年(1978)に造られ、現在に至っている。 

27 中央３

丁目 

 

平成21年（2009）に造られたもので、平成24年

（2012）に漆を塗った。 

28 中央高

町 

 

昭和63年（1988）に小獅子で初参加して、現在に

至っている。 

29 下西郷 

 

昭和53年（1978）に造られた。遠州地方に数多く

の彫刻を残している伊藤章晴が初めて手掛けた彫刻

である。 

30 城北町 

 

昭和54年(1979)に造られ、現在に至っている。 
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№ 町 写真 特色 

31 弥生町 

 

昭和59年(1984)に造られ、現在に至っている。 

32 城西 

 

平成23年（2011）に造られ、平成25年（2013）

に漆を塗った。 

作表にあたり、下記図書を使用して作成した。 

（使用図書） 

・『掛川祭』掛川祭典年番本部（平成28年（2016））本文各町紹介頁 

・『掛川祭』掛川祭典年番本部（平成13年（2001））屋台･獅子一覧表 



掛川市歴史的風致維持向上計画 資料編             

資料編13 

 

③市内小中学校に建つ二宮金次郎像 

№ 所在地 写真 特色 

1 日坂小学校 日坂小学校は、昭和53年(1978)度に現在の位置に移転した。

現校舎が落成された時には、金次郎像はなく、数年間そのまま

だったが、地元の有志家が東京上野で見つけた金次郎像を、平

成17年(2005)4月に日坂小の玄関前に寄贈して建立した。 

2 東山口小学校 東山口小学校の金治郎像は、昭和12年(1937)４月29日に建

てられた。東山口小学校では明治44年(1911)に「一 源三流」

の校訓を制定しており、今日に至っている。この校訓にある三

つの教えのなかの一つ「勤労の汗」は、金治郎の勤労の精神の

発想がもとになっている。 

3 西山口小学校 西山口小学校の二宮金次郎像は、高さ約110cm（台座を含め

て約180cm）、青銅製で、正門東側の一角に建てられている。

昭和63年(1988)７月、学校創立百周年を記念して特別寄付者実

行委員会により設立された。台座に「報徳」の文字が刻まれて

いる。 

4 上内田小学校 上内田小学校の金治郎像は、昭和９年(1934)９月１日建立と

歴史が古く、農業が盛んな上内田の地域に、子どもの頃からど

う生きるべきかを示す像として立てられている。「勤労」「至

誠」「分度」「推譲」の教えを伝える像として大切にされ、像

の建立以後、毎月１回記念奉仕活動を行ってきたという記録が

残っている。現在の上内田小の「にこじろう運動」のルーツが

ここから始まっている。 

5 城北小学校 平成26年(2014)３月４日、地域の人々、教育関係者など多く

の来賓を迎えて、金次郎像の除幕式が行われた。建立の主な資

金は、地区内の一軒、一軒からの寄付だった。子どもたちも

「金次郎リサイクル活動」で汗を流して、実現に協力した。子

どもたちから金次郎像に、毎日声をかけてほしいという願いか

ら、あえて台座を低くして、子どもたちの目線の高さにした。 

6 第一小学校 第一小学校の二宮金治郎像の傍らに、「二宮尊徳先生幼時之

像」と記された碑がある。もとは昭和６年(1931)５月に竣功さ

れ陶製の像だった。昭和62年(1987)８月10日に再建されて銅

像の金次郎となり、除幕式がPTAにより行われた。金次郎像が

持つ本には、「一家仁一国興仁一家譲一国興譲一人貧戻一国作

乱其機如比」と古書「大学」の一説が書かれている。 
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№ 所在地 写真 特色 

7 第二小学校 

 

第２小学校の金次郎像は、大正12年(1923)に設立された「大

池耕地整理組合」から、耕地整備事業の竣工を記念して昭和10

年(1935)11月に本校に寄贈された。以来80年間、校門で子供

たちを見守っている。台座に「二宮尊徳先生幼児之像」と刻ま

れている。 

8 中央小学校 

 

昭和39年(1964)度の開校以来、しばらくの間、二宮金次郎像

が存在しなかった。しかし、平成25年(2013)度に創立50周年

を迎えるにあたって、記念事業の柱の一つとして、建立を決定

した。そして、10年間の積み立てによって実現し、平成25年

(2013)12月７日の記念式典で披露された。 

9 曽我小学校 曽我小学校には、二体の金次郎像がある。校長室にある像

は、戦時中供出された初代金次郎銅像の代わりに、陶器で作ら

れた二代目の像（昭和17年(1942)建立）である。もう一体、玄

関近くの庭にある像は、「台座のある立派な金次郎の銅像を曽

我小学校に贈りたい」と思った地域の方が寄贈した三代目の像

（平成13年(2001)建立）である。 

10 桜木小学校 桜木小学校の金次郎像は、開校60周年を記念して平成26年

(2014)度に建立された。建立にあたっては、区民、地元企業等

から多くの賛助金が寄せられた。台座には、「積小為大」の文

字が刻まれている。 

11 和田岡小学校 市内の小学校の中で最後に建立された金次郎像である。この

像を建てるために、子どもたちは大根を売ったり、アルミ缶集

めをしたりした。地域や保護者の方は古紙を集めたり、古本を

売ったりして資金を集めた。和田岡地域の人々の思いを集めて

平成26年(2014)12月に建立した。 

12 西郷小学校 西郷小学校の金次郎像は、平成９年(1997)３月５日に建立さ

れた。当時、本校は掛川市教育委員会より教育課程の研究指定

を受け、学校教育の在り方について研究をしていた。研究を進

めていく中で心の教育のシンボル、西郷小教育のシンボルとな

る物の必要性を痛感した。そこで、明治13年(1880)に創設され

た上西郷村農事会と一体となり、脈々と継承されてきた報徳精

神の表出である『二宮金次郎像』を西郷小の校庭に建立した。 
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№ 所在地 写真 特色 

13 原谷小学校 

 

原谷小学校の金次郎像は、昭和63年(1988)に創立百年を迎

え、９月３日に記念事業を挙行した。式典、記念誌刊行ととも

に記念碑として建立したと『学校創立百周年記念誌』に書かれ

ている。 

14 原田小学校 原田小学校の金次郎像は、岡山県の備前焼窯元「木村興楽

園」の名工友敬によって、昭和２年(1927)から昭和15年(1940)

の間に作成された。掛川市の金次郎像の中でも、陶器製は珍し

い。また、歩いている姿の像が多い中、本校の金次郎像は立ち

止まって本を読んでいる。 

15 倉真小学校 

 

倉真小学校の二宮金治郎像は、昭和56年(1981)に作られた。

金治郎の弟子である岡田良一郎は、倉真地区の出身である。本

校では、毎年６月に金次郎委員会による「金次郎を知る会」が

開かれ、入学した１年生に報徳の教えを伝えている。 

16 土方小学校 

 

土方小学校の金治郎像は、昭和３年(1928)11月、土方小学校

一同と学区の報徳社（入山瀬・落合・嶺向・下土方）と有志の

方によって再建された。「二宮尊徳先生幼時之像」とあるとお

り、学問をしたいと願いながらも時間がとれないために、薪を

運ぶ道中に書を読み学ぶ姿を表している。「金次郎像」は、報

徳の教えを大切にしている土方地区の象徴でもある。 

17 佐束小学校 

 

佐束小学校の二宮金次郎像は、「着ている物と足の出方」に

法則性がある。佐束小学校の金次郎像は、袴の裾を入れたモン

ペ姿でわら草履を履いている。前に出ているのは左足である。

つまり、「モンペ左足の石像」である。これは、愛知県の前芝

小学校にある小学校最古の金次郎石像の流れを汲むものであ

る。 

18 中小学校 

 

昭和９年(1934)頃、中地区下方の雑賀さた氏（当時85歳）よ

り本校へ寄贈された。葛を結び、夜遅くまでよく働いた方で、

以来この像は、80年以上の間、報徳の教えを説き続けている。

石像でありながら、ふくよかな金次郎像。「大学」の一字一句

を実体験に重ね合わせ、確かな一歩を踏み歩む、勤労・勤勉の

志。そして、分度を見極め、報恩感謝に生きる推譲の豊かさが

にじむ。 
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№ 所在地 写真 特色 

19 大坂小学校 

 

大坂小学校の二宮金次郎像は、正門をまっすぐ入った突き当

たり、竹林の横にたっている。この一角を子どもたちは三井の

里と呼んでいる。正門から登校してくる子どもたちを温かく迎

え、報徳の教えが行き届くようにと願っている。 

20 千浜小学校 千浜小学校の金治郎像は、幼年時代の金治郎像である。左手

には、金次郎が学んだと言われている儒教書四書の内の『大

学』の一節が記されている。「一家仁なれば一国仁に興り、一

家譲（なれば一国譲に興り、一人貪戻なれば一国乱を作す。そ

の機かくのごとし。」昭和７年(1932)10月23日赤堀浅一、赤

堀末一氏から寄贈を受ける。 

21 横須賀小学校 金治郎像といえば、薪を背負って本を読んでいる像が一般的

だが、横須賀小学校の金治郎像は、わらじを差し出している。

これは金治郎の教えの中でも難しいとされる「推譲」（人のた

めに譲ること）を表している。思いやりの心を持ち、人のため

に行動する気持ちを育てたいという願いが込められている。生

誕200年を記念して、昭和62年(1987)11月18日に建立。 

22 大渕小学校 大渕小学校の金次郎像は、地域在住の元書道教師伊藤彌一氏

より寄贈された。白御影石の台座には、彌一氏直筆の「徳」の

文字が記され、自分のよさを大切にし、自分を磨き徳のある人

になろうという意味が込められている。平成25年(2013)２月

20日に行われた除幕式で彌一氏は、『笹鳴の 校庭に除幕の 

金治郎の 教えを学びて 背負え日本』と、子どもたちの健や

かな成長を願った短歌を披露した。 

23 原野谷中学校 

 

原野谷中学校区内の家にあった金次郎像が学校に寄贈され、

現在、正門を入った正面に立っている。陶器で作られた像の修

復や台座の設置、石碑の建立などを地元の人達がすべて賄い、

奉仕して、平成27年(2015)３月16日に建立した。報徳の教え

や金次郎像は学校の宝、学校が地域の宝、子どもたちが地域の

宝となることを願って建立した。 

24 桜が丘中学校 

 

金次郎像は青銅製で、昭和30年(1955)10月20日二宮尊徳

100年忌を記念して、学区内の報徳７社と村民有志が、子ども

達の健やかな成長を願い建立、寄贈した。昭和37年(1962)学校

庭園「夢の庭」を造成した折り、その中に据えられた。現在位

置が変わり、像は正門正面の「夢の庭」に立って、生徒達が元

気に登校する姿を見守り、迎えている。 
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25 北中学校  北中学校区内の区や学校関係者で構成する北中学校区子ども

育成支援協議会が、平成27年(2015)３月、子どもたちが健やか

に成長し、ふるさとを愛し、未来にはばたく人となることを願

い、地域・家庭・学校が手を取り合うことを目的にして建立し

た。像は、建立の目的の象徴として、冀北学園シンボル像（二

宮尊徳像・岡田良一郎像二体を並べた像）を地域・家庭・学校

の浄財により建立した。 

26 城東中学校 

 

城東中学校区の役員の人達が中心となって「城東中学校に二

宮尊徳像を贈る運動」を起こし、関係者と区民に働きかけて寄

付金を募り、平成27年(2015)２月20日青銅製の像が立った。

像は、村を善くしようとする尊徳の思い、自分の思いを押しつ

けるのでなく、相手の気持ちを汲み仲良く取り組んだ尊徳の言

葉「一円融合」を題材にして、大人の尊徳になった。 
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